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令 官 主 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大 阪 = 大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 15 ( 斬住車ビル ) 電 ( 220) 5  1  1  1  

東 京= 東京都千代田区丸の内 1 - 3  - 2  (斬住友 ピル) 電 {お2) 6  1  1  1  

世薫所= 肺眠 信 岡 広島 岡 山 高 松・名古屋 ー 富 山 静 岡 斬 渇 宇 都 宮 仙 台 ・ 札幌

東 京 鉄 構 課

お問合せ先 大 阪鉄 構 課

建 築 材 料 の 高 騰 、 人 手 不 足 に よ る 工 期 の 遅 延 な ど

様 々 な 問 題 を か か え る 建 築 界。 こ う し た 厳 し い 条

件 の 中 で 、 住 友 は こ れ ま で に 節 材 節 労 を お 約 束 す

る 構 造 部 材 ス ミ コ ラ ム ( 高 層 用 主 柱 ) 0  H 形鋼( 主

柱 ・梁 材 ) 。 リッ プ 付 軽 量 H 形 鋼 ( 中 低層 用 主 柱 ) 。

軽 量 ｈ 形鋼Ｈ梁 ・ つなぎ材Ｉ等を遂次生産 。 ｾ届

け し て ま い り ま し た 。 そ し て こ の た び 、 建 築 構 造

物 の パ ッ ケ ー ジ 販 売 と し て く ス ミ フ レ ー ムパ ック〉

な ど を 開 発。 こ れ ら は 住 友構 造 材 を た く み に 組 合

せ た プ レ ハ ブ 建 築 シ ス テ ム で 、 現 場 環 境 、 作 業 条

件 を 最 大 限 に 生 か せ る 画 期 的 な も の で す 。 ま た 住

友 で は 工 法 の シ ス テ ム 化 の 面 か ら 高 層 ビ ル の 建 築

設 計 シ ス テ ム 〈 ス ミ コ ラ ム &H> を 開 発 。 これは

ス ミ コ ラ ム と H 形 鋼 を 使 用 、 設 計 か ら 施 工 ま で一

貫 し て コ ン ビ ュ ー タ ー 管 理 の 下 で 進 め ら れ る 最 も

新 し い 工 法 シ ス テ ム で す 。
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15 汚 水 処 理 装 置

16 車 庫

17 テ ラ ス
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b  荷 泊 宜 ( 4 人 宣 )

C  描 ，白宜 ( 8 人 宣 )
1階 平 面 図

a  便 所

S  岨 械 室

6  電 恒 霊

a  宿泊宣( 制宜)
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d  般 信 重

@  便 所

1  洗 面 所

9  サ ービスコーナー
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l  友 よ り 術 泊側 、 本館 、 多 目 的 ホ ー ル

2 . 牧 場か ら の 退 官J

3 . 本 館

4  . 多! ' l (I"J ;j; - J レ( スクラムホール)

5  .  務官市室 iiiJ 彪 よ り 宿 泊 縦 を 望 む
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セン 中央 教 育 セ ン タ ー は 、 ゼ ン セ ン 同 盟 が 結 成30周 年 記

念 事 業 のー っ と し て 、 民 主 的 な 労 働 運 動 を 有 効 に 進 め る

た め に は 教 育 活 動 こ そ が 虫 袈 で あ る 、 と の 考 え か ら 建 設 を 進 め て

き た 教 育 研 修 施 設 で あ る 。 6 月 1 日 開 校 以 来 、 早 朝 7 時 15分 の 朝

礼 に 始 ま り 、 深 夜11時 ま で 、 税 級 、 自 主 討 論 、 休 育 活 動 を 中 心 と

し 、 日 常 生 活 自 休 を 研 修 プ ロ グ ラ ム に 組 入 れ た 、 充 実 し た 教 育 活

動を笑施しており、 1 ヶ月r : rl で 約2 ，000人 の 研 修 実 績 を あ げ 、 年 1111

4 万 人 の 受 入 れ を 目 標 と し て い る 。

1也 の 建 部 町 は 、 間 山 市 と 津 山 市 の ほ ぼ 中 l湖、歴史的には

建 設

備前と美作の境界に位ｩｦＨし、人口約 Ｘ ， ＷＰＰ 人、町 ｔ 耐 ｾ￭ＸＹ .66 

ん州、 ( 内7 5 %は 山 林 が 占 め る ) を 持 つ。 ゼ ン セ ン 同 盟 に よ る 用 地

の 決 定 は 、 全 国 初 ヶ 所 以 上 の 候 補 地 に 対 し 、 3 年 間 に 亘 る 似mな

踏 査 の 結 来 と し て 、 建 膏Ilurr の urr を あ げ て の 誘 致 と 協 力 が 袈 因 と な

っ てなされたものであり、地元との協力関係は、建設期! 日1中 を 通

じ て 確 立 さ れ 、 施 設 の 巡 営 に 具 体 的 に 実 現 さ れ て い る 。

は、国鉄i : l .t 山 総 稲 波 駅 か ら 東 へ 約 1 k m、 西 南 に 旭 川 の 消

敷 地

流 と 吉 備 高 原 を 望 み 、 来 は 牧 場 に 隣 接 す る 山 地 に あ り 、

.fi': i 7: n20- 150 怖の二つ の 尾 様 と 一 つ の 谷 で 形 成 さ れ て い る 。 i1!i入

の容易な北側の尾級を主聖書施設用地とし、その工事発生・土で谷を

埋 め グ ラ ン ド と し 、 南111リ の 尾 根 を キ ャ ン プ 場 を 主 と す る 野 外 活 動

施設用地として、敷地全体を活用する配置主計画とした。

施設は、本館、宿泊線、多目的ホーノレから成り、それら

主 要

の規模は、教育活動の効率上、 40人 の グ ル ー プ を ー 単 位

と し て 決 定 さ れ た。 Il nち本館には、 160席の講堂、 40席 の 教 室 4 室、

20席 の 討 議 室 4 室、 80fl 古の食主主、研修グループご との 受 付 カ ウ ン

タ ー を 持 つ 団 体 ス タ ッフ 控 室 4 室などが主要室として自己也され、

宿 泊 棟 は 、 研 修 グ ル ー プ 毎 の 共 同 生 活 め 場 主 し て 、 夫 々 に 談話 室

を 持 つ40人 定 貝 の 独 立 し た 4 械 と し て 計 画 さ れ 、 管 理 上 、 本 館 と

地 下 廊 下 で 連 結 し て い る 。 本 館 と 宿 泊 械 は 、 地 形 に あ わ せ て 計 画

さ れ 、 ア プ ロ ー チ1ft1lからは夫々 2 階建、 1 階 建 に 見 え る が 、 谷1l 聞

か ら は 夫 々 3 階建、 211管法となる 。 多目的ホーノレは、雨天時の休

育 活 動 や 、 合 同 コ ン パ 会 場 、 時 に は 宿 泊 所 と し て も 利 用 さ れ る 。

活 動 施 設 と し て は 、 建 部 町 教 育 委 員 会 を 窓 口 と し て一 般

野 外

に提供されるキャ ン プ ｴ ｊ，ｾ 施設を持ち、岡山県教育委只会

か ら も 林 間 学 校 と し て 指 定 さ れ る こ と と な った。 宿 泊 定 只 は 約200

人 で あ り 、 全 施 設 を 利 用 す れ ば 段 大 500人 の 宿 泊 研 修 が 可 能 と な

る。一周 200 惜 の グ ラ ン ド は 、 盆 踊 り や キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー な ど の

行 事 に も 利 用 さ れ る 。 地 元 飼 育 家 か ら 提 供 さ れ た 20数羽を容する

く じ ゃ く 図 は 、 施 設 会 休 に な ご や か な 雰 囲 気 を 与 え て い る 。 敷 地

の 中 の 高 台 に は 、 先 人 の 撲 がt を，f! 1; える 「先 駆 者 の 塔 」 を 配 し た;a

ｾｉ を設け、「先駆者台 ｊ と名付けられた 。

敷 地 門 に 設 け ら れ た 会 長 4 仇 に 及 ぶ 遊 歩 道 を た ど る と 、 独 政 工 事

の た め に 伐 採 さ れ た 雑 木 を 利 用 し て し い た け の 栽 培 が 行 わ れ た り 、

古 く か ら あ っ た 段 々 白 が 復 活 さ れ 、 自 家 農 園 や 花 壇 と し て 利 用 さ

れ て い る 。 ま た 、 組 樹 カ ン パ に よ り 、 杉 、 格 、 梅 な ど の 組 林 が 絞

け ら れ て い る 。 これらの積極的な外梢主主{ 創立、現状よりも吏に12

か な 自 然 環 境 を 創 ろ う と す る 長 期 の ビ ジ ョ ン が 実 践 に 移 さ れ た も

の で あ り 、 敷 地 内 に 設 け ら れ た 作 業 詰 所 を 基 地 と し て 、 建 部 町 の

有 五士、の協力によ っ て 進 め ら れ て い る 。

計 画 に つ い て は 、 長 期 間 滞 在 す る 宿 泊 研 修 者 が 、 自 主 管

建 築

理 の 共 同 生 活 を 行 い つ つ 、 肌 と 肌 の ふ れ 合 い を 感 じ と っ

て 行 〈 生 活 の 場 と し て の 工夫 を 、 基 本 計 画 か ら 工 事Wlf iJ l r . J " を通じ

て行い、仕上材料とディテーノレの決定は、日常的な手法を用いな

が ら 、 質 実 さ と き び し さ の 中 に 社 会 の 泣 か さ と 人 聞 の 温 か さ を 求

め て 進 め て い っ た。

敷 地 内 に 記 念 館 の 建 設 が 進 行 中 で あ り 、 こ の 中 に は 、 繊

現 在

維 産 業 の 発 展 と 労 働 巡 動 の 歴 史 が 展 示 さ れ 、 過 去 の 実 紛

と 未 来 へ の 展 望 が 確 認 さ れ る こ と と な る 。

11 11 キ ャ ン プ 場 ( ill 幣町 議 ) の パ ンガ ロ 一 得

12 述 帯 の 森 での 集 会

13 グランド ( 団 結 広 場 ) より くじ ゃ 〈闘 を 望 む

16 遊 歩 道

16 





+  

1  北側同宿泊棟群

2  ラ ウ ン ジ

3  大セミナ一室

4  本 館 全 景

5  本 館 ホ ー ル

写真搬最多

1，4.5 ナト' ) 光房

2，3 松岡満男 (新 建 築)

関西地区大学セミナーハウス

設 計 施 工 大 林 組

ニ の セ ミ ナ ー ハ ウ ス は 、 教 師 と 学 生 が 自

然 環 境 の 中 で 数 日 間 寝 食 を 共 に し な が ら 、

人 間 的 触 れ あ い を 通 じ て 学 習 と 人 間 形 成

を 行 し ¥ 各 大 学 的 交 流 を 深 め る 坊 と し て

計 画 さ れ た . こ こ で は 人 と 人 と の つ な が

りと主寸言舌を、 人 と 自 r?¥と の 周虫手口を宮十るニ

と が テ ー 7 で あ っ た 。 利 用 者 に と っ て 学

校 ゃ 家 庭 で は 得 ら れ な い 自 然 の 中 的 楽 し

い 環 境 を 用 意 し て 、 短 い 滞 在 期 間 で は あ

っ て も 自 己 的 人 間l形 成 の 拠 点 で あ る と い

う 意 椴 を 培 う も の を 求 め た 。

建 物 は 泣 か な 自 然 の 起 伏 の ま ま に 、 敷 地

円 高 低 王 査 を 利 用 し て 適 当 に ス キ ッ プ し 、

平 面 に 変 化 を も た せ な が ら そ れ ぞ れ の 棟

にイ困 f生を事事たせた。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 音11

1廷 か ら は 刻 々 に 表 情 を か え る 周 辺 町 眺 望

が待られ、戸 口 を 出 て予 ｊｾ ｉ せぬロケ ーシ

ヨ ン の展 開 に。惰き、 棟 の IUI を 通 り 抜 け、

緑 の 広 場 を 横 切 り 、 散 策 i立 を 際 ら い 楽 し

む 人 た ち の 連 続 し た 様 々 な 感 動 と 体 験 か

ら 、 互 い の 結 び つ き の 意 織 が 閉 ま る も の

と期 待 し て い る 。 屋恨 の 形 、 窓 、 総 の1政

策 i丘 、 ベ ン チ 、 ピ ロ テ ィ 、 建 物 の た た ず

ま い に 、 自 然 と 人 、 人 コ こ が 融 和 で き る 可

古E1主 を i阜; ) < した 。

本 館 か ら 小 さ な 斜 面 を は さ ん で 締 設 が 計

画 さ れ て い る 。 勝 立 は 本館 と 共 に セ ミ ナ

ー ハ ウ ス の 中 核 と な る 空 間 で あ る . 両 者

は ベ デ ス ト リ ア ン ブ リ ッ ジ で 結 ば れ 、 自

然 の 起 伏 を 残 し た ま ま 双 方 の コ ミ ュ ニ テ ィ

を ス ム ー ズ に 迎 結 す る . 緑 町 自 然 環 境 と

こ の ベ デ ス ト リ ア ン プ リ y ジ 内 側 和 に つ

い て は 万 全 を 期 し て い る が 、 鰯 般 的 事 十 古

に よ り 鱗 堂 、 ブ リ ッ ジ の 青 空 エ が 2 - 3 年

先 に 延期 さ れ て い る の で 、 広 場 、 外 術工

1'> と と も に 今 後 真 に 追 求 し て 申 き た い 。

( 奈 良 鋲一 、 江 1; r 泰造)

本 館 RC 、B1、2F 、 延 1，242.65m'

大 中 ゼ ミ 棟 RC 、2F、 延252. 6701'

28人 宿 泊練 ( 中 ゼ ミ 付 ) RC 、2F、延360.50m'

28人 宿 泊 練 R C、2F、 延299.66m'

12人 宿 泊 練 RC 、平屋 、 延 124 .39m'( 4( *)

8 人 宿 泊 棟 R C、平屋、延 79. 94m' ( 12棟 )

官拝 堂 RC、B1、1F 、 延539. 79(未完)

宿 泊 人 数 200名

基 本 計 画 関 西 地 区 大学 セ ミ ナ ー

，、ウス. . 宜 委 員 会

所 在 地 神戸 市 北 区 道 場 町 生 野

字 ロ ク ゴ ウ

敷 地 面 積 83 ，000 .00 m' 

建 築 面 積 3，379 .40m'  

延 床面 積 3，612 .32m'  

工 期 昭 和48年 3 月 一

昭 和51 年 3 月





京都府ゼミナールハウス本館

施 工 熊 毛主組

京 都 府 ゼ ミ ナ ー ノ レ ハ ウ ス は 、 貌 夜 、第 一期

工 事 と し て 本館 が 完 成 し 、 第二 期 工 事 と

し て の ユ ニ ッ ト ハ ウ ス のー 膏11 を到す工 、 今

年 秋 に 仮 オ ー プ ン の 予 定 で 進 行 し て い る 。

敷 地 は 京 都 市 内 か ら 北 山 杉 で 有 名 な 周 山

を越 え て 、 北 へ111て' 約一 時 間 の 京 北 町 に

あ る。 周 囲 は 杉 や 松 の 木 立 ち に お お わ れ

た 山 に 三 方 を か こ ま れ 、 南 に 而 し て 平 地

カず開けた山 1也 で あ る 。

こ の 施 設 の 目 的 は 「 教 師 と 学 生 、 学 者 と

社 会 人 が 起 居 を と も に し な が ら 思 索 し 、

討 論 し 、 学 Illl を 深 め る 人 間 生 涯 の研 さ ん

の 場 」 と い う も の で あ る 。

こ こ で の 利 用 の さ れ 方 は さ ま ざ ま な 形態

が 考 え ら れ ( 4 - 5 人 の 小 グ ル ー プ か ら

2 0 0 - 3 0 0人 の 多 人 数 の 酎 愉 ま で ) 、 設 計 で

は 「 そ れ ぞ れ の集 団 の独 自 性 と 迎 続 性 を

も た せ る 」 こ と を 線組 と し た .

こ こ で の 配 訟 計 画 で は 、 自 然 環 境 の 保 全

を 大 前 総 と し た . 宿 泊 定只 200各 、 全 収

容 人 只 300名 の 施 訟 を ー ヶ 所 に ま と め て

湿Eて る に は 、 s ;f<艮(7) 中高カ句央 < t也7移カず急、来十

面 の た め 山 の 形 を Jj) j し て し ま う の で 、 小

単 位 の 施 般 に 分 け て 、 分散 白勺に配詰ま す る

方 法 を と っ た . そ し て 、 ボ リ ュ ー ム の 大 き

い 本 館 を ニ y の 尾 恨 の 問 に 怖 を 架 け る 型

で 配 置 し 、 東 側IJ の 尾 板 に は ユ ニ ッ ト ノ 、 ウ ス

群 を 、 西側IJ の 尾 根 に 合 同 宿 舎 を 酉 己位 した。

本 館 は 総 合 ゼ ミ 室 、 会 械 室 、 食 卓主、浴室

と 管 理 綿 貫 生 な ど か ら な り 、 谷 IHJ の 地 形 を

利 用 し て 3 階 に 〆 イ ン ア プ ロ ー チ を と り 、

4 階 で は 東 西 の 宿 泊棟 と 速 絡 す る 械 を 設

け、 2 階 部 分 に あ た る 北 庭 と 1 階 部 分 の

南 の 庭 が中 央 の 吹 き 抜 け に な っ た ホ ワ イ

エ を 通 し て 空 1"11] 的 に 連 続 す る よ う に し た 。

敷 地 内 下 に 病 院 が あ る た め 既 存 の 木 立 ち

を 残 し て 視 覚的 に 遮断 し、 3 附 の メ イ ン

ロ ビ ー や 4 階 的 食 堂 か ら は 南 に 向 っ て 眺

望 が 得 ら れ る よ う に し た。 ( 倉 本 恒一 )

0 50 00蜘

配置 図 ( 48年 度 全 体 計 画 )

車
断 面 図

41首平面図

H 古平面図

1  ，皆平面図

設 計 監理 地域 計画 建築 研 究 所

所 在 地 京 都 府 北 桑 田 郡

京 北 町 字 下 中

敷 地 面 積 8 9 ，2 3 8  m目

建 築 面 積 1 ，227m'  

延 床 面 積 2 ， i' 3 3 m・

構 造 規 模 R C、4 F

工 期 昭 和50年 3 月 一

昭 和 51 年 1月





伊藤寓ビル

設 計 施 工 竹 中 工 務J吉

所 在 地 大 阪市 東 区本 町 4 - 46 

敷 地 面 積 2 . 422 . 24m目

建 築 面 積 1. 721 . 6 8 m'  

延 床 面 積 26 . 267. 06m・

構 造 規 模 S R C . B 3 .  1 3 F .  P 4  

工 期 昭 和48年 11月 一

昭 和 51年 3 月

小 豆 色 の 米 国 北 部 産 花 岡 石 が 、 日 に

よ っ て 、 時 間 に よ っ て 、 赤 く も 紫 色

にも変化するこのピノレは、昭和の初

めから御三JE筋 の 銀 杏 並 木 と と も に 縦

しまれてきた伊藤誠旧本社ピノレに代

って誕生したオフィスピノレである。

1却 な 筋 と 本 町 通 り の 角 に f立 出 し 、 地

下 2 1; 皆で地下鉄御: 主筋線と直接迎絡

で き る め ぐ ま れ た 立 地 条 件 に あ る 。

このピノレは、本館 ( 地 上 131滑 塔 屋 4

1; 符) と 別 館 ( 地 上 7 階 ) か ら な り 、 地

上 2 1活から 6 1; 皆までは各1; 皆渡り lull F  

で 結 ば れ 、 ま た 、 商 館 共 用 の 地 下 に

は 新 し い イ メ ー ジ の 地 下 庖 $ili r 本 IIIT

4 番 街」 が あ る 。 1 ・2 1滑に銀行、

3 1滑 か ら は 15M スノマンの宇主の な い 使

用 効 率 の 高 い n室 に よ り 柿 成 さ れ て

いる。

ぷj，mにおいては、 J令l暖 房 か ら 給 湯 に

至るまで煙を出さない無公Ｚ去のｾ， ｕｍ

シ ス テ ム T A C N E S - H R をti i.用

しており、空調設備の制御、エレ ベ ー

タ 一 、 防 災 設 備 な ど の す べ て が コ ン

ビューターにより管理され Ｇｩ［ｾＧ に枇迎

で か つ 安 全 を 雌 保 す る オ フ ィ ス ピ ル

としての技術を誇っている。

t嶋田長 H II' ｏｾ＠



佐 賀 銀 行 本 庖

施 工 松 尾 建 設、 大 成 建 設 共 同 企 媒 体

所 在 地 佐 賀 市 唐 人 二 丁 目 七 番20号

敷 地 面 積 4 ，792 m・

建 築 面 積 1，950 . 98 m'  

延 床 函 積 11 ，570 . 56 m'  

精 進 規 模 5 R C( 畏 ス パ ン 梁5 ) 8 1 、8 F 、P l

工 期 昭 和48年 10 月 一 昭 和50年 9 月

設 計 日 建 設 計

回 図 都 市 佐 賀 の 最 も 代 表 的 な 駅 前 通 り に こ の 建 物 の 敷 地

は 位 置 し て い る 。 計 画 に 当 っ て は 街 並 み と の 調 和 と 、 営

業 部 へ の 出 入 口 の 関 係 お よ び 既 設 事 務 セ ン タ ー と の 述 絡

を 考 慮 し て 、 前 面 道 路 ( 20 m) に面して低) ( ' j 練 ( 営業室)

を 、 後 方 に 高 層 線 ( 本 部 ) を 計 画 し た 。 低 層 練 、 防 局 棟 と

も21 m の 無 柱 空 間1と し 、 低 層 部 を は り 出 さ せ る こ と に よ

り 、 営 業 室 の 必 要 床 面 積 を 可 能 な ら し め た 。

内 部 の 計 画 に 当 つ て は 、 1 階 営 業 室 部 分 ( 吹 抜 ) と 2 階

の 一 部 営 業 室 の 空 間 構 成 の 処 理 が 設 計 の ポ イ ン ト で あ っ

た 。 全 体 的 に 大 空 間 の 扱 い で あ っ て も 、 常 に 外 部空 間 と

の 離 脱 を さ け 開 放 的 な 構 成 を は か り 、 正 面 よ り 後 方 の 本

音[ ¥玄関迄が見透せるように計画した。

外 観 は 磁 務 質 タ イ ノ レ の 打 込 工 法 を 採 用 し 、 う す い 茶 色 系

統 の 仕 上 と し 、 佐 賀 県 の 伝 統 産 業 の イ メ ー ジ を 表 現 す る

こ と を 心 が け た 。 と く に 建 物 の 足 も と 廻 り に 気 を 配 り 、

建物と道路の間隔を広〈確保し、外音 ￟ｾｦ 前にゆとりを持

た す べ 〈 努 力 を は ら っ た。 ( 広 瀬 二郎 )

主

鑑

賞

駅

県

道

四

至

県

庁

ぺ

寸

司

1  エントランスよリ' 出業主をみる

2. 営 業室 客 滑 り ( 1 階)

3  営 業 主 ( 2 階)

隙最長 伊 東 直 明
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和 歌 山 市 庁 舎

施 工 大 成 建 設

設 計 久 米 建 築 事 務 所

監 理 和 歌 山 市 庁 舎 建 般 事 務 所

久 米 建 築 事 務 所

所 在 地 和 歌 山 市 七 番 丁 2 番 地

敷 地 面 積 5 ，737 . 88m'  

建 築 面 積 3 . 785 . 0 6 m'  

延 床 面 積 33 . 072 . 22m・

<<i盆 規 模 S R C、 8 2 、 1 4 F、 P 2

工 期 昭 和4 8年 10月 一

昭 和 51 年 3 月

我 わ れ は 和 歌 山 市 新 庁 舎 の 殺 害十に あ

たり次のような是正本テー? を殻定した。

1 . 明るさを持 っ た 親 し み や す い 庁 舎

と す る .

2 周 辺 環 境 と の 景 観 的 な 樹 和 を 宮十る .

3 効 率 的 問 い 、 機 能 的 な 庁 舎 と す る .

4. 防 災 、 避 難 に 虫 点 を 置 い た 平 面 相 理

成 と す る .

5 行 政 機 能 の 分 離 を 横 御l の 階層 構成

で 明 碕 化 す る 。

6 身 障 者へ の 配 慮 を 積 極 的 に 行 う .

7. 全 館 不 燃 化 を 目 標 と す る 。

8 . 低 公 害 の 熱 源 採 用 と 省 エ ネ ル ギ ー

イl二を 言十る 。

新 庁 舎 は そ の 内 部 機 能 か ら 高 層 部 と

低 層 部 と に 分 か れ て い る 。 そ の 形 態

は 低 層 膏11に 段 状 の 拡 が り を 持 っ た ユ

ニ ー ク な も の と な っ て い る が 、 そ れ

は 低 層 部 に 広 い ス ペ ー ス が 確 保 で き

る た め に : 毎 日 業 務 部 門 を 集 中 配 置 し

や す い こ と 。 高 層 部 を 敷 地 南 側 に 配

置 す る こ と に よ り 北 側 隣 地 へ の 日 照

を締 保 で き る こ と 。 級 会 の 独 立 性 お

よ び 行 政 機 能 的 分離 を 外 観 に 表 現 で

き る こ と 。 ラ ン ド マ ー ク と し て の 個

性 を 持 つ 外 観 と な る こ と な ど 利 点 が

多 い た め に 考 え ら れ た も の で あ る .

尚、t l ¥物商さは対面する和歌 山 城 の

屋 板の 間 さ よ り 低 くす る 、 と い う 市

当 局 の 意 向 に 基づ き 軒 高53 明 に 抑 え

て 置宣言十した . ( 大 塚 邦 彦 )

1  1 、外 観江 商

I  I  4  2 、航 空 写真

|  寸一一一 3 、衿 合 ロ ビー

1  I  I  I  5  4 、 玄関 ホ ー ル

1  2  1  5  、 ;ヨ堅企晶

「一寸 搬 影 高峨 橋記 自11

い| 航 空 写真 相 歌 山市

f

L

「

一
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断面図
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東 能 勢 村 吉 川 支 所 庁 舎

所 在 地 大 阪 府 豊 能 郡

東 能 努 村 大 字 吉 川

2 ，738 . 2 m・

558 . 3  m・

920 . 6  m'  

R C、 2 F

昭 和50年 8 月 一

昭 和51 年 3 月

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

設 計 創 美 設 計

東 能 勢 吉 川 支 所 庁 舎 は 、 地 区 住 民 へ の サ

ー ビ ス を 第 一昔 室 町 目 的 と し て it1- 匝I さ れ た

の で あ り 、 現 在 開 発 途 上 に あ る 束 と き わ

台 内 向 中 心 に 位 置 し て い る . 敷 地 南 方 に

保 育 所 お よ び 中 学 校 、 東 方 に 公 閣 を ひ か

え 、 ス カ イ ラ イ ン を 趣 あ る も の と す る よ う

留意するとともに、公共担Ａｾが ｉｾ 古りやす

い イ カ ツ イ 感 じ を 極 力 さ け 、 や さ し い 何

か ホ ッ と す る よ う な 安 心 感 の i!Jj < 雰 闘 気

にするように，心持トけ貫生書十を 11日宮古 し た 。

道 路 に 勾 酉 己 が あ る た め 、 敷 地 に 1. 200M程

度 内 段 差 を つ け 、 上 部 を 庁 舎 線 、 下 膏11 を

駐 車 場 と し た 。 駐 車 場 空 間 と 庁 舎 練外 部

空 間 を 述 統1( ¥¥1 ; あるものとするためピロティ

ー に 接 点 を も と め 、 そ の 役¥'I' J を 来 た す よ

う に J朋f寺 し た .

庁 舎 と し て の 用 途 は 、 大 別 し て 、 住 民 サ ー

ビ ス の た め の ス ペ ー ス と 管 理 サ イ ド が 主

に 使 用 す る ス ペ ー ス に 分 け る こ と が で き

る。 Z宣 言 十 で は 、 前 者 を 1 階 に 酉 己 泣 し 、 後

者 を 2 階 に 配 註 す る こ と に よ り 動 紛 の 処

理 と し た 。 H 皆 執 務 空 間 ] は 、 オ ー プ ン な

ス ペ ー ス を 隙 保 す る た め 、 一 部 俊 聞 を 透

明 感 あ る 材 質 と し 、 机 党 的 辺l 統 感 を 期 待

し た 。 構 造 的 に は 2 11皆 事 務 室 内 壁 面 を 利

用 し た 7 イ ー デ ン レ ー ル 架 榔 に よ り 処 理

した。 2 1l 皆会Z高 室 も 性 格 上 オ ー プ ン ス ペ

ー ス が 望 ま し く 構 造 的 に ポ イ ド ス ラ ブ で

支 持 す る ニ と に 依 り 処 理 ! し た 。 2 1増 会 験

室 下 部 は 、 ア プ ロ ー チ の 緩 衝 ス ペ ー ス お

よ び外 部空 間 的 被 点 と し て の ピ ロ テ ィ ー

と な っ て い る 。

外 部 内 芝 の 緑 、 ピ 口 テ ィ ー 床 の レ ン ガ タ

イノレの赤茶、石 ｾ￭ 子の Ｑ 腹背、外壁タイノレの

白、澄んだｾの ｷ 早芳、色 ｮｲ ｴＮ ｬ ＧｩｬＮｬＮ成主も ｬｾｬ 待す

る と こ ろ てe ある。

出

町

山

川

1  外 観 ( 西 而)

2  玄関、 ピロティ

3  会 議室

4  タト1Il Ｈ ｾヒ ｾｮ 師 Ｉ

5. 執務室、存f f i ' l リ

写真抽i 影

1. 3 . 4 . 5 つ ね な りすた じお

2  ヒ ロ フ r ー ト



レジャービル寿楽

設 計 創 美 設 計 施 工 熊 笹 組

出 彬 つ ね 主 り す た じ お



所 在 地 大 阪 市 北 区 小 松原 町 24

敷 地 面 積 273 . 76 m・

建 築 面 積 255 . 33 m'  

延 床 面 積 1，551 . 72 m・

構 造 規模 S 、 一 部 R C、 B l 、 5 F

工 期 昭 和50年 8 月 一 昭 和51 年 5 月

レジャーピノレ寿楽は、 I吹 田 街 飲 食 街 と し て 賑

わ う 梅 田 地 下 街 「 泉 の 広 場 」 直 上 に 位mし、ヤ

ン グ を ね ら う 商 庖 経 営 に と っ て 、 現 況 と 将 来 性

を 含 め て 立 地 条 件 と し て は 申 し 分 な い よ う に 恩

わ れ る 。 北 南 西 と 隣 接 す る 雑 屑 ビ ル の 中 に 位 置

す る レ ジ ャ ー ピ J レ 寿 楽 を 、 ど う い う 形 で と ら え

る か が 諜 題 で あ っ た 。 こ の ビ J レは多目的用途に

利 用 で き る よ う に オ ー プ ン な 形 式 を と り 、 テ ナ

ン ト に 自 由 性 を も た せ た 。 狭 い 主主物 の 間 口 の 中

で 開放 J惑を人々に与えるため、 1 1滑に 1)日放 ス ペ

ー ス お よ び吹 抜 け を 作 り、 l!里泊! '": < 古島噂できる

よ う に 配 慮 し て み た 。 ま た 、 壁 ・天井商i にステ

ン レ ス ミ ラ ー を 多 〈 用 い 、 空 間lの 広 が リ を 期 待

し た 。 吹 抜 天 井 面 に お い て は 、 5 色 の 段 型 下 り

天 井 を 設 け 照 明 器 具 を 内 蔵 し 、 夜 の 刻IJ: l J告をJtl I待

し て み た 。 外 観 の デ ザ イ ン は 、 塔 状 と な る た め

シ ン ボ リ ックに扱い 、 白 い ア ル ミ パ ネ ル を 用 い

て 、 極 力 簡 素化に努めた。





姫 路 市 市 民 会 館

設 計 昭 和 設 計

姫 路 市 市 民 会 館 は 、 市 街 地 の ;業 務 ピ ル 閥

J苫 な ど が 悦 在 す る 商 業 地 域 の ほ ぼ 中 心 に

あ っ て 、 級 と 石 坦 と 白 』 史 的 悠 然 と し た 白

鷺 城 を 背 景 に 、 正 面 は 国 道 2 号 線 に 萌 し

た 交 通 至 便 の { 立 世 に 立 地 し て い る 。

永 年 市 民 に 親 し ま れ 、 利 用 さ れ て き た 旧

公 会 主 的 老 符 化 と 共 に 機 能 而 に お い て も

支| 綜をきたし、 一 方 で は 市 民 活 動 が 活 発

に な り 利 用 者 ・年 令J( i l も次第に広がって

い 〈 傾 向 に あ る こ と か ら 、 新 た に オ ー デ

イ ト リ ア ム 施 設 、 社 会 教 育 組 員 生 、 総 合 結

婚 地 設の 三 機能 を 備 え た 市 民的 コ ミ ュ ニ

テ ィ ー セ ン タ ー と し て 、 旧 公 会 堂 跡 地 を

利 用 し て 計 画 さ れ た .

敷 地 内 有 効 利 用 と 市 民 の 安 全 対 策 を 考 え .

敷 地 の 形 状 か ら 7 ア ソ サ ー ド は XIE行 型 平

商 形 に て 前 面 空 地 を 硲 保 し 、 後 方 向 800

人 収 容 の オ ー デ イ ト リ ア ム は 、 正 面 西1I1IJ

の 市 民 広 場 か ら 置E犠 ア プ ロ ー チ で き る よ

う に 考 へ 、 不 特 定 多 数 の 利 用 者 が 混 乱 し

な い よ う に 助 制 を 明 解 に し た 。 ま た 、 身

障 者 ・老 人 な ど の 利 用 に つ い て も 、 "11精

子 用 ( エ ベ レ ー タ ー ・便 所 ・ オ ー デ 客席

な ど ) 設 備 を 設 け 術 観 的 に 考 え た 。

外観は自耳目U"ll 騒 音 ・排 ガ ス に よ る 彬 轡 を

考 え 、 窓 は 必 袈'Jiil: /J、|浪 の IJ 日 ロ に し て I W'l'f

サ ッ シ ュ を 採 用 し 、 外 壁 は 汚 れ が 目 立 た

な い こ と と 同 時 に 市 民 に 親 し ま れ 、 Hま 味

の あ る グ レ イ y シュ ・ブ ラ ウ ン 色 町 11欠十u.

イノレメタリ ッ クイ士」こを B血 し た 。 ( f)' 雌 敬 祐 )

件

l 外 観正 1M

2 ホ ワ イ ェ (2 F )

3 ォーディトリウム

祖 ｴ 晶 ｾ ii 'f ' f  ｾ＠

監 理 姫 路 市 ・ 昭 和段 計

施 工 建 築 大 林 組

電 気 栗 原 工 業

空 蜘 衛 生 高 砂 熱 学 工 機

所 在 地 姫 路 市 本 町 107

敷 地 面 積 3 ，5 7 8 m'  

建 築 面 積 2 ，621 m'  

延 床 面積 12 ，334m'  

構 造 規 模 S R C.B  ，.  7 F. P 2  

工 期 昭 和49年 8 月 ~ 昭 和51 年 3 月





宇治レインボープラザビル

車評藤 建 築 段 骨十事務 所

宇 治 市 小 倉 町 神楽 園 23

11 ，436 .38  m'  

4 ，247 . 9 0 m'  

16 ，977 .40  m'  

R  C  . 4 F  

昭 和50年 7 月 一 昭 和51 年 6 月

銭 高 組施 工

o  S  10 鈎"
-

配置図・ l 階 平 面 図

4 吋 fI 市 近 鉄小合! l fO拘に 位 也 し 、 駅 前 シ ョ

y ピ ン グ ピ ル と し て 附 三 i ltI: I が 他 殺 し た

こ の ピ ル は 、 地 主 に よ り i l'j 校 名ーの、、えト

，7 ・・ザ 京 都 " を 目 的 と し た 地 』 或 開 発

と し て 企 画 さ れ た も の で 、 主 な テ ナ ン ト

として、i ! ! i 友ストア ー li制i ! ! i 及び鍬行が入

っ て い る 。 設 計 に あ た っ て は、 l既 成 町 ス

ー パ ー か ら 脱 皮 し た 百 貨 応 に i丘 い イ メ ー

ジ を i l'j: l . ' i 者にあたえるよう努力した .

建 物 は 国 道24号 線 と 駅 11;11111)道 路 ( 将来、

者11市首 h川 辺 路 ) に 狭 ま れ た 引 と な り 、 前

方 向 駐 l_IL場 も 将 来 は 駅 前 広 場 と し て 宇 治

市 へ 移 匂ーさ れ る 予 定 で あ る 。 正 1mは 小 倉

駅 前 に 面し、 反 対 11111の 国 道24-01...料! IIJI) か ら

の 答周辺主入口も石在イ呆されており、両 ill を

結 」ごモ - J レ に よ っ て 、 J市古i 1i 1t f と 銀 行 宮I1分

の 7 ロ ア 一 区 分 を 行 っ て い る .

ピ ノ レ は 半 地 下 を 含 め て 4 J i 持組で、半地下

は食料品 Ｈ， 紛 三 ｾＮ ｉ ＡｷＧ 及びｩＡＡ￯ぶストアーＩ

の ｾｎ Ｚ 坊う、 Ｑ Ｍ Ｓ Ｑ ，符は日月 Ｓ 品 などのう志士必とな

っ て い る 。 屋上 に は -f .供 の i些凶 地 設 を 設

け た 。 こ の ビ ル の 1 1; 皆 正 1Mム: 1則の ア プ ロ

一 千 は 1;皆I立 ( n さ#勺 2. 3111 )  を 」ニカeるカ人

こ れ は 食 料 品 先 場 ( 半 地 下 ) へ の ア プ ロ

ー チ を 身 I.g した討議主である.

縫物商f 1 11) に は 住 宅 が 隣 接 し て お り 、 熱 源

は大公汚染低減のためガス冷 ｉｉ ｾＩＩｽ 機を使

用 し 、 ま た 、 消 防 作 業ーに は 脳 外 に l切火ノk

fI"i 2  )左 ( 80 t ) 、 以 外 消 火 佼 な ど をZi tl 丘した 。
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京 都 市 立 東 養 護 学 校

言宣言十 東 畑 建 築 事 務 所

基 本 計 画

施 工

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

京 都 市 教 育 委 員 会

京 都 市 住 宅 局 営 繕 銀

機 回 建 設 ・辰 己 建設 共 同 企 機 体

京 都 市 東 山 区 山 科 大 塚 高 岩 町 3

33 ，7 7 7 m・

4 ，457m'  

6，356m'  

R  C .  2  F  

昭 和50年 4 月 一 昭 和51年 3 月

本 校 は 引1M.': お く れ の 児 Jtt ・生 徒 が 、 H 会

的 ー 只 と し て 明 る 〈 、 た く ま し 〈 宅 き ぬ

〈ブJ と 行 動 性 を 身 に つ け 、 他wで 心 収 か

な人 ｉｉ｜ｊ にＧＨｦｉ戎されるニとを口 ｾ Ｚ ，Ｇ Ａとして ｊ 止

" 立された 。

対 象 児m・生 徒 は ① 特 妹 教γf を 希 望 す る

小 . '1' 主主護学校ギ王将者および5}. { f二j広 紘

学予定児守在 。 ②栴怜 ｬＧ 発行の巡滞のＮｦＧ ｾｕ 交が

" -'/立 以 上 お よ び 悦 j交 の も の の う ち 社 会 (1'1

適 応 性 が 特 に 乏 し い も の 、 と な っ て い る 。

定 只 は 、小 学 部 18学 級 126名 (1111担6学 級 30

名) 、 中 学苦119学 級 63名 ( 虫 絞 3学 級 15名 ) .

建 物 は 校 合争点 3 線、 bi 内 辺卸 古 場 、 生 活 問11

*'11十 点 、 プ ー ル お よ び 付 咋<(， Ni で あ り 、 屋 外

に由 ＱＱｍＡ 枯〉として白ｲＮｾ ［ｴｾ にのｻ可 ｬ 串十 ｊ ｉＡＡを手且して

い る 。 計I ! ! T I の上で、子供たちが助け介い

1'1立 心 が ' (f て ら れ る よ う に 教 宅 を 配 ; 白 川

成 し 、 細 部 に つ い て は 過 保 議 に な る こ と

を 磁 力 成 め 、 同 学 年 に な る ほ ど そ の 設 やiil

b 一 般 社 会 に 使 用 さ れ て い る も の に 近 づ

け て い る 。 雄 物 の } 彩 、 色 彩 に つ い て は 風

致 地 区 と い う こ と も め り 、 以 境 へ の : 1 1:. 1利l

を円ι J.1r1. した 。

本校の江Ｉｴ ｾ Ｍ ｉＧ .  ｾＺＺ主政を泊して、 ｊ［ｾ /111の 教 ' (f

の伝統の並みと、進取の ｾｕ ，， ｾ を終始削 ｌ に

感 じ て き た . γ f ち 合 い 発i主 し あ う こ と を

保 附 す る 教 打 、 学 校 に j己 供 を あ わ せ る の

で は な く ー子 供 に あ っ た 当 斗 交 を つ 〈 る と い

う 基 本 製 念 は 、 1; 申 告 児 を 必 づ か せ る の み

な ら ず 、 す べ て の 子 供 の 教 ' (f を よ み が え

ら せ る こ と だ ろ う 。

A  

B  

C  

ｾｴ 校合

'1' 校 合

￯ｾ￯ 校合

1 1滑

2 1; 持

1 1; 持

2 1;W 

1 1滑

管理，ir.常

千，;.i!fj教ヰi .  1与日1I 教虫

干干 ｩ 曲教 ｾ ｩ ・ 特別教可 ｩ

? 干通教司i 特 別 教 可{

ill 桜 学 級 教 主 ;.，II["j 岨教可i

ｭ 団 ＿［ Ｎ ｾｖｉ 司 ｩ

普通教 ｾ ｉ ・ Ｑ 年目 Ｑｉ 教当 ｩ

1  アプローチ ( 北より )

一二一斗 2 .  il ' i 校舎( 左 ) と体行館( 右 ) と小峰

3  . $ _ 活訓練棟 ( f軒i ! ! i より)

3  I  4 集 団 学 習 室 ( 南 校 合)

7 日1 5 級勾配階段( 手術、 (上 )900、(下 )600)

， Ｈ 路面 Ｖ ∞ 、獄上 ＱＱ Ｘ 、 ｾｉｈ Ｚｕ .600)  





育 徳 会 館

設 計 施 工 清 水 建 設

L 旦

2 階 平面 図

7α) ( )  

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

檎 造 規 模

工 期

大 阪市 阿 部 野 区 阪 南 町5- 12- 5

952 94 m・

509 . 37 m冒

1，336 . 37m'  

R  C  . 3 F  

昭 和50年 5 月一 昭 和51 年 3月

1¥民 ら れ た 敷地 的 中 で 、 周 固 め ZZi境 を 考 え

ながら立体的活 用 と 内 部内広がりを ｊｪ ＧｊＮｾ

す る と と も に 、 保 育 所 を 主 体 と し た 般 身

内 社 会 稲 祉 施 設 や 事務 所 を 含 ん だ 複 合 地

設 で あ る た め 、 楽 し さ と 落 5 ，':: f'" 、た雰閤S t ¥

を 出 す よ う 努 め ま し た。

会 館 の 主 な 特 徴 と し て は 、 ① 図 庭 が4史、、

た め に 、 建 物 の 西 国 を 上1; 皆 ほ ど 広 く す る

と と も に 21増 に 遊 び場 を 設 け た こ と 。

② 闘 児 お よ び 防 害 児 ( 者 ) の た め に 」ニ下 11皆

を 庭 内 ス ロ ー プ で 結 ん だ こ と 。 ③ 安 全而

で l末 、 木 製 弓 l 戸 、 ガ ラ ス 音11、 ス イ y チ む

ど に 特 に 配慮 し た こ と 。 ③ 子 た ち の 官II @

を 会 主主南 向 ( 5 オ 児 童以 外 ト イ レ 付 ) と

し 、 採 光 と 術 生 面 に 配 慮 し た こ と . ③ 多

目 的 に 活 用 で き る 集 会 室 ( 幸 分 ホ ー ル ) を

は じ め 各 室 、 各 地 設 が よ り 機 能 的 で 使 い

易 い よ う に し た こ と 。 ⑤ 当 固 め 心 を 表 現

す る た め に 外 壁 に レ リ ー 7 を 、 玄 関 ホ ー

ル に ス テ ン ド グ ラ ス を 宣 生 け た こ と 告 す; q で

あ り ま す。

引

1 南東T tii

2 遊び場、スロープ階段( 2  F )  

3 玄関ホ ール ( l F )

4  リハビリギャラリー (3 F )

5 南正面
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I  1  幼 推 閲 正 而

1  1  5  2  幼 椛 問 教 室

トー→ 6  3  修道院ｾＱＺｴ

d-三上- 4  修 道 院 南 而 部 分

1  3  1  5  幼 維l盟( 剖と修道院白

川 1 6.  ml l 刊より幼維閣をみる

l  蝿 影 東 出 消 彦

聖 ド ミ ニ コ 女 子 修 道 会 222r zr J 今 … 縄 井町

修 道 院 練 : R C.  3  F  

修 道 院 ・ 幼 稚 園 ? 面目見9 J Z Z Z 1 6 4 m

設 計 施 工 戸 田 建 設

敷地は 京 都 のはぽ 中心 、河 ｊｪ［ｾＱｉ町 今 出川 を

少 し 下 っ た 問 川 べ り の 附 ii1. な 住 宅 街 の -

fJ l に あ る 。 後 方 に は 美 し い 東 山 を 盟 む と

いう、まさに京都らしい ｊｩｦｴｾ 怖が漂った町

: ; ! E である。

は，r I 400王F ある引I}.flj也 は 、 も と も と あ る 琢

族的邸で 、 大正初 ｊ ｾｬ の立派な木造建築と

峰 闘 が あ り 、 こ の 既 設 の 建 物 の 南1111J 約 半

分 を 残 し 、 北 側IJ に 新 し 〈 幼 椛 悶 練 と 修 道

Pk械Zを宮十i l l Dした。

狙E物 の 形 態 お よ び 主 主 匠 を 考 え る に あ た っ

て、 既 設 の 木 巡 建 築 と 嵯 閣 と の 制辛口 、 ま

た、 '1山川 と そ の 周 辺 の 樹 木 、 f1SkJ 也 、 河l LE

F釦 、 に 建 ち 並 ぶ 伝 統 的 な 聞T家 lt下との摺I，J和、

こ の こ つ を 基 本 線 と し た 。

さらに ｪ 先事転された結皇制なｾじを 出 すため

軒 町 出を深〈し、軒先には やひはだ Ｑ ｾ［ 砂風

に ア ス フ ア ル ト シ ン グ ル を 111ね、 ill 般 に

は 、 、 む く り ゅ を つ け た .

また、ｭＺはコンクリートの物 ｩ ￟ＺＡｾ惑を与え

な い よ う に 、 壁 面 の 柿 成 に 気 を 自 己 り 、 色

彩 と し て は 、 ジ ュ ラ ク 色 を 使 用 す る ニ と

に よ り 、 裕 司宝し 、た 件 ま い を 求 め た 。

こ の 池 物 は 、 女 子 修 道 院 と そ の 系 列 の 幼

維 閣 の た め 、 建 物 の 宇IIi 修 お よ び 点 検 め 谷

易 さ な ど の 配 慮 か ら 、 デ ィ テ ー ル を よ り

単 純 化 す る よ う に つ と め た。 ( 根 本 孝 明 )

幼 稚 園 練 R C. 2 F

建 築 面 積 469 . 50 m' 延 床 面 積 778 . 00m'  

工 期 昭 和50年 9 月 一 昭 和51 年 3 月

ｬ 上」上上土 ｾｊｾ ｊ ｾ

修 道 院 棟21皆 平 面 図

① 



城山パークノ、イム

設 計 施 工 藤 木 工 務 庖

断 面 図

監 修 日 本設 計事 務 所

所 在 地 兵 庫 県 西 宮市 城 山 B ー 1

敷 地 面 積 2 ，6 9 8 m'  

建 築面 積 8 8 2 m'  

延 床 面 積 2 ，763 m冒

構 造 規模 R C、8 1 、3F

工 期 昭 和50年 6 月 一 昭 和 51年 3 月

こ の15戸 の 集 合 住 宅 は 、 関 西1:1!桁 のrE級

住 宅 地 城 山 の一 回 、 深 い 木 立 ち に つ つ ま

れた古い屋敷跡に、本物的な正月級J具合住

宅 と し て 計 画 さ れ た。 企 画 段 階 で は 腕 列

者1r 1の氾l定 と そ の ニ ー ズ を ど の よ う に 捉

え る か が キ ー ポ イ ン ト で あ っ た。 機 能 的

で 魅 力 的 な 住 空 間 の tilJ 出 と 共 に 、 周 辺 屋

敷街との張主 ｒ 的 ， ｾｦ， ｉ ［ｦ ｏ を図ることも私たち

の; 忠則であ っ た。

敷地と ii 可而道路とのレベ J レ王監を利用して

半地下に! i 主 '11坊 と ト ラ ン ク ル ー ム を 収 め 、

これを取り l羽 む 形 で 1 プロ 1 7 3 戸より

なる 5 つ の プ ロ 1 7 を自己出した 。 こ の 配

ｩｅｚ 十ｾｬｉ ｩ によ っ て、独 立 住宅並 の 採光・ ｪ 凶 ｉ Ａｲｴ｜

など の 肘{ 主性と 1王 戸 プ ラ ン の 自 由 j交をえ、

制 ＱＱ 分化された他物 の ヴォリ ー ウムが周辺 ｉＮ ｾￆ

境 に 対 し て 細 や か な ス ケ ー ル 感 を 与 え る

こ と を 企 図 し た 。

ｻ主戸は Ｔｌ ｄｋ をｾｊｩ本としたフラ ッ ト Ｙ 戸、

メゾネッ ト6戸 で そ れ ぞ れ 数 組 鷲l の プ ラン

を訂するが、半地下車E-'I工場によ っ て 生 ず

るレ ベル必 をｻ 主戸 内に持ち込み、 ｾ ｬｉ ｮ

に 変 化 を 与 え た。 メ ゾ ネ ッ トの 上| 滑以外

の 全 て の l未は 二 混とし、メンテナ ンスの 利

i似を図ると共に下| 滑に対する 11占行効果: を

巧: -，_ g したが、更に、上下1: 皆の 官11屈 の if( ｾＮ＠

り共令には剥11心の注: ' Q'・ を 払 っ た。 また、

，ff 工 後 の 購 入 者 め ず3 望 に よ る 設 計 変 y! を

この 二 沢保によ っ て 対 応 さ せ た 。

最後に、総切に御指主主 ｭＮ 、た日本設 ｾＧｉＧ ｻ ｆ

務所の内藤 ｩ 依Ａｊｾ先生にＡ也謝致します 。

Ｈ 中山 ｲｾ p;み)
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ぬ 彬 玉 械 { 圭 YJ

松 の 木 町 市 街 地 住 宅

設 計 大 建 設 計

Z宣 旨十 日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社

施 工 奥 村 組 ・ 熊 谷 組

所 在 地 京 都市 南 区 東 九 条 松 の 木 町 1ー 他

敷 地 面 積 18，458 . 5 8 m・

亜聖築面積 5 ，157 . 81 m'  

延 床 面積 44 ，285 . 41 m'  

構 造 規 模 S R C l l  F ( 1・3号 棟 ) 、1 0 F ( 2号 棟 )

R C 、2 F 、平屋、( 貸I苫 舗 1 部 住 戸 )

工 期 昭 和48年 6 月 ~ 昭 和50: 年 12 月
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4会 的 木町 市 街 地 住 宅 は 京 . f . s市 南 京 都 、 国 鉄

広 告 間 尺 ま で 歩 い て 15分 の と こ ろ に 位 ili し、 !JJ!l

ｊ 也 の 束 ｦｬｬｬｊ ｩｬｩＺくを明日 ＱＱＱ が ｩｦｩ ｕＧ ｌ 、 ｩｬｙｦｬｴｬｊ は国Ｎ￬ｩｬ Ｒ Ｔ ｾ Ｍ一

線 ( 河 原 町 通 ) に 娘 し て い る 。 こ の I也 減 は 既

存 の 住 宅 に 住 む 人 々 が 多 〈 、 江 1I，"i 内 初J ょっ、

この 集作住 宅が 斗 Ｑｾ 虫狐 立するのを ｪ 也ける刀 ｬ ￺ ｊ

を 行 と し て 進 め た 。

敷 地 四 I!.i は 国 道 市 i立にI ! tI ま れ て い る が 、 点

fII lj ｩｬｬｾ 各 をＢ余し、ていずれからむ ＱＧＱ d. 1に人カペ1 ¥人

り で き る プ ラ ンとし、 枕 掛L をさ え ぎ る ら め ら

で き る だ け 少 な 〈 し た 。 と く に 、 いil j且24 号線

か ら の 主 ア プ ロ 一 千 は 、 2 1;符 分の ピ ロ テ ィ で

位 争点 1:11広 場 を つ な ぎ 、，ii JI(u道 路 と の jllf 税 制2を

よ り 強 め た 。 そ の ほ か 、 数 J也」ヒl而の i立 路 (6 m)

に ＲＮＵｭ 偏 向歩 道 を Ｑｾ Ｈｊｾ Ｎまた、 Ｍ ｉ ｴ 点 ｮｬＵ の Ｍ ｦＱＱ

をド余タ十I也 として聖具した 。

外 m地 設 と し て は H' J; l i t ilili iJ に 広 場 を 設 け 、 当

住 人 は も ち ろ ん の こ と 地 内 以 物 作 と そ の 幼 児

の迫主ひ' J : 易として、7 " レイロットをむり i込 ん だ。

さ ら に 、 庭 回 と し て 小 111 ( 直 経4 0 m) を f..Et点川

中 央 に ;u.t け、 m上苦11 よ り 蝶 総 状 に 、 、 こ み ち "

と、、かわ" を百巴し . そ の ま わ り - -m:を紋 で 包 む よ

う に し た 。 そして{ 主練 IIHア プ ロ ー チ に は 藤 棚

をオミ Ｔ 白勺に耳見入れ、プレイロ ッ トと圧 ｾ ｉ 立 ｬ をあ

る 程 度 分雌 す る 形 と し 、 ril 司.r，. の性怖 を 明( J fJ1 に

した 。 住 伺Itm南 部 に は 小 山 を 背 に し た 児 戒 巡

動 場 を 考 え 、 工 作 物 な ど は何 も 設 け ず 自 由 な

使 い 方 向 で き る 坊 と し た 。 また、. f ，I ' U主も 般 紙

(i 'J に耳記入れ、 うるおいのあるＺｬ ｾｴ 租見をめざした 。

住十点 お よ び f. t戸

3  f N07戸 r 1  ｾｽＡＪ＠ 196戸 (2 0 K - 178" .  10 K ー 18戸 )

ｾ＠ 2 号 f* 119戸 (2 0 K  - 39，;、 10 K  - 80戸)

l  3 号 械 392'-; (2  0  K  - 370戸. 10  K  - 22戸 )

2 0 K 住宅専用而f I ! - 46 . 2m'

1 0 K  住宅専用而f l ' ! - 33. 6m'
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フロイントゥ三田

設 計 施 工 不 ニ 建 設

当主主物はビジネスマンション、1 ' t ' Jq:fi

宅、 J，'i 1i 11i 耳1: .! li 場 な ど の 似 合 HJj 主 を む つ

41l!111J て' ある 。

二 川 町 地 名 は 嵯 応 義 弘 大 学 を i生氾l さ せ

る 場 所 で あ リ 、 当 住 J生地 む大ザ: に l凝 殺

し、 ｉ 時 ＱＨ ｬ￭ の ［ｾ ｉ Ｉｌｩｦ からは大学のキャンパ

ス が 噌 め る f立:i i(( にある 。

文教地区の桁主主むあり 、 1: 付近の環境を

こ わ す こ と の な い がHきで y ン プ ル な 処

物となるよう，il i ，J"ri を 進 め た 。 また、

般のファミリ Ｍ ｊｾ ｬ ｬ マンンヨンとは ｩ ・ Ｔ な

る ビ ジ ネ ス マ ン ン ョ ン と い う 、 1m会 (I(J

な1人l 符を全体に. & 1 . 見することを，i止，:1" 1:

の WiIr:. '，' .i : とした 。

オ フ ィ ス ま た は ホ テ J レカけつりとしての

f止JTJ n  (I(J が 満 足 さ れ る べ く 、 ベ y ド・デ

スクなどのＧぶ ｾ ＮＮｉＮＮおよび ｅ 市， ｵＱｬｩｪｪ を， ｦ Ｑ ［￬ Ｑ ー時

よ り 々 l必し、入} ，L;' ｾ Ｚ去すぐに前 ｊｔｊ できる

羽目路'.".

所 在 地 東 京 都 港 区 三 国 2 - 14 - 5

敷 地 面 積 920. 79m'  

建 築 面 積 652 . 51 m'  

延 床 面 積 吾 ，962 . 00m'

Mj 盆 規 模 R C 、8 1 、1 0 F 、P l

工 期 昭 和49年 11 月 一 昭 和51 :年 3 月

圃・・圃

圃・・



和 歌 山 勤 労 者 い こ い の 村

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 末 建設

所 在 地 和 歌 山 県 西 牟妻 郡

す さ み 町 周 参 見3857 - 3  

敷 地 面 積 28 ，0 0 0 m'  

建 築 面 積 2 ，198 . 70m'  

延 床 面 積 3 ，791 ，8 9 m・

構 造 規 模 R  C ， 3  F  

工 期 昭 和49年 11月一

昭 和50年 11 月

会| 司に必!It止'1' の 1りy労 者 い こ い の 村 の

なかで、、、わかやま仰の、レジャー資源

と し て の 特 徴 は 、 南 紀 の 弘l吸な気候、

1/削H，lj 木織のb 1 . 大な i眺 望 、 温 泉 、 立

山な食物事などである 。

他 物 は 小rJ け、 l王 の 上 の 敷 地の け' に、

ｬ 羽 ｉｉｾｉ の ｮ 然め長鋭を ｉ ｈｬ Ｚ［ ｉ［ Ｚ しないよう、

また、ｾｻ内のあらゆる場所から ｬｩｪ ｬ［噌

をｾしめるよう配［ＱＧＨした。狩時 ｩ は ｊｬ ｉ

，ｾＧｾの ｉｪＨ ＢＷ ＱＱ Ａｦｴ ｬ 呂として、敷地内め ｊｉ 止も

ＱｉＡｾＢＷ ｬ のよい上必内十にある。

外向11は こ の 明 る い 凪Lニt にあわせて、

るがい hl 十'Nと 1I い i涯のf 11i 紫な表現とし、

内 部 は 対 照 的 に 木 と レ ン ガ を 多 111 し

て 、 や J やi J l l17である。

約 i(1窓 は 保 々 な 客 用 に 応 じ ら れ る よ

う、手11宅とした。 外 部の ! 討属地 ;t止と

しては税在、品五山の遊歩道、 1] ，止虫台、

プー ル、 r- j J もの遊び場などが戦1fiii さ

れ て い る 。

-z_f8J 
"  

配 置 図 11  1. 800 



兵庫勤労者いこいの村

施 工 鴻 池 組

1  ，皆平 面 図 1/ 7∞

量生 音十

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

梓 設 計

兵 庫 県 加 西 市 笹 倉 町 字 ス ラ シ 谷

357 ，987 . 23m'  

1，306 . 8 2 m'  (ヨド宮古)

3 ，965 . 7 2 m'  ( 本 館 )

R C 、 4 F 、 P 1  ( 本 館 )

昭 和 50年 3 月 ~ 昭 和 51 年 5 月

この敷 地 を紋 初に 訪れ た 11.';' は侮 悶の "i1で

あ っ た。 雨 に け む る な だ ら か な 山 と、 Njt

寂 な 池 に狭 まれた敷 地 を見た 印 象は 、平

凡 とも 思 えるなかに 、自11会 の H立般 か ら 隔

て ら れ た 安 ら か さ が 感 じ ら れ た。

この ( . 、こいの十t ) は庖! T I 促進 事業 問 が

全 問 符I也に建設を進めているものである

が 、 こ れ も そ の一 環 と し て 、 こ の I也に計

四 さ れ た も の で あ る 。

全体.j'，Y1氾l としては 、 この止rJc j 也の持 つ 特 性

と れ 、こ L 、〕 す な わ ち 、 IY1 11 の 活 力 を主主

う坊 として、 自然と 親 し む こ と と の相"弘!

としてとらえ 、緑と 木 を1* ') 人れ、かつ、

この '1"に 配置 す る 施 設 の 表 税 は 、 華 美 を

排 し 、 議 朴 さ 、 し た し み や す き を 仰 る こ

とを JtJ H寺して迂主ゲ〉た。

建物は、当初 ｾｩｴＡｬ の水辺に沿 っ て計 画 する

梁 も あ り 、 低層 に展 開す る こ と む 々 え ら

れ たが、 J也総状 況 お よ び 古償1洋が池 に 沿

っ て あ る こ と を し り、 JJL;(Eの Jf予にまとゲ〉

られ た。 建 物全体 は 、紫 材 の持 つ 柔 かさ

と 孫 ちつきを持つ も のを採 ＧＩ 入 れ 、ｾ ｉｬ ｈ

を』如氏 した。

お わ りに 、計 画 に対する 事 業 団 の理 解と 、

敷 地環境 の整 備 に努力された兵 庫 ｾ ｉｉｾ の方

に 感 謝 し た L 、。 ( 梢l原 敬一)

ｾ Ｓ＠

主 ｾｴｬ 島町
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日本水道 コ ン サ ル タ ン ト

池 田 甫 古 江 町 16 0

9 ，6 1 4 m・

2 ，216m'  

8 ，4 2 4 m'  

浄 水 練 P R C 、 3 F  

管 E里 練 R C 、 B  2 ， 4  F  

昭 和49"手3 月 一 昭 和 51 年 5 月

Z宣言十E主E里

所 在 地

敷 地 面 積
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構 造 規 模

池 田 市 古 江 浄 水 場
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本 浄水上品は、いままで‘ 平而 式に 自己註 して

い た 浄 水 プ ロ セ ス を 、 立 体的 に配世し、

1 似 に 収 容 す る こ と に よ っ て コ ン パ ク ト

化 し 、 限 ら れ た 敷地 面 的 を 有 効 に 利 用 す

る こ と と し t.:. 。

処 物 は 、 浄 水れj.[ とti =坦11械 を ] 体 化 したむ

のからなリ、 (f ，水制l は、 三 府 式て 1二郎

から，:':j . i i l i 凝集沈て' ん 池 、念、i坐ろ過 池 、 浄

水 池 の 浄 水 プ ロ セ ス を 配 置 し 、 平 面 的 に

は、 ，' ，央 lニト字11? の 匂 廊 お よ び 傑 作j郎を

設 け 、弁 浄 水 プ ロ セ ス を 4 ブ ロ ン ク に 分

［ ｬ ｦ ｬｊ した 配 Ｗ Ｔ としている 。 Ｑ ｾ Ｚ 旦 Ｑ Ｑ 練 には、水

処. fI 1¥J二必袋な諸設備 を 収 容 し た。

これらのｾ ， ｾ本椛 ｪ 立は、 ｦ￬］ 坦 ｊ Ａｦｪ ｪＮ｛ がラーメン

，f;YtJ1!、 f( '水 練 は 各 浄 水 プロセスを干;1'(み 虫

ね た た め に 、 縦 横 に 暗 が 交 差 し た 柿 iit と

な リ 、 こ の 1: ，1が 耐 良 性 お よ び 弁 池 l人l の 水

の iH.i .J: による水平力や、包' . ( l I ! 械 の 水 平 カ

グ〉 一 書11を 負 担 し て い る 。 ま た 、 断 水 に つ

い て は 細 心 の 注 立 を は ら い 、 鉄 筋 の 許 容

応 力 j主z は σs a ］ＸＰＰｾｶＯＮｭＧ というノ ｪ 、さな他

をJ早川 するとともに、 P R  C .f，Yi ; ; ' i とし、

コンク リー ト に は 膨 仮 性 出 和材 を使 ITJ し、

さらに 防水 工 法 を 施 工 し た。
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明石市公設地方卸売市場

設置十 監 理 明 石 市 ・ 黒 回 建築 量生計事 務所

所 在 地 明 石 市 藤 江 字 三 ッ 池2028番 地

敷 地 面 積 110，680 . 600m'  

建 築 面 積 12 ，409 .∞9m'  

延 床 面 積 16 ，732 . 480m'  

工 期 昭 和49年 10月 ~ 昭 和 51 年 3 月

施 工 問 組 ・ 日 東 建 設 ・ 明 石 土 建 ・

四 ッ 橋 組 建 設 共 同 企 業 体

明 石 di 公 般 地 方 卸 売 市 場 は 、 国 鉄

阿 明 石 駅 間 約 1 仰 の 明 姫 幹 線 道 路

に 面 し た 北j Jli J に 位 泣 し 、 市 場 供 給

対 象 人 口 は 11召桐150年 度 は 約69万人、

55年 度 は 84万 人 の 想 定 に 基 ず き 計

画 さ れ た も の で あ る 。 敷 地 は 約 13

ヘクターノレの j品 業 用 水 池 で 、 中 央

ｭ 干仔りに ＱＱＱＱ 場 ｾｲｲ 可玲斜 Ｔ カ吋質問 ｔ してし、

る.

配 笹 川 聞 は 大 別 し て 北 側 よ り 関 連

B血; 役団地 ・本場地貫生 ・l地 迷 施 設 用 地

と な っ て お り 、 本 場 施 設 の 外 周 に

Ｔｭｩｬｬ 路 をノレー ＷＧｾ 犬に廻し附連施

設 川 の 111を 分 離 し た 。 市 場 の Jfll.扱

品 は 主 と し て 水 産 物 お よ び 背呆 物

で 流 通 機 締 と し て 入 荷 → 卸 売 業 者

仲 卸 業t:r. .→ r.( 出 入 → 消 費 者 と な

り 、 こ れ ら の 機榊 を 主 と し て 市 場

ｈ ｩ にｾＩＨｾ宰し、 ｬ 註 ＱＱＱ 坊 ｢ を Ｑ Ｚ Ｑ ＺＱ，し、に ｩｬｩ まＱＡ［

線 、 匂 坦11線、 11'付属病苦i I 防巨を将米エ

キ ス テ ン シ ョ ン で き る よ う 酉 己 世 し

fニ.

本コニ・J ' ; の特治すべき点は主として

土木工。Jcで 、 新 幹 線 へ の 影 響 、 S是

3削 1水 の 綿 保 、 池 埋 立 に よ る ヘ ド

ロ処. t'!l 、 敷 地 内 の 古 漬 の 党J応 淵 査

な ど の 別 問H年 よ り 工 和 竣 工 迄 に 至

る UH. f 3 l . r . z の雌! 同組があり、時期的

に も 狂 乱 物価 ・ オ イ ノレシヨソクな

ど の 社 会的 な 背 奴 の 中 て 1品l係 者

' I;1J大 変 な 脊 労 を し て こ れ ら の 解

決によtl た り 、 峻 エ に 至 っ た も の で

ある。

〈れ棟 榊i.¥主主且校〉

・ 市 t品 』 点 S 、 3 F  

・匂Z里且主JWn相 i R C 、 3  F  

. 11f.t1i耳，;tf 命1I 栴拒 R C 、 2  F 、 3 都在

・似 所 側 R C 、 平 屋

・交宮?c: mff i .f奴 R C 、 平 屋

・ ; - R ンプ笠練 R C 、 平 屋

1  1  5  

- -

2  I  3  1  4  I  6  

l  市 場 棟 全 長

2  管 理 事 務 所 棟

3.  m場 縦 部 分

4  市 場 機 内 部

5  敷 地 全 景

6  附 属 病 舗 棟

山

陽

本

線
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マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  而t久性: 而杉にJ 性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生 じない。

3  すべり抵; 抗.，性: す べ り抵;杭ン性にす ぐれている 。

4  復元性: 弾性があり 、万一亀裂がで きて も使用している間に 復元する 。

5  粘 着性 : 多少湿 って いても 、 コンクリ ー ト、金属、木など、どんな面 に も

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場 、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で客種食品工場 、貯蔵庫に多〈使用されて い る。

J 圏、@

FLl NTKOTE 

、.，.，

フリントコ ー トについてのお 問合せ は下記 へ

。
ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾｩ～ 版発売所
τｆ モ ｉｾｉＭ こ ＱＱＭＮＭ 施工販売部

大 阪 ⑤532 大 阪市 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 11 番 30号 宮 ( 06) 303 - 71 3 1  

東 京 ⑮104 東 京 都中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第Eぬ り彦 ビル3階 ) f t ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑮461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ピル 4 階 ) f t ( 052) 93 1  - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビル 3 階 ) 合 ( 0822) 21 - 1224  

福 岡 ⑨810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ノレ3 階 ) f t ( 092)  77 - 1961 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  



日本建築協会会告

特別サマーセミナー『新しい学校の風景』

現代の学校教育は i立から質への転換期にあ ってその改革が叫ばれ、

さらに大都市の過密校や過疎地の統廃合にみられるように、学校を

とりまく環境も考え直されるべき時期にきていると思えます。

社会教育の充笑や生涯教育まで唱えられているにもかかわらず、

地域社会のコ ミュ ニティの核と なりうる 可能性をも った学校が、向

治体の財政の 弱さや 、教育システム の中央統制によ って教77内容の

みならず、建築的にも固定化 してしまっています。そうした中にあ

って最近わが国でも工業化システム導入による建設コストの低減化

や、公国や集会所などと一体になった多目的利用 のできる学校 、 ま

たオー プンプランスクールなどとよばれるような 、教育システム の

改革に対応しようとする学校もみられるようになりま した 。

今回、街中の円 ｪｾｾ 十を避けて 、 さわやかな高野 山 に東京都立大教授、

長倉先生をお招きし、内外の学校建築のお話を伺い 、新しい教育の

場のあり万な どを語り合う機会をもつことにいたし ました。

学校教育や学校建設の場で新しい教育環境を探ろうとなさってい

らっしゃる方々へ何らかのお役に立つものと考えてお ります。

皆様の多数こ' 参加を期待しております。

なお、第 2 日目は午前中てー解散といたしましたので、総本山金問4

峯寺 をはじめとする多数の由緒ある伽主主や雲をつくよう な壮大な杉

木立の rl' を自由にご観rt いただけるでしょう。

開催月日 8 月28 日(j) - 29 日(1 1)

宿 坊 高野山本党| 先 fi' 07365- 6  - 2711 

集 会 28日17 :  00 Ｗｦ ｾＧｲｾＱ 淀山門前 ・ 目棋会旗

参 考 集合所までの交通貨は弁自負t B . のこと。

南海記 Ｇｪｾ ｩＧ線担 ｉｕｬ ｪＨ 発内野山行 ［ｪ ， ｱ Ｎ丁目Ｚ自→極楽橋ケーフ酔ルカ

ー釆換→高野 山Jfiiii 南海ノ〈ス高野山発( 何処行も可)

ｩ［ｩｩ → Ｑｾ 銭前下，｛Ｈス ク ・ 片道 運賃、電車 ・ ケーフソレ共 ＷＳＰ 円

パス 140PJ ・自動車の場合有料道路を経て本党|淀両Ij 駐 JI( 可。

定 員 40名

.，c，、

:z:< 費 Ｖ ， ＰＰＰ 円 Ｈ托Ｚ ｝ｩ ＨｉＧ 食 Ｇｊｾ 資料代など、別に ｦｩｬ￬ 助ありますＩ

師 長倉康彦氏( 東京都立大学教授)

略 歴 昭 和 4 年 東 京 都 生 れ

"  28年 東京大学工学部主主築科卒業:

. . . .L.3. 2
1f: ...J!t !t: 左竺主i受理本学院( 吉武研究室)

IIll 和37年 国際学校建築会議出席 ( イギ リ天} 一一-

"  45年 アメリカ教 fi 馳i 3t羽在

"  47年 日本主Ｑ｜築学会賞受賞 ｲ 小ＧＱＧ苅等学校の設計 ｾ ｉ 聞に ｼ 弘 ｬ する［ｴ ｨｩｬｩｪｊ
"  50年 イギリス教育施設調3 ' i :

ー…ｾＮＮＮ ＿ｾ 1f:.. .!.1. .! 1.芝、竺 ナダ教育施設調査

関述者 ，Ｇｽ ソ ＷＱ サイエンスＨ新正一ぷ［手反ｽ｝ｬ議ｊｩ Ｍｩ 町二 ｾｦ ｩＮ ｪ … …

・型」μ I. ' i (字放ill ，i立)

. NHKブックス (11Hかれた学校)

議

Abr a ha m M 0 5 5  Cent re  6  化学工業社員クラブ

|  屋内レクリヱーションセンター 7  ラグビー

2  老人身障者センタ- 8. 公共図轡館

3  駐車場 9  市民のための大学

4 .  7 " トパス 10 寄 宿 舎

5. 美術工芸センター "  中学校上級

12. 中学校中級

13 中学校初級

14 バスケット

15 ハンドポール

16 テニス

17 サッカー

行 程 28 日 17 :  00 集合 ・自由行動( 入浴 ・休 恕 ・イす近の散策)

18 :  30 夕食

19 :  30 談話稲葉義猛氏( 本党院住職)

20 :  30 自由( 入浴21 :  30 まで)

22 :  00 消灯

29 日 5  :  00 起床 体 操 早 朝 参 詣 ( 奥 の 院 ま で )

7 :  00 朝食

8:  00 講義とスライド 長倉康彦氏

「各地の新しい学校と海外 の教育環境」

10 :  00 ディスカッション

11 ・00 現地解散

申 込・ 往復はがきに限 ります。 はがきは 1 名に 1 枚とし、氏名 ・

勤務先名・ i封書電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号 を 記入し

「高野 山サ 7 ーセミナー」と明記の上、 8 月20 日までに建

築協会事業課へ、ただし定貝を超過した場合は 柑lせ んで決

定の上、ご通知いたします。

- ぉlItiい・・ 7 月号発行が大へん巡延いたし念縮ながら、参加希望的方 iょを:2. お申込町1います。

・オープンプランスク ール

アメリカやカナダで近年の教育改ザ「に対応してつくられたもので従

来のクラス別編成を解体し例入の能力 を最大限引き 出すために個 人

学科を主に数人から数百人までの児童を数段階の集問として編成し 、

幅広い教育を行うために、文字通り、教室 ｉ ｾｉ の隔監を取り、様々 な

オープンスペースとｾ統した建築空間によって構成されたものである。

またイギリスにみられるコミュニティースクールは地区の総合コミ

ュニティセンター としての機能を学校にもたせ、レクリエ ーシ ョン

施 設や成人教育施設あるいは福祉焔設とい ったものと の複合建築 で

あり、そこで行われる教育もオープンプランスクールとほぼ閉じで、

ヨーロッパ各医lにも員長特を与えつつある。

. 高野山

9i也!!

H時寺代の推移とともにミ苛寺右寺- 運も 盛玉哀京4ぜ: し、 いま残る建物では鎌合H判℃の不

動堂本主主と金l削三l沫院の多宝塔・経蔵が最も古〈、イ? ? 坊のほとんど

は明治以降のものであるが、密教美術の豪華さや庭回の美しさに多

彩なものがみられる。蓮華胎j畿界に なぞらえた八つの峰に閉まれ、

杉 ・板 ・桧 ・縦 ・綿 ・松の高野六木が森厳 の気をただよわ せている。

綜芸種智院の図

( 中山# 災同: お大師さま

さし絵よ り)
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日本建築協会会告

‘ 講習会ご案内

最近の震害例の検討とその対策

「鉄筋コンクリート構造物の耐震安全性」

趣 旨

主 他 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

後十変 ( 初大阪府建築 1:会 (紛 日本建 築 学 会近 畿 支 部

( 初日本建築家協会 IlIi J jJEj 支 持11 船 大 阪 建 設 業 協 会

十勝沖、ロサンセソレス、次分と相次ぐ地提のたびごとに、鉄筋コン

クリート造越物が壊れている 。 そ れ は 一 体 何 故 な の か ?

建 築 家 の 社 会 的 信 頼 を 失 墜 さ せ て は な ら な い /

この根本原 因 に メ ス を 入 れ 、鉄筋コンク リート構造の 本質 に 立 脚 し

て 、 そ の 耐 民 安 全 性 を 論 じ 、 あ す の耐艮桃造語IJ 作 の粒として、その

検 討 資 料 を提供する。

一一一一スライド、 16mm映 画 併 用 一 一 一

開 催 日 昭和51年 8 月30 日明)

議 義 時 間 午 前10時 → 午 後 5 時 ( 昼 食 ・休 恕 i時間含む)

会 場 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー . 4 階 ・401号

( 大阪市西区制1ー 118靭公闘北京flj T E L  (06)  443- 5321 )  

ただし、地下鉄四ツ橋線「本町 J 駅より北へ徒歩 4 分左側. あるいは、地下

鉄 ・御堂筋線「本町」駅より商へ徒歩 7 分、阿ツ係筋北へすぐ。

講 師 神 戸 大 学 工 学 部 教 授 工 学 t'.L I: 山 田 稔 氏

神 戸 大 学 工 学 部 河 村 広 氏

定 員 150名

聴 講 料 7，000 円( 含テキスト代)

申込 方法 8 月23 日までに、 lド込書( 使 釜 で も 可 ) に聴講料を添えて

( 現金送金も可) 本会事業課へお申込み下 さ い 。 引答えに

長 必 券 を 発行 い たします。他し定μ に達し次第 巾込を〆

Ｍｴｊ ｊ ます 。 Ｈ詳細は ・ ｪ｜Ｍ務 ｍＧｊ｜Ｍｾ 諜へお問介わせ下さい 。Ｉ

T E L(06)231 - 9640  

※ 受 付11寺|日l 毎日 ・午 前 10時 → 午 後 511.f まで。似 し 、 土 . I:l は休み。

- 日本建築協会の展示窓お知らせ

44 

4 通常総会議決報告

l昭和51年 6 )-J 29 I:l ｊＩ ｾｈ ｕｩ の通常総会 におきましぞ、下記議案がそれ

ぞれ原案のとおりゑ認されましたので、こ こに会告申し上げます。

記

1  昭和50年 度 目J'; 業-報管

2  U併 1150J
別 立 収 支 決 t ' ) 報告

3  Url 平115l iF J立収点: 予算

4 昭 和51'"""2年度支部選出評議員の選任

各支部選出の新しい評議員が下記のとおり決まりました。

( 京 都 ) 前田 平IJ 典 古 ( 京 都 市 住 宅 供 給 公 社 )

ラ7山 保j践活 (イ!J 1和 建 設 )

( 和歌 山) 岩 脇 数 馬 . g ( 大岩建設)

: t ' t 志満二君( : i 'l: 志 工 業 )

( 中 国) 香 取 礼 三 者 ( 米 子 工 業 高 等 専 門 学 校 )

千 代 延 敏 光君 ( 千 代 延 工 務J苫)

(来 日lょ) 手 塚 二 郎 君( 盟国工業高等専門学校)

下 山 丈 彦 君 ( 日 本 住 宅 公 団 中 部 支 社 )

4 会員の受賞( 建設大臣表彰)

この た び 下 記 会 貝 諸 氏 は 、 建 設 界 に お け る 多 年 の功総によ って 建

設大臣表彰を受けられま した 。

ここに誌してその栄誉をお慶び申 し上げ ます。

記

今 西 寿 雄 氏 ( 附 今 回 組 社 長 )

小 西 Ｑｾｬｰ 氏 Ｈ ｦ 船田中小西建築事 務所社長 Ｉ

佐 藤 凶 郎 氏 (附 大 仰 社 長 )

須 賀 栄 一 氏 ( 須 賀 工 業 附 専 務取 締 役)

昼 康 文 氏 ( 附 旦 建 築 設 計 事務 所 会長)

わがl司初J の円筒型超1fJi 泌総物として注目をあつめて

いる「山本ダイヤビルJ ( 愛称大阪" ' ? ，レピ J レ) を展示

しま した。この ピJ レは単なる商業ピルと L ての機能

だけでなく、街角には緑の広場を、 Ｓ 階にはｩｬｬＺｾ主デ

ッ キが ｩ Ｑｩ ｴ け ら れ、人々のｾＮＱ ｴ の坊とな っ ています 。

なお、本法、 6 月号に仁大阪7 ) レピ Jレ」について詳細

他州してますのでご覧下さい。

次1"1は rUi を紋に』をテー? として、 i昭和J51.1f-)，![ の

大阪，j i *，k化表彰建築物をご紹介する予定です。

なお、次1! l Iより 1m- 設展示場カ句見在地より約20 "，*( 北

浜主任りI ' Hlfill ショーケース) に移転するこ とになりま

した のでお知らせいたします。

E  



' . . . . 昭和 50 年 度 事 業 報 告 書 自 昭 和50年 4 月 ! 日 至 昭 和51年 3 月31 日酬

、、

1 . 総 会

( イ) 通常総会

6 月初日 於会館集会室

:1' ./市者 25名

Ｒ 義司対 Ｑ Ｉ ｬｉ ￩ｬ 平日 ＴＹ 年度 ｚ ｊ ｾ［ 栓報告ゑ認の 件

(2)昭和49年度収支決算報告承認め件

(3)昭和150年度収支予算ぷ認の科二

Ｈ Ｔ Ｉ 名作正会 μ 推挙の ｦｾＧ

( 口) 通常総会

2 月27 日 於会館集会室

出席者 6 名

議 lJi{ l ) 監事 114選挙のf斗

(2)本部所属評議員 31名選挙の件

(3)役只京任承認の件

2. 評 議 員
A

S

A

 

-・

( イ) 定時評議員会

6 月26 日 於会館集会室

出席者 委任状共 48名

t d1司自) 昭和49年度卒業報告承認の件

(2)昭和49年度収支決算報告承認の件

( ロ) 定時評議員会にか えて書簡表決

l1 )J 20 日付をもって「昭和51年度評議員選出

数決定のfll'J についてお誇 りした 。

( ハ) 定時評議員会

3 月29 日 於会館集会釜

山席者 委任状共 40名

誠司弐1)評議只会議長及び副議長互選の{ 牛

(2)会長、副会長 1 名君llIJ H4名選任の件

(3)役只霊任if-<訟の件

(4)11併[ 151年度一般勘定並びに会館特別勘

定収支予ｾＺＮｩ［存認の件

( ニ) 技術部門評議員懇談会 2 阻

3. 理 事

.6、

'" 

( 1 ) 定例理事会 9 回

Ｈ Ｒ Ｉ 制集理 目 ｊｾ 会 3 回

(3) 総務会計合同盟 ・l工会 1 回

4. 常 設 委 員 会

0;;-)" 

委只会

一 分科会 、幻打- 令会等

(1)事業委只会 7 回 64同

(2)編集委員会 9 回

(3)教育委員会 2 回

76回

8回

(4)住宅委員会 10回 13回

(5)出版委員会 2 回 4回

(6)法規委員会 8 回

( 内 1 回は 4 会合同法規委員会)

(7)建材委只会 10回

(8) 主II 築データ 8 回 12回

シート安.H会

5. 特 別 委 員 会

表彰候補者推1別委員会 2 回( 書面審査)

第221日| 青年校術者選衡委只会 1 図

6. 講 習

. 6、

'" 

建 築工事実務講習会

第30回 10月15 日

於大阪証券会館 661， 

第31 回 10月21 日

於大阪証券会館 94名

7.  若 い 会 員 の 集 い

若手建築家 に聞く

一 - m 孝光氏、安稼忠雄氏、

山崎泰孝氏のやり方一一

4 月5 LI ＱＳＲ ｾ 己

建築家のための「みどり」学習会 ( 第 3 回)

一一一否里団地のやみどり。の観察一一-

5 月31 日 24名

解体修理中の古建築見学会( 第 4 回)

一 一 国 宝 ・京福寺三門その他

7  ) ) 5日 37名

海 とレ クリ エーション

一一一レク リエーショ ン施設を考える一一ー

( 大阪府背少年海洋センター)

9 月6 日 51名

建築家のための やみどり か学習会( 第 4 回)

一一みどりを建築に守

テーイスカッションと樹木スケッチ

11月22 1:1 221， 

ピル防災のゼ ミナール

一一一防災計闘に対する

プロフェッションを問う一一ー

1  Ji 21 日 58名

若 手建築家 に聞く

一 一 宮 脇 樹 氏 の や り 方 一 一

3 月13日 116名

瓦の製造と 古代瓦の見学

3 月27 日 37名

8. コ ン ク ー ル

第21 回 工高生 デザインコンク ール

設計謀長耳 団地内に建つ「特定郵便局」

募集〆切 9 月20 日

応 募 数 18校 162点

審 査 会 10月22 日

入 選 作 10点( 内最優究作 1 点)

表. 彰 式 11 月15日

9. 会 誌、「建 築 と社会」

4 月号 P C板を使用した工業化住宅

5 月 号 社 会 ・建 築 ・ 法

6 H号 者11市の景観と施設

7 月 号 建 築 と プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー

ト構造

8 月 号 生 活 排 水 処 理 地 設のあ り}j

9 月号 人間環境としてのターミナル

10)  J  ｾ号 騒背対策と| 坊?1・材料

11 )J 号 tf"'i 22回 11f 年技術者ー

12月 号 集 合 住 宅 の 設 備

1 月 号 証 言 '76ーデザインの動向

2 月 号 建 築 基 礎 構 造 の 問 題 点

3 月 号 医 療 施 設

10 . 出 版

挫築データシート

} l l Wi データシート委只会編

ｲｾ 築 と社会」誌 ｬ 精鋭として 会 ｈ に燃料配布

83シート発行( 内改訂シート 20 シート)

11 . 見 品'"
号ー

. 6.  

M 

中之島センタービル新築工事の見学会( 第 2 回)

( 本会 ・大阪附挫築士会 ・rI 本 ｩｬｬｾ 学会近畿

ム:古11共催)

4 H1 2 1:1 76 :y， 

吉本ダイヤビル新築工事の見学会( 第 1 回)

5  ) ]14 El 38名

5  )] 21 日 36名

4 5  



l州11川川川川11川川川11川川l“ 川川11刷川11川11

4 rJI 7! !  於大阪郵便貯金会館(1)北河内 ・中 河内係nミセンター近畿大学医学部並びにF付属病院新築工事の見

総合建築材料展75 (2)街を緑に( 大阪堂仏 'dl i 延ピル・ 日商岩井
....0、

子 宮

一 一行資源 ・| 坊災・新工法一 一ビル・ナショナルピ J レ)50名5 月24 日

日本ill 築材料協会之官i :(3)N C B中之島センタービルデイン グ
西山記念館と旧ハンタ ー住宅( 重要文化財)

(4) 近畿大学医学部I! H属病院

(5)大阪市南港の開発計画

の見学会

"E 4  Jl 21日

ii 守大! 仮マーチャンダイズマートピル

正! 4  JI I7C!  

42r ， 7 月15 日

矢崎実験ソーラハウス 1 号( 太陽熱利用冷暖

病院建築に関する講習会
霊主

配ヨ望14 . 要

房システム) の見学会

日本主 ｒｾ 病院協会

1怜京 J; 4;111山会館

主催

6 月 3 日 ・4 日

ｩｬｬ 築 Ｗ 団体の述 Ｑ ，で Ｕ Ｐ 年 ＱＱ 月「建築士法 ｾＱ ＲＵ
23名8 月30 日

条の活用につ いての355辺Ji c」を建設大臣宛提
大徳寺の茶室見学会 (1 )  

映画と新建材説明会

日本雄築材料協会主催

:Hした。
351， 10 ｊｾ＠ 25 日

京都福徳ビル新築ヱ事の見学会

jた大阪科学校術センター8 月 1 日

イ也の15. そ

40?'， 11 月 8 日

正しい H 形鋼構造のための講習会

(イ ) 他国体との共同訴がJ
大徳寺の茶室見学会 ( 2)

日本鋼構造協会主 催

建築国| 船主総協議会
301， 11 Fl 15 日

於大阪科学技術fセンター9  J' J  1 日

建築関係団体述絡協議会
梅彦工場見学会( 建材委員会)

於1，銀ビルホール9 月2 日

建築業務基準委只会91， 12月16 日

銅構造実例説明会

公益法人連絡協議会
完成した薬師寺金堂の晃学会

鋼材供* l ' i ll

於j ( 阪' : VJ 日1: . Qi ホ ー ル

主催

9 月 4 6

強築士実態調査委只会

設主主業務調査会

r  Ｔ 会述合」協定 ・ 工、 ｝ ｾ， ｩ ， Ｇ､Ｇｬ 契約々款委只会

401， 

サントリ ー 山崎ディスティラリーを見る

1 月24 1:l

於大| 坂技術科・7・センター

会
車

唖研るす関

白

〆

に

3

築

バ

建

印

院

病

ＴＷｾ ，＠2 月 6 日

日本池築病院協会

於全社述会館

主 催

9 月 5 日・ 6 日

( ロ) 会計監査

4 月23 日、 24 日公認会計上昭和監査法人

ゐi ! ゐ一夫氏によって昭和49年度の会計監査

{ 予譲高ビル新築工事の見学会

48名2 月28 日

大阪マルピル ( 吉本ダイヤビル) 新築工事の

於人:1仮科学技術センター

建築士のための設備基礎教室

9J ] 12 1l . 13U 

を受〈
見学会

本会が入会している

16 
- 団体

31名3 月 9 日 大阪 ｉｈｩｬｬｾ 1: 会

七10月28 [1 

8

1

 

1

 

1

 

、

l

n  10}] 6  H  
ＲＸ ｾ 円3  f] 10 R  

大阪商工会議所
大阪ソニータワー新築工事の見学会

於大| 反応r. I j ' 小金業文化会館

関西経済迎合会
481， 3 月15 日

マイホームショウ第 16回

住宅新聞社

大阪市街地再開発促進協議会

セ 10)1 19 1:l

主催

下! 10}] 15 日

建築行政協会大阪市文部

12. 午 餐 会 ・ 懇 談 会

建築関係団体i主総会
建 築 6 団体会長午餐会

於大阪マーチャンダイズマートピル

排煙設備技術基準講習会

法築業務基準委只会
19?' ， 於大阪ガスヒ A8  J] 6 日

公益法人述絡協議会
建 築 6 団体新年交礼会 .. ｌｉＭＫＺｭ長 ｾＱＱｭ 安全センターほか主催

主ｉＡｾ在国ｼ祭述絡協議会
lた大阪コクサイホテル 6081，1  }] 5  n  

j冷大阪府中小企業文化会館11 )] 7  1I 

主I ! 築士笑U¥l iOHI ' 委只会

展宅住
日

出

一

一

相

一

一

ず

一

展

一

一
日

一

3

一

回

一

・l

一

2

:

ー

一

一

第

建築基本計画のための環境問題講習会

日本主II 築学会近畿文i l I l主flI':

設監業務調査会

r 4 会迎合」協定 ・工.].;.，'， fl 契約々法委只会

来区納税協会

d 会、

:Z:;;: 覧

l U J 19 1:l . 20 1l 

至 11 月12 日 ( 6 日間)自 11 月 7 日
l民、大阪料' γ: tU市j センター

地下工法講習会

大阪府社会保険協会
於そごう下i 1'(応 7 附 fil' 場

日本 ill 築学会近畿立; 庁11主fli'
後援または協賛し

17. ｾｾ＠
ー 十

I _ :Z:;;: 

約 12，000.r，入場人只

於大阪科'1: 技術センター

口口口口口口口口口口口口

2  )] 3  LI 

日本A主主長七ンターほか

建築防災計画講習会

主催

601{']: 

新しい建築写真展示窓

展示写真

相談件数
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4 昭 和 50 年 度 決 算 報 告

般 勘 定

貸 借 対 照 表

昭 和 51 年 3 刀 31 n  JJI. 11:  

J ji .  fiI :1可

7-; n  

不| 日 1v 傾 不|

"  

金 額

事l 金 46，618  J主 ヌ!三 金 609，560 

ミ 毎 ｉｾｏ 週

通
ごjj' [

金 6，205，178 什 器 {it 生Il i¥( l イ'ijli 金 291，163  

![1jI {史 j辰
キキ 152，973 当主 金 8，149，967 

ギT {而 証 号年 20，000 iiil コ時えヲー
金 7，718，500  

企よゐ益、
官官 拘i

r疋L .  

440，000 仮
5τマζ .  

-::'t'i: 311 ，2?7 

米 収 入 金 9，729，655 入 金 1，000，000 

仮 :)' 1、 金 53，079 ijA 支 拘j ノlO 3，730，328 

11'1 ｾ Ｑ 、 1'1 m 100，000 

什 若出 537，960 

前 期l 繰 越 金 4，525，282 

令 青1- 21 ，810，745 
A  

21，810，745  

Rオ 産 目 重量

1Ip，和 51 年 3 月 31 n  :ij L  11: 

lF佼円

、.

Tt iTrt  之 持11 之 行11

問 51一己 ff 537，960  

千1- 若E ｾ，ｾ＠ :.t'i: 事dl ノ'lO 900，723 

￬ｊＡｾ＠ 首i}J ff im 16，747，503 ｾ，ｾ＠ オi
ゴb 609，560 

f Fi I E 'fj' [  金 6，205，178  千十日誌11' ¥1，11 i¥( '，刊ii 1t 291，163  

有 利H 7正 券 20，000 ｩｦ，ｾ＠ 1fi}J fl イit 17， 179，694 

郵 便 仮 キ十 152，973 ilil 
_ロAヲ

1t 7，718，500  

ljiL 金 46，618 {及 コ Ｎ 匂 ｾ
金 311 ，227 

会 館 初J ).E 440，000 封、
ゴb 8，149，967  

仮 11、 金 53，079 入 ft'i: 1，000，000 

米 時1 〈 金 9，729，655 収 支 事dJ i，j ニ 3，730，328 

前 払 q'l 
汀j 100，000 

ｉ 拘 ｪｾＱ 繰越金 4，525，282 

合 i¥1・ 21 ，810，745 ヂ半 21 ，810，745 

近畿建築会館特別勘定

貸 借 対 照 表

11[1干n 51 正P 3  JJ 31 円 JJL 11:  

l i] .{立円

方 持j 定
手、} n  n  方

建 築 会 館 基 金 8，637，616 

16，933，740 ，見l 中狗

建 物 m却 抑 制ii 1t 10，164，134 

902，640 イ十 岩佐

イ1・若品イ1 Hミni¥' i イriii -::'t'i: 821，075 

89，280 
屯 話 力Jl 入 椛

4，782 ｾｊｉＮ＠ ゴ長

126，880 オT 仰li 2正 券

1，120，000 
米 ij ，'i( 入 金

一 般 会 計 抑J 定 440，000 

865，621 iiij ml 繰 越 金

19，882 ij j( 支 :jt.}J ii 三-

20，062，825 
ノ1白1、

20，062，825 

収 支 内 訳 表

収 入 II t J 利 51 年 3 刀 31 日 現 花

単 位 円

日 決 t1 矧 子t ) : 諒l :T;r:ム i成

第二一般会計繰入金 4，000，000 4，000，000 
。

n  室 米l 360，000 360，000 
。

新』 If又 入
。

10，000  6  10，000 

4，360，000 4，370，000 6  10，000 

支 出

l jl 位 円

ｾＧ Ｈ＠ i1 決$ "} 告n 子 ｴｾ ーが ｩ N/ L  ｩｾｑ＠

，T』ii-a  ｾ・ L  
米i 220，158 198，000 22 ，158 

瓦 j折 本|
254，109  210，000 44，109 

71< 
7、立V .  

米!
18，662 24，000 ム 5，338 

f也 半!
990，720 991，000 ム 280 

火 災 保 険 料
10，400 11 ，000  ム 600 

公 ｒｾｾ＠
152，760 176，000  ム 23，240

イ|ま 理l 14，300 100，000 ム 85; 700

主令 与 1，378，360  1，500，000 ム 121，640

ｾＧｭ＠ q'( 503，279 360，000  143，279 

生!fr m 失 204，459  
。

204，459 

迎 物 イ1'¥ ［ｉ ｾｉ 会 587，000 587，000 
。

什 岩佐官t ;1，1l 金 45，675  176，000  ム 130，325

予 世iij 1'i 37，000 ム 37，000

4，379，882 4，370，000 9，882 

Ｑ ｊｾ＠ ij 1 不 j止 会

iiij WI 繰 越 不 足 金

19，882 

865，621 

885，503 … ・・…一次期中日経不J UIk
n
E

H
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般 勘 定

収入の部

科 目

iヱLス '.l'( mz. 入

司1 ;tlミ mz. 入

対{ l収 入

支 出 の 部

科 目

刃i 1' /  

〆ユbミ、
2災 1'/ 

:x 日11 1'i 

司4 ｾｦ，＠

給 与

厚

J[武 司l 金

会 館 勘 定 繰 入 金

退 職 手 当 私 立 金

イト浮世' 1 去{J { t  

予 制ii

裂h おi 失

48 

収 支 内 訳 表

1Ii':l利 51 年 3 月 31 日 現 在

1'/ 門

正
ぷコ民》、

只

同 イイに
dヨb民h  只

I也 d3L 3t  只

ift 
dzhz • 只

新i
2H『LLじi ・ ｾｘ＠ 人

議 W( ｦ［ ｬｬｾ＠ 1司 会 収 入

Ｍｕｾ＠ ノ注3J、L  
Jl lI. 人

主甘 款 ジ 己 上 収 入

住 宅 相 談 所 収 入

デ ー タ シ ー ト 収 入

調k

J[iI. 人 /' 入1  

11 

剤ii 雪［￬ｾｾ ｾＧＯ＠

［昨 Ｑ 釘 ｾｉｗＮ Ｑｴｾ Ｚ 会 ｾＧｩ

Ｍｕｾ＠ dZh ミ n  

契 主力 々 款 1' /  

;l1，'，J :r t  1'i 

住 宅 相 談 所 沢

デ ー タ シ ー ト 発 1T W 

耕li

総 会 評 議 只 会 計

理
τF 1ユ》ミ、

1'i 

者E
dZk ζ  

委 只
ノ=ι ち、、 y'i 

特 別 委 只 会 計

支 ＩＧｾｬＩ＠ 3と 付 ｾｉＧｩＺ＠

文 宇iIi s) J  金

'EE li ， fi ;fi 辛|

辿 '1'/ 

旅 3と i厄 n  

Ｍｕｾ＠ 金 n  

1:[1 )I:IJ サゐ

x  ));' ｾＡ、 -

!，iii 1'/  

本
J也FBht  

話記 b丈 乎
.'['. 

役: 1枕
勺1 ｾＧ ，＠

起 1j}J ミf ｾ Ｇ，＠

1¥ 
J3 

健 w  イネ キ|

厚 生 年 金 保 険 料

lf& 用 Ｑｾ＠ キ|

:;・;i -
災 イ尽 ｉｾ＠ 料

ｊｉ［ｾ＠ n  杭 利

:主
ノt 弘，、

決 n  事TI

24，116，934 

15，445，869 

1，64号， 050

250，500 

41，456，353 

41 ，741，857 

1，026，000 

594，000 

1，504，855 

4，487，800 

6，589，479 

3，099，650  

59，043，641  

327，684 

100，827，678  

がと 額

39，727，531  

767，335 

1，461，310 

842，345 

226，230 

3，622，069 

5，217，625 

3，803，591  

55，668，036 

418，455 

197，788 

。

801，539 

。

1，417，782 

773，586 

319，975 

1，093，561  

391 ，834 

28，794 

978，730 

1，607，619  

317，850 

280，570 

410，443 

4，015，840 

18，050，400 

69，000 

720，00Q 

144，235 

9，245，940 

28，229，575 

837，720 

926，810 

267，564 

111 ，237 

24'(， 040 

2，390，371  

88，300  

4，000，000 

。

53，720 

。

140，165 

97 ，097，350 

3，730，328 

ι 旦L 盟主

予 t): 事R

25，200，000 

15，000，000 

1，620，000 

336，000 

42，156，000 

30，000，000 

2，530，000 

3，200，000 

2，000，000 

5，000，000 

3，430，000 

1，800，000 

47，960，000 

200，000 

90，316，000 

予 t): 告H

30，000，000 

1，750，000 

3，600，000 

1，200，000 

200，000 

4，800，000 

3，100，000 

2，400，000 

47，050，000 

550，000 

180，000 

50，000 

640，000 

50，000 

1，470，000 

1，260，000 

180，000 

1，440，000 

720，000 

50，000 

1，080，000 

1，500，000 

420，000 

360，000 

360，000 

4，490，000 

17，636，000 

100，000 

720，000 

2QO，000 

7，349，000 

26，005 ，000 

780，000 

900，000 

150，000 

100，000 

300，000 

2，230，000 

150，000 

4，000，000 

1，500，000 

50，000 

1，931，000 

。

90，316，000 

?を 引 車1I 余 金

I前JUI 繰 越 不 足 金

法 91 794，954・・・・・・・・・・・ 目次期総A! l ; 不足合

単位円

FYi ム i成

ム 1，083，066 

445，869 

23，050 

ム 85，500 

/:; 699，647  

11 ，741 ，857 

/:; 1，504，000 

ム 2，606，000 

/:; 495，145 

ム 512，200  

3，159，479 

1，299，650 

11 ，083，641  

127，684 

10，511 ，678 

J削立問

ム 減

9，727 ，531 

ム 982 ，665 

/:; 2，138，690  

ム 357，655 

26，230 

ム 1，177，931 

2，117，625 

1，403 ，591  

8，618，036 

ム 131，545 

17，788 

ム 50，000 

161，539 

ム 50，000  

6. 52，218  

ム 486，414 

139，975 

/:; 346，439 

ム 328，166 

ム 21 ，206 

i 込 101 ，270 

107，619 

/:; 102，150  

A  79，430  

50，443 

/:; 474 ，160 

414 ，400 

ム 31，000 

。

ム 55 ，765 

1，896，940  、.

2，224，575 

57，720 

26，810 

117，564 

11 ，237 

A  52，960 

160，371  

ム 61 ，700 

。

/:; 1，500，000 

3，720 

ム 1，931，000 

140，165 

6，781 ，350 



暑中お見舞申し上げます

安 部 章・

松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 近 畿 屯 設符業所

畢 541 大阪市東区高鹿婿1- 12( 和幸ヒリレ) 電話06(201) 1421

安 部 恒 夫

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 559 大阪市住之江区西住之紅2丁目7番5号 包 括06( 678) 3212代

串 559 自宅 ・大阪市住之江区西住之江 2 丁目 7 蒋 5 号

!'，t館06( 671) 7774

名誉正会員

三邑

同 繁盛 男

育'!.i1'2 ill 材 株 式 会 社 取 締 役 会 長

ｾＷＳＳ 広島市舟入幸町 Ｑ Ｙ - 10 包括0822( 92) 3200

骨 734 自 宅 ・広 島 市 来 町 1507 の 10 電話0822( 51) 6730

赤 尚崎

株 式 会 社 赤 崎 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

浅 井 洋司

昭和51年盛夏 ( 50音順)

R A D同 人 団 建 築 事 務 所 代 表

愚 542 大阪市南区北挑谷町33- 1 第 3 訟毘ピル983- 4 号

電話06( 763) 3109

浅 真

お民

1Si. 

網 栄

野

野

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

串 530 大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6 電 髭 06 ( 314)  0  1  5  1  代

井 崎 梁 次

株式会社浅野建築設計事務所代表取締役 株 式 会 社 井 崎 工 務 応 代 表 取 締 役

m543 大 阪 市 天 王 寺 区 減 南 寺 町 9 - 27 電話06( 768) 0201 唖 640 和 歌 山 市 北 河 伴 4 丁 目 1 番 地 包 括0734( 24) 5195tt

CD572 自宅 ・寝 屋 川 市 成 田 西 町 4 蒋21号 包括0720( 31) 1750 畢 640 自宅 ・和歌山市玉a ¥丁 2 丁目 5 蒋地 包括0734( 22) 0382

浅 海 正 雄

j斐 茂 夫 井 次沼 上 手火

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

唖 543 大 阪 市天王苛z区jU7. 6i l!Ptr 8 器地の 1 電話06( 768) 5222

m168 自宅 ・東京都彰並区下高井戸 3 丁目 17番 1 号

包括03( 302) 1922

j斐 誠 夫

井 上 野 : 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串 543 大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町40番地 電話06 ( 771)  2825 

串 659 自 宅 ・戸 区 市 川 西 町 4 番 23 号 包 括 0797 ( 22)  5930 

井 浄 夫沼 上

m550 大阪市西区立売損北遜 1 の90 第三富士ヒリレ

電話06( 541) 7625代 骨 543 大阪市天王寺区東高il t町 B番j也の l 電話06( 768) 5222 唖 550 大 阪 市 西 区 江 戸 踊 1 の 101 電話06( 441) 8531代

骨 659 自宅 ・戸 屋 市 三 保 町 47 審 30 旬結0797( 31) 8781 哩 630- 02 自宅 ・生駒市東松ケ丘 7 諮30号 電話07437( 3) 4805 e663 自宅 ・西 宮 市 甲 子 関 三 容 町 9 の 5 電話0798( 41) 4661  

株 式 会 社 井 上 冷 熱 代 表 取 締 役 会 長

浅 井 貞
: .b. 

，ロ

株式会社双亙社竹 j院 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 洩 沼 組 I}J. 務取締役

浅 海 沼 気 株 式 会 ネ1: 代表取締役社長

唖 530 大 阪 市 北 区 故宮町 3 謡 2 松崎 ピ ル 包括06( 373) 2281 暦 530 大 阪 市 北 区老松町 1 丁目 22帯地 電話06( 362) 8701- 8

m659 自宅 ・l!i f j 1市東山町213 ローズハイツ芦屋406号 e665 自宅 ・宝塚市御殿山 2 丁目 31- 50- 109号

包括0797( 31) 2339 電話0797( 85) 0745

司貨

代表取締役社長 浅 井 潤 一

代表取締役所長 浅 井 謙

株 式 会 社 浅 井 建 築 設 計 事 務 所

唖 542 大阪市南区安堂寺様通 5 - 3 0  第 2 段林会館 5 階

電話06( 245) 4651代

愚 583 自宅 ・羽 曳 野 市 羽 曳 ケ 丘2 - 5 - 6 電話0729( 56) 2152

冊 583 自宅 ・羽 曳 野 市 羽 曳 ケ 丘5 - 1 8 - 1 電話0729( 57) 3588

浅 泰井

東 秀 保

名誉正会員

井 福 蔵

株 式 会 社 東 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

咽 530 大阪市北区天神織筋 3 丁目 67番地 マチスピル

電話06( 358) 5598

唖 631 自宅 ・奈良市01日町 2 丁 目22ー7 電話0742( 43)7704 

姉 正 男

上

株式会社 ;) 1ー 上 純 代表取締・役

串 534 大 阪 市 部 向 区 網 島 町 6 番25号 泣訴06( 352) 4031 - 4

r.t. 苦 06( 351) 0530

昏 577 自宅 ・東大阪市東石切町6丁目4審4号 電 鉱0729( 81) 2526

井 達上 明

i

 

l

 

E

I

J

 

株式会社井上達明建築事務所代表取締役

唖 530 大阪市北区鶴野町51番地安田ピル 電話06( 372) 2821代

串 555 自宅 ・大阪市西淀川区竹島 3 丁目? の4 f 1! 括的(473) 1069

伊 地 知 堅

株 式 会 社 笠 谷 工 務 応 専 務 取 締 役 来光電気工事株式会社大阪支社取締役支社長 大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 659 芦 屋 市 業 平 町 4 - 2  電話 0797 ( 22)  0  7  0  3  唖 541 大 阪 市 東 区 高 庇 嬬 5 丁目 2811f!由 包括06( 202) 0325 笹 532大 阪 市 淀 川 区 宮 原 4 丁目 4l i f 44 号 旬 結06( 394) 1281

411>659 自宅 ・戸 区 市 東 ケ 丘 町 13 - 5 電話0797( 22) 5291 m565 自宅 ・吹 田 市 藤 白 台 4 の 30の12 fI!話06( 872) 3214 411>661自宅 ・尼崎市南武郎之荘 5 丁目 13番15号 llt &506( 438) 2148
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暑中お見舞申し 上 げます

伊 藤 喜 三 郎

縁 式 会 社 伊 藤 喜 三 郎 建 築 研 究 所 代表取締役社長

暗 102 東京都千代田区紀尾井町 3 番地 文芸春秋 ピル

電話03( 263) 1481代 - 7

唖 141 東 京 都 品 川 区 東 五 反 問3- 16- 55 電話03( 441) 5437

名符正会只

伊 藤 鏡

株 式 会 社 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 代表 取 締 役

唖 460 名古屋市中区錦 3 丁目 3 - 6 日本経済新聞ピル

包括052(951) 1110代

m101 東京事務所東京都千代田区神田英土代町 7 久保ピル

電話 03( 294) 6061代

(11659 大 仮 出 張 所 芦 屋 市 山 手 町 6 9 電話 0797 ( 22)  2163 

伊 郎藤

大 栄fE気 株 式 会社 大阪支庖 専 務 取 締 役 支 庖 長

唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 拘I1 2  - 3  5 電話06( 443) 0631

晶 550 自宅 ・訟 中 市 北 桜 塚 3 - 8 ー 7 電話06( 854) 7747

飯 田 精 次 郎

共 同 設 昔 | 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畢 530 大 阪 市 北 区 宮 田 町 9 帯 地 電話06( 364) 5836

ｾＱＰＵ 来 京事務所 ・ 東京都渋谷区 渋谷 Ｑ 丁 目 Ｑ Ｐｾ 1 号

八千代ピル内電話03( 407) 0912 03( 409) 1837 

ｾＷＳＰ 広島事 務所 ・ 広島市牛田本町 Ｔ 丁目 ＸＭＱＶ
電話0822( 21) 0436

生 重政田

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

石 井 蔀

昭和51年盛夏 ( 50音順)

東 洋基 礎 工 業 株 式 会 社 大 阪営 業 所 思T2

ｾ Ｕ ＵＰ 大阪市西区制 Ｑ 丁目 ＵＵ ( 靭ピル) 電話06( 441)6678- 9

串 565 自宅 ・大阪府豊中市新千里北町3丁目 1番地

新千盟北町第三団地C40の204 電話06( 872) 3050

名誉正会只

石 JII 寛

石 JII 宏

石 )11 建 築 司王 務 所

岳 543 大阪市天王寺区茶臼山町111番地 包括06( 779) 9491代

唖 665 自宅 ・兵隊県宝塚市雲徹丘山手1丁目 5審1号

電話0727( 59) 2963

石
I

 

l

 

-

-

E

E

，

 

良
圏

市
I

 

l

 

-

-

E

J

 

宏

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 564 吹 田 市 .1!2 i.lt 凹!T 4  0 器 3 8 号 包 括06( 387) 2000

唖 560 自宅 ・盤中市mケ池東町4丁目7審12号 電 話06( 841) 0032

石 原 季夫

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 専 務 取 締 役

冊 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 19 電話06( 202) 0391

ｾＶＵＸ 自宅 ・ 神戸市東灘区住吉町縄手下 ＱＶＸＰ Ｍ 2  

電話078(811) 0216

ム

寸
茂 雄

株 式 会 社 石 原 建 築設 計 事務 所 代 表 取 締 役

唖 530 大阪事務所大阪市北区京是町 1 大ピル916

包括06( 443) 1225- 6

唖 100 東京事務所東京都千代悶区内幸町1 - 3- 6

新日比谷ピル電話03( 502) 8921- 4

ｾＶＵＰ 自宅・神戸市生田区中山手通 Ｖ ＭＳＸ m話078( 341) 2073

泉 哲 史

西

株 式 会 社 今 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム 代 表 取 締 役

串 550 大阪市西区北細江通 2 丁目 47番地 包括06( 541) 3051- 3

骨 630- 02 自宅 ・生駒市東生駒月見町198 電癒07437( 4) 6930

A .  

i  

宅，e，.

言書室，

育ミF 雄

沢

西

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 社 長

唖 543 大阪市天王寺区上木町7丁 目2帯地のl 上六ピル内

電話06( 779) 3361

唖 592 自宅 ・大阪府高石市羽衣2丁目4番1号 電話0722( 61) 1179

A .  

i  
康 彦:n: 

近 畿 沼 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 副 会 長

岳 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電話06( 312) 1281

ｾＵＶＰ 自宅 ・ 盟中市北桜塚 Ｔ 丁目 Ｕ 番 Ｕ 号 電話06( 852) 5887

岩 井 金 三 郎

唖 541 大阪市東区安土町 4 丁 目5 番 地 電 話06( 261) 7591- 8 株式会社 ｾｩＡ 沢建築設計事務所代表取締役 唖 460 名古屋市中区栄 4 - 1 ー 1 中 日 ピ ル 包括052( 262) 7531

唖 659 自宅 ・芦 屋 市 朝 日 ケ 丘 22 番11号 電話0797( 23) 0657 ｾＵＳＰ 大阪市北区民砂町 Ｔ Ｘ Ｍ Ｑ オオシマピル電 話 ＰＶ ( 364)  9071  l D464 自宅 ・名古屋市千種区月見原町 1- 23 電話052( 751) 3724

株 式 会 社 大 亜 建 設 代 表 取 締 役

池 昭回

抹式会社 池 間 宮 彦 設 計 事 務 所 代表 取 締 役 社長

居 542 大阪市南区瓦毘町 3 審T 6 8 才一トセンターピル 3 階

電話06( 761) 0360

唖 591 自宅 ・堺 市 東 上 野 芝 町 2 T  321  電話0722( 52) 7753

5束 早 信夫

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 社 長

暗 110 東京都台東区台東1- 2- 1 日本地所第二 ピル

電話03( 835) 2661

畢 157 東 京 都 世 田 谷 区 南 烏 山 2ー18- 4 電話03( 300) 3705

50 

板 井 彦正

西 松 建 設 株 式 会 社 大 阪 建 築 支 底 取 締 役 支 庖 長

唖 540 大 阪 市 東 区f - J 錦町2丁目 41審 j也 電話06( 942) 1131大代

⑮ 272 留守宅 ・市 川 市 平 悶 3 - 2 1- 5  電話0473( 23) 2647

市 繁 雄
I

 

l

 

-

-

a

a

e

 

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

e 6 01 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 関 町20 電話075(681) 5101- 5

e606 自宅 ・京都市左京区下鴨芝木町37 電話075( 781) 0289

名誉正会員

‘ '  

山
一
相佐 信也

唖 630 自宅 ・奈良市法蓮町南 2 丁目 1079の 1 電話0742(23) 2890

名誉正会員

岩 崎 甚 太 郎

⑮ 666 自宅 ・兵r.1l県川西市花屋敷 1 丁目 32の11

包括0727( 59) 9317



暑中お見舞申し上げます

ｾ＠

石 崎 茂 雄

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

4!J 561 大阪府盟中市豊南町南 6 丁目 3 番13号 電 話06( 332) 5721

e659 自宅 ・芦 屋 市 三 飾 町 86 番 地 電話0797( 22) 2746

山

一

伺 崎 徹

株 式 会 社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 630 本 社 ・奈 良 市 法 蓮 立 花 町 1046 III 話0742( 22) 2217

4!J 630 奈良事積所 ・奈良市大森町57の3 良協会館内

111話0742( 22) 2283代

唖 631 自宅 ・奈良市学闇北 1丁目 5 - 1 1 電話0742( 45) 1513

植 フE 幸

昭和51年盛夏 ( 50音順)

原

株 式 会 社 ナ イ ガ イ 代 表 取 締 役 社 長

串 530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 16 番 地 電話06 ( 345)  9055 

06 (343)  1727直

内 輪 勝

大 井 弘 治 郎

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 550 大阪市西区京町姻 1 丁目 76福間 ピル電話06( 444) 4521- 2

4!J 562 自宅 ・箕 面 市 百 楽 荘 4丁目 4 - 11 電話 0727( 21) 4113

名誉正会只

大 倉 郎

株 式 会 社 創 椛 造 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

4!J 733 広 品 市 舟 入 川 口 町 22 番 2 号 11!: 話 0822 (91) 4495 

e730 自宅 ・広 島 市 中 山 299 の 6 電話 0822 ( 89)  1658 

凶 11 木 工 業 大 学 学 長

串 606 自宅 ・京 都 市 左 京区下鴨北園町33 電話 075( 781) 0636

名誉正会員

右』ιa

崎 久

大 下 JI 慎
一

良日

雄 浦 野 男

一

大 下 )1慎 良

株 式 会 社 浦 野 設 計 事務 所 取 締 役 社 長

大 下 i昌口三

正

高 千 穂 m機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

e452 名古屋 ・名古屋市西区上小田弁 2 丁目 10番地

1It 館052(503) 1211 ・( 502) 1991

貫長 j畢
ームー

朗
e534 大阪市都島区中野町 4 丁目 8 番10号 包括06( 358) 1171代 暦 113 東京 ・東京都文京区本郷1- 27- 8 本郷ハウス

J 、、

唖 565 自宅 ・血中市新千恩南町 3丁目 34- 7 電話06( 831) 5118

電話03(811) 9128 ・9585

平 豹l 組1 設 株 式 会 ネ土
e452 自宅 ・名古屋市西区上小田井 2 丁目 10悉地

m活 052(502) 1991 ・4501 串 536 大 阪 市 総 京 区 関 目 町 1丁目 4 0 電話 06( 939) 4741代

山

一

相 義 IL' 本

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

浦 辺 鎮 太 郎

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

( 341) 1727 

･ＵＳＰ 大阪 市 北 区栂 悶 Ｘ ｾ 地新 阪急 ピル包 括 ＰＶ (34i)i6SO 

大 友 理

株式会社 パ ン デ ッ ク ス ・ジ ャ パ ン 関 西 営 業 所

取 締 役 関 西 営 業 所 長

唖 541 大 阪 市 灘 区 高 脂 綿 2丁目 9 番地 包括06( 202) 4791代 e662 自宅 ・西宮市 甲 京 国 1丁目 7 の 8 111穏 0798( 51) 0389 也 530 大 阪 市 北 区 伊 勢 町 1 9 - 2 電話06( 312) 5765

上 宇回

株 式 会 社 日 匠 設 計 代 表 取 締 役

骨 580 本社 ・大阪事務所大阪府松原市西大塚1- 5 - 6

電話0723( 31) 3857代

唖 529- 18 滋賀 駅 務所滋 賀県 甲 賀 郡 ｭｾ 町長野

電話07488( 2) 1378 

串 580 自宅 ・大阪府松原市西大嫁1- 5 - 2 0 電話0723( 31) 1554

ｾ＠

: b.  

，口上 圭西

株 式 会 社 大 気 祉 代表 取 締 役 社 長

e530 大阪市北区中之島2- 22 新朝日ピ J レ5階 包括06( 203) 3721

e659 自宅 ・兵隊県 芦 屋 市 浜 町 12 - 1 4 電話0797( 22) 5949

植 寿雄野

凍
一藤 向。 生 大 鳥 居 満 也

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 取 締 役 社 長

唖 615 京 都 市 右 京 区 西 院 西 悶 町 30 包括075( 313) 2191

e615 自宅・京都市右京区川島有樋田1J 143- 1 ¥il 話075( 381) 3647

大 林 芳 郎

株式会社 遠 藤 剛 生 建 築 設 計 事務 所 代 表 取 締 役

唖 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 2 丁 目 22 電話06( 203) 0888代

･ＵＶＲ 自 宅 ・ 筑 商 市桜ケ丘 Ｓ 丁 目 ＱＰ ｾ Ｔ 号包 括 ＰＷＲＷＨＲＲＩＲＰＶＴ

小 河 吉 之 助

株式会社 小 河 建 築設 計 事 務 所 代 表 取 締役所長

e542 本社 ・大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 n 時丁 8 電話06( 763) 2301代

e106 支社 ・東京都港区六本木 5 - 1 8 - 3  

六本木ベニーピル 7 階 包括 03( 583) 9501代

分室 ・和 歌 山 ・箕 面 新 船 樹 ・北 陸 金 沢 ・滋 賀

e573 自宅 ・枚方市香組 ケ丘12丁目22- 37 電話 0720( 54) 0690

尾 原 庸 夫

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

e540 大 阪 市 東 区 京 柄 3 丁目 37 番 地 包 括 06 ( 943) 1131 

e658 自宅 ・神戸市J l ! 澱区御影町御影字上の山 1682のl

電話 078( 85) 2501

大 森 久 司

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長 抹式会社 松 lil 平 回 坂 本設 計 事務 所 主阪事務E 近 畿 f G 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

串 542 大阪市南区地町通2丁目28 高111ピル 電話 06 ( 261) 2720 唖 530 大阪市 北 区 堂 島 上 3 - 1 0  m鼠 06 ( 344)  7821 晶 530 大 阪 市 北 区 間 扇 町 1 1 番 地 電話 06 (312)  1281 

串 588 自 宅 ・桝 市 大 美 野 5 - 9  111路0722( 37) 1162 e338 自宅 ・埼玉県与野市大字上結合540- 1- 1- 103 唖 630 白邑 ・奈 良 市 今 辻 子 町 12 電話 0742(22) 2390 

電話0488( 52) 7544

51 



暑中お見舞申し上げます

岡 漂 勇 奥 晴 弘野

岡 潟i 建 築 設 計 事 務 所 所 長 株 式 会 社 和 光 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

唖 567 大阪府E正木市大字irl 水433 包括 0726( 43) 8953 ・5230 . 556 大 阪 市 浪 速 区 新 川 3 丁 目 630 電話 06( 633) 0141- 3

骨 530 大阪事務所 ・大阪市北区格ケ校田1J 146 梅ケ枝ピル 2 際 C!t 550 自宅 ・大阪市西区北姻江御池通 3 丁目 40番地

電話 06( 362) 6082代 電鑑06( 541) 0261

岡 橋 作 太 郎 奥 村 安 太 郎

奥 村 組 土 木 興 業 妹 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

株 式 会 社 日 辿 設 計 相 談 役 唖 552 大 阪 市 港 区 市 岡3 丁目 5 番 18 号 電話06( 572) 5301

岡 本 繁

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

ｾＵＳＰ 大阪市北区南扇町 Ｑ 1 署 地 包 括 06 ( 312)  1281 

e640 自宅 ・和 歌 山 市 三 木 町 南 / 了 18 電話0734( 23) 0308

名誉正会貝

岡 本 弘

近 畿 大 学 理 工 学 部 ｾｉ｜ ｦ 向 ｩ

久 保 田 建 材 工 業 株 式 会 社 顧 問

。552 自宅 ・大阪市港区市岡 3 丁目 8 審 3 号l I ! 続的( 571) 0571

海 静上

株 式 会 社 海 上 静 ー 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 541 大阪市東区憾労町2丁目 41器地中f ! 5 ピル

電話 06( 271) 1149 ・( 261) 4428- 9

串 591 自宅 ・大阪府堺市日置荘西町13番地 2 包括0722( 86) 7018

梶 本 尾秀

昭和51年盛夏 ( 50音順)

神 谷 新

コ ク ヨ 株 式 会 社 取 締 役

冊 557 大 阪 市 東 成 区 大 今 思 爾 6 - 1 ー 1 包括06( 976) 1221  

也 657 自宅 ・神戸市灘区五毛通3- 2- 21 電話078( 861) 0596

亀 井 晃
: .b. 

，ロ

一級建策士事務所 あ り

株 式 会 社 A .R. I . 建築 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

串 542 大阪市南区谷町 7 丁目 12番地の 1

新谷町; " f l 3 ピル ・2 F 電話06( 768) 1771代

唖 631 自宅 ・奈 良 市 中 町 l 番 地 の 479 包括 0742( 43) 1226

柄 谷
士

ロ太 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 応 取 締 役 社 長

ｾＶＶＰ 尼崎市玄番前之町 Ｔ 番地電話 ＰＶ ( 411)  1451  

I

 

l

 

-
-
-
a

，

 

喜 代 枝口

株 式 会 社 篠 田 川 口 建 築 事 務 所 所 長

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取締 役社 長 株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所 所 長

e540 大 阪 市 東 区 議 之 宮 東 之 町 392 包活 06( 941) 6531代 m461 名 古 屋 市 東 区 Jo! 1 丁目 21番 21号 包 括 的2( 962) 7581

悟 573 自宅 ・政 方 市 東 谷 恩 2 - 7 - 2 0 電話0720( 54) 4123 唖 588 自宅 ・排 市 大 美 野 1 0 7 の4 電話 0722 ( 37)  2548 

岡 本 善行

株 式 会 社 昭 和1 設 計 代 表 取 締 役 社 長

居 550 大阪市西区長崎IUt 通1丁目8番地凶ツ編ピル

包括 06( 532) 3421代

居 659 自宅 ・芦 屋 市 泊 凶 町 3 5 - 7  包括0797( 31) 3201

岡 本 男全

ｾ組建設事ｾ式会社取締役社長

ｾＵＴＳ 大阪市天王寺区東肉体町 ＱＴＭ 5  電話06( 768) 1515代

。557 自宅 ・大阪市西成区玉出来 1丁目 6 番15号

1l!話06( 661) 3317

岡 山 雄fケ

22 岡 山 建 築 事 務 所 一 級 建 築 士 事 務 所 2締護

唖 604 京郎市中京区烏丸通錦小路上J レ手洗水町670

京都 7 クトタピル 7 F 電話075( 255) 0537- 8

唖 612 自宅・京都市伏見区深草平岡町18 包括075(641) 0536

52 

数 井 不IJ 美

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

ｾＶＵＲ 神戸市兵 五 ｉ Ｈ 区荒田 町 Ｒ 丁目 ｬ 番地旭ピル

包括 078( 521) 0205 ・0207

唖 654 自宅 ・神戸市須磨区白川台 2 丁目 39- 13

電話078( 741) 5862

兼 高 勇

e464 自宅 ・名古民市千種区稲舟通 2 丁目 7 番地

包括的2( 751) 2613

l

 

i

 

-
-

J

 

崎 敬

株 式 会 社 近 級 建 設 取 締 役 社 長

串 550 大飯市西区江戸姻 5 丁目 118 :ff l光ピル m話06( 448) 5601

畠 556 自宅 ・大阪，Ii 浪速区新川 2 丁目 666 包括06( 632) 7369

i

 

l

 

-
-
J

 

瀬 啓 一 郎

句b

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

有 限 会 社 米 高 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 e 616 京都市右京区太楽和泉式部町12醤 i也 電 話075( 861) 1157

唖 ＵＹＰ 排市翁縞 Ｑｔ ＴｾＵ 号 スカイピル Ｑｙ ＱＶ ｆ 電 話 ＰＷＲＲＨＲＲＩ ＱＶＴＳ 大阪支庖電話06( 353) 0222 東京支庖包括03( 263) 0501

唖 590 自宅 ・排 市 三 国 ケ 丘 御 字通81- 2 1l!話0722( 32) 1603 唖 616 自屯・京都市右京区太袋安井車道町21 電話075( 811) 1509

鎌 谷 秀 男

修 j戎 建 設 専 門 学 校 校 長

居 555 大阪市西淀川区大和1115 丁目 19- 30 m.:ii 06 (474) 164<1 

0665 自宅 ・笠 原 市 千 種 4 丁目 3 番 3 号 電 話 0797( 72) 1380

i

 

l

 

-
-
E
E

，

 

谷 勇

川 谷ｾ築設計事務所 自 営

岳 606 点 都 市 左 京 区 一 釆 寺 治 水 町15 m認075( 781) 1148代

ｾＶＰＶ 自宅 ・ 京都市左京区一釆寺汗 ｴ 水町 Ｑ Ｕ 包括 ＰＷＵＨＷＸＱＩＱＱＴＸ 代
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l

 

l

 

-
-
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，

 

村 宏

株 式 会 社 汎 建 製 作 所 代 表 取 締 役

e554 大阪市此花区酉島町 1丁目 8 番 5 号 電話06( 462) 4661

e699- 11 自宅 ・大和廓山市冠山町 2 - 55  電話07435( 2) 5995

河 裾 夫和

清 文 氷回

株 式 会 社 梓 設 計 代 表 取 締 役 社 長

。141 東 京 都 品 川 区 西 五 反 問 2- 27- 3 電話03( 492) 3591 

也 164 自宅 ・東 京 都 中 野 区 中 野5- 37- 23 電話03( 387) 1539

熊 j畢
. . .L.  

ノ、 朗

平和 ｵ 設事ｾ式会社 常 務 取 締 役

後 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 串 536 大阪市城東区凶目町 1 丁目40番地屯必06( 939) 4741代- 5

e531大阪市大淀区本庄川崎町 2 丁目 18番地 4 包括06( 371) 5146 愚 564 自宅 . ，!)，: 111 市内木町 3 了目 23番 8 号 包 括06( 381) 0451

河 原 義 夫

新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 応 取 締役大阪支庖長

ｾＵＳＰ 大阪市北区堂島 浜 辺り Ｑ ＭＲＵＭ Ｑ 包括06(344) 6031

ｾＶＵＹ 自宅 ・ 芦屋市岩国町 ＲＳ 番 ＳＴ 号 電話0797( 31) 5492

栗山 和

昭和51年盛夏 (50音順)

株 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 本 部 長

ｾＵＳＲ 大阪市淀川区西中島 Ｒ 丁目 ＱＱ 番 ＳＰ 号電話 ＰＶＨＳＰＳＩ ＷＱＳＱ

l s651- 11 自宅 ・神戸市北区若狭台1- 4 - 2 9 泡話078( 593) 7528

崎 修

株 式 会 社 ミ ラ ノ 工 務 j苫 相 談 役

。604 京都市中京区東川通河原町東入鉾田町310

電話075( 231) 0177

ＮＶＰＶ 自宅 ・ 京都市左京区下鴨北国町 ＶＳ 番地ｾＱｦｩＵ ＰＷＵＨＷＸＱＩＰＶＷ Ｖ

島 巳勝

有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

也 541 大阪市東区南木町 4 丁目 41番地イヨピル 6 階

電話06( 252) 8088代

Cl U01 東京事務所 ・東京都千代悶区岩本町 2丁目 9番地

藤野ピル m話 03 (861) 9538 

e 662 自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 6 番 35 号 m話 0798( 33) 5120

西 回
目

山

山

株 式 会 社 田 中 小 西 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

ｾＵＵＰ 大阪市西区阿波座南通 Ｒ の ＶＰ 電話06( 532) 4051

ｾＵＴＶ 自宅 ・ 大阪市東住吉区平野西脇町 ＳＷＳ の Ｔ

電話06( 701) 0297

神 崎 ヨEコ王 明
黒 JII 巳

雪5 z量z2=z• ・
林 夫

株 式 会 社 有11 時 組 取 締 役 社 長

株 式 会 社 黒 川 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 670 姫 路 市 北 線 ロ 8 6 の 3 電話0792( 23) 2021代

唖 466 名古屋市昭和区鶴舞 2 - 1 0 - 5  電話052( 882) 回81代

[p 荷 路 材 興 業 株 式 会 社 綴 磁装

e497 自宅 ・愛知県海部郡蟹江町大字蟹江新聞字鹿島 119

ｾＶＷＰ 自宅 ・ 姫路市北隣ロ Ｖ 2 屯話0792 ( 23)  0210 
也話05679( 5) 2255 唖 532 大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 - 4 - 2 8 ｾ阪 ＰＶＨＳＰＹＩＰＸ ＴＱ

木 藤 友 樹

株 式 会 社 団 地 サ ー ビ ス 西 部 支 社 鵠 妻 控室

串 536 大阪市減東区滋之宮 1 丁目 5 番101号 m話06( 969) 1001

‘費

木 下 園 男

内 外 パ ー キ ン グ 施 設 株 式 会 社 代表 取 締 役

唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 掲 1 丁目32番地 電話06( 441) 0477代

骨 560 自宅 ・盟中市北桜塚 3 丁目 9 番15号 電話06( 853) 0892

名誉正会員

城 武 男戸

黒 譲回 林 清

黒 凹 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

唖 830 久 留 米 市 大 石 町 3 2 番 地 電話0942( 32)3417 l s530 大 阪 市 北 区 常 安 田J 17 番 地 沼 稲06( 443) 6641

41) 830 自宅 ・久 留 米 市 白 山 田IJ 547 番 地 電話0942( 34) 8527 唖 545 自宅 ・大阪市阿倍野区北白3丁目 1番7号電話06( 654) 0584

桑 正

ー法z
-11::: ヨ田

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 650 神 戸 市 生 田 区 多 開 通 4 - 9 電話078( 371) 1861代

唖 653 自宅 ・神戸市長 III 区五位 / 池町3丁目 1- 1

包括078( 621) 3807

忠坂 勝

株 式 会 社 域 戸 武 男 建 築 事 務 所 代表 取 締 役 所 長 株 式 会 社 東 海 設 計 代表 取 締 役

e460 名 古 昆 市 中 区 栄 1 - 22 - 27 lIl;;ti 052( 231) 5451代 骨 ‘160 名 古 鹿 市 中 i孟 栄 3 - 7 - 1 な話052( 261) 2651代

唖 460 自宅 ・名古昆市中区栄 1- 22- 27 電話052(201) 4061 ｾＴＶＷ 自宅 ・ 名占屋市端 ｗ ｛ｧ岳見町 Ｔ Ｍ ＲＰＭＲ 電 話 ＰＵ Ｒ Ｈ ＸＳ Ｑ ＩＴＴＵＹ

林

4 目

T守

士

山

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 裁 取 締 役 所 長

5650 

. 530 大 阪 市 北 区堂島北町20 藤 田 ピ ル 電話 06(341) 5658 

5659 

串 662 自宅 ・西 宮 市 丸 梼 町 6 ー 16 電話0798( 66) 2394 

松 英

東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 広 大 阪 駐 在 専 務 取 締 役

軍 530 大阪市北区邸宮町 3 m2 挫崎ピル 岱話06( 373) 1181

唖 659 自宅 ・)'!i 民市東山町213 ローズハイツ J' f!i! 610

電話0797( 31) 0996

5 3  
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山 武

住 友 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底 鶏 慈 雲

ｾＵＴＱ 大阪市東区北 浜 Ｕ 丁目 Ｒ 2 包括06( 220) 8712

ｾＵＳＲ 自 宅 ・ 大阪市淀川区西中島 Ｑ 丁 目 ＱＱ の Ｑ Ｖ

メゾン淀川1018号 電話06(304) 2805

E 司

『司 計武 主

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

ｾＵＵＰ 大阪市西区 江戸 畑 Ｕ 丁目 ＱＱＰ 番地の Ｒ 末弘 ピル

包括的( 448) 2408・0178

骨 550自宅 ・大阪市西区北堀江御池通 6 丁 目21

北羽田江コーポ706号 電話06( 531) 2812

河 内 義 就

有限会社河内義就設計事務所代表取締役

⑮ 730 広 島 市 上 幡 町 2 番 3 7 号 電話0822( 28) 2271代

ｾＷＳＹＭ ＱＷ 自 宅 ・ 広島市高脇町字翠光台 ＱＭＲＳＷ 電 話 ＰＸＲＸＴＨＲＩＴＱＴＱ

鴻 池 藤

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

哩541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁 目27番地

ダイヤルイン 包括06( 244)3500( 受付台)

ｾＶＰＳ 自 宅 ・ 京都市北区平野鳥 居 前 町 ＸＶ 電話075( 461) 1526 

近 藤 貢

日本住宅パネル工業協同組合 大阪支所長

暦 530 大 阪 市 北 区 沼 田 町 4 6 番 地 第二富岡田J ピル

電話06( 313) 3321

佐 々 木 群

株式会社 佐藤武夫設計事務所代表取締役社長

⑮ 105 東京都港区新柄 4 丁目 6 悉 15号

ｾＲＷＲ 自宅 ・ 市 川 市閏 ｊｬ ｦ 台 Ｑ Ｍ Ｕ Ｍ Ｒ

包括03( 436) 3511

'it!活 0473(71) 5162 ｾＵＷＳ 自 宅 ・ 枚方 ￯ Ａ￯ 香単 ケ丘 Ｗ 丁 目 ＱＱ ー ＱＶ m話0720( 54) 0004 唖 910 自宅 ・稲 井 市 経 田 町 7 0 - 2  包括0776( 23) 3552

佐 々 木 米 太 郎

佐

: A  

J ロ
誠 次

昭和51年盛夏 (50音順)

株 式 会 社 佐 治 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区立売網南通1- 2 4 カク グ イピル

包 括06( 541) 5831

串 662 自宅 ・西 宮 市 苦 楽図一番町 1 - 36 包括0798( 36) 2516

佐 松

四 方 靖 郎

藤

コ 包

日

四方設計工務株式会社

一級建築士事務所代表取締役社長

6091- 2  

唖 612 京都市伏見区深草関屋敷町32ー2 1tl話075(641) 6324

愚 851- 33 長崎山強所 ・長崎県西彼l ' Fll 宮西彼町大谷脇1684

lit 話09592( 7) 0172

唖 612 自宅 ・京都市伏見区深草関鼠敷町32- 2

清 水 調

サ ト ー 株 式 会 社 取 締 役 社 長

。543 大阪市天王寺区上本町 7 丁目 2 - 1 電 話06( 779) 3477

111659 自宅 ・芦 屋 市 六 麓 荘 町 12 番32号 篭 話0797( 32) 0310

佐 野 正

和

株式会社清水和調設計事務所代表取締役

串 530 大 阪 市 北 区 万 才 町 43 浪速 ピル 包括 06( 312) 7278

冊 560 自宅 ・盤中市中桜塚 4 丁目 3 番10号 電話 06( 852) 7056

直

一
周

愛 明

株式会社安井建築設計事務所取締役社長

居 540 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 器 地 電話06( 943) 1371代

111662 自宅 ・西 宮 市 袋 井 町 4 の 9 包 括0798( 22) 1569

佐 春
士

ロ

フk

株 式 会 社 清 水 工 業 所 代 表 取 締 役

唖 531 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 ー14 常 務06( 372) 2851代

. 662 自宅 ・兵 附 県 西 宮市南郷町 3 - 12 包括0798( 22) 1184

代表取締役 塩 路 惣 吉

代表取締役 塩 路 寅 雄

株式会社 滋 勝 建 築 事 務 所

ｾ ＵＴＲ 大阪市南区溢町通り Ｓ の ＱＴ 戸池ピ ル 包活06( 251) 8577

ー』

-ーー
ノ、

輔

野

森 井 電 業 株 式 会 社 取締役副社長

⑮ 530 大阪市北区玉江町 1丁目 17番 地 正 京 ピル

電話06(443) 8381大代

雑 賀 夫 戸 正孝

株式会社幸佐賀建築設計事務所代表取締役

ｾＶＴＰ 和 歌 山 市 西 汀 丁 Ｑ 番 地 包 括0734( 31) 1371代- 5

ｾ ＶＴＰ 自 宅 ・ 和 歌 山 市小 訟原通り Ｕ 丁目 Ｑ 番地

包 括0734( 23) 5888

雑 賀 夫

日 本 池 銀 株 式 会 社 大 阪 支 1苫 支庖長

ｾＵＳＰ 大阪市北区悔悶町 ＴＷ 新 阪 神ピル Ｙ 階 電 話 ＰＶＨＳＴＱＩＴＳＳＱ

唖 662 自宅 ・西宮市小絵西国15 2 - 6  公団 13- 203

電話0798(41) 5321

‘'  
c  

ロロ i
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男幸

株式会社大阪雑賀建築事務所代表取締役

ｾＵＴＳ 大 阪市 天王 守 区 東平野町 Ｕ 丁目 Ｙ ｾ ｊ 也吉盛 ピル

包括06( 772) 4426 ・4436

j畢 井 修

株式会社品川建築事務所代表取締役所長

暗 910 福 井 市 回 以 1 丁 目 1 務 2 0 号 電話0776( 22) 6683

名管正会員

篠 太 郎原

社 団 法 人 日 本 建築協 会 京 都 支 部 支 部長 株式会社 大 和 商 会 取締役社長 株式会社 念にわ建築設計事務所取締役所長

唖 604 京都市中京区押小路通柳鳥島東入樋田IJ 645 唖 542 大 阪 市 南 区 高 津 田J 4 客 丁 73 氾認 06( 631) 6221代 唖 550 大 阪 市 西 区 雨 期 江 通 2 の 4 8 111話06( 531) 4428

電話075(211) 2857 ｾＵＷＷ 自 宅 ・ 京大阪市 下小 限 ＷＹ m話 06 ( 721)  0098 岳 562 自宅 ・箕 面 市 箕 面 5 - 7  - 6  包括0727(23) 3836

( 211) 2877 
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渋 谷 幸 雄

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 542 大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 5 2  包括06( 211) 7333

悟 581 自 宅 ・八 尾 市 二 俣 2 5 2 の 7 包括0729( 22) 8644

島 孝

: .b. 

，ロ田

株 式 会 社 片 山 鉄 工 所 代 表 取 締 役 社 長

。551 大阪市大正区南恩加島6丁目2番21号

電話06( 552) 1231大代

須 賀

ｾ＠
< = 1  

o: I  

昭和51年盛夏

(50音順〉

好

近 畿 大 学 理 工 学 部 助 教 授 包括06(721) 2332 内線271

株 式 会 社 近 畿 建 築 桃 造 研 究 所 所 長

串 543 大阪市天王寺区椎寺町76天王ピル 電話06(771)3216代

ｾＵＷＷ 自宅 ・ 東大阪市下小阪 ＱＷＲＭＲ
近鉄グラン ドマンシ ョン B - 911 包括06(789) 8114

菅谷 健 児

田 中 夫

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役 社 長

巌

東海興業事ｾ式会社大阪支ｲＮＵ 常務取締役支庖長

唖 530 大阪市北区鐙宮町 3 - 2 豊崎ピル包括06( 373) 1181

ｾＵＵＳ 自宅 ・ 大阪市福島区福島 Ｒ 丁目 Ｑ Ｐ 番 ＱＹ 号

包括06( 458) 3548

田 中 司貞

ｉ ｾ ｊＩ以ｲＺＯｬ ｪｾ｛ ｊ 株式会社関西支社
専務取締役

支 社 長

唖 661 自宅 ・兵五[ <県尼崎市式1>I l 之荘3丁目 1- 1 ___ .  _  ｾＵＵＳ 大阪市街烏区海老江 Ｓ - 22- 61  包括06(458) 2251

イト ーピ7308 包括06( 432) 7387 串 550 大 阪 市 西 区 江 戸 期 1 - 6  0  電話06( 441) 8231 

名誉正会只

島 村 佐 次 郎 杉 村 正 三 郎

島 村 建 築 事 務 所 阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

e640 和 歌 山 市 四 番 丁 4 包括0734( 22) 3338 ・4335 骨 532 大阪市淀川区十三本町2丁目 13番15号 電話06( 302) 0231代

田 中政

大 島 隊 用 化 学 工 業 株 式 会社 取 締 役 社 長

串 578 来 大 阪 市 新 庄 1 1  4 番 地 電 話 06( 745) 5121 代

06( 745) 6736- 8 

唖 640 自宅 ・和 歌 山 市 四 番 T 4 電話0734( 22) 3338 ・4335 唖 665 自宅 ・宝 塚 市 栄 町 3 丁目 9 番20号 電話0797(86) 3623 串 536 自宅 ・大阪市総東区野江東/ 町 4 -99 電話06( 931) 3506

島 村 忠 男

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 540 大 阪 市 東 区 上 町 5 番 地 包 括06( 762) 5701代

白 井 周

清 水 建 設 株 式 会 社 常 任 顧 問

唖 550 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 2 - 2 包括 06( 443) 5431  

銭 I司 之 田 淵 也輝

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社長

冊 550-91 大阪市西区阿滋出上辺3丁目 2番地

沼E苦06(531) 6431大代

山
'a

伺

a

四 郎

誠

株 式 会 社 回 測 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 640 和 歌 山 市 下 町 1 9 番 地 電 話 0734 (31)  0261- 2  

唖 640 自宅 ・和 歌 山市 下町 19番 地 包 括 0734 (31)  0261- 2  

田 村 資田 隆

田 村 建 築 設 計 事 務 所 所 長

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締 役 社長 畢 640 和 歌 山 市 北 / 新 地 岡 町 6 - 1 電話0734(22) 6751

田 賀 勉

唖 612 自宅 ・京都市伏見区桃山町島郡53- 2 電話075( 601) 3435 . 558 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3番 地 包 括06( 672) 1281大代 串 640 自 宅 ・和 歌 山 市 苫 毘 丁 2 - 1 包括0734( 24) 6038

名誉正会員

白 石 登 喜 男

i株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 務 理 事 株 式 会 社 田 賀 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

唖 541 大 阪 市 東 区 両 替 町 1丁目 13番地 包括06( 942) 1461 暦 550 大阪市西区北郷江辺4丁目 33務i也 電 話06(531) 7193代

唖 558 自宅 ・大阪市住吉区益江中 1 の68 m話06( 671) 3792 e586 自宅 ・河内長野市千代田台町13ー13 電話07215( 3) 0455

進 藤 汎 海 田 信夫

C I  

I司 慶橋 夫

口

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 社 長

岳 550 大 阪 市 西 区 京 町 姻 2 丁 目 75 包括06(441) 9351

骨 533 自宅 ・大阪市東淀川区梅川中通 2 丁目 2- 4

電話06( 340) 0935

名替正会貝

竹 健

三tI::.

' l lc:l 腰

株 式 会 社 企 画 設 計 社 代表 取 締 役 株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役 株 式 会 社 双 星 社 竹 j臨 建 築 事 務 所

. 556 大 阪 市 浪 速 区 日 本 編 束 4 - 1 6  m話06( 643) 3631 唖 606 京 都 市 左 京 区 fl' 土 寺 応 崎 町 151 電話075( 761) 1151 串 530 大 阪 市 北 区 鐙 宮 町 3番 2 銭崎ピル 電話06( 373) 2281

. 662 自宅 ・酉富市柏堂町 7 番 7 の 303 包括0798(72) 3070 ｾＶＰＶ 自 宅 ・ 京都市左京区鹿 ケ 谷法 然 院町 Ｗ 包 括 ＰＷＵＨＷＷＱ Ｉ ＳＵＴＳ . 662 自宅 ・西 宮 市 松 岡 町 7 番 2 2 号 電話0798( 24) 2650

55 



暑中お見舞申し上げます

竹 中手B 博

竹 中 設 計 事 務 所 所 長

地 政頭 人

唖 673 明石市大明石町1丁目7- 4 白菊グランドピ J レ4階 居 530 大阪市北区此花町 2 了目 51 第 5 新興ピル

包括 078(914) 4855
電話06( 353) 7377代

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社 大 阪 駐 在 監 査 役

。673 自宅 ・明 石 市 別 所 町 16 - 8  電話 078( 923) 3199

竹 村 通 世

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 広 品 支 社 取 締役支社長

唖 730 広島市稲荷町4 番 1 号 住 友 生 命 広島ピル

司E髭0822(62) 1471

暦 733 自宅 ・広島市南観音 7 丁目16番34号南高雅荘

電話0822( 93) 3293

昭和51年盛夏 ( 50音順)

東 郷 武

大 和 ハ ウ ス 工 業 株 式 会 社 技 術 担 当 取 締 役

d661 自宅 ・尼 崎 市 東 宮松字長潟331- 25 電話06( 421) 5228 . 550 大阪市西区阿波座中通 1 丁目 40番地 電話06( 532) 6351

津村 健 児

名管正会貝

東 畑 謙

オ リ エ ン タ ル メ タ ル 製 造 株 式 会 社 代表 取 締 役

串 660 尼 崎 市 昭 和 市 通 り 3 丁目26 番 地 電 話06( 412) 5131

株 式 会 社 * 焔 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

。541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 1  9 電話 06( 202) 0391

串 658 自宅 ・神戸市東灘区住吉町縄手下1680 電話078( 851) 5043

橘 泰

: .b.  

塚 本 猛 次 栂 野 春'ロ 正

東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取締 役社 長

株 式 会 社 栂 野 建 築 事 務 所 代一波級取池締役築社士長

. 540 大 阪 市 東 区 蘇 之 宮 酉 の 町 594 沼恒06( 941) 9445- 9 株 式 会 社 日 ｾ＠ 設 音十

骨 590- 01 自宅 ・幌 市 若 松台 3 丁26番 3 号 電 話0722( 91) 2267 唖 541 大 阪 市 東 区 横 姻 2 丁目 38 番 地 電路06(203) 2361 母 640 和 歌 山 市 五 番 了 4 番 地 電 話 0734 ( 22)  2826 

ムL

3 主

，同田

有 限 会 社 柳 々 堂 ( 雄策専門書底)

唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 掘 2 - 4  9  m笛06 ( 443) 0167- 8 

営業所 : 鴻 池 ピ ル 電話06(251) 8233

谷 Jt! 夫
I

 

l

 

-
-
E

，
e

 

株 式 会 社 西 原 術 生 工業 所大 阪 jsE S表取締装

唖 531 大阪市大淀区中ill 南通 4 丁目 11需J也 包 括06( ＴＵＸ Ｉ ＳＵＳｈｾ＠

谷 尚 武口

株 式 会社 大 林 組 専 務 取 締 役

畢 540 大 阪 市 東 区 京 繍 3 丁 目 37 器地1 l l J1i 06( 943) 1131

串 659 兵隊県芦屋市浜芦屋町 3 番15号506 1} m悩0797( 31) 6406

知 義 夫見

春 日 設 備 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社長

畢 601 京都市南区西九条答円町48 lll J;li 075( 681) 6455(691) 9228  

. 601 自宅 ・京都市南区西九条春 日町48 電話075(691) 3860

56 

辻 本

盛銅

..s:a 

縁式会社 辻 本 立 一 級 建 築 設計 事 務 所 代表取締役

晶 640 和 歌 山 市 東 長町中ノ了 12 - 3  電話0734( 24) 6346代

串 640 自宅 ・和歌山市東長町中ノ丁12 - 3 m話0734( 24) 6346代

手 向 義塚

大 垣 セ メ ン ト工 業 株 式 会 社 代袈取締役社長

。530 大 阪 市 北 区金 鹿町 1 丁目 l 番地 電穏 06( 353) 4101

唖 567 自宅 ・淡 木 市 西 駅 前 町 4 の 1012 包 括0726( 23) 3833

寺 徳 重田

大 成 建 設 株 式 会 社 顧 問

愚 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 11I 話 06( 262) 1131

晶 562 自宅 ・大阪府箕面市桜弁 2 丁目 4 - 39 包括0727( 21) 4641

{専 馬 正 明

ι ツ 三 産 業 構 式 喜 紅 代 表 取 締 役

唖 550 大 阪 市 西 区 制 本町 2 丁目 47 1ft J也 包括06(441) 0378

骨 531 自宅 ・大阪市大淀区中111浜辺1- 3

中部リパーサイドコーポC- 929 電話06( 371) 0385

時 保 雄岡

株 式 会 社 三 和 地 質 代 表 取 締 役

ｾＵＵＰ 大阪市西区靭本町 Ｔ 丁 目 ＳＵ 番地

電話06( 443) 7606代 ・4157

時 実 丹

共 立 建 設 株 式 会 社 大 阪 支!苫 取 締 役 支 庖 長

。540 大阪市東区内本町2 丁目 45番地大阪内本町電電ピル6:P11

電話 06( 942) 2491

唖 662 自宅 ・西宮市門戸荘17- 12 ルネ門戸314号

電話0798( 53) 0780

時 山 龍 太 郎

時 山 設 計 事 務 所 所 長

。530 大阪市北区恒松崎上2丁目 21番 地 美 都 ピ ル

電話06( 361) 6248

ｾＵＳＲ 自 宅 ・ 大阪市淀川区三国本町 Ｒ 丁目 Ｗ 番 ＲＱ 号

電話06( 393) 9557

ｾ＠
< = 1  

r=a 
光 男回

丸 善 冷 熱 工 業 株 式 会 社 代表 取 締 役

ｾＵ Ｕ Ｖ 大 阪市浪述区河原町 Ｒ 丁目 ＱＴＷＰ 番地 丸善ピル

電話 06( 631) 1431代

唖 573 自官 ・枚方市三! : i . ! 1 丁目13番 5 号 沼話0720(56)4451



暑中お見舞申し上げます
昭和51年盛夏 ( 50音順)

内 藤 正 克 中 原 茂 根 津 耕 一 郎

株 式 会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役所長

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事務 所 代表 取 締 役

i株 式 会 社 根 津 建 築 事 務 所 代表 取 締 役

串 530 大阪市北区梅ケ校町81 大阪弁護士 ピル

ｾＶＷＵＭＱＳ 兵 庫県 小 野 市上本 町 ＲＴＰ 小 野 ピル電 話 ＰＷＹＴＶＨＲＩＴＷＵＷ 代
唖 550 大阪市西区靭本町 3 丁目 90器 地 岡 崎 織ピル 電話06( 364) 8301代

ｾＶＷＵＭ ＱＳ 自 宅 ・ 兵 Ｂ Ｑ Ｑ 県小野市久保木町 ＱＰＶＳ 電話 Ｐ Ｗ ＹＴＶＨＲＩＴＶＶＸ
電話06( 445) 0039

o655 自宅 ・宝 嫁 市 川 函 6 丁目 19審 10号 電話0797( 86) 6226

中 尾 義 昭 中 原 英 雄 能 勢 次 郎

株 式 会 社 旭 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 創 美 設 音1- 代 表 取 締 役

骨 550 大阪市西区靭 1 丁目 123番 地 近 段'tJ 山会館 5 F

ｾＵＳＰ 大阪 市北 区末 広 岡 ｊｬ Ｗ 星和地所扇町 ピル 6 階
株 式会 社 能勢 建 築 設計 事務所 代表 取 締 役

電話06( 445) 2050代

m話06( 312) 3587代
岳 550 大阪市西区江戸姻 5 丁目 118番j也 和光ピル 7 階

0657 自宅 ・神戸市灘区六甲台町 n 寄19 ハイツ六甲 308号

唖 659 自宅 ・戸屋市打出小結町 1 番地405 包括06( 443) 6451代

電話078( 881) 2907

中 JII 匠 中 村

盛毎

野
..!ii!. 

中 駒 市

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

株 式 会 社 日 邦 建築 企 画 設 計 代 表 取 締 役

ｾＵＳ Ｐ 大阪市北区浪花町 ＳＸ 新 興 ピル 包括06( 371) 3651

野 530 大 阪 市 北 区梅ケ校町114 関 西 ピ ル 包括06( 362) 1766代

II号 11' 主II 産 株 式 会 社

唖 665 自宅 ・宝 嫁市 売 布 4 丁目 15- 18 電話 0797 ( 86)  2391  

ｾＶＰＰ 自 宅 ・ 京 都 市下京区七 条 通 来 掛川西入八百屋町 ＱＲ
取 締 役 社 長

包括075( 371) 2755 悟 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 - 2 9 包括06( 441) 6631

中 真 佐 吉 力く 井 賢 城
長 谷 川 幸 雄

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代表 取 締 役 ｾＱＰＶ 東京都港区 西 麻 布 ｦ ｩ 1了目 13番11号 電制 3(403)0251大代 妹 式 会 社 新 日 本設 備 計 画 代表 取 締 役 社 長

ｾＵＴＰ 大阪市東区北新町 Ｒ 丁目 Ｗ 包括06( 942) 2951 - 5 骨 251 自宅 ・藤沢市飼沼海岸 2 丁目 8 の26 包括0466( 36) 7706 唖 530 大 阪 市 北 区 金 屋 町 2 丁目 31 電話06( 353) 4061

中
i

 

l

 

-
-
E
E

，

 

道 夫
社 長 永 井

削社長福 田

基

好 雄

4喬
詰

問 雄

日 研 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

ｾ ＵＳＰ 大阪市北区大工 ｉｕ ｊＵＰ 千代 ｦｄ 第一 ピル 氾; m06( 353) 7272

ｾ ＵＶＹ 自 宅 ・ 高槻市 日 古台 ＲＭＱＱＭＳ 電話0726(82) 5923

住 友 ウ ォ ー ノ レ シ ス テ ム 株 式 会 社

唖 100 東京都千代田区神悶災土代町 1 住友商事英土代ヒリレ

電話03( 294) 8511大代

株 式 会 社 総 詰 工 務 庖 取 締 役 社 長

唖 604 京都市中京区猪熊辺三条上ル姉猪熊町326

lf!鯨075( 801) 2356代

唖 604 自宅 ・京都市中京区初郎通三条上ル姉猪熊町326

電話075( 841) 2803

名誉正会貝

中 出 隆

t允

Z先
力く 回 鼎

橋 本 久 清

Ｈ各組 防 水工事及ス レート 工事施工 ｾ ｩ 日。 大 阪 m気 暖 房 株 式 会 社 相 談 役

株 式 会 社 Ij l 出 閥 会 代 表 取 締 役 哩 550 大 阪 市 西 区 江 戸 姻 1 の 6 0 m話06( 441)8231 吉 野石 有 株 式会 社 大 阪支 j苫 取 締 役 支 庖 長

ｾ ＶＵＲ 神 戸 市兵 ， ＱＱ 区 上 沢 通 Ｖ 丁目 Ｑ Ｍ Ｑ 電話 ＰＷＸＨＵＱＱＩＴＵＰ ＱＭＴ 居 560 自宅 ・盤 中 市 上 野 球 3 の2 の1 0 也話06( 855) 3710 串 530 大阪市北区堂島浜辺1- 25 新大 ピル 包括06( 344) 6691

名誉正会員 名誉正会員

中西 隆 西 j畢 藤 生 浜 口 幹 三 郎

株 式会 社 1:1-
1

西 建 築 代 表 取 締役 株 式 会 社 大 4ヰ 組 顧 問 株 式会 社 浅 沼 組 相 談 役

唖 550 大 阪 市 西 区 江 戸 品目 5 - 32  m話06(445) 0585大代 串 540 大 阪 市 東 区 京 繍 3- 37 m品 06( 943) 1131 母 543- 91 大阪市天王守区点高il 出IJ 8 の l 電話06(768) 5222

唖 547 自主 ・大阪ili平野区瓜破西 2 - 8 - 1 包括06(703)7636 畠 659 自宅 ・芦 屋 市 東 山 町 112 - 26 包括0797( 23) 2137 ｾ ＶＳＱ 自 宅 ・ 京 良 市 二 名 町 ＳＳＳＶ ー Ｗ 包括0742(43) 1091
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暑中お見舞 申し上げま す

林 茂

株 式 会 社 林 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

平 田 作 太 郎

妹 式 会 社 平 田 タ イ J レ 代 表 取 締 役

昭和51年盛夏 (50音11国)

藤 井 稔

悟 531 大 阪 市 大 淀 区 長柄 中通り 3 - 4 5 電話06( 351) 6831 唖 550 大 阪 市 西 区 阿 滋 陵 中通 1 丁 目 5 電話06( 532) 1234代 阪 神 : 不 動 産 株 式 会 社 i常 務 取 締 役

唖 565 自宅 ・吹田市竹見台 2 丁目 11番 5 号 電 話06( 871) 8625 . 600 自宅 ・京都市下京区綾小路通大宮東 電話075( 801) 1806 唖 530 大 阪 市 北 区 梅 悶 町 4 7  電話 06 ( 346)  1171 

林 夫唯

株 式 会 社 昭 和 設 計 代表 取 締 役 専 務

ｾＵＵＰ 大阪市西区西長 姻 北辺 Ｑ 丁目 Ｘ 番 地 問ッ橋ピル

m話06( 532) 3421

ｾＵＶＵ 自宅 ・ 吹田市 ｷ 山台 Ｓ 丁目 Ｔ Ｑ Ｍ ＱＱ 電話06( 872) 3608

原 精

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

福 生田 朝

綜 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

ｾＵＳＰ 大阪市 北 区些宮町 Ｓ 番 Ｒ 些崎ピル電 話 ＰＶＨ ＳＷＳＩＲＲＸ Ｑ

串 677 自宅 ・西宮市甲子関砂田町 2 番 8 号 包括0798( 48) 0989

福 定 三 郎中

<lJ!，532 大阪市淀川区十三本町 2 丁目 4 番28号 電 話06( 308) 1551 ｾＵＴ Ｑ 大阪市東区北浜 Ｓ - 3  7  電話06( 231) 9648

<lJ!，662 自宅 ・西 宮 市 名 次 町 1 2 番 9 号 電 話0798( 22) 1504 ｾ ＵＷＳ 自宅 ・ 枚方市香旦関町 ＲＶ - 68 電話0720( 31) 0549

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 理 事

原 因 重 信

原 田 孝 太 郎

長

長

代

凶

会

社
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“

役

役
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h

J
V

例

h

v

串

唖

名誉正会員

坂 静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

ｾＵＶＵ 本所 ・ 大阪府吹田市藤白台 Ｕ - 125 電話06( 872) 0391

Cl'I 531 大淀分室 ・大阪市大淀区長柄西通2- 35 電話06( 351) 7217

伴 郎

藤 木 銭

株 式 会 社 藤 木 工 務 ! 苫 取 締 役 社 長

冊 540 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 - 1 3 電話06( 942) 1461代

藤 邦 昭回

株 式 会 社 都 市 問 題 経 営 研 究 所 所 長

唖 530 大阪市北区太融寺町98-5 阪急東ピ州 電話06( 312) 3918

唖 658 自宅 ・神戸市東灘区岡本8丁目 10- 1 岡本ハウス 605

電話078( 411) 3989 

福 氷 薫 藤 田 毅

株 式 会 社 建 設 技 術 セ ン タ ー 代 表 取 締 役

株 式 会 社 デ ム 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

ｾ ＵＳ Ｐ 大阪市 北 区岩井町 Ｒ 丁 目 ＴＹ 番地古林ピ ル Ｕ 階
唖 641 和 歌 山 市 秋 葉 町 2 番 5 号 電話0734( 45) 1467代

包括06(353) 0651
唖 640 自宅 ・和歌山市中ノ島 116の 2

唖 542 自宅・大阪市南区順旋町通 4 - 61 包括06( 251)3102 ・5189
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福 蔵

原

頼 圭

大 木 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 脂 取 締 役 支 応 長

<lJ!，550 大 阪 市 西 区 雨 期 江 辺 3 - 3 m話06(538) 3075

Cl'I 634 l?i _ g 以』母国"! rli 山之妨町525帯地 ft1話07422(3) 0760

藤 清

.  

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社 長

村

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大|妓庖代表取締役社長 母 550 大 阪 市 西 区 南 郷 江 通 6 - 3  9 電話06( 541) 5757代 愚 530 大 阪 市 北 区 鐙 屋 町 1 丁目 66番 地 包括06( 352) 6161代

唖 531 大阪市大淀区中A t 南通 4 - 1 1 電話06( 458) 3531代 Cl'I 558 自宅 ・大阪市住吉区住吉町242- 22 包括06( 673) 5120 唖 631 自宅 ・奈良市登笑ケ丘 5 丁目 5 - 5 包括0742( 44) 0201

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

伴中 次信

春 日 建 設 株 式 会 社 代表 取 締 役

井

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

唖 102 東京都千代田区飯悶縞 2 丁目 9 器 3 号 ｾ ＵＲＰ 大 沖 市本宮 Ｒ - 2  - 9  包括0775( 23) 0119代

電話03(264) 4011代 岳 606 自宅 ・京都市左京区絵ケ崎氷川町23 電話075( 781) 5333

唖 162 自宅 ・東京都新宿区細工町 27 番 地 包 括03(260) 4725

58  

藤 本 庄 之 助

株 式 会 社 工 盛 社 代表 取 締 役

唖 536 大 阪 市 減 m区鴫野西 5 丁目 16- 43 電話06(961) 4460

( 962) 1288 

唖 536 自宅 ・誠京 区 鴫 野 西 5 丁目 16- 43



暑中お見舞申し上げます

取締役会長 星

代表附 役 星

康 文

利 安

株式会社 皐 建 築 設 計 事 務 所

串 537 大阪市東成区東中本 1 丁 目15番25号地下鉄緑捕束緑 ピル

電話06( 972) 9265

唖 571 自宅 ・ |勺 呉 市 城 垣 町 7 - 6  電話0720( 81) 1318  

唖 571 自宅 ・門 真 市 滅 垣 町 12 - 16 電話0720( 81) 0667

取締役会長

取締役社長

本 田

本 田

史 郎

英 行

本 旺l 工 業 株 式 会 社

唖 530 大 阪 市 北 区 芝 回 町 6 5 - 1 電話06( 372) 0372代

唖 607 自宅 ・京都市東山区山科御陰平林町2 包括075(581) 2217

前 野 慶 太 郎

株式会社 あ め り か 屋 取締役社長

唖 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7  電話06( 444) 1501

串 659 自宅 ・戸 屋 市 禦 ケ 丘 町 4 番 18 号 包括0797( 22) 2005

松 岡 晃 一 郎

アイ エム換気工業株式会社代 表 取 締 役

悟 556 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 11 8 3 ' Iif地 電話06(561) 3901

o5 90 自宅 ・! l ' ! 市車之町東 2 丁 2 - 9 電話0722( 38) 2582

名校正会員

松

松

平

τ 1= 

1=1 

株 式 会 社 松 凹 設 計 事 務 所

回

国

E ヨ

JI頂

愚 812 稲岡市開多区綱場町 2 番 l 号 明治毘ピル

m話092( 271) 7441代

都 150 東京 出弧所 ・東京都 渋谷区神宮前5丁目 2- 18

包括03(400) 3854

唖 810 自宅 ・稲岡市中央区今泉 1 丁目16- 5 電話092(741) 2497

咽民

松 慶村

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所

取 締 役

設計室長

都 530 大阪市北区梅田 S 新阪急 ピル11階 電話06(341) 1680

名誉正会員

松 本 作与

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 顧問技師

o 100 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 1- 13- 1 電話03( 216) 1211

o 145 自宅 ・東京都大岡区岡幽調布3- 17 - 3 電話03( 721) 4723

松 本
- ' -

ノ、

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

<<IJ 543- 91 大 阪 市 天 王 寺 区上綿屋町 6 電話06( 779) 1581大代

. 580 自宅 ・訟 原 市 北 新町 2 丁目 3 - 7 電顕0723(31) 0158

丸 山

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代表取締役

唖 107 東京都港区北背 山 3 丁目 5 'lif 25号

llt 話03( 401)2287 ・6703 ・2426

暦 901- 22 出強所 ・i'l
'
縄県宜野湾市大山1003

電話09889(7) 2974 ・4077

上

匡主司

晶

株式会社 汎美建築設計事務所 代表取締役

唖 604 京都市中京区御池通仰、Y町西入 京都府旅館会館ピル 2 P.'i 

電話075( 231) 4638 ・6472

. 604 自宅 ・京都市中京区御池通幌町西入御所八幡町225

官1&5075(222) 0006

木

3 主

，円

エス エ ム 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社長

唖 559 大阪市住之江区東加賀屋 1 - 8  - 16 電話06( 685) 1661代

谷 忠

株 式 会 社 三 谷 設 計 代表取締役

唖 694 島根県大田市久手町滋根西上777ー1 包括08548( 2)8121

唖 694 自唱 ・島胤県大岡市久手町 波 紋 西 225- 2

電話08548( 5) 8320

輪 泰

綜式会社地域計画 ・建築研究所 代表取締役所長

. 606 京都 ・京都市下京区四条通商合 大 和銀行京都 ピル 8 階

電話075( 221)5132

m532 大阪 ・大阪市淀川区西中島3丁 目20 中島ピル

電話 06 ( 302) 6121 

e 612 自宅 ・京都市伏見区銚山南大島町95の45

電話075( 601) 3962

水 野 喜 一 郎

水 野 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 600 本社 ・京都市下京区西七条市部町77番地

包話075( 312) 0431代

e 530 支庖 ・大 阪 市 北 区 鶴 野 町72番地 包括06( 372) 7761代

郎

信

経

義

司

昭和51年盛夏 ( 50音順)

名替正会日

道 田 泰 治 郎

唖 661 自宅 ・尼 崎 市 立 花 町 1 丁 目 27- 7 電話06( 429) 4009  

南 長

斎 久 工 業 株 式 会 社 代表取締役会長

唖 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 番 地 電 話06( 443) 5041代

都 661 自宅 ・尼 崎 市 窓 口 町 6 - 20- 7  電陪06( 421) 5136

r =  

員 後 健

株式会社 宮 後 建 築 事 務 所 代表取締役

唖 543 大阪市天王寺区上汐町6丁目 35番地 句話06( 772) 0165代

o543 自宅 ・大阪市天王寺区上汐町6丁 目35帯地

1lt霞06( 772) 0167

「晶・，

昌 崎 辰 敬

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

居 466 名 古 屋 市 昭 和 区 折 戸町 5 丁目13 電話052( 751) 3096

串 466 自宅 ・名古毘市昭和区折戸町 5 丁 目13 電話052( 751) 3096

宮 武 伊 三 郎

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 常務理事

。540 大 阪 市 東 区 京 繍 3 丁 目 7 0 包括06( 941) 3651

村 郎上

サ ン エ ス 石 背 株 式 会 社 社 長

畢 530 大 阪 市 北 区 堂 島北町20 1事国ピル 包 括06( 344) 6526

. 565 自宅 ・吹 悶 市 千 星山西3丁目7番5号 包括06(384) 1002

村 よ 志 子田

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社 代表取締役

唖 673 明 石 市 藤 江 中 谷 町 888 番 地 電話078( 928) 3456代

。655 自宅 ・神戸市垂水区塩屋町西の国164 電話078(751) 4186
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暑中お見舞申し上げます

室 谷 山 水

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

。650 神戸市生閏区北長狭通 4 丁目1 rR和 ピル

電話078( 331) 0881

e650 自宅 ・神戸市生田区山本通 4 丁目 108の37

包括078( 221) 5050

安 回 誠

安 田 株 式 会 社 会 長

(辿策金物 ・アルミ型材製造〕

唖 542 大阪市 南 区 末 吉 繍 通 1 丁目 17 電穏06( 251) 7091代

安 寿盛

株 式 会 社 大 林 主11 工 務 部 長

也 540 大 阪 市 東 区 京橋 3 丁 目37 器 地 包 括06( 943) 1131 ｾＵＵ Ｐ 大 阪市西区京町刷 Ｑ ＭＶ Ｒ 電話06( 443) 8161  串 604 京都市中京区三条柳馬崎東入 包括075( 211)7277代

⑮ 569自宅 ・大阪府高槻11; 松ケ丘 4 - 2 3 - 1  包括0726( 82) 3605 岳 665 自宅 ・宝 忽 市 南 口1 丁 目2 - 2 電話0797( 72) 2511 ｾ ＶＱＱ 自 宅 ・ 宇 治市南 陵 町 Ｒ 丁目 ＱＭＴ 電話0774(23)2172

おｾ式会社京都建 築事務 所代 表 取締役

簸 本 弦

株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長

畢 520 大 i 1 l 市打出浜 1 3 - 1 5 Ht 話0775( 23) 2314

ｾＵＲＰ Ｍ Ｒ Ｑ 自宅 ・ 大体市瀬岡南大立町 ＲＰＸＷＭＴ 包括 ＰＷＷＵＨＴＵ Ｉ ＳＹＶＶ

一 級 建 築 士 薮 本 芳

山 保田

有 限 会 社 山 田 保 建 築 設 計 事務 所 代 表 取 締 役

ｾＷＳＰ 広島市紙毘日 ｉｊ 2 丁目3 者 l 号 革 屋 町 ピル4 階

電話0822( 48) 2562代

山 国 f亘
2・A
J 口

株 式 会 社 Il! s ] 工 務 応 取 締 役 社 長

串 650 神戸市生悶区北良狭通 3 丁目 13穫の l

包括078( 321) 6451代

骨 651- 12 自宅 ・神戸市北区山田町上谷上古々 山29

電話078( 581) 2055

名誉正会貝

山 文 次国

山 田 工 業 株 式 会 社 取 締役 会 長

山 根 正 次 郎

昭和51年盛夏 ( 50音順)

士

ロ岡 源 治 郎

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 応 実 阪 望 庖 霊

ｾ ＵＳＰ 大阪 市北区芝田町 ＵＵ 番地北阪急ピル 電話06( 372) 2511

士

ロ 信武田

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

唖 550 大阪市西区北期江上辺 3 丁目22番地 電話06( 538) 2991代

母 574 自宅 ・大 京 市 住 道 1 丁 目 7 - 5 氾髭0720( 72) 0409

蓮 悌

C: : : I 

' 了

名誉正会員

若 繁
士

ロ林

ニ3寝 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 会 長

株 式 会 社 日 建 設 計 e 564 IJ( ill 市東別府 3 丁 目 7 審 8 号 電話06( 349) 9193代

山 本

ｾ､ＺＺ＠
u ヨ氷

抜 本 一 級 建 築 士 事 務 所 ヤ マ ト 沼気 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 妹 式 会 社E締2

唖 640 和 歌 山 市 東 長 町 10 丁 目 凶 器 地 署 ＵＳ Ｐ 大 阪市北区西 ｬｦｾ 川 町 Ｑ 5 電笛06( 364) 3056

唖 640 自宅 ・和 歌 山 市 東 長 町 10丁目13 電話0734( 22) 9930 唖 558 自宅 ・大阪市住吉区司7館山酋 4 丁目21 包括06( 671) 2533

山 家 助啓

株式会社 R I A建 築 綜 合 研 究 所 大 阪 支 府 支 出 長

e 530 大阪市北区太融寺町33大阪合同ピル電話06( 312) 9154- 5

山 密 男下

合同特 ｊｾＺ 述尉 工業株式会社代 表 取締役

昂 546 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 5 4 電話06(702) 7814代

e546 自芭 ・大阪市東住吉区悶辺東之町3 - 193

電話06( 621) 9086
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山本 夫哲

昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 812 福 岡 市 東 区 箱 崎 5 丁目 11謡93号 電話092( 651) 2931

唖 810 自宅 ・福岡市中央区灘院 2 丁目 11番4 号

電話092( 741)5095

山 本 博

唖 605 自宅 ・京都市東山区清水 2 丁目 232 電伝 075 (561) 6283  

若 繁山

近 俄 f色 気 工 事 株 式 会 社 専務 取 締 役

e 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 帯地 包括 06 ( 312)  1281  

唖 661 自宅 ・兵府県尼崎市武隊之荘2丁目 25審 11号

包括06( 436) 1381

.， 

渡 遺 勇

中 央 ピ ノ レ デ ィ ン ス 土 地 コ ン サ 付 ン ト 諸 説 駐

e164 東京都中野区中央 4 - 6 - 1 2 - 1 0 5 lt!鱈03( 384) 4810

e465 自セ ・名古屋市名東区神丘町2- 48- 3 治活052( 701) 4203

渡
古

ω

辺

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 束尚i シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社 取 締 役 会 長

骨 530 大阪市北区中之島 3 - 3 朝日ピル内電話06( 385) 1361代 唖 540 大阪市東区両信町 1 ー12 日生ピル包括06(943) 6571代

骨 565 自宅 ・吹田市政白台 4 丁目 23番8 号 電 話06( 872) 9 0  8  7  e560 自宅 . 1 ' i 中市緑丘 3 丁 目21番 8 号 電話06( 856) 0988



暑中お見舞申し上げます

坪 古 寿

三 井 プ レ コ ン株 式 会社 大 阪 支 庖

常務取締役

大阪支底長

骨 541 大阪市東区惚労町2- 41中惚ピJ レ406号 電話06( 271) 7936

l!!I 594 自宅 ・大阪府和泉市観音寺町312- 5 電話0725(43) 1128

井 利 行上

株 式 会 社 淀 川 製 鋼 所 取 締 役 社 長

ｾ＠
< = 1  

E回
家 宏 泰

昭和51年盛夏 (追補 ・50音順〉

株 式 会 社 宮 家 建 築 事 務 所 所 長

岳 604 京 都 市中 京 区 烏 丸 押 小 路 東 入 電話075( 231) 6357代

串 603 自宅 ・京都市北区平野八丁柳町68- 1 704号

電話 075 ( 463)  0050 

成 正 彦

堀 内 郎

田

株式 会 社 設 計 事務 所 ゲ ン プ ラ ン 代表 取 締 役

史

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 応 取締 役 支 庖 長

唖 530 大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0 暑 地 電話06( 364) 6661代

岳 573 自宅 ・大阪府枚方市朝 日丘町12- 18 電話0720( 41) 5396 

松 雄村

唖 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 36 番 地 包括06( 245) 1111 唖 550 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 3 - 6 1 電話06(443) 8216 株 式 会 社 松 村 組 代表 取 締役 社 長

唖 659 自宅 ・芦 屋 市 消 水 町 2 審 21 号 電話 0797(22) 3254 岳 662 西 宮 市 甲 子 園 九 番 町 12- 10 電話0798(47) 3227 l!!I 530 大阪市 北 区 空 心町 1 丁 目70帯 地 電 話06( 353) 1131

山
石崎 弘

株式会社 教 育施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所 常 務 取 締 役所長

唖 550 大阪市西区立克服北辺 2 の27 電話 06( 531)0913 

大イ宮ピル 2 階 3 階 電話 06(541) 7301

唖 630 自宅 ・奈 良 市 法 蓮 立 花 町 1046 電話0742( 22) 2217

榎 栄

株 式 会 社 東 峰 美 建

原 正 太 郎 安 忠 生

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会社 取 締 役 会 長

串 532 大阪市淀川区西中島1丁目 8番29号 電話06(301) 9081- 4

深 賓

井

株 式 会社 安 井 建 築 設 計 室 代 表 取 締 役

唖 550 大 阪 市 西 区 制 1 丁 目130 i'I!' 地 電話06( 448)2765 - 6

唖 558 自宅 ・大阪市住吉区長居町東 6 丁目24 電話06( 673) 5254

山
亙

同
郎j工 ロ

大 装 ** 式 会 社 社 長 串 550 大阪市西区阿波座上通 4 丁目 8 番地 包 括06(541)5534代

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 574 大阪府大東市赤井 1 丁目 3 の23 電話 0720(72) 1850代 l!!I 550 大 阪 市 西 区 西 長 掘 北 通 4 - 1 4 電話06( 532) 0171 唖 665 自宅 ・宝塚市雲雀丘 1丁目 13番25号 電話0727( 59) 2018

l
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正

株 式 会 社 環 境開 発 研 究 所 取 締役 社 長

暗 541 大 阪 京 市 区 北 久 太 郎 町 4 丁 目 68 - 3  

大阪センター ビ ル デ イ ン グ 13 階 電話ー06(252)2507

児 島義 矩

株 式 会 社 巴 商 会 大 阪 支 庖

取 締 役

大阪支底長

唖 530 大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 - 38 電話06(344) 1441代

唖 665 宝 摩 市 怨 雀 ケ 丘 1 - 9 - 8 メゾ ン花屋敷203号

城 庸 平口

藤 井 静 光 山 崎 敏 明

株 式 会 社 大 気 刺 : 取 締役 支成 長

唖 530 大阪市北区中之島 2 - 22 新初日ピル 電活06(203) 3721

唖 582 自宅 ・大阪府柏原市旭ケ丘 1 ー 7 - 8 電話0729(78)6491

代 表 取 締 役 藤 本 一 男

社 員 一 同

株 式 会 社 都 市 ・ 建 築 設 計 工 房

串 542 大阪市南区安堂守梼通 3 - 40  第二芦池ピル8階

電話06( 252) 8757代

藤 原 稔 恭

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

l!!I 650 神 戸 市 生 田 区 栄 町 2 丁 目2 1 包括078( 321) 0655代

唖 662 自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 5 の 7 電話0798(26) 2763

山 次回 昌

花 盛 造 園 株 式 会 社 専 務 取 締 役

串 600 京 都 市 下 京 区 大 宮遜五条下ル 電話075(341) 2246代

串 600 自宅 ・京都市下京区大宮通五条下ル 電話075( 341) 6980

鷲 健尾

株 式 会 社 藤 原 工 務 庖 取締 役 社長

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長 居 562 箕 面 市 箕 面 3 - 1 - 6 0 電話 0727 (21) 7268 明 石 工 業 高 等 専 門 学 校

e 5 30 大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 番 地 電話06( 372) 7151代 f j ) 562 自宅 ・箕 面 市 筑 面 4 - 15 - 40 電話 0127 (21) 2774 e 674 明 石 市 魚 住 町 西 岡 6 7  9  電話07894( 7) 1151
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青年技術者のみなさまへ

「建 築 と 社 会」 昭 和51 年 11 月号の

「第 23回 青 年 技 術 者 特 集 号」 の 応 募 に つ い て一 一

口本主建I ! 築協会誌「建築と社会」 はf傍侮草在:年 r;甘古

〈は「T背1干7年技争付術|ド情;庁f才名;一引特iJ集島号」 を企阿し、すでに 22同にわたって優秀な

背年技術者を紹介してきました。今阿も 、r Wi p技術者選術委n会」

を設けて、選衡の上掲載することにしております。

その ｪ￯ ｌ￬ｾＧ分野も、設計だけにかぎらず、者 ｉｉￎｬｮ ￬ｬＢ ｾ 町、桃泣、施工、

設イiHJ などを含み、それぞれの分野から、俊秀な Wil' - 技術者を選んで、

その不断の研究努力とすぐれたfR紡を「建築と社会」に掲載して顕

ｦｾ することにしております 。

ついては、下記応募規定を参J ! ( ¥、の上、ふるって応募されんことを /

応 募 提 出 規 定

1. 応募される人は満35オーまでの守年技術才; であって、本会会買に

|浪ること 。

2. 原 fl lJ として、本会会員であるすいせん才? を通じて応募のこと。

すいせんす; は被すいせんすf ( 守年技術者) の勤務する組織の上司

なり上長であること 。すいせん才; が学校教宵である; 場令はこの! 浪

りでない。 また本人が組織の代表者である場介は il せんとする 。

Ｈすいせん ｭ 紙は事務局にありますので、こ ＺｾｉＧｩＳｊ＼ くださいＩ

3. 応募者。は、設計、計画Ｈ者 ｉｉｔｬ￯ｾ Ｑ 阿などＩ、施工、椛也 、 設備、

その他の分野にあって、なしとげたすぐれた尖紡について、すい

せんをうけ、下記の所要の資料を本会にWl 円までに提出すること。

4.  提出された資料は「青年技術者選術委只会」にかけて選衡する。

5. 「77年技術者選衡委貝会」において選衡されたものは「白( i 23回

'i'.f i l'- 技術者I't品集号J ( 昭和5l i ['- l l Jj 号) に jM;1返するととちに、記

念訂: を JI門呈する。

6.  提出資料

(1) 略 歴

本λ; の氏名、生年月日 、最終学医、業服、作日I 田作Hをなど
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(2) 選衡資料

(  i  ) 建築設計の場合

鮮明なる写真、主要平而図、概要、設計要旨、その他応募

者のt ' U 'lを審査する に 1-分な資料

( ii ) 計画の場合 ( 都Tli ・地域の計画など)

F ，I - 阿図、計問要行、その他上に準じた資料

( ii i ) 施工、構造、設備の場合( それぞれの設計計阿なども含む)

J '.に準じた資料

( iv ) その他 ( 新材料開発、著作などを立l床する)

それぞれにふさわしい資本|

(3) 青年技術者としてのことぱ

11[ . 1ド技術ず; としての抱負 、考え方 、信念 、建築鋭等々 (400 字

ていど) 。

(4)  すいせんのことば

町、則として、すいせん者によるすいせんのことば( 120 字て い

ど) を添付のこと。自せんの場合は不要。

7.  提出期間 昭和51年 8 月31 日

8. 提 出 先 大阪市東区北浜3- 37 ⑤ 541

日本建築協会「背年技術者選術委貝会」

9.  青年技術者選衡委員会 (51年度)

委只民 11'  村 巾 ー (  nm芯計理事兼業務部長 ・編!IS委只良)

委 只 池 田 有 隣 Ｈ京加工芸繊維大学教 ｪｾＩ

大 辻 ｊｾ 将夫 ( 竹中工務五時計制IJ 部長)

大久保 昌 一 ( 大阪大学教授)

石 関 *  夫 Ｈ環境相 Ｇ ｾｩ￬ センタ ー 代炎取締役Ｉ

樋 口 元 一 Ｈ大林組設 ｾ ｉ 郊三部部長Ｉ

ｾｊＱ＠ f{ 虫7・ 51

荒 井 お'f

芥 川 -:Jk 則

I. IJ 口 素t Kt

*-j( 五ミ

( 近畿大学助教絞)

( 来畑建築事務所取締役設備部長)

Ufl n工業設f!ii 部書s次長)

Ｈ安 ＰＱＱ 建築設 ｊｉＧ ｊ ｊｾ 務所大阪事務所取締役目 ｉｊ 所長Ｉ

Ｈ大成 ｬｬｩｾ 企処ｾｬ｜ｉ ｭＩ



;丘 1; 1 . 必ず必裂であり、前述の脱定に J直イ干させて

82Ai ha し立け i Ui ならない。とくに IJ I- 3 または

1:;<1 - 6 のように半地下式、 または全地 F式の場

介{ 立、オーバーフロ ｾ［・から、 ｪＩ ｪ［［ｊ，先の ｩ 些 ｩ ｦ， ｕ Ｎｫ

などがタンク |勾に if ，[ 入することのないことが条

f'tーとなるので¥この方式のむのの設 i丘は跡|世Ifな

場介が多いであろう 。 設i丘可能な場Nr としては

j j U也|人l で一段，:':; ，、場所、または i且断、 L し くは

;1キオとと L It，';i: 1-:することのない隣接の倣地 よ リ-

i交，:':j ¥，、倣J也のI也子千に阪られ ( 閃 - 6 ) 、それ以外

は、タ ン クの 1'，高11を地 | にぷ: - Hさせ、オ ーバ ー

フロ -ri : から j止if ，[ することのない }j 式 ( 1苅一 5 )  

となるであろう 。

なお、水 j}，( Wのf，Y/ ili は 、図 - 1 、凶 - 4 に. I J ，す

ｽｪｩ 去が ｊｊ［Ｈ ｊ｛ｬ ｊ であるが、タン Ｗ ＱＢ ＧＱ のＪをイ ￯ｾ ｩｊに却ｼ

| 徐できるむのであ il ば他の方法 ( [主1- 5 ) に

ることしできる 。

また、以 外に設t! 1 する場合には 、給水タ ンクへ?

のためのポンプおよびこれに 附以する '2変 '.LL I没

制lits- の機総J i i [ を収谷する小説校な IIHI/J ! ，処築物に

| 以' ) 、かつ、当該往築物から給水タンク等に対

して汚染物質が流入 、またはち: : 透する恐H のる

いものは、当該給水タ ンク等の U'i ll、または 抜

して :没けることができる 。

敷地境界線

一一- ' - "

A  

3- [ミ

排水管

^ vー

図 - 2

日本建築協会法規委員会

ゐ、

寸3 ナコ

' l ' t 絞るど のf'tfl'::J をお i 干ち しておリます
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給 排 水 設 備 に関 する 告 示 の 運 用 について

G L  

G  L  

ポ

ン

プ

室

等

図- 4

図 - 3

G  L  

図 - 5
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図 - 6

参考文献 給排水設flii 技 術 基 準 伺 解 必

- i l l 築と社会 1976'1' 7  )J 廿

G  L  

定期的に内百11の点検およひ" がi'i' ，aが必要て' あり、

この点検およびi ，'j' .J"'.aのために必袋な IJ，J 口音[1をえl，I，

; 屯したむのである 。 この!日] J J 日11の 大 きさは作業

する者が LI ｾ人リ できる 大 きさとして、 ｍ Ｚｦ且 Ｔ Ｕ ｣ｭ

の円が内接できるむのを袈ボしているが、その

大 きさおよび数 日については、‘ タンクの大き

によって』もな るが、 ト'.cIcの [=1(I(J のための作業が

谷」めに行えるも のでなけ i l ばならな い。

また、マンホールは保守 点検 をするもの以外の

ものが谷弘に IJ，J聞できない椛j立であり、かつ、

タンクと 7 ンホールとのすきまからは降雨時や

タン 7 の外部のu日 ti Jl -.'f にIfj ;Kや汚れた水 、また

はほこ り ゃ ｪ Ｚｦｔ 生上イ ｾｦ Ｇ ， ｉ Ｍ ｾＧ な物が人らないようにＧ街

聞 できる椛造のむのが必裂である 。

(4)  水抜管の設置 ( 本文'(，略)

給水タンク等の 内 市 ｛Ｑ をＺ［ｩＺ ｊｙｗ ｊ に ｾ ｬｬｪ Ｚｦｲ ｬｪ する場合、

タンク内の7 k を完全に j)lq除するために必要な f片

山 として 定め られたものであり 、そ の梢造 とし

ては 、タ ンクの j底部に適切な勾配、また は排 水

講を設け、さらにヒ ッ トを設けたうえてフk抜告

の設世が必' l J ! - て伊ある 。 この ;K抜竹は一 般の排水

位・に直接筏絞せず、 li¥J j l l ' 担| 水としなければなら

ない。

つぎにタンクを ｾ ｎ Ｎｨ￥ する場介、断水させずに実

地できるよう欄を分' ，1 1IJ 、またはタンク内部に隔

t: j ' f を設ける wの 配J.&が、住築物のJ i JH共によって

は必要である 。

(5)  オー バーフ ロー管の設置 ( 本文行時)

(6) 通知装置の設置 (本文' ( ，略)

オーノ〈ーフロー作、および辿公のための装置の

設置と、それぞれの装 ｩｆｴ が イ ￯ＧｩＮ ｾｊ に働くとともに

衛生上布去な物がタンク内に人句ない構造にす

ることを規定している 。

オーバーフロ -13・の竹端は 卜分に大会i にIJ，JJ.i)(し

た間接 ＣＱ 水とし、排水 ｾ￮Ｚ でレ ｪ 必討ししてもタンクに

流入することがないf，' li 泣 としなければならない。

また 、衛生上イ9"，与な物が入らない桃 jit としては 、

?TIll; のIJfJ 口白11に耐，t久ι1'1にl長l L た金枠l をlli ; ( り付け

るのが一般的 である 。

口. 建 築 物 の 外 部 に 設 け る 場 合

(1) 排水管等から 5 m未満に設置する場合 ( 本文伊品)

(2) 排水管等から 5 m以上に設置する場合( 本文省略)

イの場所以外の場所、すなわち処築 物の外出11に

給水タンク ｾｦ を設ける 場イ干 の ｴ ｊｬＮＺ［ｩＺであり 、 図Ｍ

2 で解説するとつぎのとおりとなる 。 A B C の

いずれもが、 5 m以 1:の場令は給水タンク等を

l立後地主主 J(IJ 下に出 lilt する }j 法 ( 図 - 3 ) とする

ことができるが、 A B C のいずれかが 5 m未満

の場 令は地上式 ( 図 - 4 ) にするか 、タ ンク己主

を設けた半地下式 ( 図 - 5 ) または全地下式( 図

- 6 ) にしなけi L ばならない。

これら、いずれのタンクでも 7 ンホール、水抜

竹、オーバーフロ Ｍｾ￮ ・および、ＮｩｊＮ自公のための装

処築物に設ける飲料水の円ｾＱｪ ｊＺ 設備および却 ＱＧ ［Ｑくの

ための門 ｾｾ￮ ・設 ｻＱｭ を安全上および Ｑ 年 ￮ I  1=， 1  ｾムＺ附のな

いむのとするために 、佐築Ｉ ，ｾ準法施千 ｬ 令第 Ｑ ＲＹ

Ｓ 長の Ｒ によ っ て規ｩ｛ｊ ｉｊ ｩｊＧｾされておりますが、そ

の椛 ｩｩｴ について、とくに衛生 上 からの技術Ｉ，ｾ ;¥1， 

を定める必攻'.'rrーが生じたので 、本台 ぷの公イ1; と

なった L のであ リます。

この子7' /j 、のなかの似併となっているのは給水タ

ンク、および ｉｉＧￎ 水タンクであり、また、制 Ｎ ｾ I(t i  v' ) 

I)¥Jf品もあり、このタンクについてのみ、その ili

HI を制介することにします。

なお、本fわ l、の全文は本誌の51年 2 J  J-Ij-に j /，J・|査

されて おり、 また 、こ の骨示を含めた給排水設

ｗｩ 技術Ｉ，ｾ［｜ｉの解説みが、，建設符のＡ＿Ｚｾ修の ｌ とに

1 I . - j ' J 悠築センターから発行されているのでご参

ＡＡＨ｜下さい 。 Ｈ 大 阪府主主築指 導Ｚｾ 松井文雄Ｉ

イ. 建築物の内部または屋上 に設ける場合

(1) タンク外部の点検措置 ( 本文省略)

(2)  建築物の部分との兼用禁止 {本文 '(0略)

.f.!l.1' I:、ぷ ;i' ，: されている給水タンク等て¥外部か

ら汚染物質の流入、または以透によってタンク

|村の飲料水が汚染されているのは、住築物のは

スラプや ｬｩ ，ｾなどと ｪ 転用し、かつ 、処 築物のなか

で手IJ 川 J1 : の少なし叶l判所、すなわち、 11止下|; ??の J，j.;

lごなどに設 ;yt されていたものに多いが、このよ

うな j，'ii' I: H f ましくないものを -]')1 除するため、

図ー 1 にぷすような! ぷ i! i 引 の柿 iiE となるように

m.il，IJ されたのである 。

すなわち、 (2)では給水タンク等の 各部分は処築

物のどのような部分と ｌｊ￭ｕ 目することを ｾＺＺｊｉ Ｚ し、

(1)では当，淡タンクの保守点検 のために必、民主- q

ｴｬ｜ｊ の雌似をｾづ ｒ しているのである 。 それでは、

似て} 点検のための空[ HJ をと' の位j立にするかは、

タンクの大きさによ っても巣なるが、点検およ

びtlli 修 作業を行うためには 、 タンクの千日目 と処

築物の λ:J t・、 J，j ( および墜さ寺とは 、-11止ノl、IIJi (3)で定

められている 7 ンホールの l丘径の45cmを倣似す

る必袋がある 。

. 給 水 タ ン ク お よ び 貯 水 タ ン ク

(3)  マンホ ールの設置 ( 本文省略)

タンクを 1i{; に術生上安全な状態を似つためには 、
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流体力学応用の低騒音設計

しカも耐食列レミ製
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エアデフレヲｾﾭ

(耐 貴アルミ 製}

モートル

ハウジンデ

(耐 島アルミ 製)

G羽根

主流体力学応用設計だかを 機 九

大風量、しかも低騒音

ファンは、流体効率の

高いナシ ョナル独自のQ

羽娘。空気の切り面、空

気の綴き面などに工夫

をこらしています。

このため、空気

を静かに確実に

大 きくキャ ッチして、

豊かな風量、 低騒音

(ローノイズ) を実現しま

吸込みがなめらか l吸込口は、抵抗の少ない

ベルマウス構造。気体の縮流や乱流がなく、

空気がなめらかに流れるため、騒音の原因

空気をスムーズに排出 ルーフの下に、 高い

整端部J果を発揮するスプリッターを設けて

います。空気はカーブにそって、スムーズに、

静かに排出されます。

続議 〓 も Ｈ ｬ っ 緩ま込 Ｈ Ｏｾ ｩｲ ｾ ｪ ￮ ｲ］ ｬｾｾ ｲ Ｚ ｾｆ ｾ Ｇ開 示

ぬI i1111'  ""' Jl  -{r I  !l 山 13

す ぐれた排気効果 ハウ ジン グは、空気理論

寿命か.長く、サビ止めも不用 風・雨・雪はもち

ろん、大気汚染や塩風にも強く、寿命は鋲の約

7倍。サビ止め塗装のテマ・経費もかかりません

軽くて、取付工事が簡単 重さは、鉄製の約M。

屋根への負担が軽く、工事費も経済的です。

生産累計 l 億5，000万台。高度なモートル

技術を駆使したタフな設計。長時間の連続

運転、 高温気流が出る工場でも安心です。

5豊富詑機韓が選長S金会j タ謀議議

全体換気用 S Q型9機種のほか、ナショナル

だけの局所換気やダクトヲ |きに適した R A

型 (下図) 1嚇 種、 耐薬品型2機種など、 設

置条件にピ ッタリの機種が選べます。

，，-ド

スクリー J

I  B V - R A互亘

庖酒 1# ョ' 6#11. 1  

聖望巨土樋気扇1

- 資料 を進皇 ( 干486) Ｈｈ ｉＺｉ ｉ Ｇ ｲｬｩｾ 米町丸 の 内 ＴＸ ＱＱ 阻 ド楠工 送風 相

事業 部 首10568( 81) 1151  . お問い合わ 1t，:， . 怯 ド電 器 柑 摘 また は

住宅 位耐 線 路岱 来 所 へ 札 帳 ( 241) 9271 ( 251) 42 11 r U-I<ロ2) 12 11 

仙台 ( 25) 8 111 平 市宮 ( 37) 2231  ( 37)  2251 大宮 ( 65) 1521 水戸 (2印 刷 2 1

千 .!f! (43)  2985 (42)  8521  東京 (437) 1111 (437)  1121  立川 (24) 6701  

繍棋 ( 681) 3945( 64 1) 1261 新端 (46) 2111 金 配 (61) 2 151 ｾ本 ＨＲＶＩ 2515  

( 26) 2510 静 岡 (45) 124 1 名t! ibi ( 951) 6211 京 都 ( 231) 8851 大町 (346)

5 1日 ( 909) 1201  ( 908)  30∞ 神戸 ( 391) 782 1  ( 39 1)  2405 広品 (43) 7711 

(48) 1195 岡山 ( 25) 13 11 高松 (2 1) 1121( 51) 3333 北 九 州 ( 531) 522 1

国岡 ( 27 1) 113 1  (43 1)  1101  

本 社会と共に歩む技術の#; 14 1 &



若手建築家に聞く

宮脇檀氏のやり方

建 築家に話を聞く会( 第 4 回)

レポート

と き 昭 和51 年 3 月13 日出

開 会13時30分→ 閉 会 17時

とニろ 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー

Ｇｬ［ｾ 脇柑氏

椛辺ｾＱＮ布 Ｑ 氏

よる、 3 JI 1311 (J :L 大阪4ド1: 技術七ノ 7 ーにて

シリ_ ; ( r  ，'，' 予往築家に 11t1<  J( !iI 2  1"1) として、

山脇氏を大阪にお111 きして、氏のill ' ! f i のやリ JJ を

J五1mきしました. 日j 会は、イE阪の; 底辺住拘l さんに

お躍が、しました. ぉ二人のやりとリ 向 A 端を再録

してレポートにかえ たい と.¥!!. 、、ます.

当 lll i 延々決寺1:11にわた って、日脇氏のill 築のや

リJJ 一般に ついて、率[ { ( に、わかリやす 〈おって

いただきました. 誌 1-，をむ って報告させていただ

きます。 なお、当日の快慌をテープにとって保管

してあ リますので、ご司 Ｑ ［ｾ 型的方 ｬ 立・ ｉ ｱｪｪｊ .. )の万へ巾

L H1て下さい. (1;  Jl I  r9-，，1  Jt )  

ノ ＧＨＭ Ｑ ＱＱ Ｑ の Ｑｭ しに際し ‘ゲ ストの ｴＮｾ 脇似氏 には ｾｩ Ｊｨ

ｾｨ ざご米阪いただき のな義主 ご 品械を賜わり

主た校ＮｩｬｬｾＡｬ ｦｮｬ 正には企 ｾｬｩￎ 何 時よ ＧＩｈＮ 々ご肋， Ｓ をい

とだき、むつかしい司会役をよ〈ま とめて F さっ

たことを ，Jf. I-，よリ )'l < お十LiJ ' しあげます.
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渡辺 ＱＱ ，Ｈ ｦ ｽｪ に ｈｴｎＯｾｩｬｩ とお っしゃってま すね 。 Ｎｦ ｌ 、

比 ていて ，Ｉ Ｑ ミ Ｇ ｩ［ｾＧ にき ｽＮｌ ｬ 、だ と思 う ん で す が 、 た だ

fIi 引の雄 物 に 本ili で 入れますね。 もっ と木 造の

イ ン テ リ ヤ と い う か 、表 JJI. の{I : ) j をエレベイン

ョン (I(j に や る と か 、いかにも 11¥111:  Vj (I(j に や る ん

じゃ主くて 外 から比たようにぽくならやると，目、

う ん で す け と 、 そ の あ た り は ど う な ん で し ょ う

ヵ、 ?

宮脇 ぼ く は わ りかし 、コ ンセプチュア J レとい

うのは 、じう〉すきだけど‘ |乞う〉きらいなんですん。

や っぱり 、 J，村 ( J[凶ー) さんに判 っ た せ い が あ

る ん で し ょ う け ど 、 tH米 上が っ たヰ勿がチ ャン ト

してないと 絶 対 だ め だ と 。 たとえば、 .f ll l刃 ( 武

文 ) み た い に サ イ コ ロ の 形 に 窓 を IJfj けるとか、

エレベイションを家という形に: t : : を 1mけて見る

とか 、そ う い う こ と が絶 対 に で きないです。 だ

か ら 、 室 内 に く ず は モ ー ル じ ゃ な い け れ ど 阪 急

二 祷 街の よ う に 、もう ー j支 瓦 が け の 家 を も っ て

くるとか 、そ うL 、う子供ぽい こ と は で きない。

渡辺 よ く わ か リ ま し た 。 それと L うひとつ 、

「フライ" 7 'J ー」 ということをお っ しゃ っ てま

すね。 ，[: 1.、 lまね、 IJ; O:初 (1サとか 、 始iJ f，tfl リとか、 L っ

とこう ，[if U I(j とい っ た ら い い す ぎ か し し れ な い

け ど 「 初め に な に な に あ り き 」 という " 浜 があ

リますね 、「初めに I j' j gあ りき」 とかね。 そうい

う必 [1よ で1" 1¥附 していたんですけど、 日 JVJ，さんの

や っ て ら し ゃ る の は 幾何 学 形 とか lii ，純 形 という

ことで7 " ライマリーとおっしゃってるように 足Lう

ん で す が 、 そ れ は ま ち が っ ていませんか。 こち

らのf 11¥向午 のしかたとして。

宮脇 t: からばくにいわせると、 始以tfl(j とか IJ; O:

十}J(I( j は そ れ は プ リ ミ ィ テ ィブという，'i- ぃh であ

って、フライ" 7
1
) ー とプリミィティブは少し J主

う い っ ちまえ( ; f 、た t: ょうするにま史f"['γ:} f3f，-t:

を や リ た か っ た た め に 、 位11¥1fi):l の ，; いわけに 、

何 がプラ イマリ ー ア ー キ テ ク チ ャ ー か と い う 川

ｊ ｦ ＿ をｊｬ ｌ むして、ｼ坊 ｛ｩｩｾ にこれ努めているというと

ころカf 刀:1立なところですね。

渡辺 そ れ で ね ぼ く は 、 フライマリ ー ( たとえ

ば幾 何学 形 ) で す ね。まあプリミイティプという

ことむあ りま す け ど 、 は じ め 巧 え ら れ た と き は

ですね 、た と え ば 、 さっ きスライドでよよせてむ

ら っ て、 ｦｩｊ ｪｙｪ と いうか Ｇｉ， ｪｙｪ ですか、ノ ｎ 出映 ｾＡｧ ｪ と

は い い ま せ ん が 、 幾 分そんな 感 じはいなめない

んですけど、 'i 'Wj の可l のプライ" 7
1
) ー ア ー キ

テク チャ ー というのは、 {日Iかこうは っ き リ して

い る ん で す ね。 'lJ 止fi J や ら れ た と き は だ れ で も そ

うfごと 思 う ん で す が 、 は っ き り し て い る と き は 、

かならずしも幾 何 ＿ｽｦ ｾ という こ とだけでは主か

っ たと 思 うんですね。 そ れ が 、た だ " 於 だ け が

先に行 っ ちゃ っ て、 幾何学 ｽｦ ｾ という ｽｦ ｾ で ｩ ｆｊ き 換

えていかれたよう主 主L がす る ん で す が、 そ の へ

んは山 IJ hI， さ ん と し て は ど う な ん で す か フ

宮 脇 プライマリ ーとし ては、' 人はプラザ ハウ

スと 11千! ; f れている lム場を 似 が IHI んでいるりIj ;jE iJ'

ｾＢ｜＠ 1  ｛ＱＱＱ なんで Ｑ ね 。 ー ｉ ｾ ｉ ｦｉｩ において 、ｊｩ ｾ ｨｍ のフ

ライ 7 リーだけでIJ 寄れしているノマターニズムを

や っ て い る ん で す ね。 こ れ を 完 全 に や った の が

椛 |川 主 ん で す ね。 あのときはプライ 7 リーに 1{&

しす 5 ま し て で す ね 、 な に む か むプライ 7 リー

'1 ' 午るということに企具 '1' したんですね。 で 、 そ

の 後に ｊ 正行が ｮｾ てきて、プライマリーとは 打 ｉｬ､ｩ

における怨築の形としてプライマリーで、 外庁1I

の ，;1命1" [1 として n¥てきたんです。 それで| 人! 日[1につ

い て は 、 東 京 芸 術 大 学 建 築科 から ilJ てきている、

人II¥J( I(J にヌルヌ J レし た L の と い うのカずあって 、

これは L う )(，;1命て' 処 息す る し か な い。 外部は

フライ" 7
1
) ーで|人!日1I は )1. ，レヌル。 ところが 、' X

｛Ｚｾｾはヌルヌ ｊ レと ｌ 、うのカヘなかなかしにくくて 、

そのうちにそれが ｪｬＧｾ ｦ ，ｙ ｩ Ｎ ｩｬｩ という ｍ に主 っ てきて 、

タト百11に士、l しては R C て1 ド争Eなプライ 7 リーな符l

を作 っ て 、|人J ［Ｑ｛ Ｑ は ｩＧｊ ｉｕ に胞主のｾボ 辿リ に，ＩＱＢＱ ，Ｇ，

に ラ ン ダ ム な 全 11¥1 がある 。 というふうな 机 iii に

変 わ っ てい った。 ただその 11¥1に、 プラ イマリー

しむ っ と ほ か に い ろ ん な ) j 法 が あ る か む し れ な

い と い う の で 、 い ろ い ろ 試 行 錯 誤 をく りかえし

て 、 j d&作 し い ろ い ろ あ る 。 火l&f1ーの '1' では 、

向五? でも作I を や っ て い る の か わ か ら な く て 、そ

の う ち に !I'，;l とあがっ た と い う の む い く つ か あ る

わけです。 t: か ら は じ め か ら 、ある iりj(iす な論里I!

があって 、 そ れ を 法 本(1甘に洗練 させていったと

いうのではなくて、 1 恒11 回こう 「むうフライ

7 リーやめようや」 という訴をして、 「むうそろ

そろ Mか :Hて き て し い い ん じ ゃ な い か。」 た だ 、

lb( j_丘 L 、そがしいむ のですから 、牧I をJ Pえる HI !.iが

なくて、 ｵ 命 ｊＧ ｉＱ ヵ ε なかなか用 Ｚｶｾ できなくて、 「 また

プライ" 7
1
) ー や っ とけや」 と い う よ う な し の で 、

「また 悦 梢 ili ですね」 と担当 .{'， にいわ れ て 、「そ

うだよ 」 というような 状 i) 1. です 。

渡辺 そ れ と も う ひ と つ だ け そ の こ と に つ い て

聞 きたいんですけど 、プ ラ イ マ リ ー と シ ン プ ル

というのはどう j主 うんですか ?

宮 脇 ぼくの ｪ お介、Ｉ ， ｾ本 ＨｉＨ ｪ にいろいろな物がシ

ン7 " レなんて' すよ 。 / ' ンフ勺レといえ( ; f 、 』寸:fi l は



むのすごく少ないですし、たぶん、ぼくが使 っ

ている 材 料 は 4 純 矧 ぐらいしかないでしょう。

11:  1二げとかにしても ね。たぶん 、生 まれついて

の1I 1i !I子 じゃないかと ，思 うんですけど 、ょ うする

にシンプルな物が好きだということがあ って 、

シンプルと い うと、たとえば、モノマチ ュエール

をy ンプルというとかね。ちょっと次 j 亡がi主う

という l感じがあって、それでプライ" 7 ' ) ーとい

う言楽を作 って 、形態に対する) J l ili i て' ある 。ン

ンプl レと いうのは 、も っと 全体に流れるもので

あると f皮い分けている。

渡 辺 松 初のt ( iの作 品の「もうぴいでいっく」と

それからだいぶたっていると .'ll ，、うんですけど、

桁型のも のへずいぶんと 変わ ってますね。 引fJ か

忽然と変わった感じがありますけど、そこらあ

たりはどういうことなんですか?

宮 脇 fJ] JUJのばlは形態 に弁l する Mの l沿)"11{， )11."0: 

しないということがあって 、地形と関与l と地主 、

この三つをどう 理解するか。 この地主にピッタ

リでこのＮｉｴＡＡ Ｉ ｦ ｾ にピッ タリなコ ンセブ。 ト として 作 ｉ

があるか。だから「もうびいでいっく」の場合は

;Rに向かった和IJ 線で、両1J11J に抑えられた何も見

えない笠を立てて 、中に二 人だけが住 んでいる。

夫婦のためのさを ＯＺ ｜ Ｑ とは、ポ ｾ［Ｏュの 透明な球の Ｇ Ｚ ＱＧ

にニ人が 入る 。 透 明 な球はどうや って 作 れ る か。

それは木をこ ういう ふうに順需に 組 んでいくと 、

ＧＱ Ｇ に ｦＪｊｦ ｾ の官 Ｑ Ｑ｜ Ｑ が できると いうことが わか って 、

球形の笠川を作 って 、 こ ういうふうに i j i ) 木をか

けていくと、アーチアクションの i主がでてくる

から、その差に従って唱をたててゆくと、 11.1:が

こういうふうにたわんで H Pの慣ができてくる。

ｊｦｾｦｾ は必然 ＨＱＧＭＩ に出てくるということでや って い

たんですね。あの頃は一つの施主に 対 して一つ

のコンセプトということで、 L 、って みれば、たい

へん体せな ＱＱ 寺代だ ったわけです。年 Ｑ Ｑ｜Ｑｻ上 Ｇ ｉ Ｇｾ が Ｒ

件ぐらいで、 スタ y フがn分も合め て一 人 ぐら

いで、ほん とうにシ コンコ やっていた H判t です。

雌|吋が一 癖大 きな 転 機 だ と思 うんですが、それ

までぼくは JI ，'ii¥に主主村主旋で、たとえば、機的

さんがやっているペンキを 泊 けるとか、 色 を冷

るというのは一 切 ｭ ￭ＵＧ していて、 Ｇｩ ｾＧ に桁と ｾ Ｚｾと

ラワンのロールベ ニヤ とプラスター 、 この IJ Lj f・R

tfi しか使わなし、。と いうことをやっていて、椛

Ｂｴｾ でいきな リポ ンと転 凪 して令 部 ペンキ続りて｜

ぷ中イをii'i してしま って、これでいいのかという

J;i_ '(i があって 、それがそ の後のプライ "7 'J ーの

ＧＱ Ｇ に 、また、生 ｊ 也 が戻ってきたり 、杉 ｾ ｊ ，Ｈ の古 Ｑ｜ 分

が ，'1'. てきた りというこ とた'と ，t l うんです がね。

それ から後は 、地主に i -t するレスポンスとか 倣

J也に対す るヒエラノレキーとかは、 花、 としては、

ィ必j l]lさ えているつも りなんだけど 、たと えl;f 、

ｪ 形 ｦｾ の，論ＮｬＧ ＱＡ としては、符 ｩ という論旦 ＱＱ はとむかく

くっつけてしまう。こ れ はまあ 、いろんな J'I! .I 1. 1  

があるんだけど 、現実的 にいうと 、JI '1i'. に I1ーが

が刷 えてきて 、同時に 一つぐら いJ 号えなくちゃ

ならな L 、。 今は恥をいうと、 24 ぐらいやってい

て、いちいち 剥J しいコ ンセプトなんかたててい

られるか、というと こ ろで 、ただ まとめたらの

のグルーピングで こ ういうものはこれでいく
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ただちょ っとバ リエ ー ションだけはや って みよ

うということで終 始 しちゃって 、今はしょ うが

ないという !ぷ じカずある。ただ 、さ っき いったよ

うに、もしかしたらアールヌーボー に変わる か

もしれない。と いうのは、 もう少し仕・1';i J '減 っ

てきて、また、 1_1ミ/: ¥j_ニーつぐ らい、そ のか わり、 ljl

jl Hiが大 きくなれば 、 また新しいコンセプトを一

つ一ったてながらや るやり Ji ができ ただろ うと

思 う。今は 、ニ の燃えl不況JYI だから 、全部処.f' 1¥

しないと給料も Jムえないし 。

渡 辺 J I'1i' ，にI E I立に答えられるので こま ってし

まうんですけれど、もうひとつ、ポ y クスの火

のあけ I 'j なんかをよ止て、非常にベンチューリに

i以ています ね。そ れにロ ーコストと い うこと も

あるんでしょうけど 、 ｾ Ｑ ＧＱ ｩ ｜ にパラ ｹ クぽい Ａぷ じ

が見 ていてするんですけど 、ど川践 してなさって

いるんだと，思うんですけど、［ｴｾ Ｇｾプ アート、わ

れわれ のi!l:代 というのは 、近代主 義か らそうい

うのをあ びて ff っ たと )ぷう んです けど 、そうい

うあた りの ポ y プアートに 対するな識の仕 )j と

いうのはどういうむのですか ?

宮脇 ほんとうはぼくはポ y プアートは wい主

んてＧすね。 ｼ 百 ｈ 止 Ｑｾ だから Ｑ ドＧ，Ｚ［ｾによく解るんです

けど 、た とえば、 卜 ｦＮｾぐらいむ って いて、ダヴ

イン チを 'r.i うか、ポ ップアート を X'i うかとな れ

ば、ダヴインチを 必ず 口 うし、 税 父がゴ1，市にク

ラン "J 7  ｾＮ＠ *J; iI1liきで 、そういうところで夫氾: 議

を打ててきて、 ＱＺ から、ポ， ，ｾ 7" アート はほんと

うはよく併らないし 、ビ ートノレズ L よ く解らな

い。ビート J レズが解る世代と解らない世代があ

るとす ると 、ぼ くは 1411 らない スクウェアーな ill:

代に入ると 思 う。 fごから、 サ イコロの家はでき

ないし、 rj'j[象の' 是正」なんてのは 、とてもで きなし、

けれど L 、これ がぼくの )iJ(}，: の紛点だ?と 思 うん

ですが 、IIW': の! 瓜i判lに対して、ピカピカ免J!'1t が

しているというのカペどうしても 1);: け きらなく

あって 、プラザハウスはサンマルコ広易〉 とチャ

ー ノレズ ・ムーアをくっつけている。「もうぴいで

いっく 」 も原! 瓜訟としては、チャーノレズ ・ムー

アだし、 ＱＱ ｾ 近 の ｊ ｊ［｜ 色 を ｩＧＷＱ り たくった 幼雄図 は、

ベンチューリだけれど、そのへんはチョコチョ

コと ［［ｦｾ ｾＮｾＺｾをＧ立・けている 。 ただＧ＿ＱＺけているけれど、

それをポ ップだとか全 〈当世 風にやるのがチヨッ

トいやで、どうしてもそれを 、ぼくが思っている

クラ; / Ｇｾク なものへも って いけるか。というと

ころに労力するわけですね。ただ、大手の［ｲｵｾ

・Wf : i 5 所とか地工会社にいる人にと っ ては、伝じ

られない くらいの安い単 jllli でやっているんです

ね。そう しますと、ほんとうはそんなことや っ

ちゃいけない単1ill iの往物に卜 y プライトとかl吹

1);: けを とった り、スチ ー/ レの 担3司でサッシュを

入れたリするから、どうしても全体の11が ii lj. く

なってく る。 それカぜバラックt : f くな ってく るん

ですけれども、バラックぽいというのは、1 . 1 . " くに

と っては ｾＱ ， ＱｩＧ ， ￯ こ ｊ Ｚ ｦｬ 辱的 で 、 なん とかそうしたく

はないと 思 うん です けれど もF ina l には、ああな

っちゃう 。 今に IN; くな ったら 、も う少し ちゃん

とや りたいとい うのは 、いつむ 思 ってい るんだ

けど、 t色)'.1にそ うい う11: '1¥はこないですね。

渡 辺 さきほど、「もうびいて引っく 」の ときにし、

って らした ( ぼくはあれが好きなんですけど )

JJ;U!fl Wというんですか、え/J ' 、可l に L って いた、

ふっと ｉｉｲｾ を つむったときに 思 い 浮 かべる ｪ 瓜五 ｴ と

か、絵の ような凪L誌とも、うのが、だれでもあり

ますね。そう い うのを』まく 、 「もうびいでいっ

く」のスライドを 見 せ てもらって忠 っ たわけです

よ。そういうものを 、そ ろそろ 40 .-1' を越えたら

やっていただいていいんじゃないかと !ぷ うんで

すが。その 辺 どうですか。

宮 脇 ぼ くは ) .H >:( I(J に雄物は シェノレター だと思

っているんですよ。「もうぴいでいっく」は 、そ の

シェ J レター性を極度に市めた家だと思 ってます

し、それに今のボックスシリーズの {ト.宅 L 外部

をコンクリ ート にして、なるべくJ ) fJ II 百11は少な

くしてやっている= とい うのは 、 ディフェンス

という芯 ｾｉ Ａ，ｪ￧でのシェ ｊ レター性を ､ ＮＵ める ζ Ａ Ｚ ｉ 沫 でや

ってい る。 後は |川 11の J，'行主'ドlーとして 、人 /:¥1全体

がも っている 原風 対 みたいな物に郷必がありま

すね。「木がなつかしい」 とか rll ;.1 : かく、柔らか

く ｾ Ｇｦ られ たい 」というふう なことについては 一

応勿 )J しているつもりはあるんですけど、 - 111'

Hですか 、 スライドを終里E していて リ して .hI.た

ら、どうも {径のインテリアはあまりよくねえな 、

どうも外郎の形態の万にウェイトがかか りすき'

て 、|勾古11がこの 次にな って いるなと 。 もと もと

ぼく は内部から スター卜して 、!人! 日11から 外 にII>I

か つて ｩｬｬｾ を 作 るや リＩ ｪＧで ｊＧｊ 分 の ｬｈＨ 凶Ａを作 っ て

きたし 、行11市 計lilij をな ぜ やめたか、 というのは 、

外fl ! IJ か ら.iJl ってく るのがとても我悦ができなか

ったので、H 本 の建築家とい うのは 必本的に外似IJ

から jJl ってくる タイプ主ので、ぼくのやリ ) i は、

逆に |λ Jf JIIJ から追 ってい かなくちゃいけないと，也

って いたのに、このところどうらいつのまにか

外か らiuってく るようにな ってしまって いるの

で、 それはノ? 、花、反符 してシェノレターとして 、

内 部の情 n日の'品、皮 を111めるため に 、 どう や って

コンセプトを 、J命J'I! を、'1三み lHしていくかとい

うことをやら な くちゃとは 思 って いるんですが、

たＱＺ、なかなか込 ｬ うようにはい ってｾ ＺＧ、 。と ｌ 、

うところですね。
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宮 脇 檀 の や り 方

佐 々木 葉 ニ

わめて ill.Iiし した 思 考 が、 lYI せずして生まれ

てきている。 Ｇｉｉｾｾ J協: mの作品や論旦11がrJ . Vi ししてい

るのではな L 、。 1止の布市を IHI ' 、た f全て¥どうして

もふつされないものが、f奨のJI旬に残るのだ。 {皮

は鋭舌であった。 自 分の作 品 に も 、 建築 ，; 命lこも

i皮なりの実践とJ ' l 1論 が 用 意 さ れ て お り 、 そ れ を

; 戸; 脇根のやり方として僕らはワンセソトに組み

立てて見ることができ た。

1庄の思考は、全く止まっていないし、 止 まる

こ と を 知 ら な い か の よ う に 自 己 形 成 の 過 程 を 体

験的に語ってくれた 。 そ れ は、思氾! と呼 ぶには

あまりにも y ンプノレであ りすぎ、' ，Imり切った建

築↑ i' i"i.兄論 の 依 子 を 示 し て さ え い る 。 彼 自 身 、 教

条 主 義 者 で は な い 。 実 践 論 者 で あ り、議胞 な 13

己完結が ｊｾｭ にｾに素直な菩びを凡 ｈｾ している

人*Jのようである。

伐 に と っ て と く に 興 味 深 か っ た の は 、i皮の主n

築がプライ 7 リィ ・ア ー キ テ ク チ ュアの一環 と

して追求され続けてはも、るが、 プライマ リィは

往築方法治だけではなくて、 1皮例人も きわめて

プライマリィな発1 ' J . tをする人物だと公十l かされ

たことだ。すなわち、彼個 人 の思 考には不硲 A

袈 紫 を 組 み 込 む 総 が な い か の よ う に 、 ひ と つ ひ

とつのディテールが明確 な 切 り 口 を見せてノぞタ

ーン f，Vi目立がなされているのだ。それが-1' 11手 の 論

FEの行く手をき えき' るかのように 、手はずを務

えて斜一ち 村長えているのだから、" 命旦Eそ の も の が

対 話 の 時IHJ の '1' で進化してゆかないむどかしさ

カペ tHてくる 。

会〈官i二絡 の占もなる司会者、渡辺虫病IJ 夫との討

論も言 ｾ ｾ 定 の 慌 たさ 、立 Ｑ かさとは 別 主言葉のカラ

クリを繰るような戦妙さで僕ら の耳 をくすぐっ

た の は 、 対 話 の 設 定 方 法 やH剖Hl のなさに 問 題 が

あ る 以 上 に 、 そ れ が 彼 流の、、やり 1J " だ った

ためかも知れない。

あくまで、まずプライ" 7 ' } ィな、、彼" が存在

し、その嬰紫を組み立てる 形 で 建 築 が で き あ が

る 。 そこには、処物をと り まく術や ｾ ｉＺｮ 、 ｊ Ｙｩ｜Ｉ ［ Ｈ

に 言 及 す る 立 場 は あ り 得 な い。 言 いかえれば、

彼 自 身 の 作 品 は 良 く も 悉 く む 風1;t の 椛 成 要 素の

うち 、プライイリィな 部 分 を切 り 取 った だけな

のだから、建物と 風 景 との活悩: 化などとは、ほ

とんど縁のない、 〈匂し つ の 少 な い オ ブ ジ ェ 主J;:

築が生まれてくるのだ。 {庄 の作品は、建築物と

環境との娯; f ' 1 I ! 必を強制することによって、逆に

! 週間 へのくmj> を 作 り 出 し て い る よ う だ が 、 多

くの作品 中、 そ の 成 功 と 失 敗 と の 差 は き わ め て

大きいように 見受けられる。言いかえれば、イ

ンテリア ・スケーノレとオープンスペースのスケ

ー l レ感 を 明 確 に 把 挺 し た 場 合 と そ う で な い 場 合

とのちカ九 、のようて' ある。

ところで、この前や り; ' } " が 彼 が か つ て デ ザ

イ ン ・サーヴェイの方法論と 理 論を 楳 索してい

たときに fl} た紛Li 命ならば、これはきわめてアイ

ロニーにおんだ斜而命ではないか / 彼はか つて

「住 み 手 や 街 の 人 達 に は 、 決 し て 立 ち 入 る こ と
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が で き な い 部 分 が 存 在 し て お り 、 そ の 部 分 に は

く見る 〉 という立場ゃ く設計してあげる 〉 とい

う 立 場 を 拒 否 し て い る と い う 絶 対 的 主 事 実 が あ

る」と 厳 し く 自 己!t 括 を し て い た と さ が あ っ た。

そ こ で は 、 デ ザ イ ン サ ーヴェ イの刻j 用を、 〈市H

放 昨 認 作 業〉と 位世付け、そこから自11 る11!11 の主

体 を 明 確 化 す る 方 法 論 が 生 ま れ て く る の だ と 言

い切っている。 そ れ は す で に へ1¥をはずみな若い

布Ji" として都市像 を諮ることとの訣別 であった

し、都市へ の 焔!墜 を否定し、アノニ 7 ス建築と

対 j決していった f止の思考町、法であったようだ。

者11，11 を見 すぎるがゆえに、会〈 者1I ，1i とは呉 11

で 切り離 されて自己主 Ｇｊｬｾ すふ建物が 出 来上がる

という 椛 図 は き わ め て 興 味 深 い 現 象 で は な い か。

しかし 、1止が見 たのは一体行11市のどの部分を

見 た の だ ろうか ?

デ ザ ・ サ ベ で 生 活 全 領 域 を 、 個 体 と 総 体 と の

全 体像をと らえ得ないのは確 かであろうが、 者I1

市 風 最の形態的苦1¥分を高11 る11111 の 限 で見続けてい

る 限 り 、 そ れ は 住 み 手 の エ ゴ を 逆 手 に 取 っ た 建

築 家 の エ ゴ に し か す ぎ な い 。

ｩ 庄は堂々と肉己のエゴイズムを主 ｾｦｾ する 。 そ

れ が現 代 建築 の 将遍 (I (j 部 分 で は な い の だ が

と限定を与えながらも、自己に 忠 実でありさえ

すれば良い建物なのだと言い切ってしまう 。 天

ｮ 骨 組 ｩｾ である 。

少 な く と も 彼自身は完結しているようだが、

風 景 の 部 分 を 柿 成 す る 建 物 と は 、 そ ん な i'fll り切

り 方 で 良 い の だ ろ う か ? 。街 に (jェむ人の生活、

思 い出、匂 L 、. ーその他伝達になじみ深い多く

の 出米 ｉ ｉ ｾ があ ってこそ 、家が。彩、の家Ｂとして

i主み手に近づいて くるのではないか。

この幻氾! 領域を無視されては、建物は単なる

谷 線 に す ぎ な く な る 。 住 み 手 の J支l何であ り、|士l

f本である |浪り それはがとしてアノニ 7 スなもので

はあ り仰 なし、。 なぜ主ら、われわれは 一 人ひと

り:全〈本質 的 に思IJ人 なのだから 。 住 み 手 や 風 景

と対 峠 す ることは 簡 単 だ。 オ flEある人 1::1 ならば

ｾＱｴ 自の切り除て［｝が可能だ 。

し か し 、 多 く の 建 築 家 が 自 己 の 職 能 か ら の み

風景を見ている| 拠' ) (建 築の 暴力 が ふ る わ れ て

いる |浪リ ) ひ と つ 伐 と つ の建 物 は 生 命 力 を 持 ち

科 な い し 、 圧 倒 的 に 力 'i !1l' 、風土の|封lの "1' でうず

もれていくモニュメントにすぎなくなってしま

うのではないか。

、、 '8}，協J位の や り方仰 を IHIい た 後 、 こ の や り切 れ

な L、JJ旬のつかえは、なかなかげi えむかった。

( 株式会社 鴻池組)

プライマリー・アーキテクチャー

熊田 将 男

宮 脇 氏 は、われわれの li ij に ブ J レーの y ヤツ、

ベ ル ベ ッ ト の ヨ ー ロ ッ ピ ア ン ス ー ツ で 、 さっそ

うと 現 れ た。いわゆる建築家らしい着 こ なしで

あ った。 ( とはいえ、私は f去の) 市に位置 していた

た め 、 明 確 な こ と は 言 え な い の だ が 、 少 な く と

もトラ y ドではなかった。)

男 は 自分の阪に責任を持てと、言われるよう

に、人 1:¥1、谷 姿 に 己 自 身 が 表 象化 されるように

思える。

きて 、 デ ィ スカ ッ シヨノの坊で、 ｩｒｾ 主地位

を111めたものは「プライ" 7 ' } ー ・アーキテクチ

ャー」という 山 脇 氏 の 方 法 論 に つ い て で あ っ た。

氏は 「プラ イマ リー ・ア ー キ テ ク チ ャ ー 論」 の

中 で「人 川 と人 11¥1の触 れ 作 い の 最 終 (I(J 立ものは

やは り始 ｩｬｨｩＨｉＨｊ なものに戻ってしまう 。 ｽ形 の Ｎ ￜｾｉ 球

が ど ん ど ん 失 わ れ て ゆ く と き 、 そ の 反動と して

形 の11illifl 立がますます1 . ':i まる 。 手L は形を ;1j" A し、

積 極的に Ｑ Ｑ ｛Ｑ し Ｚｉｾ すＱｦｴ ＱＱ の［Ｇｽに困るりと述べておら

れる 。 私自身プライ 7 リー ・アートの本質を. f ' ll

解 し て い る わ け で は な い の だ が 、 私 に は 、 氏 が

論 理 に よ っ て 、 自分自 身 を粋の 中 にi荻め 込 ん で

おられるとしか受け取れなかった。確 か に 秋!日

相 互 銀 行 峨 阿 支 j市、初期のポ y クスハウスシリ

ーズには新 鮮主プライマ リー の 魅力 を感じるの

だが、 松 iu: f1"は 方 法 論 が 先 行 し て し ま い 、付.itt

に ｩ ｩＡ｛されているＡｾじカずしたのは年 ｌ だけであった

ろ う か ? f ，ちろんデザインポリシーの11{'{ 低 は

重要ではあるが、今ひとつフレキシプノレな対処

は で き な い も の だ ろ う か ? 質 疑 応 答 を Url ' 、て、

氏 はJJ Lギ刊l存'I 't J，:( 索をしておられるようによL受 け

た。

コ j レピ ュジエ がフィジカ J レな 理 論に対して、

ロンンヤンの教会のような 浪 法 的 作 品 て寸平li11i さ

れ る が ご と く 、 わ れ わ れ は ロ ゴ ス と パ ト ス のお

藤と交 ｾＺｩ の ＧＱ Ｇ で生きている 。

宮 脇 氏 は 「形 態 を 始 源 的 な 立 場 か ら主IJ Uしよ

うとするとき、 ｊ ｦ ｾ はまったくオリジナノレである

例 人 に lii制 し た 形 と 、 も う - ; ] まったく 一作遍 (I()

なプライマリィな形の両者に収数する 、 そして

現代にあ っては 、 形 の 主 仮 名 は 後 者 の i五をとら

ざるを f! j ないた' ろう 」 と述べておられる 。 しか

しｾ ＡＧＮ ｆ，味吃燥した現代においてフアソションが形

式化さ れ たトラデ y ショナノレなものから、より

エレガントな 、 もしくはよりブルータ l レな!¥i.I<:t，'i

表 現 へ と 志向 しているがごとく、建築も 純 の

危険性をはらみながら b -l' ll 貌 性12かな形態へと

指 向 し て い る の で は な い だ ろ う か ?

私 は 氏 の 「もうひ' いでいっく J r  i J Wi i 立」 の

{乍lfJ1 や ス ケ ッ チ と い っ た 表 象 形 式 、 そ れ に JJ;( 色

の 使mとい った彩色 手 段 を 考 え る に あ た り 、 氏

の内 l而に ir. .¥Y.!: < パ ト ス を 坦 1:11見 るうi¥がした。

今、在、は氏が向己の論J l ll を釆 リ 越 えられるこ

とを JUI制 した L 、。 ( 株式会干l 安 ｾｉ 建築 ｾ［Ａ ｉ 。 ド務 所 Ｉ

日 時 昭 和51 年 3 月13日仕)

開場 13 :  00 開会13 :  30→閉会17 :  00 

会 場大阪科学技術センター ・4 階 ・401 号室

穏 師 宮 脇 慣 氏 (宮脇檀建築研究室)

司 会 渡辺豊和氏 (渡辺豊和建築工房)

参加者 116名

主 催 日本建築協会若い会員の集い小委員会

タイムスケジュ ール

13 :  30 開会のあいさつ 飯田主査

13  :  40→13 ・50 司会者あいさつ 渡辺豊和氏

13 :  50→14 :  50 講演、スラ イド 宮 脇 値 氏

14  :  50→15  :  10  講師に対する質問の受付涜辺司会者

15  :  10→15  :  30 ( 休憩) 質問テーマの盛理

司会者及担当委員

15 :  30→16  :  10  質問についての応答宮脇檀氏

16 :  10→16 :  40  講師/ 司会者の質疑応答

16 :  40→ 17 :  00 自由懇談

17 :  00 閉会のあいさつ 瀬戸本委員
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信 越 化 学 li hi メ ト ロ ー ズ 』

信 越 化 学 工 業 株 式 会 社

干 100 点以r . l i 千代川医大下回T 2  - 6  - 1  Ｈ ｾ［ｊ 日点 ｪＨ，ｪＺ ピル Ｉ T E L 03- 242 - 1211 

〒530 大 阪 市 北 院 小 松 IJ; I: 附r 2  7  0 ;¥1司1E.(，i;t' 1レ) TEL 06 313- 3141 

ホ ル ト ラ ン l 七ノント ( ｾＺｊＮド、 ｩｪｩ ，に七メン ＱＮ ) 1;1: 

コンクリ ー トJ l Iの M料 で あ っ て 、 セ メ ン ト モ ル

タ ｊ レ Ｈ 以ド、 ｩｪｩ にモルタ ｊ レ Ｉ のためにＮｾｾ 泣きれて

ア ッフ い ず れ の 持J 介をI l lJ わず必)'['[主 モ ル タ ル

をf! i る こ と に lぷJ}) した この山はれQのi 1U Il H に

は ら れ な い hi メ 1. ｴＮ Ｇ ｩ イｻめ ｴＺｩＮｾ した ＧｉＧｈｩￋ である 。

い る も の で は な い。 したカeっ て こ れ を モ ル タ ル そ の 他 こ れ を i，s })Il し た モ ル タ ル と )!'.(i :s )) 11の む の

に山川するときは、 U血u支| 析でjffii ‘" ，なi J . t.f日付 を を上ヒ校した幾つかの J式!!iAf.，'i 米 ( 日1) ぷ ) を比ると、

}) Il え、; ，. : ' i " Oll と し て 使 い 幼 い む の に す る 必 裂 が さきに併げた』也」こ性 ・ひ ぴ;'fl) J. l ・争1)出lt などの出11: .' .'.0:

ある 。 そ れ で111，$ド[.';(， ;f された J A  S  S で も 特 に に対するi 1! . . f Il H' i l ! . 人の :.1J 米 が 充 分WI 1.¥' で き る も

モ Jレタル i l Hn H( 削 ) という fii をJ止けその{ 士 JII の で あ る こ と を ， 示 し て い る ま た 、才与に{ 米 ノ'1<'1'1 の

を .J!. め て い る の で あ る が 、 市.r，'11同人の与えでは、 (，史れていることは、 1': f:米 l本l 鰍とされていた A L C I:l-i

そ れ で は ま だ 不 UlJ. 氏 で 、 む し ろ i l MJ J Hの 似 /11 を へ の モ ル タ ル 胞 に を 千 子 劫 に す る む の で あ る 。

義務づけるべきらめとさえｽｾｽ，っている
し か し 、 こ ニ て-ii 守口しなければならないことは、

メ ト ロ ー ズ は メ チ ル セ ル ロ ー ズ( M C ) を 主 体 と 一般に i l Hl 1材と H千ばれるむのを添加したモノレタ

する ｩｬｍ 日付 で、 ＩＱ 行利 ＳＸ ｩ ド以米の ［ｊＡＺＮ Ｊｾ Ｇ ｬ をハーつニの ルは、 ＱＡＧ ，ｆＮ添ＩＩ ｉｬ のむのによヒし必伐の Ｈｉｾ ドは免 がれ

附の中f 料の' ，' ，ぅ〉け (I() ((・Aーである M C は- f < [ lの ず、この' ! ，( M C とて例外でな」、。 む っ と も 、 コ

j1; 付 .'i ｾ寸 Ｈ Ｚｪ［｜ＱＱＩで、これをモ ｊ レタ ｊ レに添 Ｉ｝ ＱＱ すること ンクリートと ｹｾ リ モ ｊ レタルではそれほど ｦｾＧＺ ｪ ｬ［ ｾ ｬｊＮｩ

により竹内c . { j ' - で出向己イ干のむのと 1"1 じ焔 1'. ドl' がれlz をl < : : . 吹ーとせず、むしろひび' ，11111 L  .  !(，II 鮒 な ど の }J

られ、ひぴ川れや; / < l J自If.の 恐 れ を 減 少 し 、 か つ モ が念いか句強度 Ｈｊｾ 1" を そ れ は ど 公 に す る こ と は

Jレタ Jレノ古川、のコストをド{ ずることに I，)(J}) してい な い が 、 しかし、 i:s}) Il :': :は J [ { i"(I をJVIさ な け れ ば

た十ｾｾ足 ￼ の ｨｩ メトロ ー ズ Ｈ 以ド、 ｬｪ￭Ｎ に ｨｩ メト Ｉ はこ

れを ＭｊｍＱＮ 上い幼くしたむので、 ｈｾｴ 与のぷ Ｑｍ 処 ｊＧ ｊＡ

な ら な い。 こ の 点 で む hi メトはセメント 1袋・"，

リの ｪ 直正Ｚ ， Ｑ をＩ， ｾ ｩ ｖ ｬ に包袋されているので ＨｬｬＡ 平 ＱＩ で

l二よ っ て水にはやや世l Ul' t'I' I: と し 、 そ れ に ア ル カ ある 。 なお、 hi メ ト は モ ル タ J レ の ほ か 漆tt. A: やイ 1

リ が})I Iわ る と 川Jil ーする ιI' U竹を1 - 1り している 。 ニ '，¥7'・ラ ス タ ー に も j j p目 で き 、 ま た 、 タ イ ル J ｾ～ｖｩ＠

れによって分散刊こがJ ド市に 1"1 1二していわゆる" 7 ｊｬ ｉ や ｉ ， Ｎｊｉｉ Ｎｉ也 ｊ ｉｬにも縦れた特徴を ｾｴ 市するが、 ｊ

マ コ の 発 '1三を1; お11.. し、 l. 紛i り ・ミ キ サ ー ・ポン 剥11はカタログを主主i ! ll さ れ た い。

〈新 主 主 材 紹 介 N o. 7 )

. hi メ 卜添 加 モ ル タ J レと無添加モルタ J レとの比較

( 牛干J己のないI:Hリ、モルタルは 1: 3  円己イトとする)

マ ス ラ ン プ

V 収 縮 試 験

q!{ 
軒'j

IfS ( 10 -
4  

mm)  

配イト i. f.: JJII .:.f  H  令

1;担 2  i.剖 3  ;単 13i且 16;!'J 

。
2.5 - 8. 1  - 10.5 一12.3 一12.2

3  

0. 1%  - 1. 8  9.3 - 10.1  一11. 6 - 11.6 

。
- 2.6 一11 5  - 12.3 一13.2 - 13.7 

4  

0. 1%  一 1. 6 - 9.7  一10. 5 一12. 1 ー 12.3

V 接 着 強 度

建 材 委 員 長/ 山 田 幸 一(1比J i1G大 ' γ )

外壁・屋根下地・耐火被覆・パ ネ ル 材 「へ ーベ ル ラ イ ト 』

旭 化 成 工 業 株 式 会 社 建 材 事 業 部

干 100 Jl! ，;， r.l i 千 代 凹 区 霞 ヶ 関 3 - 2 - 5 ( 霞 ヶ 1則 ピル ) TEL 03- 507 ー 7544

干 530 大 阪 市 北 区 立 山 浜 i凶 1- 2  5 ー l (新 大 阪 ビJレ) T EL 06- 347 - 3849  

処 築 の 材 料 と 仁H，は 11¥壬: ，1: fヒ 、 プ レ ハ プ i ヒなどに ")r は 11 : . むのこと 。 1佐川 Hil) も比較的小m . 校な医院、 ')q:草刈、 I，t;;'i lli 、

より大きく変化しておりますが、) I ! ! ( ヒ成では、 (3)  多 l止め同女性ガスを発生する仁坊の! ; { 十H ドI也 :('r l・H、 そ れ に 11.1 人(i ， ' 色、ア J 守 一 ト な ど に 人 気 が

外 IJ <j ' 1三まれの A L C版へーベノレより 一 品、j丘め 、日 本 に は 不 迎。 あるよう だが、. Jd J ; i . 1応住築にもj . f 幻 1' ，し相 当 の 尖

の j瓜 l二と 'E r.1"i に 宿 泊 し た 処 材 と し て 「へーベノレ (4) 般 、 ア J レカリなど以削ド1'1:( ヒ，"(::Ji.と仏 を多 ;止 に 年) '( がある 。

ライト ｊ を ｉ ＩｾＩ 発 し 、 ｾｉ Ｍ ， ＺＧ ｉ Ｇ を科ている ｬ 皮川する仁土品に ｊｉｉＧ 、る ｉｉＮｾ は、集仙の触れる Ｂｹ 能 今 後 む こ れ か ら 小 nw:¥な処ヰ却を対象に H反路がiIJ 1

田 形 状 と 構 造 伐のある ｴ ｈＩ分のパネノレには、ｼリ ｪ 似 ｾＦｉｻｬ ｩ ＨｬＺ l ' を 他 びるものと} J . I，われ、ノーカーむイ正米の本もセメン

へ ー ベノレライトは ' i ' 心部 に|りUiW処J " 11 をした r J  すこと 。 l. i'I，止 、 ス レ ー ト 似 な ど の よ う に何 処 で t T併 に

J  ｓ 、ドラス Ｓ サ ｊ を制 ｪＧｪｾｬｭｪ とした ａｌ ｃ の薄 ｉｾＺ ｉ (5)  '1;' ，"11年水 に 也 被 接 触 す る よ う な j日ぃ Ji は 避 け 人 ｔ ー できるよう Ｚ ，Ｚ Ｚ践を 行 い、 ｉｾＮＨＧ ，Ｇ，己 Ｏ， ＧＱ む燃えるこ

パネノレ 』寸 で、昨 ＵＰｭ ｭ ｬ ｬＱＶＰＰｭ ｭ 長 Ｑ ＸＰＰｭｭ を法 ｩ｜ｾ Ｍ ＮｉＧ 法 ること 。 とと 思 わ れ る 。

とし 、外 Ｂ， ｾ ｕ ｉｉ ・ ｬ［ｻ 似下地 ｊｔｉ ・ ｉｊｲｩＮｴ 火被桜川など用途 終 りに ま た 、 へ ー ベ Jレライト 、テクニカノレハンドプ γ

日1) にJ . E火、J' dミて今日 i立され ている 。 へ ー ベ ル ラ イ ト は 主 と し て |弘J J.l Uj l ( l i で 多 〈使 川 クむ税制ii さ れ 、 他 仁 を D}J け る 優 れ た l，illYt 付 む 核

へ ー ベ ル ラ イ ト の 特 長 されていたが、| 州 内 }JI(li むよ う や く 匁l られるよ

(1) 防 火 ・Ifu'l 火 '1' I，tiE が 抜nr' で 、 各 州 の11.1別 z認 定 う に な っ た。

を う け て い る 。 ・へ ー ベ ル ラ イ トの 規 格 ( 製 品 の 種 類 と用 法) 一 覧

(2) 断 熱 似 似 性 能 に 泌 れ 、 反 涼 し く 冬 l吸 い 挫 築

を fill る。

Ｈ Ｓ Ｉ 地仁 ｴ ｬ ￵ がよく 、税しみ易い池 ｾ Ｇ Ｑ である。

・Ilt < 、主I ね じtf での l収j.J 、切陶i1111 仁、 i '.、あけカf

T半4功。

(4 )  位式工法でラスモルタノレ自主に匹敵する重厚

な ｕ 疋 Ｑｍ がれｽ られ 、工 ｊｾｉ も ｲ｜ ｬＮＪ ｬＨ Ｑ する 。

Ｈ Ｕ Ｉ 述熱 ｮ に阪れ 、品川 ｾｊｊｕ￭ ｬＮが少な し、 。

国 使 用 上 の 注 意

Ｈ Ｑ Ｉ 泊 ｉｫＧｦ￬ ［ｾ 般ガスを多 ｊ 止 に先生する ｉ 製 造に場、

または党問手不には不 泊。

，ε ネJレグ) N( s!i

欽 'ii' j _ 立池袋

外"，'1:: JTI 

木造住ｾ
すト 1:;てJ i l

タ本トt:尺足ーi 判必官1fblf 築u 、

l'  1  ¥ ｉＺｉ Ｇｊ ｾ＠ J  11 

}ぷ十1， 1、I也111

耐 火 被 t(1 J 日

1m'! 火 被 1立川

( tYi i : ，'，，'， )  

ｩ 毛 ｪｗ 品 ｩ ［ｩＡ ｉｊｦｾＺｬｫ /' /さ X l ll X 長 さ (mm)

正二三ヨ
50 X 600 X  1800 

晶 唖

50 X 606 X  1820 

::r  
50 X  606 X  2000  

50 X  600 X  1800 

E 三三ヨ

75 X  600 X  1800 

っ て い る 。

建 材 委 員 / 北 島 全 ( 附 大 建 設 計 )

(iii i  J)' 

欽 Ｇｉｴｾ 池梨、外恨の際市庁 ＱＱ 分に ｭ Ｇ 、る 。

本 ii!i 処 築 、 外 1: 疋のt : ' : ii ¥f ¥古11分にJ l ' l いる 。

木造住さｾ .  fil可 能 い 外 明 の 1
1
1ｾ＠ ｉ［ＮＧｊｾ にｊｩｬＧ、る 。

幻、 ＧＱＱ ｩｩｴ ， 注築の ｴｾ 似下 ｉ 也に月い、る 。

耐 火 1 - 2 時 HHの 、鉄' ，'hm.t 火 被 t!i. にm' 、る 。

l恥l 火 3 11年II¥Jの 欽 '1' 1・l耐 火 被 tu. に 用 い る 。

(2)  ｾｪＧ ｴｬｪＩＨ 炉、抗鋼がなど常 時点以状態 になる上ｊｽ ｪ Ｈ性ＩＯマネ ｊ レの ， ｲｈ 宇 ｉＺ［ｾｘｾ は次的 泊リ 。 ｉ 予さ土 Ｒ mm、 11) + 1 - ー 3 mm、長さ 土 5 mm 
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〈新入社11のl瓜〉

建築家と して の 道

株 式 会 社 熊 谷 組 建 築 設 計 部 沢 辺 繁 克

「主，MThは1I .'i1¥: : を反映するむのであリ、，辿築を自r)

る む の は 社 会 で あ リ Ik¥，代である 。 」 と よ く い わ

れ る 。 ，fL が ill U! ; の i且 を 選 ん t.:- oJ i}J 機 IJ ) j IEI 問 覧会

をはじめ ｉＱｉ ｬ､［ における巨大な必 ｬｩｾ 牧 ｬ のむつ 、災

しい訓 利Ａ とその ｾ Ｑｬｦｪ ｲ ｈＧＱ が 秘 を 魅了 したか句であ

る 。 そ し て 、 い つ の 11か 私 む 立 派 な往築' 本 に な

っ て 人 1/¥1 を 感 動 さ せ る よ う な 催 れ た 池 宮 島 を fi r) ')  

lれそ う と 決 心 し た の で あ る 。 入 社 以 米 、 ' ケ) )

余リの研修の ｈｉｊ に ｌ 「 人川の Ｇ ｉ Ｚ｟ 活にと って ｩｬｬｾ

は ど 深 い つ 立 が リ を も つ む の は な L 、。」というこ

と を な お ー府 首 長 〈 感 じ た の だ が 、 社 会 の 進 J t と

と ｌ に ｊ ｉ ｉ ［Ｇ ｃｅ ＺＱＡ ｉＺ｜ｊ の発達、 ［ｙ｛袈 Ｇｾ ｉ ーはますます ｗｉＩｊｉｉ

するであろう。 似VJ < 宅 tr¥J 、 休 !と、 する セ 1/ ¥1、j些..i .:'

宅I l ¥J な ど 、 い つ い か な る H与 で む 処 築 と の ふ れ 令

い の '1 ' で 人 H¥J は' 1: : .' ，己 し て い る 。 主tt 築 が い か に 人

ｉＯ ｜ｊＯ ｬＺＮ ｴｩ￭ ｪ に大き主 Ｉ［ｦｾ 守中を及 Ｑ［ＩＺ しているかはいうま

で む な い こ と で あ る 。 そ れ だ け 建 築 の 泊 1; 1. 厳し

いものだが、 じ れ の firJ j l i 力 を 発掠 し_j ' !il! を ト 分

にやI

'

ば す こ と の で き る こ の{士 ' )'; 1立、すばらしく

や りが L 、のあるものだと 思 う。 巧 えてみれば; u t

J I という f 1:  ， Ｉ ，ｾ はただ ｦ 氏 の Ｑ Ｍ ，に ｴ 以と文 Ｚ Ｗ］をＮｴｩＧ ￺ くだ

けに ｾ￪Ｇ な ｌ 、。その紙の Ｑ ・に 川 かれた総 本

文' ( つ に は 、 い っ て み れ ば何 のiil fi irU: IJ む L 、。

しかし 、それらが机' s . に木や欽やコ/ クリ ート

に よ っ て 怨 物 と し て 空 間 と し て 造 り あ げ 句 れ 、

ひ と た び 処 築 物 と し て 完 成 す る と 、 そ れ は H 会

の rJ' で つ の 存 ィ'f irllif r立を 持 つ こ と に な る 。 r'I 分

の 考えた: 2 : 1:¥1 .  r' I分 の 1'J 'j .. 、たまｾがキ ｼ 会の ＧＱＧ です ｆ

イEidlifrl( を持ちなが句、 l主い年 )j の I:¥j' 主されLける

と い う こ と ほ ど の -;._'_{; び は な い と 思 う の て' ある。

また、 同 時 に 社会 に 対 す る l 't H-. の 大 き さ も P必ず

る σ ) ｴ こすｾ＼Ｎ 。

:f;L.、は ill 築 ' ぶ と し て 、 社 会 人 と し て の 第 J か を 踏

みた' した。今後、幾多の 量11間 が ひ か え て い る こ

と で あ ろ う が 私 は そ れ ら を 次 々 に 克1)1，していく

決，¥} : である。

〈新人判11のlUO

虚 構 の 密 室 か ら の脱 出

ー こ の 頃 思 う こ と 一

株 式会 社 日 建 設 計 構 造 部 松永，告一

人 111) がよj:: き て い る の は 何 の 為 だ ろ う と 思 う ' れ が

あリます。紅、i宝 が 生 き て い く と 、 様 々 立 経 験 を

70 也 築 と 社 全 1976年 711 号

読者の頁

し、機々な人に ｮｾ 会って 、保 々な ｨ Ｇ ｦＡｾ が妓 り ま

す 。 そ れ ら のfJI感 は 、 な か な か っ 楽 で は 表 わ せ

な い よ う な 微 妙 な 色イ干い の L の て ¥ 人 '1::. とは 、

とリ L な お さ ず 、 そ れ ら の 人 川 の I'r' H打というもE

今 回l 税 者 の 頁 " で は 、 今 年 四 月 に 建 築 関 係 の

職 桜 ( 建設菜、 設 計 事務 所 、 官 庁 、 公 団 、 不 動

向ド 材 料 、 設備 ) に 新 し く入社さ れ た 方 却に、

初 ｦ 修で の 印象、初仕斗王 町 ｦ 部氾 Ｑ 、沼 Ａ ｾを選んだ Ａｉ ｲ Ｉｊ

機 、 戦 場 へ の期 待 、 企 業 に 対 す る イ 〆 ー ジ な ど

入社されてＡ ｾじたことをレ ポートしていただき

ま し た。 <投 稿欄 小委 n会〉

して ‘みよう。

処 ｗｩＩ，，Ｉ や土木局などの ｦ ｟ｬて， Ｉ ｾＨ立、 ､￯ 民の他 ｭ で文

化 的 な j此IJ 1: 1以 皮 肉 生 活 を 宇t-も 村長平Ij を、 自Ild; ユこ'γ-

ｉＨｩｩ からｻ以 ｉＺＺｾ することに ｪ 手きると，目、うカ人目 ｉｬ､ｮ Ｚ ＺＩ

々な 色 の 償 糸 や 縦 糸 を J n c、て、心の rJ' に 枚 の 量Ｑｩ の ｆ 主総な刊 二 絡か ｩ＿ 、直線的には Ｇ ｪ ｾ ; r ，がi ! ! i まな

織 物 を 織 っ て 行 く よ う な む のだと 思 うのです。 いのが' ，'j:; で あ る よ う だ。 大阪市肉体の判妹1 ' 1: む

ｾ ， ｝［ｴＮＺＭ 単純な考えで吋が、科人が夫々、な匠を凝 多 < 1);( 11<1としてあるが、結) ，，) は住民肉体が1，'; 'li o

ら し て 自 分の 人 '1ーを 織 と げ て 行 く こ と に 辺 昧 が 以 岐 を 良 く し よ う と !4L うIt 泌 が 必 要 で あ り 、 J也

ある 、 そ し て 、 そ の 織 1'，った 織 物 の 辺 1ft : の料鍬 ｪ 或 Ｑ ＩｦＩ Ｇｊ ￪ を熱望する住 民 ｉ ｾ ｉ 1 - 本が、その立場_I ' ，の泌

さ、 色イド、の!ι! かさ ー深 さ こ そ 、 そ の キ|会 の 符 い か ら 地 域Il 日発 をl組、1:'ーすることが多い JJ L状 む の

つ 文化 の笠 かさ ，il 駐さに fむな ら な い と 思 う の で で、 di 役 所 は そ の ，U，H宍I(jj で か な リ の 苦 守? を必し

す 。 そ し て 、 そ の 織 物 に | 広 務 を 与 え 、 色 合 い を ているようだ。 現場 ＨＱ サな悦絡 の Ｑｾ ， c  、地万公共同

深 め る の が 、ill W i を 初 め と す る 保 有 主 芸 術 の 持 体 と し て は ご く 当 然 の こ と で は あ る が 、 む か な

っ て い る とt 味 で は な い で し ょ う か 。 二 れ こ そ 文 か し ん ど い ニ と で ら あ る と 思 う。

化 を 支 え る も の と い う べ き で す。 ニ う ，己、 って 私 ｦｬｾＱ 人として職場を凡た場介、企阿室で の ｦ 1:: ， Ｉ ，ｾは

は 怨 築 を 選 ん だ の で し た 。 tJl. 悦 む 大 き く て l師向く、 +1:会 的使命む! さ じら れ

また、 |百l じJ' Hrt Ｑ て｜紅、は＿ ｾ Ｚｾが ｈ さでした。 Ｗｐｦ るので ｾ［ｕＺ上品 として，ｉｊＮＮ ｉＺ まれていると， ｴｬ う。 研修 ｊｖＩ

* と い う む の は 、:11 わ ぱ純 粋 な似品目 の 沈 み た い ＱＺ ｜ Ｉ ＧＩＧ は公務 ｮ になる笠 許 しさを少々 感 じた Ｇ ｆ ｾ

なむので、 勝 < Ｎｲ， Ｇの心に ｉ ［ｾ 望書を与えるというＯＩＢ あリ、 1上'Fの 上 で む 公 務 で あ る こ と を H、? として

では、雄事長より強烈です。 そ し て 、 あ る 時 、 私 立 川 置 す る が 、 市 役 所 内 部 に い わ ゆ る 役 人 タ イ プ

は モ ー ツ ア ル ト と HJ 会 い 、 キ ザ な 汀 ぃ lJ で す が 、 の 人I l ¥J は 少 主 い よ う だ。 lTij I羽の 先殺は皆、! l lll IC  

こ れ 以 上 に 完 盟 に 美 し い む の に は J 文と HI 合 わ を 走 る ぐ ら い 忙 し く 、 彼 業 む 多 い よ う だ が 、 忙

な い だ ろ う と 、 わ け も な く l在 感 し て し ま っ た の 。Ｉｾを システム 化して、余裕をむ って 巧え つつｩＡＡｩ

です。それ以米、Ｑ￭ＺＺｾを聴く・ Ｉ ， ｾ に熱 小 する生活 ん で ゆ き た い と 思 う 。 内 分の フ 才 一 ム を 1占っ て

がf ; f j ，ま リ ま し た 。 そ し て 、 山 と 公 づ い て み る と 、 ゆくことが、 組 織の け1 で 自 分 を 失 な わ 主 い 11止し

実際の社会の Ｇ Ｑ Ｇ て 引榊 ｾＨ ｉｾｊ に 生 き て 行 こ う と い う 良 い }7法だろう。

委事うが、 ｾｎ まリそうにな っているのを 感じまし 人:'''1ーでの 4 年 Ii ¥)ill m を勉 似 した おーとして、実j : ; 祭

た 。つま リ、自分の人，Ｉ ｾを 美し 〈 織リ ｊ れ そうと の処 築 物 に1t! 触 す る 機 会 む 主 る べ く 作 っ て ゆ き

す れ ば す る F人? ! )': S! ; 誌という j則的の神，宅 の 中 に の た L 、。， liri -:: {1:7の 処 て 伴 え JI 阿 に は ぜ ひ 参))11 した

めリ込んで行ってしま1 . ' Ji"1々、収' 夫 の 人 生 か いと 辺、っている。

らi卓 ざ か っ て し ま う と い う 袋 小 路 の け1( : 1. 、たの

です。

こ ん な 状 態 は ，1( 1) 1 " 早< 1悦 け n' ，したも、。その 為

には、 ｦ ｊｬＮ［長の社会に ｊｉｾ ぴｾむしか ＩＷ 法はｾＡｴｾ ...、で

しょう。ノトは、 Ｇ Ｑ 可 〈余 ， Ｑ Ｑ な ， Ｉ ，ｾ Ｑ 立々えずに、 ｻ上， Ｉ ｾ

に l当 分 を ぶ つ け て み た い 。 そ こ か 句 作Iか 新 しい

J Uが 1)[，) け る の で は な い か と J41っています。

〈新入社 nのlun

自 分 の フ ォ ー ム を 守 っ て

一 大 阪 市 役 所 に 就 職 し て一

大 阪 市 役 所 建 築 局 企 画 室 広 瀬正 秀

4 月 1 日 か ら 研 修 所 で の ー ヶ 川 の研 修JVJJ i ¥j を終

えて 、 建 築q 企j j ! j j宅 ( 住宅| 品l係 の 企 阿 が 主 な 仕

ｾ ｪ ， ｾ＠ ) へ 自己以 に な り 、 は や ニ ヶ ) ) が 過 ぎ よ う と し

て い る 。 と に か け 1: ・) ' ; の流れをつかむのに精一

杯 だ っ た よ う な 感 じ だ が 、 組 織 の F"J 古11に 議 ち つ

い て し ま う liii に、大阪市役所とそのf . I : : 引を観察

〈街入社11のIU!)

机 上 の 勉 強 と 本 当 の 勉 強

一 新 入 社 員 と し て の 僕 の 毎 日 一

11 本 fi " ' t 公 F111見')I'Lj支 fl 処 m日11設叫II ｾＪ 後藤 普 徳

{ 尭が新人 +1一日として、 JV) 待 と 不 安 を JJ 旬に他きも

がら似 円 ｾＩｉｊￍ という ｊ ｦ ｾ で 処 ｾｴｭ＿ ｊｴ Ｑｊ ｭ 諜 へ 米て、平

くむ ヶ) )余 り の H が 過 ぎ て し ま い ま し た 。 そ

のi品 E 去 っ た U 々の主かで、 i突が菊rA.十'l: l . i とし

て |二育j の } J 、 あ る い は 良 き ア ド バ イ ザ ー で あ る

先 制 } J を凡て .'ci
'
，う' )' ; 、また、今後の自分のあり

} J に つ い て 少 し Eli : L 、てみようと 思 います。

ず 、 初 日 に は っ き り わ か っ た こ と が あ り ま し

た 。 と い い ま す の は 、今 迄伐 は屯 気 関 係 に つ い

て 勉 ＱｾＱ してきましたので、ｊＮＮ Ｇ ｩＨ 門 ＨｉＨｊ な分 ｾＡｦＧ につい

て は 、ある平工j主 一 わ か る だ ろ う と 考 え て い た の で

す。 と こ ろ が 、 何 を聞 か さ れ て む 知 ら ぬ ・l';. ば か

り。 t)l 1二の 勉 111は 、 災 務 に つ い て 、 実 際 に や る



イ':1: ， Ｉ ｾ には、そう原動力的な役Ｇ， Ｑ ＱＱＩ をよ ｊ としてはくれ

ない。 Ｉ ｾをしリました。そして、改めて、本当の

勉 強 は こ れ か ら だ と 思 い は じ め た の で す。 先 ftf

か ら 教 わ る む の 、 そ れ は 、 先 惜 の :I't mな 体 験 か

ら生ま れ て く る 生 き た 知 J故に ほ か $ ら な い と 伐

'j: }e' ，t . . 、ます。

11 '; ;¥' の会ふ号の 1' 1" で 、 例 え ば 、 ')L.t虫 つ に し て む

i生ら :tR人 社n に j対 して 何 か を 'γ: ば せ てやろう、

早 〈 職 場 に tl't れ さ せ て や ろ う と い う そ う し た 先

:N1. の ¥TIi い 思 い や り を ! 惑 じ る こ と が で き ま す。

真1) ( ，石川、そん主先就に答える為に( " . [[  

つ か っ1!r し い こ と を 学 ん で い こ う と い う II{思

をぷて、勉強させ句れる・ Ｉｾ 的多い 職場で の伐の

4耳[ [ て。す。

〈新入社H の1Ul>

仕 事 が 即 喜 び か ・ ・・ ・・・?

一 友 へ の 手 紙

7 ラレ不動向I t 妹式会 tl: ｉＭｩＧ・ＧＱＺＰ ＱＺｦｊｾｾ 部 松本秀夫

止 ￦ｾ 誼を宇 ｉｉ されているのか ｊ 比剣長されているのか解

ら む い の だ が 、 と む か く 手 抱E を む ら う の は う れ

し い む の だ 。 あ リ が と う 。

さて、夜、の行動は妥協であリ、 ｈ ｸＺ ｾ ｴ だというこ

とだが、A :rの い う よ う に 、 現 代 社 会 に お け る 企

%i は利 il' I.):i.!l ; )とのための' 話 利 団体 で あ る こ と は 儲

かた' ろう 。 しかし 、 付 加 的 に 社 会 に 訂 益 な ・)，;物

を 供 給 す る と い う 役 訓 む あ る 。 資 本 主:j 聖社会に

お い て は あ リ 仰 な い と い う Jむ兄 L あ る が 、 袋 は

そ の バ ラ ン ス で あ る と 思 う 。 言 い 方 を 変 え れ ば 、

企 業 は 結 来 と し て 社 会 に 利 す る こ と ら あ る と い

うことになる。 企 業 の 1' 1' でのイIIiJ人 の 立 場 と い う

ものは、紡) ，; j 、生かし生かされるということで

しかむいのだが、 イ問人 のイ三条と企業の nnサが泌

っ て い る こ と か ら 、念 i放にノぐランスがくずれる。

そ う む る と 例 人 の レ ベ ル に お い て ら 令 が 釘 必

に な る 。

餅 円 の 私 の11:・lLは ど う か と い え ば 、 l:ii ll 師のコピ

ー を し た り 官事正する と か い っ た lji 測 な11: ，) ' ; が多

い。 実際、新しい. ' )'; を 全 < ']: ( j ' なかったという

1: 1 もある 。 ここに L 'fj 十fVJ に お け る 人 /:-¥J掛け卜 の JJI，

突 が あ る と 、 君 は j跨 ち 誇 っ て い う か も し れ な い 。

し か し 、 池 か が や ら ね ば な ら な い 仕 ，)，; だし、 単

純 な 反 復 性 の仕 事 と い う む の は 、 今後 社 会 の機

古EドJ i' :HI二に wって 、 ま す ま す 多 くなるだろう 。

こ の こ と は 社 会 体 制l が 変 っ て む 全 〈 同 じ だ と 思

7 。

(J : ー) ' ; を全 の た め だ け と i1mリ 切 っ て 小 rl iJ:iC Ｈ ｉ ｾｊ＠ な 快

楽 を 求 め る こ と は 、 け っ し て 社会に不りするこ と

は な い と い え る が 、逆 に む 会 の 泣 き で イIAJ 人 の キ

羽目 を北11) る こ と は で き な L、。千1: ')';カずnp、ヰ' イぴに "

ら な い と し た ら 、 そ れ は 、 そ の1:1: ')Cそ の L の が

川 巡 っ て い る か 、 職 業 選 択 を 誤 っ た 為 で あ ろ う 。

こ の こ と は ま た 、 私 自 身 の 問 題 で も あ る の だ が 、

自 分 の A工場を 縦 れては議論む空転する。紅、は、

自 分 が 今 、 作I を な し 得 る か と い う こ と を 考 え て

いる。

君の布Ｇｩｾ起を祈っている。お体を大切に。

〈続入社H のl山〉

仕 事 の績としての知識

一 裏 付 け あ る 自 信 を 持 ち た い

奥村ＮｦＨｊＢ ｕｏｩ 株式会社設， ［ｉＧｾｾｩ 吉田公良

人 1/ 11 にとって、特にオド、私迷にとって、「仕 .' )' ; J

は 、 生 き て ゆ 〈 う え に お い て 不 可 欠 な も の で 、

それぞれ仕・)'; を 持 っ て こ そ 、 人 I/I J の 生活があリ、

社 会 が 存 在 し 、 繁 栄 が あ る の で あ る 。 そ ん な 社

会 の '1' で 、仕・) ，; を 持 と う と す る 私 達 は 、 そ の 仕

事の 持 つ 意義 を 把tli 1. L 、 そ の 重 要 性 を 充 分 に 認

議して、 τ)'; に 当 た ら ね ば む ら な い 。 た だ泌 然 と

{ 士・) ' ; に相対 し て い る だ け で は 、無意味でi J t 歩が

ｾＡｾｆＮ＠ ' " 、のは、当然である。どうすれば良し、イ上 7)'; が

でき、考えたイ士' )' ; 由ずできるのて' あろうか。そニ

で必要なのは、 1_1: ')' ; に対する知識である。簡単

に知織といってむ、 ｪＩｾ 大低のＧ Ｉ Ｇ［て ［ＮｾＡ � られるもの

で は な い と 思 う 。 人 イiY の努力と村: i l l i があって

こそ、 身 に つ い て く る の で は な い だ ろ う か 。

布、は設計事1<に配属となって、 J }L在 ま で 、 図 簡 を

t'J'j < 機 会 を 幾l立 か 持 っ た 。 し か し 、そ の l立に、

自 分 の 知 識 の 未 軌 さ を 、 焔 感 さ せ ら れ た 。 そ の

11，'1' の悔しさ、 自 分 ['[ 身 へ の 腹 立 た し さ は 、 忘 れ

られなし、 私 は こ の よ う な 周 辱 的 な 気 持 ち を 、

仕， Ｉ ｾ肉粉として、主 ＱＱ ，読め向上に役立ててゆきた

い。 そ の た め に 、与 え ら れ た 仕 ' )' ; を大切にし、

そ の 中 か ら 重 姿 な む の を I吸収し、無知! なむのは

そのう，) - IJlI'を IJf)妬して、 1' 1 づ〉の知滋にしてゆく努

力をしたし、 。 そして、 l i ! <車内千年 のゆく {士7)'; カずで

きるようになりたし、。そうすれば 、イ士. ' )' ; に対し

て 自信が生まれ、 一層 的 熱 的 に 仕事 に 取 り 組 め

る の で は な い だ ろ う か。

今まで述べたように、花、は、如何なるイ士、)' ; でも、

「知 識 J が、 11ili わ っ て い 主 け れ ば 、 本 当 に 宮 J支

の 濃 い も の に は 、 発 展 し て ゆ け な い と 思 う。ま

た 、 知 識 と い う も の は 、 災l務に休で核したり、

i i J i で悩んだりしてこそ、本当に、身についてく

る の で は な い だ ろ う か 。

研 修JlJ JJ: iJ '1' 私 は 、 現 場 で1励 ら く 作 業 只 と 幾 日 か

1:I:e)与を と も に す る こ と カ ず で き た 。 そ の な か で;I'.!-

が¥TIi < 心 に惚めたのは、 jl ! i らカペ白う士が行うイゴ:

4'; にr .t して、 t色1寸なる自 1;'1を 百長 らせている白)' ;と、

尖1 ¥祭それを張付ける技術を会科しているおだ。

そ れ は 彼 ら が 、 我 社 の 特 欽 下 地 部門 め エ キ ス パ

ー ト と し て 、 自 党 と ; す り を 紡 め て い る 、紛 れ も

4! 小 、証 拠 な の で あ る 。 在、は こ の よ う な 有 能 な 作

業 只 に 、 よ り ー 府、民いイ士' )'; を し て も ら う 為 に

も、 Jよい分野の生11泌 を 身 に つ け 、 充 分 に 納 得 の

ゆく イ上・)' ; ができる、 jilli11iI あ る 人 川 にな りたし、。

そ し て 、 自 分 自 身 む 、 11: ，) ，; にかj し て 、 裏 付 け の

あ る 自 信 を 持 ち た L 、。 JI ，( 1主に; I ' . ! - は、人生を 11多得

するのは鰍かしいが、イ' J : Ｉ ｲ ｾ を修得するのは、努

力 次 第 で 、 で き る よ う に 思 え る 。

〈続入社nのl以〉

Pl an -do -Chec k  

一 現 場 で 感 じ た ニ と 一

ｾｊｊ［Ｈ 工業妹式会社 ｛ＱＴ [1<1支 1，11 岸 上 俊 介

彩、の入社した莱原工業は設イ"i ii 業の会社で、 ー ヶ

) ) 余 り の研 修 の後、 電 気設やmの 病 院 怨 築 現 場 に

勤務しています 。 最初は、 ｾＮｊ 哉不足、対人 ｼ 関係

の 覧lT . しさなど不安も多かった の で す が 、 多 少 ゆ

と りも出てきたのか、 !関 係 法 令mや 資 料 と に ら

め っ こ し な が ら 地 工 図 面 や 製 図 板 に 向 っ て い る

今日このごろです。そんななか、鉄 ｾ ｊＮ カザ且まれ、

コンク リー トが打たれてゆくにつれやさすが主J ) ;

築 物 々 と 感 じ い っ て い ま す 。 さ ら に 、 フ ロ ア ー

い っ ぱ い に 鉄 筋 が 組 ま れ 、 その 1: 日に '.[I 気 の ス ラ

プ 配管、 ｾ［ｴＱ ，Ｇ， ｩ および給 排水 のダクトの ｊｦｒ イ寸・配

信 ・ な ど 、 建 築 物 の 血 管 が 繋 が る に つ れ fll) っ て ゆ

〈 と い う こ と を 、 あ ら た め て し ら さ れ ま し た 。

一 方 、 現 場 は 級 数 の 設官ii) ;!{f o/'，・が，建 築 業 者 の ス ケ

ジューノレに沿って工事 を 進 め る 、 分 業ーによる流

れ 作 業 ー の よ う な も の で す 。 当 然 ヨ コ の 関 係 は 飯

め て 大切 であり、 協 調 性 な く し て 良 い 結来 が 符

られ な い の は 明 白 な こ と で す。 が 、 こ の 業 界 は

近 代 化 さ れ た 現 代 に お い て も 、 ま だ ま だ 旧 H寺代

的 な 而 が 残 っ て い る よ う に も 感 じ ま す。 キ11:互 の

信 頼 関 係 の パ イ プ を 縦横 に 過 す こ と に よ り 、 無

駄 な 〈 、 無 理 な 〈 仕 事 が 進 め ら れ る の で は な い

で し ょ う か ? と く に 、 工 程 変 吏 の 不徹 底 や 施

工 図 な ど の 返 れ 、 施 主 に よ る 設 計 変 更 は H寺nnと

予! 日l の 浪 費 であるばかりか、 ti l)る 世間 に と っ て コ

ンク リー ト は つ り な ど の{士 司王のやり T立しは- : l : 主i

にもかかわります。

人ヰ t 当 11与言 わ れ た こ と に rp lan- do- Chec k J  

と い う こ と ば が あ ります 。百十回 し、実行し、 確

認 す る と い う こ と で す 。 図 Tiii をう I} t . . 、ているとき、

Ｇ ， ［ｩｾ にこ の ｃ ｨ ･｣ｫ ということを念 ｬｬ ｊｩに入れ、工 ｅ 訂正

さを第一にしたいと思います。決められた工J t I )

は 時 j-/¥J的 に 十 分 余 裕 の あ る も の で は あ リ ま せ ん

から、 りっぱな イ士司王 をするためには、 ミ ス と い

う無 駄 は 最 小 限 に く い 止 め ね ば な ら な い わ け で

す。 ｾ ｉｩ 祭 に 現場 に 出 て、このプロ怠織をＡ 日 ｌ でＡｾ

じ ら れ た だ け で も 小 生 に と り大 き な 収 秘 でした。

また、安全ｾ ・母 、終型車在 宅 ｬ￮ が行き反｝｜ＮＮ、ているの

に は f管 き ま す 。 学 生H寺代、 ル ー ズ な 生 活 を 送 っ

て き た 私 に と っ て 、 身 が 引 き 締 ま る 思 い が し ま

す し 、 社 会 の 厳 し さ と い う も の を 感 じ ま す 。

ま だ ま だイ士t J:'; の 断 片 し か わ か り ま せ ん が 、 自 分

の 全神 経 を集 中 させて 錨 い た 施 工 図 に よ っ て 、

怨 築 物 が 笑 税 さ れ て L 、くい畠1) る 忍 び " と い い ま

すか、そんなｾぴを早〈 味わ いたいものです。

そ の た め に 、 あ ら ゆ る 如 哨 をl吸収 し 一 日も卑〈

" 人，i可のm: 公 技 術 者 に な ら ね ば ・ と思 っ て い

ます。

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kg/m
2

B寺¥煙の

j馬気量O.2m
3

/min. m
2

をはるかに下廻る0.03

m
3

/min. m
2  

( 業 界No. l ) を記録しましだ。

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開閉機を使用しております 。

御一報次第 カタログお送 りします。

近年¥ビル火災でのいだましい¥犠性者

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上が一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャッターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙性能

を備えだ" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 大 阪 di 淀川| メー川川北 3 J  11 2 併 4 り' ，[ CJ i 06(301 ) 3656 - 9 営 業 所 横 浜 ・大 宮 ・静 岡 ・ 千 葉

大 阪 工 場 大|以 J(. l' 枚 Ji di j {f ＱＺｾ 川辺 Ｑ J I  1  7  ｉ 在地 Ｇ 心Ｂ， ｾ ＰＷＲＰ Ｈ ＵＷ Ｉ Ｔ ＵＳＵ Ｍ 9  

東京工場 川 向 ､ｩＢＢｾｕ メ ＺＤｊ｛Ｉｌ ｲｬｬｾ Ｓ＠ J II I  ＱＵＹ Ｑ 住地屯 Ｑ Ｑｉ ｾ Ｈ Ｑ り ＰＴＴ ( 41 1) 6325 

名 古 屋 支 庖 ?" ，'. W. di ＧＱＧ 川ｼ正 ｾｴ i  J: 111 f  2  r  11 1  2  I存地 '，[C"，f; (fり052 ( 361) 7441 

九州支底 ・工 場 制ｼ川県 ｪ ｾＧ ｉｊｩｭ￭ 相 Ｇ ｩｬｩｬｬｬｦｽ ぐｪＭＺ f'I'IJ;( '  j-: 'YJ TJ' 984 - 4 屯"占 09293 ( 8 )  4661  

北 陸 ・京 都 ・神 戸 ・高 松

広 島 ・北九州 ・大 分 ・ 宮 崎

鹿児島 ・佐 賀 ・ 長 崎
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ニ ニ ｌ ー ス ｬ 在、 ｦｲｾＧＺＱ を行 ｩ ｾ r) くだ さい ，

大 阪 都 市 文 化 会 議 1976 大 阪 駅 前 再 開 発 シ ン ポ ジ ウ ム

r  ｭｬ ､ ｩ の彼仰 Ａｪ をテー＿にして、 ｴ Ｚｾｉ ｨＮｾｾンポジ 大 阪 駅 前 向 1

'

チInJ 1e を di L止の、工場から A 号 え よ う と

ウ ム が 、 大 阪 商 工 会 議 所 主 fII i 、大| 坂 l 'f_{ド 会 ぷ 所 いう ｴｾ ， ￬ 己シンポジウムが‘ ｊ 也 ｬ マ街問題研究会、

th/，J1で 、 去 る 6 n  3  I1 - 4  11 の .11 川 に わ た っ " 本 料'γ: . 1 ' ; 会決大阪支 fm. 新位: 築家技術. f j 'j. IWl

て、大| 仮/ Hi工会決所い< 1 際会泌ホーノレで11f. l fll i さ れ 大 阪 支1'f IS 、 令 Iffi 業 地 下 街 労 組 太 l場 分 会 的 ) 1，， 1l li で

た。 去 る 6 JJ 3  1/ . 大 阪 小 央 公 会 常 でIlfl flli さ れ た 。

このシ ン ポジウムに参加 ｬ したＺｆ ｉ ｙ ｴ ｲＮ ｾￎ は、第 Ｑ セン こ の シ ン ポ ジ ウ ム の 講 師 は 、 { 巨 i目白: 、 fJ f'. 訂IHii.

シ ョ ン r ml di の 生 前 」 の ms に お い て 、 ; '. 1. ¥川紀市、 児、宅時五た湖、，'::j 111-!i 1らの件氏で、 dJ 民 '1 '心 の

多木 ＿ｾ ｉ ［Ｎ 入祖父江 ＮＩｦＺ 列 、Ｉ｝＼井陽之助、 小 松 Ｏ Ｑ Ｚ .1;( TI子11，J発とはや'1か を め ぐ っ て、災" ; " ; : の而から、文

の各氏、ｾＺ［ 2 セ y シ ョ ン 「 百11 ､￮ とその ｾ ｬｬ ｲＩ［ｴｊ の 化 の 而 か ら ， 1立 大 立 体 化 的 現 状 に 対 す る 批 判l と

部 に お L 、て、 七回筒、司， ｉＺＡ ｾｾ 太郎、木村 ￭ ｲ Ｈ 灯、 問 題点 が 桁 摘 さ れ . い く つ か の 「リ 7 レ y シュ

武 円1) :11太 郎 、 公 文 俊 平 の 作 氏 で あ リ 、 白n 3 セ y 大阪駅， jiJ
J の ぬ 袋 が な さ れ た。

シ ョ ン 「 目11 di と.r. lli li J の郎では、 LLJ 崎正和、 11.5

坂 正 犯 、 山 東 良 介 、 水 谷 組 介 、 耐 ・;l 忠 夫 の 各 氏 I F H P兵 庫 国 際 会議

て' あ っ た.

こ こ で 処 起 さ れ た l問 題 は 多 岐 に わ た る が 、 「 住 む 11"トI P ( 住 宅 ・ 軒Ildi お よ びI也減計画間際会" 誕 ) 兵

mli l i J か ら 「 使 う 行11 di J  r 使う文化セJ : IJ J として、 }OII 同 I祭 会 泌 が 、 去 る 5 )J 18"  - 2 2 " の 5 IIIIIJ に

今 後 の r.J l di の 転 換 点 を 位 世 づ け た こ と が 特 徴 で わた っ て、神戸文化ホール、兵 ｊｏｉ ｾ ｾ ｉｉ ｾ 民会館でＡ日 ｬ

あ っ た 裂 す る に 、 大 阪 の 行11 ，打の j' ，' HIH'I ，を 見 直 fII i さ れ た 。

し て い ニ う と い う も の で 、 こ の 立 場 か 句 、 炎 、 こ の 会 議 の 11(1<) は、 l"lj 虫 的 人 川 1，' H主 に 附 す る パ

i阜 、 芸 能 セ ン タ 一 、 神 殿ehfs 、 ネ ッ ト ワ ー ク 、 ホ ンクーパ一会，1花に 11乎 応 し て J.'; 'f.ー主政1境 に つ い て の

テノレ ｊ 命 、 多憾な飢をも っ た ｾ Ｑ ＯＱ ｊ 、 決 公 ｉ ｾｉ ｉ 、 Ｗ ア |比l心 を た か め る と と L に !日]焔 解 決 の 糸 口 を 三位め

; ，1: ，; ' ヨ ン ス テ ー ジ 、 プ ロ ジ ュ ー サ ー 性 、 呼 々 が るため、住民参 加 による ｊ ， Ｇ［ Ｇ ｩｬ ｾ Ｚｆｊ［ＺｬｊＭｊｬ H棋 の 設 定 を

指 摘 さ れ た。 は じ め と し 、 人 I/¥J1，' ;' 住 環 境 改 特 に お け る I山 ! J 公

段 f主 に 総r; r;対11:命 を へ て 、 ① 大 阪 は 州 事11化1I，'f 代 的 共団体の役、1! l J 7 j . ' ど討淡するニとにあ っ た。

11可際荷11 ､￯ として自ＱＧＮＱＺし 、 それにｾｾＮさわしい市民 本会議では 「 人 ｈ ｉｊ Ｑ ， Ｇ ［ＭｻＺ主 ｦ［ｐＧｊｾ の ｮ 限設定における

伐 の デ ザ イ ン 。 ② 文 化 機l則 、 施 設 併 を 創 設 す る 。 住 民 参 加 J に つ い て 、 サ ー ーデ ス モ ン ド ヒー

③ 人 材 謎J皮 肉 具 体 策 と い う τ つ の 佐 古 が な さ れ プ ( 英 同 ) 、坂 J ド時忠、下f 崎 辰 雄 氏 ら が 報 作 し 、

た。 r 人 I:l J}J '} {主. f; ' Vft の 11 燃 設 定」 に つ い て は ， I1 笠

端 、 ヨ ナ フリ ー ドマ ン ( 7 ラ ン ス ) 、久保 ! 'l 、

H. S. D コー ル ( 尖い<1 ) ら が 報 作 し た 。

そ の ほか、 1"1->(>) 也! J rt 治体レベ ノ レて “の ｦ 筑波改 ｟ｾ ｹＮ 干

の r-.a，， 'lHI J などについて、稲本官位‘ E . 7 ー ク

( ス ェ ー デ ン ) 、絵 H;t i ・f 夫 氏 らが判i 作 し 、 ア ジ ア

太、IZ沖 地 域 的 問 題については、ノi < (- i T J 次郎、 J; ，'j

ゆ Ｚｊ［ ｬｴ 彦、焼 山 市 Ｑｾ Ｑ 支やアジアからの参Ｉ ｊＯｉ Ｍ れ が、

それぞれの立土品か句 Hl 胤 1. 1，'，1 ' の桁羽田がなされた 。

研 究 会 む r 5C. i l l i と打11 di 環 境 J の テ ー ? な ど 、 九

テ ー ＿ の むとに ｉｊ ｦＮ ｊ かれ、そのほか悦ｾ［ Ｎ ｾ旅行、パ

ーティなどの- r r ' ドむとりおこなわれた

小 泉 豊 『ヨーロッパつまみ摘さスケッチ展』

ｊＮ｟ ｾ る ＵＩＱＳＱ ｬＯＨｲｊＩ ー Ｖ )J 6  n(1 1 ) にわたり、ギャラ

リー カ ワ チ ( 3 F ) に お い て 、本会。J>業 委 民 会 両1J

君主 H Lξ 小 Jj J.. ｾｾ ｾ ｾ氏 Ｈ C7 IJ I.t l ! 築・J>務 所 ( ，iIJ 付 Lと) め ス

ケ y チ l長がひらかi . L ま し た . J疋{ 立、この 2 )  J に

処芯t XよリJ . l t ＱＱ Ｑ ｾ＠ 'J ;;;{!iiji]rへ と '1去i峰 、 そ れ を 機 会 に

夫 人 1，'Jf'l' で ヨ ー ロ y パ ち:'1' 旅 行 を さ れ 、 そ の 応

大 成 カ ペ こ の た び の イIA川 毛 と な り ま し た.

|比l 阿佐 ｗ Ａｩ界 の ｾＢ＼たる宇『七がず ， をＱｩ ｉｊ ねた ＩＧｪｾ ， 王読

むさることなカず 句 、シャノレ卜 ｊ レ ｫｊ ｾ Ｇｬ ＮＺ［ｴ をＧＱＧ心、 ｴ ニ、

ー ロ ンノマ作I也 に お け る j且l:l ;l 、 )!Ii，げイ併?符宇付叩J打柿f市占' fJ . rは立、恥つ

ま み J川1江市7百' さ皮，作， と銘う つ て [は立れL 、るむ の の 、 総 数3お5  

λ点伊

y チ とぺや3 わらカか、 L 、y水比烹彩草伊阿可による; 軍.J長t りは、 4干# 雨入

りl I ij c 7) むし 将 さとは; l ' .J ';fiJ;(J <J に、> t i 1' 1名ーをひとき

わ さ わ や か な 雰 四 % に 包 ん で い ま し た 。 ( A )

や ま も も

M y r'i c a  nrbr ' u S .  (' 1χ ー

ベ=主むら千十

企ｾ 企 企￥Ｇ￠ｌ ｨ 樹の話シリーズ・ ＲＳ ｾａ 正￥￥￥込

丘陵地の ｉ ｊ ｦＮ ｊ Ｑｾ 予定地の地こ色調査結採［で、すぐれ
む と は 来 木 と し て 佼 ITJ さ れ た が 、 紫 色 や 樹 形 が

す ぐ れ て い る こ と か ら 、 合 く か ら 庭 図 樹 公 民l

1Mとして手IJ川 さ れ 、 製 作 で は 、 公 共 itt 闘 樹 木 と

して多〈佼われている 。 ｾｪＱ 勢がよく、茂りすきＧ

るので例人住宅庭闘などでは、 ＱＱｾ び絞巡りに ｦｴ

立 て ら れ た も の を イ 淀 川 す る 。 ま た 、 果 尖 が 丞 れ

で つ く の を み て 、 ヨ ミ が 成 リ F る と い っ て 紋 起 を

か つ い で 、 身 が お ち ぶ れ る こ と を 嫌 っ て 屋 敷 に

た 景 観 木 と し て 評 価 さ れ て い る 樹 木 に

， ， 
t J  U  

が あ る 。 ア カ マ ツ ・ク ロ マ ツ の二 次林や、? 徒主主の

ク ヌ ギ ・コ ナ ラ 林 の 多 い f. IS dl 近 郊 の 山 林 に あ っ

て、 'i ;¥' M喬 木 の こ ん も り と 茂 っ た bii 姿 は ひ と き

わ 人 門 を ひ く 。 こ の よ う に J虫立位! としてハ: iL し

て い る の は 、 山 林 の 涜 界 を 明 示 す る た め に 柿 え

ら i L たむのらしし、。

初 夏 に 、 校 而 に つ け る 小 さ な 亦 い % は 、 甘 く

てとても美味しく、型ｽＡｊ 三 の 果 物として Ｍ ｧ ｾ から税

しまれている 。 しかし、この ｦ 討は雌 ｫｩｾｾ ・ Ｈ ，Ｎｦ ｾ 、であ

る の で 、 ゴ ご の な る 雌 木 は 、 た ま に し か 比 つ け る

こ と が で き な い。 果 実 は れ も ち し な い た め 、 か

は 材l えなし、 I也) y も あ る ら し い。

ｾ ｉ 三長は仁 ｬＧ 位であるが、 Ｇｽ ｩ ［Ｇ 品 ｫｬ ぶ誕の常木で病虫 ］ ，ＧＭ［Ｚ

に も 必l ＼、 ｚｅｩ 境に適応 ＧｉｾｉＺ があるなど公共泣閣制

木 と し て のι1'1: - 1' ちをも っ て い る 。 而，m' l生 が な い た

め、移組 ｩ 盛期は他のｾＺ ［ ［ Ｍ 主主樹に比べてやや遅＼ 5  

つて は 路 地 だ け で 食 別 に さ れ て い た が 、 今 で は ) J の 小 下 旬 と さ れ て い る 。 i盛j 切 に 強 度 の 校 お ろ

徳 山 以 や I:' ;i i n以 の 主 路 地 か ら 栽 熔 も の の や ま も し を し て 中耐えれば、 LIJ 1):1 l りのままで活活する 。

もの' 広がt I ｾ 荷されている 。 栽培純は数多くの品 し か し 、 松 近 で は 制 裁 当 初 か ら 緑 化 効 果 がJtlH寺

純 が 改 良 さ れ て 突 は 野 生 の も の に 比 べ て 大 き く 、 さ れ る の で 、 校 撲 を 切 り 子 高 さ ず に 移 継 で き る 万

l床 も す ぐ れ て い る 。 樹 皮 は も む 皮 と い わ れ 、 古 法として、; j ; " Ｂト コ ｍｕｩｾ で謎 Ｇ Ｑ こ された 材 料がｴｉ Ｇ ，ま
米、耳[ ¥J l J ・染 料 と し て 利 j 刊 さ れ て き た 。 わ っ て い る 。

原i > ) U 也は明らかでないらしいが 、 制 限 な I也を皇子 百11dj の 緑化 樹木として型1 " 1'. 1床 の あ る や ま も L  は、

み 、 本 州 の 小部 以 南 に 分布 し 、近 畿地 方 で は 数 大 阪 北 浜 の 大 林 ピ ノ レ に は 大 木 が刺 殺 さ れ て い る 。

多 く み ら れ る 。 や ま も も は 、 山 ( I々 の な l床て¥ そ の 他 、 多 く の 公 凶 や 集 介 住 宅 地 な ど に 主 木 と

数 の 多 い こ と を 示 し て い る の も う な づ け る 。 大 して多く ｾ￭ＡＨ えられている 。 神戸新多 Ｑｭ 団地 ｬ 々の

木 で は tit ，:':i 卜数 メー ト ノ レ に も な り 、 怜 径 b l m 現 況 保 存 林 の '1' に や ま L む の 雌 木 が 数 株 あ り 、

く ら い の む の も あ る 。 挺 は 細 長 で小 伎 に 智 生 し 、 毎 年 校一 回 に ' え を つ け た ま ま に な っ て い る 。 熱

樹 形 は 美 し い 球 状 と な る 。 花 は 4 - 5) J に咲き、 し た 突 が あ た り に 終 ち て い る の は 、 ど う や ら 子

ゾとは 6 JJ 下 旬 か ら 食 べ ら れ る よ う に な る 。 むと 供 述 は 突 が 食 べ ら れ る こ と を 長" ら な い ら し い。

( 鈴 鹿 記 )
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| あらゆるシヤ汐レの企画に挑む111_] 11. 11.

社 会 が 拡 大 し 複 雑 化 し て く る に つ れ 、 企 業 活

動 も 単 に 一 面 的 な と ら え か た だ け で な く 、 社

会 心 理 学 ・文 化 人 類 学 ・人 間 工 学 な ど 広 く 晶

聞 の 成 果 を 取 り 入 れ た 多 面 的 な ア プ ロ ー チ が

. " ' < ' ーケテイング部門

企 業 の 版 光 jjij !ff) J が伺IJ*(I' ) に J AI 日l され

るためには、あら印る1 IW' J にな1J 141 して

い る ニ と が 大 切 で ず . そ こ で7 ーケ

テイ〆グ ｦｦｊ ｾｉ ｉ ｉｊ は、セ ールス ・ プロモﾭ

: / 3 / ' 、if ij ，f.' ，fj 日発 な ど に 必 裂な、 あら

ゆ る 情報 の 収 集 と ，01.1作、分析、，; ! i lhj

をn な L 、ます。

. ア イ デ ア セ ン タ ー

7 ーヶティング治則J に法づいて、許制

Jム 作 キ ャ ン ベ ーン 合 jlhj 、七 - 1レスワロ

モーションイi : : ll hj町、正案から、バンフレ

γ ト、P R ，弘、 ディスプレイ、パ γ ケー

ジ 、 ノ ベ ル テ ィ な ど の 企 Il hj 、 製 作 を

rr な い ま す.

必 要 に な っ て い ま す。 そ う し た 時 代 の 要 請 に

応えて、 卜ッパ ン の 企 画 制 作 部 門 は 印 刷 を 軸

に あ ら ゆ る 媒 体 を 一 体 化 し 、 新 し い 社 会 ・企

業 ・生 活 環 境 づ く り を 目 指 し て い ま す。

- トー タ ル メ デ ィ ア

人J : i 1 所助、似ゾ己的動のすべての宅 1111

をメディアとしてとらえ、その総作( 1 ' )

な昔、 Ｑｉｉｉｪ とＱｬ ｽＱｾ をおこないます 。 ｦ キＧＱＱＭ

ｩｦｩ｣ の ｾ￭￭ｬｊｩ ＢＱ を Ｑｉ ，的 、 ｩａＱ 筑 ｉｬ ｈ 発、 ｃ ｉ

ｾｨｬｨ ｩＮ Ｑ 決保、ｦＱｩ ｩ し物、流行 ｉ Ｚｬ ｭ などの

企 IJhj 伝来、制作、' . Al地を 111 勺 し ま す.

. そ の 他 の グ ル ー プ

事

物

以 上の t つ の 古川"1 に は 、 そ れ ぞ れ 協

) ) チ ー ム が組 織 さ れ て い ま す o ｾ ｬ ｬｰｬｊ＠

分ｾＧ f' の ア イ デ ア と テ ク ニ γ 7 を 駆 使

して、 イ本とむった WJ .iil iiii !f 1申告炭mJ

します.

凸 版 印 刷 株 式 会 社

関西 支社 大 阪 市 福 島 区 海 老 江 3 丁目 22番61号
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1216 永源 寺町自 然休養村管理センター I 1217 東 能 勢 村 立 児 童 館 I 1218 日 吉 町 民 セ ン タ ー

設 計 . 北 居 設 計

施工 ・丸 八 建 設

a  滋賀県神崎郎水源寺Mfk' i' 担1ｾ千 ＱＳＲＳ

b.  1，934 .00m'  

C .  556 . 1I m' 

d .  556 . 11m'  

e .  Il C 、 2 F  

f. 1I百有150 .11三9 JJ - 1I (j 干115Pド3 JJ 

設 計 fiiJ 美 設 計

施 工 ・奥 村 工 務 底

a  大阪府 ｊ ｾＲ 能ｬｦＡ［点能勢村野 ｉｉｉｊ 日

b.  617 . 1  m' 

C .  198 .6m'  

d.  324 .2m'  

e .  Il C 、 2 F  

r. II{{ .f1J 49 .{ド9 JJ - II円相 50i l' 3  JJ 

設 計 ' 住 建 建 築 設 計 事 務 所

施工 熊 谷 組 大 阪 支 后

a  京r ，J >/ 仔船引 m: 円台田f 字保野旺l

b.  4 ，595.  13m'  

C .  1，391. 22 m'  

d.  3 ，953 . 80m'  

e .  R C . 4 F  

f. 昭 和 50年 4 Jl - I昭和 5 J i l三5 rJ 

1219 中 百 舌 鳥 保 育 園 I 1220 東 能 勢 村 営 野 間 口 公 営 住 宅 I 1221 雇 用 促 進 住 宅 清 水 宿 舎

/  

/  

設 計 ー ダイシン建築設計事務所

施工 熊 谷 組 大 阪 支 底

堺 市 "1 ("l 1i 山田T 6 - 9 9 8 - 6

2 ，500m'  

c .  1，069. 08m'  

d.  749 .78m'  

Il C 、 1 F

lI (j f1150 11'. 8  Jl - lI {j 布151
1
1' 3  JJ 

¥ 

設計・創 美 設 計

施 工 。三 木 組

a .  k 阪府政能町) * 能勢付大字野IHlu

b.  2，027. 9m'  

C .  416 .4m'  

d.  1，077 .9m'  

e.  R  C 、 3 F  

f. lI (j 利150-4' 5  JJ - II日初 50.!1三11J J

設 計 置 復 建 築 事 務 所

施工 熊 谷 組 大 阪 支 l苫

a 兵 庫 県 尼 崎 市 市 消 水 1 - 2  

b.  11 ，168 .73 m'  

c .  2，258 . 71  m' 

d.  21，400 .35 m'  

e.  S K C ( I I P C工校、 ) 11 F  

f. 昭 和 49 i l二 10 月ー H円相 5 !i l'. 2  Jl 

1222 帝 国 酸 素 神 戸 本 社 事 務 所 I 1223 本 間 ゴ ル フ 大 阪 営 業 所 I 1224 長 堀 佐 野 ビ ル

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施工 : 鴻 池 組

a .  ｾｉ Ｇ 戸， ｉ､｜ 作 ｉ 正俊辺ｩＡＡｩ 2  rI J  1  5  

b.  906m'  

C .  802m'  

d .  4. 841m'  

e .  S  Il C.  B  1 、 F 5 、 P 2

f. JI{{ 有149$ド1 2 H - 1I {j 拘/5 Jif. 1  J  J  

設 計 ・ 大 成 建 設

施 工 . 大 成 建 設

a  大 阪 市 部 品 Ii{ J二飯 島 北 2 - 4  

b. 205 .38 m' 

c .  159. 91 m' 

d.  476 .92 m' 

e .  S 、 3 F  

f. lI {j f 1l 50
i
l'. 10J J  -1I(j布15 J i I' 3 JJ 

設計・創 美 設 ー計

施工 . 富 士 エ

a  大阪市内区内 ｬｾｴ 自 ｉ 軒泊 Ｒ - 2  1  

b.  277 .9 m 

236.1 m' 

2，371. 9  m' 

_  S Il C 、l OF

ｦｉ ｾＱ 和 ＴＹ ｩ ｬ ιＱＲ ｊｬＭＱｉ円相 Ｕ Ｑ $1' 2  Jl 
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完全屋根断熱

防水工事に

ノt ーライトの

特性を 1 0 0 %

発 揮

E 亙E三 C' / 7

軽量断熱・露出防水フクレ防止・防水層のキレツ防止

T O K Oパーマ ロ ック は 特 殊 携 水 性 パー ライ トを 繊 維 聞 に 効

果 的 に 配 合 し 、 パ ーライ トの 長 所 の み を 有 効 的 に 発 揮 す るこ

とに成功した 、全 く 新 し い 多 目 的 パ ー ラ イ ト繊 維 板 で す 。

【T O K O式 断 熱 防水 工 事 仕 梯 例 】

T Q K Q式 ア ス フ ア ル ト 防 水

J  Mベシ弓子レーンヨンフェ ルト

= ー= ・・圃・米国 ジョンス ・マンヴヰJ レ 社 技 術 提 携

， -( ，e ; 東興アスフアルト工業株式会社

大 阪 営 業 所 w 550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 1 - 2  0  ( 産双 ビJ レ)

密 0 6 ( 5 4 1 ) 7  5  8  3  - 4  

本 社 ・ 工 場 号 21 0 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 崎 3 の 6 5  

密 0 4 4 ( 2 8 )  4  5  3  4  ( 代)

本 社営 業部 号 105 東 京 都 港 区 新 情 5 丁 目 B 番 9 号( 東興ビル )

雷 03 ( 432)  2  1  5  1  ( 代) 直 通 ( 436) 4  5  3  1  - 2  

各 地 営 業 所 札 幌 ・仙 台 ・富 山 ・名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

. 営業種目 ・ j - M式完全防水工事+ T O K O完全防水工事・ T O K Oルーフ

インサレーヤー + T O K O耐酸工事 〈設計施工〉・ T O K Oベンチレーション ・

ルーフインク工法. コーキンク工事. 床空イル鮎工事・他内装工事一般
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眼

多 胡 進

大 阪 市 立 大 学 工 学 部 ・ 講 師

建 築 計 画 及 建 築 史 教 室

金 井 清 三 郎

日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 建 築 部

指 宿 真 智 雄

建 築 デ ザ イ ンー級l ; J ! 築士事務所所長

久 徳 敏 治

竹 中 工 務 庖 設 計 部 部 長 補 佐

Ｊ Ｗ ｽｊサか ら Ｑ Ｒ 川ひま で ｉＺＮｩ己 Ｔ 氏 が ｾｉｉ 'Ij 

住 居 群 に お け る 子 供 の 遊 び 空 間

大 }J ! . t 災住宅団地 な ど の建 設が kfi ま りだ した 頃 ) 世 11リの 人 々 " む J ，建築 界" に お い て も 、 と く に で き l' り

に は 疑 問 視 が あ っ たし、 批 判 的 で あ っ た。 当 H年、: J f 1:J;号の，H' Il J
可は、 t io戸 の似 i. Vl 設 ，H一、 冬コf.4 II. ¥'II¥I II !!引の 雌 保、

'1ミ所地設の必要最の段階的設L n に大きく依拠しているのが将. i ! f J でゐ っ た。 そ の 頃 、 住宅 地 は世 ;m:と し て の

住 戸 の 単 な る 集 絞め 川 に、' 1.三所 施 設 の 必 要 iil: を設けてし、くだけで、 街 らしいさ2=: Il Hが 形成 さ れ る わ け が な い

と、 1￬ Ｚ ｊ ，Ｇ［ Ｇ ＮＯ 洋の配 位 ｾ ｈ｜ ｊ や ｦ ｪ 二 ｼ 玄 窄 川 とそこでの ｾ ｉ ｾ 祈と の 対応 ｼ 日 ｬ 係 を Ｎ￬ｬｬ跡、し つづける こ とにな っ た。

それらのうちで 、チ供好 きのこともあ っ て 、 また ー 子供は人物 ｪ 形成の ｩｆ 品ＡＮＡ ｾ Ｚ 11.' J ' j 切をここでj J i J すという認減

もあ っ て 、 子供 の i鐙び と コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 追 い続 け 、 テ ラ ス ハ ウ ス や Ij " 習フ ラ ッ ト の 笠 川 て酬の プ子供の '1，if， 

を飢 然 した '1咋< liij の こ と で あ り、刈用 住 宅 で の & ひ 'J7_柄 をj J }ぶ し た の は つ い 先 立 つ て の こ と で あ っ た。 こ

れらを辿じて、パ Ｑ Ｇ ｾｊ ｾ ［ｴ生 ， ｈ で去 Ａ むと された 具体 Ｈ ｉ ｾ ｊ ｾ 川 に、 一 千ｻ共 の Ｇ ｬ ， ｩｊ 号 がＺｊｦに 鮮 やかに ［ｪ ｦＮＳＮ ｾ 酵される ということは

ｯｦｩ ｬＮ り かし ｩｬｬｬ ｾ ぃ Ｇ ｊ ＮｩＭＩＮｦ であり、それは、 ｩ 遊び 場 ーの イ ｼ 司所数 とい っ た み Ｑ を尚すだけでは，些びの要求に到 ｊ 氏答 えられる・

し、世!fl し、のことである 。

こ ん な こ と も あ っ て、 行II"i 住 宅の持 &の J11.い 乎 で あ る マ ン シ ョ ン や タ ウ ン ハ ウ ス や分 決 宅 地の 汁 聞に 、

そ し て IJfJ 先 袈 綱の l' 、l 容 な ど に は 、 疑 NUを抱 か ぜ る を 引 な いのて' ある 。 ( 1' )

文 明 の ス ケ ー ル

近ごろ、行11会 や 観 光 地 に は 公 衆 ト イ レ が か な り 給 制IJ さ れ て き て い る 。 しかし '，) / ; 裂に刈 し て ま だ ま だ l 分

で な い よ う に 思 う。 ま し て 地 )"I! 不 袋 内 の 外 人 さ ん な ど は 川 を よ止す の に +11 "' ，辛 い 思 い を す る こ と が あ る の で

は な い か。 トイレのことは口にＮＧｉｾしにくいことだけに戸なき戸への ｡ 思 いやりが 必裂 であろう 。

文 lり! とは何なのか、世界的に IHj ｾ、 ｬ 在されようとしている ｈ 乍今であるが、雌しいことを々えるまでもなく、

ト イ レ が そ の物 析 し で あ る よ う な 公 が す る。

ｨ Ｇ ｨ 紫色・公衆トイレが ＱＲＱＵ にあるということは、ｾＢＱ 1 に そ れ だ け の 公共 投 資 をなし 仰る経済プJ が そ の [E[ に

あ る と い う こ と に な り 、 第 2 に) !1 ' なき声に 対 す る ι ぃ 、 や り の あ る 政 治 が行 わ れ て い る こ と に な り 、 第 3 に 、

こ れ が11止も大 'J;;: で あ ろ う が 、 そ れ を もeJTJ す る 人 々 に 、 他 人 が 凡 て い な い か ら と い っ て こ れ を 汚 す こ と を し

な い 刈 し、 i立i!tJ.1性カ吋IHJ わ っ て い る と い う こ と に な る 。

II 本 の いー|が 、 文 llJ' J [1，[あ るい は 文化 [E[，是正と言えるようにな っ たかどうか、この物指して' ，11・って み る の が良

さ そ う に 忠、 う。 ( K )  

建 築 設 計 監 理業 務 法 ( 案 )

1 ヶ J J  :f' Eliij 、 n -t王位 築 家 協 会 ( 家 協 会 ) は j凶 常 総会で、 「必1きた ist ，il 一敗.tll! 業務法( 案 ) J のま印刷を 決 定 し た。

8  i';'t67 a長と 附 lll J 9  J1'i か ら 成 る l'サ辛子は 、 要 綱 と は い い な が ら 、 μJJ 、法 文 と し て も お か し く な い だ け の体 裁 を

備 え た も の と な っ て い る が 、 そ の 令 文 を 読 ん だ 人 身 の 多 く は 、 オ ヤ γ と立外 に感 じ た の で は な か ろ う か。

|司法 ( 案) が、 i i主な る 資料 法 で し か な い JJ L行 雄 築 士 法の 不利Hを111 i い、更 に 一 歩 進 め て 往 築 上 の 業 務 を 医

ｲＮ ｬｪ￭ や 弁護士 と ｼ 吋 じくｾ ｾＡぶ した 戦 ｦｩ ｅ として、法 的に位世付け ようとしている 点 は、 ， ｦＡ Ｇ ｴ :q二職 fiEの純 化 と社 会 的

作認 を こ ｴ ｾｅ そしてきた家 協 会の」工場として 、 当 然 の Ｇ ｊ Ｇ［ といえよう 。

と こ ろ で 、 |司法 ( 笑) では 、; [ '; f f ，団体の肉在Ittl oを ')11 くボめなヵ、らも 行 政J行導 を Jiijどと とし 、 ま た 法i/i lj 化 の

過れ で行政当局の芯 ＱＱ Ｇ ｊ を反 映 させようとしている 点、ｾ に処 ｩｉｩ ｴ ｊ じ設 計百 ＱＱ 門 について 、独 立 体ｈｩ ｬｪ の 場介 はこ

の法突の 対象 とし、設 計地工 Ｇ ｬ ・ ｉ 体ｦＡｪ ｉｊ の 場介 は建設［ＮＨＮｦ法の Ｎ ｭｳｾ 父ｊｩ ￫ に 依る位 ｦ 泣付け を ＮｊＢＩｻ架 している 点 ーの

2  ＯＩｾ については、 ｊｬ ｩ ＧＮＯｽＧ ，家 協 会 は 、 行 政 に は 相 突 き、 建 設業 設計百11門 は 再 定 し て い る 。」と IJ[ J か さ れ て い た

人々にと っ て は 、 キ ツ ネ に つ ま ま れ た 線 に 感 じ ら れ た に 述 い な い。 家 協 会 が化 け た の か ? キ ツ ネ が化 か し

たのか? 不幸な・J';に 、 そ の 不日 感 は 大 l仮に 於 て 、 共 に 士 法 改正 を 11:'. え 共 に 往 築 士 目1' ; 務所 を 椛lぷl ! と し な が

ら 、 互 に ):.j :立する 2 つ の 団 体 が '1" ま れ 、 し か も そ の 主JJj "百11は fHに家協会のイT力会只であるという、 "i 民 に

と っ ては誠に不 可解 な 紡来 を Ｇ Ｑ ］ み ＮＧｉｾ してしま っ た 。

住築人 のキ ＱＺ 会 的 ＧＩＮ Ｇ ＨｦｦＺ が 一 層，［ｾＺ <  I:: Jわ れ て い る 今 日、夜、 J主は、 他 人 任 か せ で は な く、伎利:j .("i と し て の際 究

心 でも っ て 今一 皮 肉 らの H艮で JJL ' k を比 l立 す 秋 が 米 た の で は な か ろ う か。「職 能 法 ( 笑 )J に つ い て の 活党な』倫

泌 が 、 そ の 契 機 と な れ ば 幸 い で あ る 。 ( 1  )  

建 築 物 に 惟 う

主 主

ill 築 物 は 人 川 生 活 をよ り22か に す る た め に つ く ら れ 、) I J と災 の 布 機 的 な tZ' ，， ｩＱ ， ｾｪ によ っ て完うされる 。 また 、

そ れ は 1"1民 の 財 産 であり 、文化i U 一郎として、現在にとどまらず、未オミにつきないものなのである 。 そ れ ゆ

え、 Jl J の み を 1=1Ｈｉｾ＠ J としてーつ く ら れるも の と は 以なり、 fll lf十 に は 点 棋 なrm. J立 が も と め ら れ た と し て も 当 然 の

こ と で あ る 。

ところで、 建 築 物の 設 計 は 創 造する :Y，誉 を に な う イ| 珂人なり組織に ゆ だ ね ら れ て い る が 、 創 造 的 活 動 に は

か な ら ず例 人なり 組 織 のイ|叶ド1，がともなう 。 し た が って 、 建 築 物 に は 設 計 者 の 々 え 方 や 人 が ら が 反映 し、さ

らに、 ＱＱＮ Ｇ ＱＧ代の 付 事 ＱＱＱ 川裕も桝花する 。 しかるに、利小技術の忽Ｎｾ必な拡大とあくなさ介旦 ＱＱ 性Ｎ￬ｂＮ Ｚ［ ｝＼ の 段階で、多

分に料相1Iの 荒 廃 を も た ら す に い た っ た。 そ こ で 、美 し さ の |人l 符 に対 す る 考 え 方 さ え む Ji li "J1、 .il命j -'11によ っーて

j" llf l)午しうると 辺、い、は築におけるれl山i の 自 由 、 人 物の 存 布 、 設 計ーへの誠' k さを失くしようとしているので

は な か ろ う か，

11 本 の 古 く か ら 伝 わ る 美 に 対 す る 巧 え 方 を は な れ ず 、税不Eの 科' ; 後手f . j をの りこえた、も っ と l守 然 な 姿の

処 築 物 を 望 み た い。 ( ト1)  

住 築 と 社 会/ 1976年 7 J) サ 77 
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|  逸ｾ電ｾエ李妹夫似土 |  

信頼の大きき・・近電工の技術で京

脈動し呼吸し成長する都市・・・

その生命のシステムを支え構築する 近電工

きたえあげた技術と組織 を集 中し

級密さとパワーで

快適と安全と能率の

大きな信頼を確立します

電気・言十装・空調・防災・土木・取締役社長岡本繁一

| 北海道・東北・東京・名古屋・滋賀・京都・奈良・和歌山・大阪・神戸・姫路・広島・四国・九州・沖縄|
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総 論

工 場 建 築 の 設 備
石 原 正 雄

l 生産のプロセスと生産機械のメカニズムをよく知るニと

建 築 設 備 の 工 場 に お け る 役 割 は 、 第 一 に 生 産 の プ ロ セ ス の

一 環 で あ る と い う こ と で あ る 。 建 築 物 自 体 も た ん に 生 産機 械

の 雨 露 を し の ぐ た め の カ バ ー に す ぎ ず 、 作 業 ス ペ ー ス の 確 保

で あ る と い う だ け の 消 i極 的 な 考 え 方 で は な く 、 生 産 の プ ロ セ

ス を 革 新 し 、 作 業 環 境 を 良 好 な も の に す る た め の 積 極 的 な 役

割をもっと考えねばならない。

昔 、 炭 火 を お こ す た め に 用 い た ブ リ キ 製 の 筒 が あ っ た 。 炭

火 に の せ る 方 の 断 面 が 大 き く 、 上 の 断 面 は 小 さ い 。 こ れ は 煙

突 効 果 を ね ら っ た も の で 、 い わ ば 換 気 促 進 器 で あ る 。 熱 発 生

の 大 き い 工 場 の 建 築 形 態 は 、 こ の 筒 の ま ね で な く て も 、 換 気

を 促 進 で き る 形 態 を ま ず 考 え る べ き で あ ろ う 。 こ の よ う な 建

築 は 作 業 環 境 を 、 建 築 が な い 場 合 の 環 境 よ り 改 善 す る こ と が

で き る 。 そ の た め に は 生 産 の プ ロ セ ス と 生 産 機 械 の メ カ ニ ズ

ムを知らなければならない。

2. 作業環境を悪化させる要因を予測すること

前述のプロセスとメカニズムの理解ーがあれば、作業環境を

悪 化 さ せ る 要 因 を 予 測 す る こ と が で き る 。 た だ し そ の た め に

は、熱、水蒸気、粉座、有答、有毒ガス、ヒュームの発生量を

把 握 す る 要 が あ る 。 こ れ は 簡 単 に で き る こ と で は な く 、 既 設

の 同 種 、 間 程 度 の 規 模 と 生 産 機 械 を も っ 工 場 の 実 測 資 料 の 替

積 が 参 考 に な る 。 新 し い 生 産 機 械 や プ ロ セ ス に つ い て は 生 産

関 係 の 技 術 者 の 協 力 を え て 、 予 測 し な け れ ば な ら な い 。 こ の

点 、 新 し い 輸 入 機 械 の 場 合 は 困 雛 で あ る 。 一般 に 生 産 関 係 の

技 術 者 は 、 機 械 や プ ロ セ ス か ら の 汚 染 物 発 生 丑 を 正 確 に 知 つ

て は い な い。( ど こ で 、 ど の よ う な 汚 染 物 が 発 生 し て い る か は

分 か っ て い る が ) し た が っ て 汚 染 物 の 発 生 虫 に つ い て は 独 自

の 測 定 が 必 要 と な る 。 た と え 生 産 関 係 か ら 正 確 と 恩 わ れ る 資

料 が 出 さ れ て も 、 そ れ が す べ て 室 内 の 負 荷 あ る い は 作 業 域 の

悪 化 に 作 用 す る こ と は 一般 に な い し 、 逆 に 、 局 所 的 に 高 濃 度

の 汚 染 を 与 え る 場 合 も あ る 。 た と え ば 炉 の 熱 効 率 や 加 熱 物 体

の 温 度 に よ っ て 発 生 熱 量 が 出 さ れ た と し て も 、 轄 射 熱 に よ り 、

直 接 工 場 周 壁 に 伝 達 さ れ る 量 は 、 そ の一 部 が 大 気 へ 放 熱 さ れ

る か ら 、 こ れ は 室 内 の 熱 負 荷 と は な ら な い。

3 . 環境調整の手段の選択

1  ) 密 閉 型 生 産 機 械 の 採 用 工 場 空 間 に 対 し 、 全 く 密 閉 と な

る タ イ プ の 生 産 機 械 が 各 方 面 で 開 発 さ れ て い る 。 た と え ば 色

染 関 係 の タ ン ク 式 全 自 動 染 色 機 が あ る 。 工 場 内 へ は 熱 の 発 生

もほとんどなく 、従 来 の 難 点 で あ っ た 水 蒸 気 発 生 は 皆 無 と な

っ た 。 工 場 内 の 環境 調 整 は 作 業 者 の た め き わ め て 容 易 に な る 。

さ ら に 生 産 機 械 の 遠 隔 操 作 と と も に 、 屋 外 型 の 機 器 も 増 加 し

ている。環境調整査が不要となるこの傾向は理想的であるが、

機 器 か ら の 汚 染 物 の 除 去 は 従 来 以 上 に 慎 重 に 処 置 し な け れ ば

な ら な い 。 ま た エ ネ ル ギ - i 原 の 転 換 に よ る 清 浄 化 、 た と え ば

箆 油 炉 を 電 気 炉 に 代 え る こ と は 基 本 的 改 善 の 一 つ で あ る 。

2) 換 気 設 備 ・ 空 開 設 備 プ ロ セ ス と メ カ ニ ズ ム の 理 解 は 汚

染 物 の 除 去 費 を 含 む 経 済 性 の 考 慮 と と も に 環 境 調 整 を 換 気 の

み に よ る か 、 空 調 に よ る か の 選 択 を 与 え 、 さ ら に 自 然 換 気 か

機 械 換 気 か ま た 局 所 換 気 か 、 集 中 換 気 か 全 般 換 気 か の 選 択 に

進 む 。 空 調 の 場 合 も 局 所 空 調 ( 作 業 域 ) か 集 中 空 調 ( ヤ ー ド の

一部のみ空調) か、全般空調かの選択が与えら れ る 。 工 場 全 体

の 空 気 流 動 の 径 路 の 検 討 、 結 露 防 止 、 轄 射 熱 の 局 所 的 遮 蔽 設

備 、 作 業 域 照 度 分 布 の 検 討 、 日 射 遮 蔽 な ど と く に 注 意 す べ き

項目をリストアップしておく。

3) エ ネ ル ギ ー の 回 収 物 質 お よ び エ ネ ル ギ ー の 回 収 は 工 場

に お い て 最 も 重 視 し て よ い 項 目 で あ り 、 有 効 に 回 収 さ れ た 場

合 は 大 き な 利 益 を 生 む 。 高 熱 工 場 に お け る 熱 エ ネ ル ギ ー の 回

収 は 遅 れ て お り 、 莫 大 な 熱 を 大 気 に 放 出 し て い る 。 排 熱 を 熱

交 換 し 、 あ る い は そ の ま ま 用 い て 暖 房 、 給 湯 に 利 用 す る ほ か 、

燃 焼 器 具 へ の 給 気 に 利 用 す れ ば 、 熱 効 率 を 高 め る こ と が で き

る。

4 . 予測の手段

工 場 内 の 環 境 要 紫 が ど の よ う に な る か を 予 測 す る 手 段 は 、

1) 同 種 ・同規模既設工場の実測、 2) 理論計算、 3) 模 型 実 験 が

ある。 1) の 多 く は 参 考 の 範 囲 を 出 な い が 、 生 産 の プロセスと

生 産 機 械 も 同 ー で あ れ ば 信 用 で き る 予 測 と な る 。 2) 理 論 計 算

の 多 く は 平 均 値 的 結 果 を 与 え る に と ど ま り 、 与 え ら れ た 工 場

内 の 任 意 の 時 刻 の 任 意 の 点 の 環 境 諸 要 素 を 得 る こ と は 困 難 で

ある。 3) の模型実験は未だ十分で、はないが、計算を補うもの

と し て 、 熱 空 気 環 境 に つ い て は 、 縮 尺1/ 10程 度 の 模 型 を 用 い

て 比 較 的 よ い 近 似 結 果 を 得 て い る 。

5. 技術者像

従 来 、 工 場 建 築 に か か わ る 建 築 技 術 者 は 生 産 技 術 者 と 一 体

に な ら ず 、 い わ ば 下 請 け 的 存 在 で あ っ た 。 今 後 は プ ラ ン ト エ

ンジニアという 、 両 者 を リ ー ド し て ゆ く 技 術 者 像 が 求 め ら れ

て い る 。 そ の た め に は プ ロ セ ス と 生 産 機 械 に 通 暁 し 、 さ ら に

環 境 問 題 に 関 心 を も っ た 建 築 技 術 者 を 育 成 し な け れ ば な ら な

し、。 ( いしはら まきお 京郎工芸畿維大学教奴)
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各 種 別 工 場 の 設 備 1

醸造工場( 酒造)

の設備

中 村 猛

は じ め に

REifi 工場とい っても、いろいろであるが、

ここでは消柄の酒造工場を取り上げ、その

概要を述べることにする 。

ii i - i 内の限造工程上における生物的あるい

は化学的変化には、まだ理論どおりに解決

できない分野も多〈、現在においても長い

経験が旦婆視され広〈通用するのも、日本

独特の風土、気候、民族の中で、古くから

現在に至るまで愛飲されている清酒がゆえ

にもつ、その伝統と神秘さが伺われ、敬意

さえ抱くものである 。 この長い伝統と技術

により受けつがれている政治というものを

克明に表現することは不可能に近〈、ここ

では一般的な・J'; 柄を工稜ごとに簡単にまと

め、 R2iit の概要を理解することによ って、

設備との閑- i i l i 'J'; 項の一端を伺うことにする 。

灘 五 郷 と 灘 の 生 一 本

1804年刷、 1維の酒造家山邑氏によって宮

7 / < . が発見されると、西宮から布11戸生I ] J 川に

至る内泌の沿岸に酒造地帯干が形成され、こ

の沿 ｬ ドが今 ｩ 卒、西宮、魚崎、術 ｊ［［ｩｾ 、西郷に

分かれているところから灘五郷と名付けら

れ、このI也'rif で限造される清酒は 、、i ffIの生

82 姐築 と社会/ 1976年 7 月号

一本砂と呼ばれ全国に親しまれている。、

の灘五郷が栄えた理由として、

・水遂の{ 足利に地の利を符た。

・酒造に適した原料米が県下に産した。

. 気候風土に忠まれた。

・仕込水としての宮水が発見された。

・丹波社氏の卓越した Mi ff 技術に恵まれた。

以上があげられるが、この 中でも宮水の重

要さは見逃すことはできなし、。di' 酒は蒸米

と同量余りの水で仕込まれるため酒造に占

める水の比重はきわめて大である 。

寒 造 り と 四 季 醸 造

従来、 ttj 酒の仕込みは一年中で最も寒い

12月より翌年の3月 ま で のJUJ 間とされ、この

中でも 一 月末の厳寒 JtJ l を利用しての寒造り

によって自主出された il' f消がi訟も芳醇とされ

ている 。 これは宮水の品質が冬期になると

故良になるためであり、 4 月以降は雨が多

くなり、田植えの 11年期となると水量が増し

不純物の泌入が多くなり、仕込水として不

通となる 。 四季を通じての仕込水の対策は

各酒造会社において研究中であるが、宮水

のごとき成分を合成することは非常に困難

なのが現状であり、これが現不Eでも高品質

の清酒が寒 jit りに依存するゆえんである 。

当事造りが百日出稼ぎの労務者および杜氏

の技術によって生産されていたのに対し、四

季醸造は設備投資の 100% の有効 利用と労

務者を年間雇用することにより、労働力の

安定確保という近代経常方針によって実地

され、四季限進践が建設された。 その第一

号は昭和38年に建設され、その後大手酒造

会社に急速に広まり、現イE相当証の清酒が

四季蔵にて造られている 。 しかし、前述し

たごとく、富7)<の性質上冬期以外は宮水が

使用できないために、四季蔵にて骸出され

るￌＧ ｾｦｩ 酉については 一 級酒以上のものは望め

ないのが現状である 。

醸 造 工 程

醸造工程を簡単に表現すると 第 1図 のよ

うになる 。記入された数値は四季限造の場

合に用いられる室内設計 ｩ，ＧＢ ｕｾｩｊ 交の 一 般的な

他である 。

・原料米

灘消の名予告を日めたものに県下にて産出

する良質の米を見逃すことはできない。酒

造米としては、矯州} 主義 lI 1 l をはじめ、加束、

加西、多可名 ｬｲｲｬ と烈 ｩｾＡ 有馬 ｬｭ 、 三 島君 ＱＱ の産

米が最優秀とされている 。 これらの産米は

酒造に好適な大粒米で実質に日み、精白カ、

容易で- t ，(M! r . Xりが少なく J在米としても放冷後

も柔il次で 'jlji 力性を保ち、 i容f!J1，，*)g化も徐々に

進行する特徴を持 っている 。

・精米

酒造会社所有の村米工場にて ｾＧＩｪ ｊ 支に精白

I  ffl¥n*コ

仁王己

。

E  

仁亙己

第 1 図

されj問母米、麹米および穆用持ト米として使

用される 。相白 J立は原、米を 100 とし、精米

後の豆ilI比で表すが、数値が小さいほど高

度な精白となる 。 参考として一般飯米は 90

% 、一般酒造米は 70ー75% 、H今造 j商用米は

5 0 - 6 5 %とな っている。

・原料処理

I  ' UPfi I  

G  

I  at • I  

精米所より空送、計量され ι  

この工程を 簡単に表すと 第

2 図のごとくなる 。ー

た白米は原料処理室に送られ、 「 一一 「

洗 米 後 、 凶 作 ク に 15時1j[1 L竺三」

くらい浸i Yeされる 。 この後、 $  

120・C く ら い の 蒸 料一次放 | 浸; 責

冷にて外気または空調された 」 一 一一 一」

冷気 に て 仙 を 20. C くらいに 一三ー

まで下げ、つぎに二次放冷に |  米 |

送る 。仕込方法によって品慌

の種類はあるが、最終仕込み

の留米品 i} lIi を 7. C くらいまで

冷却する設備が必要である。

なお、最近のZ在米総としては

蒸気消費誌の少ない立型連続

蒸米機や多段利用法を採用し

た横型連続蒸米機等が使用さ

れている 。

・原料処E里と排水処理

巨E

I  ］ｾｾ［ｴ［＠ I  

I  1:ti6;;. I  

第 2 図

この工程の洗米過程において、米ぬかを

j先ぃ核とすわけであるが、この排水 '-1" に 含

まれている澱粉質がヘドロ状となり、 水 o: lJ

にて沈澱し、河川等を汚染することから、

政近産業公害として取り上げられ酒造会社

においてこの排水処理設備が検討され設置

されている 。



- 仕込み( 醸酵)

この工程のフロー ( 寒造りの場合) を第

3 図 に示す。 四季醸造の場合は磁醇タンク

が密閉村長造の二重タンクとなり、 E霊園孝熱は

外部タンクに冷水( 2 ・C ) を通水すること

により除去する 。

仕込7/ <. の宮7Kは夏季を過ぎ秋に入ると 一

段と品質を向上することが著しい特徴とし

て認められている 。古来、酒造水として使

用されている水には相違があるものではな

いと忠われてきたが、 120 余年の種々の経

験により宮水が最適とされ、五郷の各酒造

会社は競ってこれを使用し、灘 j酉の名声を

高めた 。六 ITI 山系、とくに宝塚方面より発

する水は炭酸分を含み、それが西宮のトリ

貝の貝殻集積層に至って石灰分を j容解し、

同時に海よりくる塩分を伴有し、特殊な硬

ポ ン プ
ロ ー リ ー。

〔仕 込 水の 冷 却 〕

C R  

第 3 図

7/ <. となる 。石灰分および極分は乳般菌や酵

母薩! のための栄公家となり、酒粕醗酵を促

進させる 。 - g ; 水の特徴を婆約すると、塩分

の多い lil l ! 水で、リ ン、カルシウム、カリウ

ムの含有率が多〈、鉄分が他の水に比して

絡段に少ないのが特徴である 。仕込水は夜

間外気を 利用して外気 114近くまで自然冷却

させ 、この後、与 JTJ 冷凍機で 2. C まで冷却

して使用する 。 とくに Ijij 述したように鉄分

が少ないのが条件となるゆえ、配管および

冷凍機クーラ一部分にはステンレス製 l日:を

利用している 。

仕込み ( 商務醇) に関しては、酒母、麹、

ｩ 在米および白 ＺＪＲＮｃ が ｬｾｦｊ 放タンクに仕込ま

れ磁器干: を開始する 。 その後、添、仰、留の

3 段階で麹、」在米および7Kを添加し、増量

醗酵を行う 。 ここで、名材料が混合され醗酵

した状態のものをr r ; ( モロミ ) と称してい

る。この過信における醗酵熱は、アルコ-

l レ3 %の地力I l に対して総米一石当たり 1，825

kcal / 日である。際の冷却l には蛇管が使用

され、そ の内部に冷水を. i J 1 i 水させ醗酵熱を

除去している 。 ここにおける醗酵技術が酒

造の最も深奥の仙術とされていると| 剖〈 。

醗酵し熟成した惨が搬送され、圧搾工程

において新酒と納に分離される 。 ｾ圧搾機

を使用する 。

圧搾機で搾られた新酒は一週間程度で棒

( オリ ) が| 徐かれ、活性炭素使用の減過機

にて械過された後、火入れ機にて 60- 63. C

に加熱、殺菌され貯蔵される 。 この j府過機

は活性炭素を使用するため減過水として真

黒い廃水の処互Il が問題となり、これを処理

するのに故近は、水と活性炭素を分離する

装置にて処遇! している 。

減過、火入れされた n' i - i 商は密閉型貯蔵タ

ンクにて熟成されるまでの 2 - 3 ヵ月間貯

蔵される 。

熟成された清酒は弁社独特な清酒に調合

され、国税局審査会にて利酒 ( きさざけ )

され等級が決定される 。 弁極の清酒の優秀

さは調子干の技術によ って決まる 。

瓶詰工程

瓶詰より出荷に至るフローシートを 第 4

図 に示す。

洗瓶は給瓶コンベアにて供給された瓶を

蒸気、水およひ苛性ソーダ液にて洗浄後、

殺菌、乾燥して瓶詰過程に送る 。

瓶詰は、調令タ ンクにて調合し、酒かん

機にて60. Cに加熱した前酒を瓶詰するもの

由

主

B  

E ヨ

E 官
10箱3段lパレット

第 4 図

検瓶機にて異物の ｩ｛ｾ 入等を検 Ｑｅ し、各銘

柄のラベルを瓶に貼りつける作業を行う 。

ラベルを貼られた瓶は 10本ごとのポリケー

スに充換する 。 ケーサーにて充填されたポ

リケースを 10例ごと H文相みとし、ノ f レッ

ト上に配置するのをパレタイザーという 。

出荷、貯蔵にはすべてこの単位で移動が行

われる 。手多動にはフォークリフトカず使用さ

j  している 。

電 気 設 備

酒造業は、まだ+ - 分に機械化されていな

い部分が多し、。 よって、受変屯設備 につい

ては、明訟を考慮しておく必裂がある 。 ま

た、あらゆる場所において水洗浄が行われ

るため、機器の防水対策を十分にし、でき

れば漏屯遮断器を十分使用することが望ま

しし、。粕米所等の米を抜う場所は米ぬかに

よる粉塵が発生するので、スイ γ チ類は粉

塵対策を巧 lぎする必要がある。 JI [ j 季醸造以

外の冬 ｊｕ ｊ ｾｩ 立の場合、 ｾｴｉ カ佼川岳が冬期と

冬WJ以外との差が大きいので、 トランスの

パンク分け、コンデンサのパンク分け等も

十分に検討する必要がある 。冬期以外は瓶

詰作業だけとなる場令がある。 屯カ容量は

瓶詰機毎H寺l 万本ライ ンで 400KWくらいで

あるので、これらの附設にかかる' ; J l : I ，. ¥室ス

ペース等も々慮する必要がある 。

給 排 水 設 備

である 。 メーカーによ ってはこれよりサニ 給水設備としては、上水、工業用水、宮

タリーゾーン (衛生的) とすることもある 。 7Kの 3 系統があり、用途によ って使い分け

給栓、給冠はシーマーと呼ばれる機器に られている 。上水は工場内の一般給水であ

て行われ、清酒を詰めた瓶に栓をし、その り、 V L P 、V Pによ って配管される 。工

上から王冠を装領するものである 。サニタ 業用水は、弁タンク、工場内床等の洗浄水、

リーゾー ンはここまで含まれる 。 洗瓶機への給水に使用され、工業用水は急

8 3  



速 il.&過機にて 1慮過して使用する 。材料は V

L Pが使rnされる 。 宮水は仕込水として l

℃から 2 ・C に冷却して使用され、配管はス

テンレスによ ってなされる 。 このほか、酒

送りにはステンレスやビニールホースが使

われ、排水は j凶常のヒーニール管や鋼恒: を使

つ。

工業JTJ 水のピーク使用量は 1 万本ライン

で 100m'/ 円くらいとなり、その8 0 %が大

体洗瓶機に消費されるので、酒造業: . fi によ

っては 1000m'/ 日くらいとなるときもあり、

将米の附設のための配慮も必要である。

宮水は 1 'c - 2' Cに冷却して使rnするが、

冷却! 日に使川する冷凍機は、冷暖房 JTJ に使

mするものと" ，. :1織が違うので、メーカー

と 卜分.n ち令わせが必要てーある 。 とくに注

立する点としては、温度センサーの村山、

減給防止対策、コイルをステンレスにする

ための能力ダウンのチェック、冬期に使用

する冷却浴の凍結や水温制御対策等が挙げ

らi l る。

仕込みタンクは発生する炭駿ガスを排公

する。仕込タンクは開放であるため、排気

ダクトはタンク上音1¥をさげることがホコリ

対策 t 望ましし、。 どうしても辿す場介には

:;iC) 1二にて聞い、ホコリ? 留めができないよう

にする 。

工功|人lの排水の中には米や11 . 革過機の活性

炭、ヌカ等が ｩｬｾ 入するため排水ルートは単

純にし、排水滞溜のないようにする 。紋近、

- * とぎ汁、活性炭の排水、洗瓶機の苛性ソ

ーダ排水が公害問題となるので、れ工場で

廃水処理が行われるようにな っている 。米

とぎ ｩ 十等は、活性汚泥法にて処 ｊＧｉｾ されるが、

洗瓶機排水については '1" 1' 日法が係川 される

ので配信・は別ルートにすることが必裂であ

る。

空 調 設 備

製泣工位に掲げた第 1 図に工場作室の温

i史、 ialJ 支を表してあるが、いろいろな温度

温度があり、系統別に処理しなければなら

t ，し、。

いずれにせよ、工場の設計はその裂造工

花をよく思解してそのニーズに対応するこ

とが必要である 。 生産工場側の技術者とな

っ とくの.ゆくまで打ち合わせることはどの

ような工場においても必要で、その ｾｾｬ 力性

ある制緩的な理解力と謙虚ーな質問が大切で

ある。

x  x  

以上、大へん概略で工場の伎術者の万々

に中" 雑さを指摘されることは覚悟の上であ

るが、建築設備 から理解した脱皮であるの

でご容赦をお願いした L 、。

('1' 村 j1; / 向日1政一 / 山上花努)

( なかむら たけ し KK竹 '"1' 工 務m大阪本II'i

設計百世刷: 1J ) U<設備11[" -，>)
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環境空淵には大別して、貯蔵室 ( 冷凍、

冷蔵、他) 、作業室があり、そ の他、工程中

に含まれる冷却、加熱、減温、力日湿等は製

造機械並びに処理能力により決定される 。 作業室の条件としては、 一般空調として

表 ー 1 に貯蔵条件を示す。 考えるが、つぎのような場介は、換気や除

〔貯蔵〕 湿等を考慮しなければならない。

一般に農産物の貯蔵には、発熱並びに日乎 1  . 洗浄用蒸気 を多量に使用する場合

吸が伴うものであるから換気にも注意が必 2  粉末を取り扱う場令

要となる 。 また長期間の貯蔵であるから装 3  危険物を取り扱う場令

置はなる べ く簡単て性能の硲笑 なも のか望 〔理念〕

まれるが、機械装置の設計以前の問題とし 工場の基本方針は 、消潔さ n を保持する

て、第一に壁体の断熱性能を良くし、水分 ことであり、工場内は正圧 ( + ) に保つこ

等の伝・入を| 坊ぐことが必要である 。加えて、 とが絶対に必要な条件であり、かつ外部よ

室内の混j立の均一性も重要な点であり、和 り異物や昆虫等の侵入を S H U T O U Tする

荷の方法等も空気流れの妨げにならない構 ため、適切なエヤーカ ーテンや風除室等を

造にしなければならない。 設置することが必要で・ある 。 また、作業室

〔作業室〕 系統に関係する空気ろ過器についても高性

各 種 別 工 場 の 設 備 2.

飲料水工場の設備

津 守 宏 計

はじめに

温温j交の淵主主は、当初、生産並びに製造

過程における必要性から生まれたものであ

り、と くに食品工業では吸湿性の ものがか

なり多 〈、空気調整を行うことにより直接、

間接の大きな利益を生むことが多い。

飲料としては 、牛乳並びに乳駿菌飲料、

ジュース、炭酸飲料等があり、生産に関連

する空気調盤、冷却、その他は、おのおの

の工程により 左右されるが、保持条件に幅

があり、人間の作業が伴 う場ー令には、そ の

幅の中で作業能率上、人体の快適条件に近

い条件を選ぶべきである 。以下に、

1  . 主な製造工程

2. 設計条件

3 . 施工計画

4 . 施工

の順に記すが、設計、施工、製造並びに保

守を通 じて一貫して Y I 潔さ 砂が最重要視

されなければならないことはいうまでもな

し、。

1  主 な 製 造 工 程

図 一 1 、図 - 2 、図 - 3 、図 - 4 参照。

2  設 計 条 件

図 - 1 牛乳の製造工程
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図 - 3 ジュースの製造工程

因。因。因。因。目。因。困局面

図 - 4 ガス飲料の一例

I  ［ｩｦＮ［Ｚｩｊ ｑｾ＠ I  亡ｾ
亡二〉

巨ヨ =ゴ〉

I  l tTo I  G  8 J  C:::D 

」ロコ ｑ Ｘｊ ｾＱ ;q; W ｉｑｾ ヨ
表- 1 果実類の貯蔵条件例

nn  H  r， 1M. ｊｾ ・ ｣ 温度 % Ｑｾｩ￬＠ A 号ト

バナナ ( 熟成 ) 14 - 2 0  95- 85 10  JJ 以 l付

レモン O.  13 - 14. 5  90- 85 1 - 4 ヵf I

メロ ン 7 - 10 90- 85 1  - 6; 盟lilI

オ リープ 7 - 10 90- 80 4  - 6  "  

ノマイナ ッ プJ レ( 緑色成熟) 10 - 15  90- 85 3  - 4  "  

トマト ( 緑色) 13 - 21  90- 85 2  - 5  "  

"  
(成 熟) 7  - 10  2 - 711 

グレープフノレ - ' " 1 2 - 10 1 - 2 ヵ}j

イチ ゴ - 0. 5 - 0  1  - 2; 坦

モ モ - 0.5 - 0  2 - 4 i!¥! 

凍結呆' A - [8以下 6  - 12ヵH

能なものを使用し、必要に応じ無菌室とし

て取り扱う場合もある 。 しかし原則的には

原料、半製品並びに製品は人間や空気と接

触させない構造で処理すべきであり、貯蔵

中についても破損、汚染等についての配慮、

が必要である 。

なお、製造過程に殺菌工程を有するもの

については、作業室環境の基準が緩和され

るので必要に応じ対処すべきである 。

3. 施 工 計 画

〔工程管理〕

工程の立案I侍に他業筏との関連を盛り込

むことは当然、であるが、食品関係において

也策と社会/ l976年 7 月サ 8 5  



はとくに下記諸項目について注立を払うこ

とが必裂である 。

l  製j立機械の試見1 f 転開始に伴う条件並び

に必 ｾｊｕ ｉ 間 Ｈ ｾ高気、水、空会 ｴ ミ 干の供給の袈

"?i )  

2  . 製造機械並びにライ ンの 洗浄、殺仰の

必公 ＨｊｾＱＱＱ｜Ｑ

3  Ｎ 製 ｪ 立機械の試ｾ転Ａ日 ｬ 始以後に ｦＱ＼Ａｕｾ ヵ、

立ち人 1) IIf 自Eかどうか

〔設計図書〕

地セ側の廿型、製造並びに保守才iーの立見、

立li' Jが設，n- 図 J? に十分反映されているかど

うか、再度地工前に直接111当./'i に按触すれ

ば、後" のトラフゃルは半 i成する 。

数次にわたる設計変更のあ った場介、 fi

々にしてその |λl 谷 がー耳目設備の設，: 1- ' ニ辺元

されていない場令がある 。 とくに特殊設やlIi

( 材質、椛j斗他) や他業者に分離発注され

ている場介には、工 'J'; 範囲、工・J';JUI11¥l 、作

業|人l谷等について打ち介わせを行うべきで

ある 。

〔官庁申請〕

工場内製造宅関係はすべて、食品衛生法

により規制されているが、製造室内にて、

危険物、 ｉｾＧｾ 圧ガス等を取り扱う ｊＭｊＩ ｪ イトには、

その関係する法律の規制む併せて受けるの

で両者ともの了解を取る必要がある 。

4 . 施 工

工場の基本モラルとな っている" h ' l潔さ砂

を具体的に表現する場が施工である 。 した

が って、地工民督者のみならず、労働者個

人側人にまず十分理解させることが必要で

ある 。

以下、具体的な例を 2 - 3 記述するので

参考とされたし、。

1  ゴミの留まらない構造

a .  ￮ｩｬ 人 ｬ に 梁 ｊｾｾ を採 ＯＱＧ， させなし、 。 また Ｑ ＱＺ む

を仰ない場介においても 図 5  ( B ) のよ

うな処置を行う 。

b.  ｾ 室内にパイプ類を償引きのまま露出さ

せなし、。

ｃ Ｎ 中高木は人 ｨｬｾ ｊ￯Ｎ木とし、コーナ一部は適

血な丸みを持たせる 。( 図 6 参 !!fl )

天井材等で水洗いできるもの

が望ましい 。

8 6  

( A)  ( 9 )  

図 - 5 ゴミの留まらない精進 図 - 6 幅木の納まり

床 勾 配

排水会所近辺は

特に大きな勾配とする。

本 各 部50- 75r

排水会所

図 ー 7 洗 い や す い 構 造

図 - 8 床から立ち上るパイプ類の構造

プラグ止め

図 一10 死水になる 場所

モ y プ類の入る寸法以上

図 - 9

一司弓吉署ー - - ・ーー・・・ー 、 一一一一一一 -ー『・-圃-

つp

¥空気が留 まる

ヨ「一一一つw

図 ー11 貯水槽

フ7

2 . 洗いやすい構造

a . かべや床の仕上材は、平滑でひび: 切れ

の tlHない不透水性、耐酸 ・耐アルカリ性の

ものを川い、 図 - 6 、図 ー 7 のごとくモ ッ

プ等が似ーいやすい椛iit とする 。

b  床から立ち七るパイプ類は、 図 - 8の

ような桃泣とし容易に洗い流せるように工

夫する 。

C . カベぎわに立ち下るパイプ類について

は、 図 - 9 のような fl耳iit のものとし、モッ

プ作業を可能にする 。

3 . バクテリア、昆虫 、ねずみ等に汚染さ

れない構造

a . 床而を平けiーに仕上げて、水たまりので

きないように注立して勾配をとる 。?{s - 知ら

れu止とする 。

b . 床排水の大きさは洗浄用に加えてタン

ク類の全量ブローも考慮し、十分大きなも

のとする 。

c  床排水には必ずトラップを設け、普段、

水を使わない部屋ではトラッフ。の封水が破

れるおそれがあるため、有効なめくらぶた

を設置する 。

d . 原料の大半を水が占めることが多いの

で、とくに給水管での細菌類の発生防止に

は注立が必袋で、あり、 図 - 10 のような坊令

や U 字配色: では適切な処置が必要である 。

また、土 '1' に配管を直接埋設するようなこ

とは避けて、，: ・5架またはピット内配管とし、

損 傷H寺のバクテリア混入を回避しなければ

介らない。

e . 排水管・に加えて給水管も勾配を適切に

維持し、修J l t 、その他必要な場令には、完

全に全品が排水できるように心掛けるべき

である 。

r . 貯水糟| 人j に梁型ヵ、図 - 11 のように露出

する場介には名梁に有効なスリーブを取り

付ける 。 これは、塩素による侵出殺菌を行

う場作に有効に全表面を侵泌させるためで

ある 。

あとがき

以上、飲料水|刻係の工場について思いつ

いたままに記述したが、とくに縦しい点と

いうものはなく、基本モラルの治的潔さ。

をどこまで厳しく実施させる必要があるか

ということにつきると思う 。 したカずって、

山初にも述べたが、製造工程の終わりに殺

菌工程を含むものについては、作業室環境

の基準がかなり緩和されているのが尖怖と

思われる 。

参考資料

・斉藤平成他者

「食品工業の冷Bl ! 窃と温度的調態 j ( 介) 光明社

ー述藤 4 夫 l也特

「食品製造工fJl 図.&j (株) 化学工業社

( つむ り ひろかず 高砂熱学工業 K K技 術 1 $ 4 諜)



各 種 別 工 場 の 設 備 3 .  

精密部品工場の

設備

日 本 ア イ ・ ピ ー ・ エ ム 野 洲 工 場 の 設 備

神 部 千 太 郎

カードア ッセンブリー

ボードに装着されたカ ー ド

日本アイ・ビー・エム野洲 工 場 の 概 略

所 街 地 ｩ 滋 ｦｾ 山野洲 ｭ［ 型ｦＧ洲ｉｬ ｬ ｦ di 二宅800

ｾｊｾＩ 也 ｉ ｦｩ￭ .h' l 約 223，000m'

規 校 延lぷIflf h' l 約38，000m'

・工場十点鉄筋コンクリー卜 jil21; 伴

jぶ: I(i I  .f't 'i 約20，000m'

. &，w仰 欽 竹 jil ll Wi k:' J  2， 200 m'  

・動 ) J 州 $1，;-1'1' jil 2! i 皆約2，800m'

. 生産管理十点鉄筋コンクリート

jil 4ji符

ｉｾ ミ｛ＨＡｪ ｗ 約 Ｑ Ｒ ， ＰＰＰ ｭ Ｇ

従 業 以 数 約900f，

生産品 11 コンビュータ一部品であるサー

キットノマ y ケージングおよびシ

ステムの Ｇ ｬ ｾ ｰｔｩ

日本アイ・ビー・エム野洲 工 場 の 製 品 と

製 作 工 程

日本アイ ・ビー ・エム野洲工場は、 I BM

システムに不可欠の部品である S L T、MS T

を実装するサーキ y ト・パッケージング( カ

ードおよびボード ) を生産する工場である 。

日

工程表

またサーキット ・パ γ ケージンクに' j f 装す

るモジュール ( 集約 川路) の製 j主およびシ

ステムの組み立てまでを行う政令生産工場

である 。

工場で製造している主 川 11 のカードおよ

びボードのもとになるのは多 1Mプリント配

線基板( ロー ノぞネル) である 。 このローパ

ネルには部品のリード線やピンを仲人した

り、" 江主((1(J f ，古イ? をうるために必裂なイしあけ、

このイしの l付jf!IJ とロ- / ' ¥ネルの表[ ( t j (よ - 災)

に1正導性を持たせる銅メンキの作業を行う 。

この Ｑ 正導性を持たせる ｦＱｾ A' l として' ザ蝕 I" J路

構成作業が行われる 。 この回 路 の! 京図とな

る回路 7 スターは 、 クリンルーム仕械で建

設されたフォトラボラトリーで別 に作成さ

れる 。 ローバネルが完成すると回路保護被

膜が塗布され、後の工位でローカードと組

み合わされる 。

カードは、このローカードにモジュールを

実装したもので、コンビューターの ｩ ￭ￎ ｜ｴ ｾ Ｚ 処

理装置の '1' 般になる 。 これらのカードを何l

入する多1Mプリント配線 J HIi が、ボードと

呼ばれる 。 ボードは干ｾｊｴ々の工 ＴＱ を続てノマネ

ポイ・アッセンブリー

巳ヨ

骨 一 一 - - 11舗制御データ
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ルと屯気的に結合される 。 またボードには、

これまでの工程で形成されたプリント回路

では収容しきれない回路や、技術変更の入

りやすい回路を形成するための外部配線が

施される 。

以上のような各種製造、製品検査には多

くの自動工作機械、自動テスト機械が使用

されており、これらはコンビューターの効

果的な利用のもとになされている。 このシ

ステムを I B M では CI MP AC ( Comput er  

Int egrat ed Ma nuf act uri ng Pr ocess '  &  

Cont r ol ) と呼んでおり、各製造工程の進捗

管理を行う 。C 1 MP ACは各種自動工作機械

やテスト装置をオンラインで結ばれるのは

もちろんのこと、生産管理、会計、予t): 官.

理の業務用コンビューターと組み合わされ

ており、工場全体の作業を円滑にしている 。

設備設計の指針

工場の生産内容から、空 ［， ＭＧ ｷ［ Ｎ 浄 ｪ 丘、 ｩｾｬ 泊 Ｑ

1支、照明などは高度な環境に維持されなけ

ればならない。 また、 I B Mの WF P ( Wor l d

Faci l  i ti es Pract i ce ) に基づいて設計しな

けれｻまならなかった 。 この Ｑ Ｘｍ Ｍ ｗｆｐ は Ｑ ，ｾ

本計画 ・基本設計の段階からの比鮫検，Nを

設，i 'I'1' i に義務つ研けるとともに、設計ーの制IIml

についてもその基準を設定したもので、名

|五! のI B M社 lこ適用されているものである 。

また、野洲工場は絞合生産工場であるため、

技術革新、受注態勢への適合が速やかに可

能となるように、工場棟のレイアウトチェ

ンジができるよう、フレキシプリティに富

んだ計画を要求された。 このことは敷地全

体においても各棟の配置、各施設の配置に

ついていえることである 。 また I B Mは企業

の社会的責任に基づいて、施設はすべての

面で無公害化、省資源化を図らなければな

らなかった。

工場棟のクリーン化とクリーンルーム

工場棟内は各エリアでコンビュータ一部

品の製造、組み立てを行っているため、工

場全域の空気清浄皮をクリンレベル100，000

以下にするようにした。 そのために工場全

域は全空気定風ii i;方式を採用した。 このた

め高性能フィルターの使用、 15- 30回/ 時

の換気、館内初l圧制御等により、目標の空

気清浄! 支を維持している 。

空調機は工場棟平簡をおおむね 4 分割に

したエリアに対して設けた空調用送排風機

により行われている。1J 日圧制御は泣気ファ

ンの台数制御、ベーンコントロールでされ

ている 。

さらに工場校内には、フォトラボ、フォ

トプロセス、試イ乍ライン、モジュールアッセ

ンブリーエ リアと H乎ばれるクリンルームが

あり、これらはおおむねクリンレベル10，000

である 。

r---- ー --=-.. ..=---... 'L .J

) J  

8 8  

これらのクリンルームはおのおの単独の

冷凍機、空調機を持ち、室内の作業性を巧

え、高性. 能フィルターを内蔵した天井面 l吹

き出し方式、壁 l吹い込み方式を探用してい

る。 クリンルーム用空調機への外気は工場

棟用空調機からの送気を導入し、冷凍機冷

却水は動力棟内の大型冷凍機からの冷水を

利用している 。 また、これらクリーンルー

ムのうち、とくにフォトラボは回路マスタ

ーを作成、検査するところであるため、コ

ンパレーター ( 拡大投影機) に振動を与え

てはいけない。 このため、冷凍機、空調機

類の機械基礎は単独構造とし、十分な| 坊振

装置を施している 。

温湿度

工場内はおおむね年間を通じて 23- 26' C 、

4 5 - 5 5 %の温温度を維持しなければならな

い。 しかし特殊なエリアはこの条件がさら

に厳しくなり、またエリア変更がされるこ

ともあるため、内部は 2 重ダクト方式を採

用している 。

ミキシングボックスはおおむね75m'ごと

に l コ設け、 2 - 3 コのミキシングボック

スを l コのセンサーて。制御している 。 この

ような計画のために、非常にきめ細かなエ

リアごとの制御が可能となり、レイアウト ・

チェンジに対して自由に対応できた。工場-

内のオープンエリアは天井がないため、 l次

』



出 LI を設けず、 P.D. D. (分岐丸ダクトに直

接イしをあけたダクト直吹き方式) を採用し

た。

そ の 他 の 空 調 設 備

工場棟内にあるコンピュータ一室はすべ

て工場棟用空調機からの送気を利用してい

るが、これも 2 重ダクト方式を採用してい

るため、室内条件を十分満足している 。生

産管理煉のコンビュータ一室は、水 J令式ノマ

ッケージ型調和機、 P - MA C、屯算機用水

冷式パ ッケージ型調和機により空調してい

る。 さらに工場棟内て- 直接生産部分てーない

7 テラボと呼ばれる各種実験室、シールド

ルームや、 一般事務室もすべてセントラル

空調機からの送気で温湿度制御されている 。

このほか、特別倉庫と呼ばれる低温室、低

氾j交室や危険物倉庫もあるが、これらは所定

の ｩａｾ 温度条件に見合うべ〈、おのおの特殊

な空調器により温湿度制御をしている 。

中 央 監 視

これら温温度条件の異なるエリアはすべ

て、動力僚の中央監視悠で、計 illiJ 、記録を

自動的に行い、呉状な目 ｊｈｾ も察知 Ｑ できる 。

これらの温温度機器は、生産管: 理棟以外の

主な棟は空気式で' ある 。 また将来のコンビ

ューター制御にも対処できるよう、配慮し

である 。

工 場 の ル ー プ 配 管

敷地内のサイトマスタープランによる各

棟はまだ完成されていなし、。 このため将来

の辿設予定地として空地が残されている 。

そこで、基本計画としてサイトマスタープ

ランに基づき、敷地全体にわたりエネルギ

ーの搬送を巧えねばならない。 これらの内

容は、動力棟からの主要なエネルギー( 電

力、冷水、蒸気、圧縮空気 ) と、給排水装

置からの一般生活給水、生活排水、生産給

水、プロセス排水、多くの再利用給水等で

ある 。 さらに生産に必要な化学物質の搬送

自己官、 FM( Fac t or y Mut ual  1nsurance) 消

火越準に迎合した消火主管等である 。 これ

らは、工場敷地にループ状に配管されるこ

とにより、不調IJ 事故に対するパックアップ、

将米のエクステンション、負荷変更の追従

性を十分に満足する配管システムである 。

この基本構想、は当然ながら工場棟内勾主

配管についても生かされており、すでに実

施されている 。

その一例として、工場練内の外周部(

行11のものは内部も) を冷水、蒸気、圧縮空

気、バキューム、生活給水、プロセス給水、

純水給水、各種電気幹線、ｦｉ ｾｊ 御監視回路等

が配管され、工場棟の各エリアに分岐され

ている 。 このため、竣工後の多くのレイア

圏 ｬｾ

置量同 ι 同 |

イオン交換塔

ウトチェンジにも容易に対処でき、このシ

ステムの目的を来たしている 。

しかし、特殊用途に使われ、その場所が

国定化されているようなもので、不 illiJ の 'J';

故H寺でも工場の生産活動に著しく影響を与

えないもの( たとえば塗紫ガス、油圧機械

用オイル等 ) の配信2は単管方式を採用し、

コストの軽1成化を図 っている 。

水 の 再 利 用 に つ い て

野洲工場には裂造工程中にメッキをする

部門を持っている 。 この製造エリアにはメ

ッキ洗浄水として屯導j支の低い純水を多量

に使用する 。 また、洗浄した後の排水には

鋼、その他の物質、微量の重金属が含まれ

ている 。 このため、排水: ドの物質除去と、

メッキ洗浄水の回収を図るため、純水製造

装置と、排水処理のための中和凝集沈澱泌

過装置が設けられている 。 この純水製造装

置は、 ドイツ製て¥約9 0 %の水を再利用で

きる 。

また、中平日装訟の沈澱物は脱水機 ( フィ

ルタープレス) により処理される 。 ちなみ

に、日本アイ ・ビー・エム藤沢工場はこの

スラッジを自動的にセメント固化し、海i羊

投棄しても十分満足できる排水処理装置か

らセメント固化までの総合システムを昨年

完成させ、今日に至 っている 。

また、i [ ( I ) カ棟、生産管理煉に設けてある

冷却塔、ボイラ一、 ｾｴｊ ，ｾ 株等の排水処理も

水資源の有効活用の目的のため、近々、逆

浸透装置を設け、完全処理水として、冷却

塔、ボイラ一等の給水に再利用される 。

また、プロセス排水として、機械の冷却

をした排水が日量平均( 工場綴動日 ) 600m'

あるが、これも近々、冷却l塔、その他冷熱

i原装置により、冷却し、生産用給水として

再利用される 。

このほか、生活排水の一昔11は使昔話洗浄水、

消火用水、庭園 i放水として、すでに 5 年前

に再利用しており、今日の中水再利用の ft

重な資料となっている 。 もちろん、これら

の水の再利用は量的な水資源問i約 ば か り が

I=J  II(J ではなく、敷地外へ版流する排水水質

を法令、条例の値をはるかに向 j立にした値

にするための水質管理計画の一 つである 。

x  x  

以上、日本アイ ・ビー ・エム野洲工場の

一 面を述べたが、このほか、廃ガス処理装

置、井水処理装置、特殊照明設備 ( イエロ

ールームと H乎ばれるクリンルーム ) 等、各

粍のｬＮ Ｇｾｪｽ Ｑｲな地設が設けられている 。 また作

業所の安全、保守点検の容易さなど、 I BM

社の安全管理に対する姿勢は敬服に値する

ものである 。 さらに環境保護に対する深い

型解と l:.5ぃモラルに対する姿勢をも併せて

敬立を様げたい。

参巧資料 日本アイ ピー・エム野洲工場案内

( か ん べ せ ん た ろ う K K 日建設計東京本社芯備部)
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各 種 別 工 場 の 設 備 4 .  

印刷工場の建築

設 備 凸 版 印 制 福 崎 工 場 の 場 合

西 村 喜 卿

1  はじめに

凸版印刷福崎工場は、この“ 建築と社会 "

において、 1975年 3 月号 ( Vo 1， 57 ・通巻

648号 ) の新建築紹介榔! でt / ，J ，I返されています

が、再度この特集で採り上げることとなり

ました。

福山奇工場の特色としましては、まず第一

に、無公害工場としての卒業の拡充と、印

刷技術の将来性などを考慮して計画されて

いること 。 第二 に、建築場所が自然環境に

恵まれた兵庫県神崎郡の福崎工場団地内に

新築され、その緑地面積を最大限に取り入

れ、自然の山並みを背景とした“ 公園工場"

であることです。.

ここでJ 印刷1]" という言葉を定義つ。けれ

は¥版面にインキをつけ、版面上の文字や

絵画などを、紙や布などに席IJ り写すことに

よって多数の傾製品をつくることでありま

すし、版の機式によって凸版 ・平版 ・凹版

に大別することができます。

印刷を行うには、 1 ) 原稿、 II )版 、1Il )

インキ、 N ) 用紙、 v ) 印刷機、この五大

要素を必要とします。

英語で印刷機のことを、 Pr ess というのは、

圧力をかけて印刷するという印刷機の機能

を示しているからであります。今日ではこ

の印刷機も日 mしに改良されて水。と・・2主

主仁すなわち" 液体" と .気体" 以外であ

れば何にでも印刷IJできると 言われるところ

まで発展してきております。

2  . 工 事概 要

工事名称

o 版印刷福山奇工場新築工事

工事場所

兵庫県神崎郡福崎町西治高紙地区福山奇

工業団地

建物概要

・管理棟

R C平家一部 2 階 延 面 桜 1295. 69m'

. 特印工場

S R C平 家 延 面 積3689 . 9m'

90  越 築 と社会/ 1976年 7 月号

- 敷地面積

31954 .  16m'  

工 期 ｈｾｈｄＴＹ 年 Ｕ 月 ＭＱＱ 月 ＳＱ 日

設計監理 日本総合建築事務所

施 工

・空調、衛生 新菱冷熱工業株式会社

.  ｾＱｬ気 近自民屯気工事株式会社

3  . 建 築 と し て の 印 刷 工場 の 印象

印刷l技術の歴史は古〈、すでにエジプト

において、 B C  5000年 - B  C4000年ごろ、

円筒形の石などに文字や模様などを彫刻l し、

これを柔らかい粘土板上にころがし押印し

ていた文化があ ったことが発見されていま

す。 その後、今日まで、どのような|時代に

おいても常に文化発展の中心的役 ｾｬ 刊をはた

してきました。 そして日本における近イ七印

刷の草分けは、 1870年 ( 明治 3 年) にオラ

ンダ語の通訳者である本木昌造が、アメリ

カ人のガンプルの指導によ って、長崎に活

版製造所を開設し、平日文活字を工業化した

のが始まりであり、今日の恭礎を築き、そ

して和文の号式活字は彼が々楽したもので

あります。

以上のような過程を経て、現代社会にお

きましでも、極端な表現をかりますと“ 宇

宙旅行" は印刷技術が可能にしたとも 言わ

れておりますし、 I CよR松田路を利用した屯

気産業にも、 I C回路製造そのものに印刷技

術がフルに活用されて、ｾｉｬ気文明の Ｍ ｾを

担っているのですが、この 'l¥. 実は余り知ら

れておりません。 また、なじみの深いとこ

ろでは、インスタント食品容ー総 ・紙製カ ッ

プ ・ラミネートチュープ、などの流通食品

容器はすべて、印刷工桜に組み込まれて生

産されているのであります。 このような事

柄から “ 印刷" と“ 建築" のかかわりあい

は、ある苦11門では、恒温f町並環境を要する

精密工場といえ、また一方呉な った音11門で

は、保健衛生という商に充分注意をはら っ

た食品工場、といえる場合があります。一

般的に要約すれば u 研究術生地設 とでも

表現しましょうか、とにかく非常に絞雑な

作業環境とスペースを要する、きわめて特

殊な部類に属する建築と忠われます。

4  . 建築設備のグレー ドを決定した諸条件

工場における設備は、第一 に、生産工程

および種類によ って導入する機株と、その

付属機材の決定であり、第二に、その生産

活動を異常なく維持できるための建築設備

機株と付属機材の決定であります。建築設

備のグレードは、イニシャルコストを決定

する上においても、大きなＩ［ｾ特を与える要

因であることは周知の事実であり、福崎工

場のグレードを決定した諸条件としては、

つぎの項目が上けi られます。

a) 公害対策について

1  ) 工場内発生l騒音と振動に対して、外

部透過の防止

II ) 熱源センターでの大気汚染防止

1Il ) 水質汚濁| 坊止と合併汚水処理施設の

設置

b) 事業計画の追従と機材の耐久性について

1  ) 工期短縮と噌築 l時を考慮したプレハ

ブ化の検討 。WTスラブおよびプレ

コンダクトなどの採用

日) 設備機株と配管スペースの確保

IIl ) 設備機器の互換性 。特別仕係品を係

用せず、メーカー標準品の採用

N ) 主設備機器のパックアップシステム

の採用

v ) 主要機材の溶材と揮発性ガスに対す

る耐久性

c ) 社会的影轡について

ｉｉｾ 初 ＴＸ 年頃は、石油ショックの［［杉型 ｩ を受け

て、ｾｬｌ力‘ ｬｈ ｩＧ Ｑ の慈化、燃油確保の困難、等

の純々の問題が発生した。 その上に、処設

4符守の宇骨干示で

1  )  控築延商干h般j'氏'[の5叩O∞O∞Om附nげE まて梢のf刊市伽制1， 制削 ， 1川|リ11限l浪民

II ) 夏JVIにおける受屯屯カのカット、燃

ilh ( 1) カット

ｉｉｉ Ｉ 配ｾｬｌ会社の計画による受ｾｉｉＺ容量の 制限

N ) 緑地面干l'tの確保と “ 町樹 くろがねも

ち" の植樹

d) 諸法裁による規f ! J l l ，と防災設備について

公害防止法 ・建築基準法 ・消防法 - 労働安

全衛生規sIJ . 屯気設備技術基準 ・内線規定

および技術指針、等による諸建築設備の確

保と防災設備の設置

e) 作業室環境と品質管理J ! . ( Q，C )  

1  ) 作業室内の悦湿度調柊

II ) 作業室 内の防塵 ・| 幼虫等を) )-/ 但した

気密化

1Il ) 労働作業環境とスポ ッ ト空調

N ) 印刷機械への、冷却水温度 ・ぷ気圧

力、等の安定供給

v ) 作業面! l ( i } 変とグレアを々 慮した照明

配置

f ) 省エネルギーと省力化

1 ) 工業用水を利用した、水冷ヒートポ

ンプ方式による空調装置の検討

II ) クーリ ングタワ一方式による 、冬期

および中間期の冷却水の確保 ( 印刷

機器冷却水)

lll ) 帯熱方式を探用した熱源セ ンター

IV ) 溶剤回収を目的とした局所排気ダク

卜の探用

v ) 挫築設1m) 機一探の集中管理

g) 厚生地設

主な厚生地設は管理練へ集約し、とくに、

社只食立は作業環境より ｉ ｾｾ ｉ 放することを目

的とし、大きな外窓と天井日をとり、空調

方式はシステム天井を採用した。



1  ) 大食堂と厨房設倣

II ) 大浴場と給湯設備

5  . 産 業 空 調 と 局 所 排 気

印刷の五大要素の一つに“ 用紙，， ( インキ

がつけられて 印刷物となる 素材であり、か

つては印刷は紙に行われることが多かった

ので用紙という言葉が用いられています。

現代では、正確に表現すれば“ 被印刷l体"

ということになります。) があります。 この

用紙の管理が印刷時に故障が発生せず、印

刷効果のよい印刷物を答易に作るための必

要条件であって、用紙のこの性質は“ 印刷

適正" と普通よばれています。 印刷適性を

大きく区分すれば 1 ) 作業適正、 II ) 印刷

効来適正となり、各適性の主要素は、つぎ

のようになります。

1  ) 作業適正

包装不良 ・ 巻不良 ・ 伸縮表示不良 ・ ｉｾ￯ｦｾ 屯気 ・

紙切れ ・カ ール ・紙くせ・爽雑物混入、 et c

II ) 印刷効果適正

II - l  印刷

インキ受理性 ・再現性 ・裳抜け ・インキ発

色性、 et c

II ー 2 紙質

平滑皮 ・吸1由度・緊度 ・白色皮 ・不透明度 -

透気度 ・サイズ度 ・p H 、et c

用紙の印刷適性について述べましたが、

入荷した用紙は 一般に乾燥したものが多〈、

これを印刷工程にのせるまでに、印刷室の

i1.i. iJJt. 度条件に近くしないと、用紙の伸縮に

よるをEいや、しわの発生の原因とな ってお

ります。これらの点を防止するため必ず“ 用

紙均し室 を設置して、この内部に用紙を

存置し作業適性を上げる処置がされていま

す。 以上の事柄において、産業空調を必要

とし十分活用きれなければな らないのです。

参考までに作業室内の相対温度を45% 以上

に保っと、百争屯現象は存在しにくくなり、

高速度機様を採用した場合にでも帯電によ

る“ ジャンピング" の危険は少な くなりま

すし、相対湿度を 70% 以下で保てば、鉄音11

の Ｑ ｾＱ の発生が極端に少なくなるというデー

タが、アメ リカで実証されています。

印，ffi IJ に用いられているインキは、 一般に

“ ビヒクル" ( Vec hi c l e; 展色剤 ) に顔料を

加えて練り合わせたもので、必要に応ヒて

乾燥剤 ・可塑斉IJ 等を添加し、使用に際して

は溶剤に希釈剤などを泌ぜて、印刷方式に

対応させています。 インキの特質としては、

色彩の正確な再現性 ・耐l祭様性 ・耐薬品性

・乾燥性のすぐれていること、などが必要

で、ビヒクルを乾燥する方式には浸透型 ・

揮発型 ・酸化重合型、などがあ って、とく

に乾燥を速めたり、光沢を出すためには、

クイ ックセ ッ トインキを使用しています 。

また巻取紙を用い高速印刷をする場合には 、

ヒートセ ッ トインキを使い、この方式には

印刷直後200'C - 3∞℃に加熱する加熱装置

が必要で、加熱後ビヒクルが蒸発し紙面に

顔料と固着剤が残って乾燥し ます。他に印刷

後水蒸気を吹き付けて、固化させるスチー

ムセットインキなどがあります。 フレキソ

グラフ印刷は包装紙 ・セロハン ・アルミ mi

・フ。ラスチックフィ ルムなど の印I別に、しば

しば用いられていますが、このインキは以

前アニリン染料を使用したのでアニリンイ

ンキともいわれ、印刷後インキ中の溶剤が

揮発して乾燥する鐸発型インキであります。

・以上のように、印刷された用紙にインキ

を固着させるための乾燥装置能力が、多色

刷り印刷速度を決定する大切な要素とな っ

ているのです。乾燥を促進するには、送風

量 ・加熱臥 ・加熱 l時間( 乾燥若手の長さなどで

決定される) で、この三要素がマッチして

はじめて乾燥効果を上げることができます。

ここで作業室環境を適正に保つには、適当

な外気導入と室内温湿度を調節し、なおか

つ乾燥工程より発生する高熱排風と探発性

溶剤IJ 7ゲスを極力その発生場所で捕獲するた

め、専用排風機と局所排気専用ダクトが必

要となります。

印刷工場においても、空調機械室と主ダ

クト系統の配255十回が、印刷適正と乾燥効

果を上げ印刷l作業室の合理的計画を決定す

る上の主要因とな っています。

6  印 刷 工 場 と 防 災 設 備

建築的防災とは“ 危険でない状態の確保"

にあります。 |幼災設備を考える上で、印 刷

工場としての安全に対する役割を正硲に把

握する必要があります。 たとえば、 一般的

に防火計画のーっとして考えられる“ 防火

区画" も、延焼を防ぐ目的と避難行動を助

ける目的とでは、当然対応策が異なってき

ます。 それに大型機器が設置され、工場機

能を維持するための区函を考慮に入れると、

一層複雑とな って、工場計画の最後まで苦

労を重ねた問題となりました。 印刷工場の

防災上の特色としては、すでに述べた通り、

種々な性質を持った印刷インキを使用する

ことによ って、消防法で危険物一般取扱所

としての指定を受ける建築物となることで

あ ります。 これによって、火災等の発生に

対しての、発生対策 ・削除u対策 ・避難対策、

という 三段階の対策を骨子とした、総合的

防災性能を検討したことです。

つぎに具体的事例を示します。

1  ) 建築物と工作物または敷地境界より十

分の保有空地を確保する 。

II ) 敷地内に消防周防火水そうの設澄

III ) 防火区画の間口宮11は、熱感知器連動防

火シャ ッターを設置

煙感知器を採用しなか った理由としては、

|A  設計諸条件 1

1  作業室内温湿度条件

一 般 印 刷 DB25- 27' C RH50%  

多 色 刷 DB26- 28'C RH45%  

写真版印刷 DB21- 23・C RH50%  

2  . 空関装置設計用条件

DB25' C RH5 5 % 

3  . 必要換気量

目 的汚染空気の除去および室内環境を適

正な状態に保つこと

作 業 場 床 面 積 1 m'当たり 30( m'/ h)

無窓工場床面積 1 m' 当たり 35( m'/ h)

工場内でーは作業内容により、その環境は著しく

終なるが 一 般的にいって高濃度の有ｾガス、 ｲｭ

h尭、多量の水蒸気、熱を発生する機総を持つ工

場ではできる限りその発生機部の近くで、発生

物を直接排出するのが望ましい.

4  スポットコンデション

; qi d 

|B 建築基準法による室内環境基準( 参考)

1  .  i且 皮 DBI 7( 'C ) - 28("C)  

居室における温度を

外気の胤JfCより低く

する場合はその差を

著しくしないこと

2. 相 対 湿 度 RH40( % ) - 70( %)

3. 浮 遊 粉 じ ん 量 空 気 l 立方メートノレ

につき 0. 15( mg) 以 下

4  . 一般化炭紫の含有率 10ppm以下

大気中の組成 0. 008

Vol %  

5. 炭産量ガスの含有率 1000ppm以下

6 . 気 流 0.5( m/ sec )以 下

c. 恒温恒j墨に関する J l S規格

( 参考 J l SZB703)

1 . 標準温度状態

級別棟単位皮 許容差(温度範鴎 )

l 級 20(' C) 土 I ( ' C) (l 9- 21( ' C) )  

2 級 20( ' C) 士 2 (' C ) (l 8- 22( ' C ) )  

3 級 20(' C) 土 5 (' C  ) (l 5- 25( ' C )) 

4 級 20( "C) 土15( ' C )( 5  - 35("C )) 

2  棟準湿度状態

級別標準温度 許容差(温度範囲)

l 級 65( %) 土 2 ( %) ( 63- 67( %) )  

2 級 65( %) 士 5 ( %) ( 60- 70( % )) 

3 級 65( %) 土 20( % ) (45- 85( %) )

3  . 標準気圧

1013( mb) (760( mmHg) )  

4  . 標準温湿度状態

級別された温度状態と温度状態を組み合わせた

分m

級5J IJ 組み合わせ

l 級 温度 l 級と温度 I 級

2 級 鼠 l支2 級と温度 l 級

3 級 氾度 3 級と湿度 2 級

91 



- 送気用ダクト

・・・・ 還気用ダクト.5.  排煙用ダクト

圧IIIIIIIIII 局所排気用ダクト

C主主コ 給気ファン

a::::::D 排気ファン

C豆D 排煙ファン

C::rr::D 局所排気ファン

プレキャスト

コンクリート
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溶剤イオンによる誤動作を防止したためで

あります。

N ) 防煙区画の確保と機械三排煙設備の設置

v ) 空気管式の自動火災警報設備と火災報

知設備の設置

VI ) 危険物取扱所基準による屋内消火栓 ・屋

外消火栓および二酸化炭素消火設備の設置

刊) 大型印刷機器に二酸化炭素消火設備の

組込設置

VIII ) 防爆設備と遊雷設備の設置

7  . 電気設備工事でとくに留意したところ

工場としての屯源引込は、近い将来設備

容誌の増加に伴って特別高圧受屯となりま

す。現住6600Vの配屯線引込位置を、 1.5圧

欽塔1l11Jに変更する必要がこの計画にありま

す。 その時点で対応できるように、 一次変

屯所と 二次変屯所に互換性を持たせた計画

としました。一次二次変電室ともオープン

タイプ受屯設備とし、とくに 二次変屯室は、

工場棟が一般取扱所であるため、変屯室へ

の出入口はすべて屋外側として、トランス

群も屋外に並設し、将来に対処しました。

建築物が危険物の一般取扱所となる場合は、

屯気設備に対しでもとくに厳しい法的規11，11

があります。 たとえば“ 防爆工事" と“ j!!1

官設備" がそれであり、| 坊爆工事について

は、可燃性のガスや蒸気が存在するおそれ

のある、危険場所について屯気設備を地す.

場合に、これらの屯気設備が点火源となり

爆発などを起こすことがないよう設備しな

ければならないとされています。 この点に

ついては、技術的指針 ( 工場屯気設備| 幼燃

指針・労働省産業安全研究技術指針) 等の

材料1をくんで、理想に近い設備を施すよう

所絡官庁の指導を受けて、設計並びに施工を

行いました。i笠宮設備についても、危険物の

規制に関する政令第 9 条( 製造所の基準) お

よび第 10粂( 貯蔵所の基準 ) の規定におい

て、指定数量 ( 消防法別表) の10倍以上の

危険物を取り扱う製造所および貯蔵f i " ! ! l I に

は有効な逃霞設備を設けなければならない

としています。 この工場におけるj ! ) 1';lf 設備

もこの規定が通用されて、とくにこの稲崎

は首害の多発地域となっているので、とり

わけ保安の見地から充分考慮して避首設備

の設置を行いました。避富設備は核地駆と

突針およびj ! ) 1 首架空線とで構成し、突針お

よびi控苫架空総は雷撃から保護しようとす

る建物のすべての点と、突針の先端または

避首架空総の上端のその点を通る鉛直線と

のなす角度が45}立以内となるように設けて

あ ります。建築怠 l互の観点からは多少問題

は残りましたが、保安優先の見地から十分

な設備を行ったのであります。
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各 種 別 工 場 の 設 備 5

製薬工場の設備

谷 川 晴 彦

1  . はじめに

製薬工場とは、医薬品、 j品業主総1171 、工業

薬品および諸段実験用薬品を生産する工場

の総称である。この広範囲な存続工場のす

べての分野にわたってのべることは、紙面

の都合もあり、今回は人間の病をなおし予

防する医薬! 日1工場についてのべることとす

る。

現代の医薬品工場は日本国薬事法の適用

を受け、今後ますますきびしくなる傾向に

ある 。 その状況下においての工場の環境に

ついて、製剤、倉庫、事務室、研究宅およ

び動物実験室の JI原にその概要をのべていく

こととする 。

医薬品工場の環境は、衛生的凡J也からも

品質管理而からも空気の清浄j立の一語につ

き、空気浄化を怠った場合は医薬品自身が直

接人命に );tj 響を及ぼす場合も起こりが} るし、

製剤lに従事する作業只の健康保持も危ぶま

れることを銘記しなければならない。

2 . 製 剤 工 場

製剤工場の製造工程は製剤の種類によ っ

て工程も変わり、また環境j交( 空気h';.i 争度)

も変わるものである 。すなわち出温度条件

は各工程によって違う場合が多いし、無菌

室空調、錠剤コーテイング用空調および

般空調のほかに粉峰、有弓17ガス排気およ

び ｬ Ｉｪ ｪ 央設や ｭｾ すがある 。

一般的工程は錠剤工程と液斉IJ 工桜に大別

され、錠斉IJ 工程には原料倉庫( ) J IJ : r n記載) 、

頼粒室、 i放斉IJ室、粉糖室、打錠室があり、

さらにスピードドライヤ一室、糠衣室 (*jH

衣器、 ドライチャンパー ) 、中間検査宅、

包装室につながり、裂品合J車 ()J IJ 項記載)

に至る 。 液斉IJ 工程には経口液剤、注射剤、

点 11艮斉IJ 等があり、まず洗機室、乾燥滅菌

保内へは相If衣錠を乾燥させるfこめ乾球出皮

30' C- 6Q"C 、自零点温度12' C 、無j皇無菌の空

気を送る必要があり、 ドライチャンパーは

乾球出! 支24'C - 2 6'C 、桝l対温度45% - 5 5 %

桂皮、チャンパー内は粉fdX : 伐と| 司様無腹4! ¥Ii

があり、つぎに秤; 白、調合、減過室から充 菌にしなければならない。 ドライチャンパ

領室に移る 。 作成関係は錠剤工程と問機、 ーおよび糖衣総給気は、直接薬剤に l吹きつ

程の前後に附属する。 けるので、ドライチャンパーの場合、室内空

つぎに各室の概要をのべる。 気を使用するか、糖衣株の場合、直接空調総

2 - 1 錠剤工程 より給うえするにしても超高性能フィルター

頼粒室、散斉IJ 宅、粉糠室 、混合室、. J T 錠 を使用して空気浄化を計らねばならない。

室の 一 般的なぜｾ， ｩ i.由主条件は乾球温度におい 建築、設備的配慮は liij にのべた名室と全く

て ＲＵ ・ ｃＭＲＷ Ｇ ｃ 、相 ｬ 対 ｩｾ ， ｕ 立は ＴＵＥ ー ＵＵＥ 程度 同機である 。 開放式糖衣総では多量のガス

である 。 これらの室は出温度条件もさるこ 粉践が光生拡散するので、室内m岐、作業

とながら、 室 内での先日昼の要素が多いため、 . w の他肢のためにも適正な排気設備がとく

むしろ# ド気に注立しなければならないのと、 に必袈である 。

その排気の後処理にも配慮がJff 要である。 中川検住宅の一般的な ILI 温度条件は乾球

薬剤 ｬ 粉Ａ些の従業ＮＱｾにおよぽす健康上の諸問 出j支25・C - 2 7・C 、相対温度は45%- 55%程

題と外部に排出する粉肢が近隣にあたえる 皮であるが、錠斉IJ を肉眼で検王をする所であ

［ｪＡＳｾＱ は無視することができない 。 空調設備 り、案内空気が錠剤に接触するので室 II 体

では rl' うたダクト万式が採用されるケースが の空気 i，'j-i判官Eはクラス 10万以下か望ましし、。

多〈、全外気で給気することか望ましく、 建築、設備的な配慮は前にのべた各宅と全

また拶|気系統においては、発生粉j塞が従業 〈同級である 。

員をつつむことなく、発生場所において直

ちに排出される .i引llii としなければならない。

同11寺に外部排出 liij に粉盛を捕集する設備を

具備しなければならない。室内空気を再循

環せざるを得ない場令には、 l吸込側の粉r A

が給気1ftll に入らないように設備しなければ

ならない。 操業 '1' の室内の浮遊粉盤状態は

計数法によ ってクラス 10万程度にしたいと

ころであるが、作業| 人l容を」号えると局所的

にはそれ以上になることも止むを得ないで

あろう。それとともに建築的に配慮せねば

ならないことは、外部精進、間仕切、 二重

天井を通じて外気の以入および| 務室どうし

の通告i がないように注意すべきであろう 。

また空調負荷の I曽大につながる建築資材の

利用は避けるべきであろう 。 さらに製剤工

場の名室は割合短い周 ｊｾ｝ で変更されるケー

スが非常に多いと思われるので、先を見越

した建築的配慮が必要である 。 あと 一つ重

要なことは、建築、設やmとも害虫J款の通路

を作つてはならないということである 。

スピードドライヤ一室は散斉IJ 室と兼用さ

れる場合が多々あり、先にのべた各室と同

等の条件でよいのであるが、室内に設置さ

れるスピードドライヤーの中では室内空気

と粉体が接触するので、 ドライヤーの l汲込

空気に対しては乾燥さをうAにすると同H寺に超

高性能フィ j レターでもってクラス 100 .f目立

の清浄j交にしなければならない。

中 ｾｈ 衣笠には糖衣総およびドライチャンパ

ーが設置され、私 ｉｦｻｻ 定 ｼλｬ においての白 Ｇ， ｾｩ ＱＡ｟皮

条イ牛は乾球温度て.o25' C- 27・C 、相対湿度は

5 5 %以下が適当である 。室内空気 i，'J-i争l交は

クラス10万以下が望ましし、。 ただし、私If 衣

包装宅は幸之剤そのものを包装し、またび

ん諸めする場合と、完全に包装されたものを

利詰めし、またはびんを和31; めにする場介と

に分けられ、温湿度条件としては 一般空調

なみの条件で良いが、空気ifj 浄j立は前者て・

クラス10万以下が望ましい。後者は一般此

剥の程度で十分と恩われる 。

2 - 2  液剤工 程

液体製剤には注射薬、抗生物質、点眼剤、

無川、i'I'I : 秋n・、無菌液剤等があり、この工程

ではすべて無菌室環境が袈求される 。 この

工組には一般的に洗機室、乾燥滅的袋、秤

社室、調介宅、滅過室、充; 喫室、包装室等ー

がある 。 この無菌室環犠は液斉IJ 工艇の弁室

内体の問題のみでなく、その室に出入りの

ある liIJ 宅、廊下等の環境も巧1 & しなければ

ならない。 そして出入りする人問、物質に

ついても同じである 。

つぎに弁室および附属室の概要をのべる

と、洗i 1 ¥長宅、乾燥滅菌室は| 言] 室になってい

る場介もある 。 液体を封入する容器は治と

アンプ/ レカずあり、その| 人J l'1ISは現在 的、ｾＡ民腔に

しなければならない。 温iil 皮条件は，!il:! ;j( i}nt

1立27"C 以下、相対温度は 55%以下とし、 2主

気 ｦ ，Ｇ ､ｍ 支は洗機ｾでクラス ｉｊｊ 、滅菌宅で

クラス 5 万以下か望ましい。建築的には天

井、控等凝縮を促進させるような構造、材

料の似j 刊は極力避け 、! 未に 7]< '1ft] まりのでき

ないよう配! 在、すると同時に、外気の似- 入、

| 努宅との通気を完全に遮断しなければなら

ない。 また、諸設備の iIj 凶による害虫駄の

通路を作 つてはならないし、排水管よりの

逆流、尖CJI の発散は厳重に防止すべきであ

る。
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秤i止、調合、減過室は何種類もの薬剤を

秤量、混合して減過する室であり、 一般的

な温温度条件は乾球温度28.C 土 2. C、相対

ml変55%以下とし、室内空気清浄j立はクラ

ス l 万以下が望ましく、局苦11的にはクラス

1 千程度にする必要がある 。建築、設備的

配慮は先にのべた通りであるが、さらに可

燃性液体を使用することもあるので、可燃

性ガスグ〉発生時にでき得るｼ浪り，ＧｦＨ ｦｾＱＲ 気の放

屯を| 坊ぐ必要があり、とくに床には液剤の

流れることが多く、ガスの発生源となるの

で導屯性を床材に持たせることが必要で与あ

る。

充填室は液斉IJ 工程のなかでも、最も厳し

い条件の要求される室である 。一般的 iJ i，;山1hl

j皮立粂f何件|ド二は吃E球RL品.'uU度支26グ.C 土 1.C 、相対温度55

% 以下とし 、室内は完全無菌室でなければ

ならない。 クラス l 子以下が望ましい。建

築、設備的にもきわめて高い必惟を要求さ

れる。

検王皇室、包装室は錠剤工程でのべたこと

とほとんど変わらないが、とくに包装室は

錠斉IJ 工程の後者と同機である 。

3 . 倉 庫

3 - 1  原料倉庫

原料合lil1は普通一般では換気のみの所が

多く、建築的にも簡単な建屋が多い。 これ

は原料容株の気密度が高いせいでもあるが、

集斉 ｉｊ のや ｅ 類によっては温 ￬ ｊｩｲ 皮の Ｑ ｾ 日放ｻ民法

準のあるものもあり、空調する場合がある

が、 一般空調程度である 。現在では立体ft

ｆｬｬ も数多くあり、原料、半製品、事，ｾ，Ｇ， Ｗ Ｑ を貯

蔵している。夏期は換気のみ、冬 Jt J J は永点

以下にならないよう、大体 t; 吃球で 5. C程度

になるよう直後 l段房を行っているところも

ある 。

3 - 2  製 品倉庫

完全に包装された製品が，'I:'.Jol lljii にイEF1!' さ

れる場所であり、 一般的には換気のみであ

るが、製品のf : o l l . 類( とくに液斉IJ 関係) によ

っては一般空調程度の設備がなされている

所もある 。 その他は原料合hl ' f と同級である 。

JJ;¥科介hlI も製品倉庫も極度に汚れていな

い限りは作容されるものであるが、やはり

医薬品についてはクリーンな官: 理が必要で

あろう 。 と向 H寺に倉庫内で作業する作業. Q

の健康を維持するための保健衛生的な空調

が必要である 。 また外部より合庫、倉庫よ

り製剤工場への塵挨の侵入を防ぐエアカー

テン的なものも考慮しなければならない。

4. 事 務 室

坊の ｾ￻［ ｊｬｬｩ、外部との連絡、集会、食堂

等で必要な建物であり、 一般ピルと同等の

さを ｩｏ ，ｾ が必要であり、ビル管理法に適応する

94  

ものであればよい。

5. 研 究 室 ( 動 物 実 験 室 も 含 む )

研究( 検査も含む) には化学的、細菌学

的、生物学的な研究検査と縫目、月、年の

観察研究検査等がある。

つぎに各研究検査室の概要をのべる 。

5  - 1  化学的研究室

計 ill i J 4 慌の粕度維持が保障され、研究者に

及ぼす有害ガスの排除に留意されなければ

ならない。 計測の関係法規では測定温温度

条件として乾球20.C相対温度50%土 5 %と

されているので、室内条件として| 宣温恒湿

的な要素に近い。したがって室内換気回数

も多く、また夏 ｊｾ｝ においての ＲＰＮｃ は低すぎ

るので、研究貝に対する健康官: 迎が必要で

ある 。衣H防、I策とともに気流対策も考慮き

れなければならない。精度の高い実験等が

行われる場合は特別にクリーンベンチ、ク

リーンルーム内で実施する必要がある。

さらに低温保存薬剤の実験に関しては低温

で行われる場令もある 。

5 - 2  細菌学的研究室

無菌状態で培養され、試験されるので、

液剤工程以上の無菌室でなければいけない。

さもないと、試験前からか、試験中に汚染し

たものか判別がつかない。また、殺菌商を

強化すると試験前に細菌が死んでしま って、

実験の対象とならない場合もあり、無菌と

錯誤される場合もｾＡ鳴きにしもあらずで、こ

の研究室の環境には高度の空間設備が必要

であり、その取り扱いの難しさがある。

5 - 3  生物学的研究室( 動物実験室)

研究開発された新薬の効力を動物を実験

台として観察研究をする場所であり、実験

動物の居住区でもある 。 ここに居住する実

験用動物は同種類において均一 な健康状態

と精神の安定が要求される場合と、環境に

変化をあたえてその結果の観察を行う場合

とがある 。大体において 一定条件を保持す

る場合が多〈、 ｩＱ， ｾｭｬ 変条件は法的には乾球

20・C- 27. C、相対 jii 皮40%- 60%の聞でほ

ぼ一定ということであり、動物の緩類によ

って温湿度条件がj l J ! うので、 一 位類つ' つに

1
I艮れ ';f '1宣1祉| 宣混という条例ニになる 。 また動

物の居住区( 飼育毛) は食 '1';. と排ffit が同一

ケース内にあり 、そのケース内の空気を実

験動物が呼吸する 。 したがって排池物から

の有害ガスがもろに体に ［ＱＳ 響するので、 Ｉｪｽｾ

枠のないまでの新鮮空気の供給と排気を十

分に考慮しなければならない。 また排気を

直接大気中に波wすると尖気とそれ以外に

病筈実験中の動物の持っている有害菌の散

布にもなりかねないのて必、ず後処理をし、

無失無害にした上で放出すべきである 。装

置としては脱臭、乾式殺菌、 i洗機 l吸着、燃

1St等がある 。今までの動物実験室は往々に

して簡単な建物の場合が多く見受けられた

が、やはり空調が行われているにしても、

建屋を過して室外の影響が大きく作用する

ようなことは極力避け得る構造物にすべき

である。

6. 中 間 室

製剤工程の各室については、今までにの

べてきた通りであるが、その各室に入る前

室の設備についてのべてみると、 一般作業

場 (錠剤工程) についての前室には更衣、

シャワ、手洗t荷主義の設備があるのが普通で

あるが、特殊作業場( 液剤工程) になると

上記設備のほかにエアロック、特殊更衣室 、

手洗洗而、エアロック、殺菌の設備が附加

されなければならない。 前室の空調はいう

までもなく、作業室との空気のバランスに

とくに留意することが肝要である。

7. 作 業 員 の 保 健 衛 生

今までは製剤環境についてのみのべてき

たが、製剤l工事呈を推進する作業員の保健衛

生而についてのべてみる 。

粉末を多量に扱い、また力ス発生の 液剤

を扱う製剤作業においてはその性質上全体

的に、また部分的に| 坊ぎきれない空気汚染

の発生は当然考えられるところである 。 こ

の汚染を極小部分において防止することが、

製品と作業員をともども救うことになる。粉剤

欣乱部分を極小部分にカーテン等で問うこ

とも 一使法であり、さらにフード l汲込口を

設けて強制強力に排気することも 一 つの方

法である 。作業性の問題があれば、散乱苦11

と作業員の 11¥1をエヤカーテンで仕切ること

も一つの方法である 。 高度な方法としては

井全而垂直気流および片側の壁全面水平

吹出気流でもって散乱粉末、発生ガスを作

業以の周囲より遠ざけ、快適な環境を作り

出す方法もある 。

8. おわりに

以上で製薬工場の大まかな概要説明は終

わりましたが、説明内容の知識不十分につい

てはご容赦をお願いいたします。と同時に、

現在建設中の製薬工場、今後建設，されるで

あろう製薬工場の建築および設備工4 につ

いて望みたいことは、工事中の発塵を極力お

さえ、建築され、設備されるものに鹿竣の

1佐和を防止することであります。構造物に

1町民し、または設備機器内外に| 附着した! 陸

挨が保業後、工場内宮11の環境に悪;i拶科を与

え、クリーン第一義とする製品の質の劣化

を促進させることは論をまちません。

建築、設備工事若手H寺からのクリーンな施

行法の再認識をお願いしてむすびといたし

ます。 ( たにがわ はるひこ 防砂熱学工業，K K )  



特殊工場の設備1 .

多 湿 工 場 の 設 備

石 原 正 雄

はじめに

色染、絹粕練などの工場では高温の水面および濡れた繊維商から

の水蒸気発生量は床面積 1 m' 当たり O. 5- 1. 0kg/ hに達し、冬季は霧

入り空気とな って、作業上の危険を明し、また室周壁、室内にある

物休の表而に結露を生じ、材料の汚お1、腐朽だけでなく、滴下汚水

によ って製品に妨害を与える 。対策としては高温水面に対する局所

排気、あるいはエヤーカーテンが考えられるが、水蒸気の発生は移

動する繊維面や床面全体もあるため、不十分である 。全般換気によ

って排除することは、冬季の外気条件では不可能であり、加熱、乾

燥空気の給気により 、室内空気条件を飽和点以下に 11
1' さえて排気す

る方法が現実的な方法として採用されている 。細かいナイロン繊維

に務入り空気を l吹き付けて、除去する可能性があるが、筆者は笑焔

例を生11らなし、。総論においても述べたように、この種の工場の生産

機械が密I!!'] 式自動式のものとなれば作業環境としての問題は解決す

る。今後の方向はこれであろう 。 この小文は加熱空気送風による絹

村和I i 工場の一例を紹介することとした。

1 . 水 蒸 気 発 生 に よ る 必 要 換 気 量

水蒸気発生 W ( kg/ h) による室内絶対視! 支の上昇をt J . X ( kgんg' )

( 室内および外気 ( または給気 ) の絶対温度を Xi 、 X o  ( kg/ kg ') とす

る) とすれば、必要換気量 Q ( m'/ h) は次式で与えられる 。 なお、

Y wa は湿り空気の比重量である 。

Q=五 会 = 五# 3 5 7

豆111単位の必要換気置は、

〔川/ h) 一( 1  )  

E

，
Z

¥
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図 - 1
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G=dyz 〔kg/ h〕 ( 2 )

となる 。普通の計算では Y wa を乾燥空気の比重量としてもよい。

2 . 水 蒸 気 発 生量

水面 、濡れ商からの蒸発hl は、室空気の水蒸気圧 J i ( mmHg) と

表蘭温度における飽和水蒸気圧 J s ( mmHg) との差に 比例する 。 そ

のときの比例定数を湿気伝達率( 透湿係数) λ' といい、主に風速に

よって変わる値である 。風速 v = 0  - 3  m/sの範囲の A' の他は次ず

で近似できる。

λ ' =0. 012v+0. 013 ( kg/ m'， h， mmH g )  ・・ ( 3  )  

発生する水蒸気量 W ( kg/ h) は水面、濡れ面の面積を A w( rn' ) と

すれば、

W= A ' A w(f s - { i )  ( kg/h) … (  4  )  

となる 。

図 - 1 には水面温度と風速に対する水蒸気発生量を与えた。

3. 設 計 方 針

1  ) 水蒸気発生源における水蒸気の室内への発生を防止することは、

困難であるため、加熱、乾燥空気の供給により、室空気湿気を飽和

点以下に 11
1 ' さえ、排出する方法を採用。冬季、室溢は 20' C桂皮とす

る。

2) 周壁および室内にある設備機器の結露防止、結露7)<の滴下防止

柱、天井、梁を含めて結露を防止する。しかし、室内湿度が高いの

で万一結露することがあ っても結露水が滴下しないようにする 。 こ

れは腐朽しない材料Ｈたとえは・ ｬ 次付 石綿Ｉによる作業時の ｬ 汲水 、 ｾ ｉ ］

作業時の蒸発によ って達成できる 。 または結露水を滴下しないよう

誘導、流下させる方法もある 。天井はなるべく平坦な面がよく、梁

型やトラスなど露出しない方がよい。 クレーンなとーの結露について

は断熱材でカバーし、百年いアルミ板などで保護する方法があるが、

完全なものではなし、。

3) 夏季および冬季の作業環境の改善

たんに湯気の防止だけでなく、冬季は作業上快適な程度まで暖房

し、夏季はとくに 、放熱環境なので通風 、換気の促進が望ましい。

4) 水蒸気の隣接室への流入防止

工場が 1 棟 で独立していることは、実際にほとんどなく、必ず隣

接する室、通路がある 。 それらの空間へ水蒸気が流入することを 防

止し、逆に隣接室から工場へ空気が流入するように考える 。すなわ

ち、工場内は若干、負圧を 維持する 。 これは同時に、天井裏空間な

どにおける結露防止にも役立つ。

4 . 某 工 場 精 練 棟 の 設 計

断面図 を図 - 2 に平蘭図 を図- 3 に示す。スパン 15m，7，':j さ14.5 m、

挫 築 と社会/ 1976年 7 月号 95  



このうち89 ( mヅmin) は O. Cの外気による隙間からの侵入量である 。

したがって(1) +( 2) +( 3) = 1，820( 附 / mi n) が合計換気量となり、換気

回数は 20 .4 (回/ h) となる。

(4) 排気用換気扇

越屋根の一昔11を窓とし、換気扇13台を設け、冬季はi 6 を 閉めて換気

扇 で排気し、夏季はエネルギ一節約のため窓を全開して、自然排気

とする 。

(5) 熱発生量

7]<:t¥!! iからの対流放熱量を計算、車高射分は無視した。

発生並 凡= 5 6 ，000 ( kcal  /h)  

(6) 熱矧失量

換気および周壁の伝熱による級失熱量は、 H 2=74 ， OOO( kcal /h) とな

る。 したがってH 2  - H  ，= 18 ，000 ( kcal/h) が供給熱量となる。

Ｈ Ｗ Ｉ Ｑ 次 出 ｮｾ Ｚｌ 皮 ｴ ､ ］ＲＰ ・ ｣

結局、 20. Cの温風を 1，OOO(  rn'  / min) 吹 き出 し、越屋中艮換気扇により

1， 820(  m'  / min) を排気している。温風の温度は計算上は 19. C でよい

が、余裕をもたせた。

屋根の勾配を急にしたのは、積雪の落下と、水蒸気の排出効果を

上げるためである。温風 ｬ 次出口を窓面下にと っ たのは、外壁でのｾ

内空気の冷却による霧発生を低下させるためである。

・夏季設計値

夏季は越屋板の開口および工場下音11の窓を開放して自然、換気をお

こなう 。i虚風板は越屋根から 排気を促進するため必須の設備 で、負

圧を形成し、 吸ヲ|カを増す。越屋中艮による自然換気 回数、 10( 回/ h)

以上は容易であり 、10 ( 回/ h) あれば室温上昇 3. C程度に押 さえら

れる 。屋根からの日射侵入熱量は 100，000kcal/hと見積もられるが、

勾配の急な天井面にそ って熱気流が上昇し、越屋根から排出される

ので、室温を高める効果はほとんどない。この種の工場の熱発生強

度は日射熱を含めても 30 ( kcal/ m' ・h) 以下であるから、高温工場と

はいえない。なお、越屋根関 口面積は35 m' て' ある 。

. 結露防止、結露水滴下防止

以上の設計における室内空気条件で、結露を完全に防止すること

は無理である。始業時にはとくに周壁表而、設備機器の表面槌は低

下しているので結露はさけられない。したがって表面結露水が滴下

しないよう考慮した。この例における結露防止方式は、周壁のすべ

てを防湿性断熱材と吸湿性断熱材の二層を接着したもので ( たとえ

ば下層は東レペフ 10mm厚、上層はスプレーテックス 25mm厚) 、上層の

吸湿性断熱材は結露水を吸収し 、非作業H寺に再蒸発させるためであ

る。

某絹精練工場平菌図図- 2
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長さ 43 m、屋根 6 寸勾配 、越屋様付で、精練槽50槽 を有する工場で

ある 。1昆風l吹出口を両側 窓、下沿い 、および精練槽の長手方向に沿 っ

てスリット状に設けた。 これはエヤーカーテンとしての効果もねら

ったものである 。

設計の手順としては、まず、外気および室空気の温、湿度をきめ、

水蒸気発生量を算出し、必要な温風供給量を求める 。外気および室

空気の設計条件はつぎの通り 。

(1) 外 気 温 度 O. C 、湿度50% X i  = 1. 9 X 10-
3

(  kg/ kg)  

(2) 室内 沼L度18. C 、湿度80% X  i  = 0 .0103  ( kg/ kg  )  

・水蒸気発生量

水面温度95. Cの水橋43個、 70. Cの水槽 8 個、水面面積は 1. 32( m') 、

ただし、全水槽の% が発生する 。ク レーンで運搬される途中での濡

れた繊維商から発生する水蒸気量は明石雀に予測できない。温度は比

較的低くなるので、水槽からの発生量に比較すればわずかである 。

なお作業床面もほとんど濡れており、そこからの発生もある 。結局

水槽からの発生量を割増しして、600kg/ hと見積もった。これは床面

積 1 m' 当た り約1. Okg/ hの発生量て、ある。

・冬季設計値

(1)必要換気品 Q，= l ，OOO (m'  / min)  (( 1)式または (2) 式)

(2) 天井裏換気量Q. =400 ( m'/ mi n) 

天井裏空間の結露防止のため、外気による換気を行う。

(3) 隙|昔lその他の関口からの流入空気量 Q . =420 ( m' /mi n)  

負圧運転による隣接空間からの同温の流入量がほとんどであるが、
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某絹精 練工場断面図図 3

むすび

1  ) 外気を加熱し、加熱空気に水蒸気を含ませて、排気するという

全外気方式は熱的不経済の典型である 。排気に より外気を予熱する

顕熱交換をおこなうべきであろう 。

2  ) 今後の方向は密閉、自動式機器が開発、普及することにより

内への水蒸気拡散の問題は解決するであろう 。

3  ) 上述の精練工場では 問題になるほどの有害物質の発生はなく、

た多少の発生があ って も20聞/h程度の換気 回数があれば問題はな

くなる。有毒ガス ・ヒュームを発生する液槽をもっ工場て、は 、どう

しても局所排気、エヤーカーテンの設備が要求されよう。

4  ) 熱、水蒸気の発生のみで、有毒物質を放出しない工場は、自然

換気を促進する方式を用いる べきであろう。余 りにもコ ンパク トな

光州を造 って、年間を通じて機械力にたよることは良策とはいえな

し、。 京都工芸繊維大学教授)まさ釘( いし はら



特 殊 工 場 の 設 備 2 .

高 温 工 場 の 排 熱 設 備

西 岡 利 晃

1 . はじめに

一般に高温工場と呼ばれるものは 、室内に大きな熱源をもっ作業

場で、室内負荷となる単位室容積当たりの発熱量( 発熱強度) が

ＲＰ ｋ｣ • ｬ Ｏ ｨ Ｎ ｭ Ｇ 程度 以 上のものをきす。高温工場の代表 的 な 例 と、その

室内負荷を 表 1 に示す。

これらの工場の排熱設備は、熱源から発生した熱が室温を上昇さ

せ、作業環境を悪化させるのを防ぐために設置されるもので、その

ほとんどは換気による外気冷房が行われる 。高温工場では熱のほか

に粉盤、ガス、燈、水蒸気等の汚染物の発生を伴うことが多いが、換

気によればそれらも同時に排除できる。

排熱設備としては、熱源、たる装置に一体的に付属し、発生した熱

が室内に伝わる前に直接外部へ排除する設備と、やむなく室内に伝

わった熱を排除する設備があり、両者が併用される。前者は、装置

をZ互い発生した熱をとじ込め、高温になった空気を機械カで直接外

部へ排除する。これにより発生する熱を 100% 排 除できれば、後者

は不用になるはずだから、これにより排除する率を高めることが第

一義的に重要でh ある 。笑際には、装置固有の条件による制約が多い

ので装置と一体に形成され、建築設備の側から参画する余地は少な

い。したがって本文ではもっぱら後者について述べ、前者に| 刻して

は必要な限り言及する。

表 1 . 高温工場の室内負荷

工 場 作業名

相H去さ 1 m当たりの 室容積1m
2

当たりの

室内熱負荷 (K<叫ん m) 室内熱負荷(K"I/ h.m，)

l 製 鉄 則

焼 結 焼 結 機 166，300 675 

高 炉 鋳 床 395，∞o  670 

転 炉 受 銑 271 ，000 236 

11 出 鋼 106，000 131 

11 造 塊 130，000 200 

分 塊 均熱炉 158，000 158 

11 分 塊 65，600 94 

"  
スラプ 107，000 92 

w - 板 圧 延 max 114，000 163 

11 11 ロ11n 21 ，900 31  

11 冷 却 劇1) 354 ，000 506 

11 11 (2)  130，000 186 

1専 板 焼 鈍 285，000 399 

11 冷間圧延 20，170 34 

2 製鋼減 2

( ¥l L気炉工場) 76，800 170 

3 製ビ ン工場制

139，000 570 

響熱炉

製ピン

115，000 670 

4. 7 1レミ精練濃 2 m解炉 64，200 50 

員ｾ 1  後記文献 l による.

書ｾ 2  排熱量的実測より求める .

2 . 室 内 負 荷

設備の設計に当たっては、まず発生熱量、発生の時間的空間的パ

ターンの把握が必要である。これらは設備の容量、システムの方式

等を決定する基礎条件になる。装置は業種 ごとに異な り、またその

技術改善の速度も速いので、これらのデーターを一般化するのは困

難で、具体的な装置に応じてその都度計算、i J l lJ 定等を行わねばなら

ないことが多い。計算は熱移動の形態に応じ、輯射 、対流、伝導そ

れぞれに対して行われ、その概算法も提案されている? }

表 1 の“ 1. 製鉄" の部分はこの方法により求められたものである 。

この概算法. は、発生した熱が完全かつ一様に室内に拡散するという

仮定にもとづいたものだが、局所換気用フードを用いる場合や、後

述する機械換気の場合などで効率よく排熱するためには、室内熱負

荷のほかに熱発生の時間的空間的ノf ターンや、熱の完全拡散の仮定

に乗らない高温上昇気流の性状を考慮しなければならない

高温上昇気流の伴う熱源による負荷 発生のパターンの例として

電気炉工場の測定結果を 図 1に示す。工程によっては発熱強度が

4000Kc • 1 
/h. m

3

にも達する。自然換気の場合、強い上昇気流でレ屋根開

口から短期間のうちに流出し室内負荷にほとんど転化しないが、機

械換気の場合も、この高温気流を短期間で排除してやるために、特

別の工夫が必要で
b

ある 。

gl 昨 今 夕一開口)
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換気回数( I/ h)  

［ ｰｊ］ｾ ］Ｚｊ＠
設計条件 a  =  1.0 

ふ =2. 5

，. =5. 6 

レ一一剛一一」

図 2 必要換気量、開口面積

3. 自然換気設備

室内外の温度差による重力( 浮力) 換気と、外部風による風力換

気を併せて自然換気といっ。自然換気は、関口を大きく取ることに

よって 風量はかなり確保できるが、圧力はあまり期待できない。 し

たがって、ダク ト等の抵抗要素が大きい局所換気に用いられること

は少なく、そのほとんどは全般換気( 建家換気) として用いられる 。

全般換気としての自然換気では、建家自体が換気設備であると考え

るべきで、浮力やj武力を殺さず、換気の駆動力として巧みにとり入

れねばならない。一般的な注意としては午 i ) 給気口商桜と排気口

面積をなるべく等しくする 。ii ) 屋根聞はできるだけ急勾配とする。

i  i  i  ) 床面から給気ができる構造とする、等があげられる 。建家自体を

換気に適した形状にすることが理想的で、外国の例にみられるよう

に、す でに十分研究がなされているモニ タールーフやルーフベンチ

レータ ーを建物の形態に取り入れることが考えられてもよい

必要換気量 Q( m

3

/ h)、換気回数川l I h)は以下の式より求める 。

:2H - HL  ， ?  

Q  =  n' v = 一一一一一一 ( m
3

/ h )  (1)  

0.28'  L'> t  

ただし ν : 室容積 (m
3

)

:2H  : 全室内熱負荷 ( 日射も含む ) ( Kca1/ h )  

HL 周壁の熱損失 ( Kca l/ h )

上記に求めた必要換気量を確保するのに必要な関口面積は、一般

に最も不利な場合、すなわち外部風が零で浮力のみで換気する場合

に関して求める。

計算は以下の式によるtIL

Fm=J - / 35( f - ヤ + ｾｭ＠ )  

3600 ザ “ e }' o ー ，

， H  (  ')10 一 拘 )

(2)  

ただし F..: 上部関口の必要面積 (m
2

)  

α = Fo  /  F.. ( =  1 が望ましい )

F o: 下部開 口の面積 (m
2

)  
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図 3 外部風のある場合の換気

ｈＺ 下苦 ｉｉ ｉ ｾ 自口の中心から上官 ＱＱ 関口の中心までの高さ Ｈ ｭ Ｉ

')'0， 'Ym ・外気および室空気の比重量 ( kg 1m
3

)  

γ'.. 1γ。"，， 1

ｾ ｯ Ｎｾｭ 下部関口およ び上部開口の抵抗係数

一般に ｾｯ = 2.5  

t m=4. 0- 10.0 ( モニタールーフ )

スパンが一定で、棟方向に長い建物て¥発熱が時間的にも空間1的

にも 一様でレあると仮定し、上記 (1)、(2) 式により線長さ 1 m 当たり

の必要換気量および必要関口面積を求めておけば、建物の仕様を決

定するのに便利で、あり、建家設計の当初の段階から換気の要諮が計

画に反映されて有効である 。図 2 に。計算例を示す。

一般に高温工場の建家は高〈、常に 2 - 4  m/ s 程度の風が屋綴に

吹き付けていることが多い 。 よりリミ y トな設計を望む場合には、

j武力を加味した計t ) : が必要でμ ある 。 この場合、下部関口の風上官llJ と

風下側とで風圧が異なり、 (2)式のように簡単には求まらない。計算

方法は、建築学会パンフレ ッ ト“ 換気設計" 等に詳しい。計算は非

線型の連立方程式を解くことになるので、手計算: では手聞がかかる 。

コンビュータ一周にプロクラム化しておけば、プログラム自体はそれ

ほど複雑でないので便利である 。すでに 二 、三プ ログラムが発表さ

れている 。前述と同様の目的で、 室内負荷を与え、 室温上昇と外部

風を変化させた場合の換気量、必要関口面積を求めておけば便利で

ある 。計t ) : 例を 図 3 に示す。

4. 局 所 換 気 設 備

一般に有害 な汚染物が局所的に発生する場合に、それら の捕集、

排除用に設備されるが、装置付属の排気設備で捕集しきれない熱が

局所的に発生する場合にも用いられる。設備は 汚染物jjll 集用 の各種

フードと 、輸送用のダクトからなり、抵抗がかなりあるので機械換

気の場合が多い。高慢気流の場合は、ダクトが熱源、から垂直に屋根

まで立ち上げられる場合は自然換気でもよいが、上方をクレーンが走

り、機引きダクトが必要になる場合が多〈、機械換気に たよ らざ る
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図 4 電 気 炉 工 場の機 械換 気

をえない。フードは汚染源に近〈、汚染源全体をスッポ リ覆うほど

有効でhあるが、作業の障害になるなど制約が多く、各種の形式が工

されている 。フードの形式や設計法は後記の文献に詳しく述べら

れている円

局所換気用のダクトと送風機の計算用プログラムがアメリカで開

発されており、フードの数が多〈、ダクト網が複雑な場合の計算に

便利である (4L

5. 機械 換 気 設 備

工場においては、機械換気はほとんどが局所換気として用いられ、

全般侠気にはせいぜい窓にプロペラファンを取り付けるとか、熱負

荷の小さな所でファン組み込みのルーフベンチレーターを用いるぐ

らいのものであった。近年、大気汚染による環境の悪化に伴い、汚

染物の大気への放出が厳しく制限されるようになってきた。前述の

ように高温工場は、同時に粉塵、がス等の有害な汚染物の発生を伴

うので、自然換気により室内空気をむやみに大気に放出することは

許きれなくなり、集盛等の浄化を行い汚染濃度を許谷値以下になる

ように処理しなければならない。集塵機は圧力損失が大きく、汚染

泌度の制御をしなければならないので、全般換気も自然換気から機

械換気への転換が迫まられている 。新設の工場ばかりでなく、既設

のものでも、機械による全般換気へ改造する例が増えてきた。

自然換気の場合、主主家はできるだけ風通しの良いのが望ましかっ

たが、汚染物の漏洩を防ぐため建家の気密性が求められるようにな

るし、給気口から汚染空気が逆に流出しないように外部風の影響を

検討する新たな風洞実験も必要になる 。図 2 に示したように高混工

場の必要換気量はぼう大なので、これを機械で処理しようとすれば

屯力量は飛躍的に増大し、製造4菱自立そのものに必要な電力量を越え

ることにもなりかねない。 ここでは装置付属の排気設備が一層重要

になってくる。全般換気を機械換気にする場合には、装置付属の排

気または局所換気で大部分の熱を排除し、室内負荷は発熱強度にし
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図 5 電解 工場 の 垂直温 度分布巾

て20
kca l

! h' m' 以下に押さえるようにすべきである 。

電気炉や転炉の工場て耐は図 1 に示したように工程上( 追加装入、

02吹精等) 装置の排気設備が働かず、発生した熱がすべて室内に放

出される 。自 然換気では、この熱は上昇気流とな って屋根関口から

直接流出するが、機械換気では、設備がブレーキとなりほとんどが

室内負荷になる。

このように集中熱源で、短期間に高温の上昇気流がある場合には、

図 4 に示すように上昇気流が及ぶ範囲に 排気が集中できるよう工程

に合わせ排気口の開閉が可能な工夫を施し 、換気量を最適なイ直に選

ばねばならない。熱発生が時間的にも空間的にも比較的一様な場合

は、 図 Ｕ に示す垂直方向の温度成層を利用し、上音 ｉｉｾ 聞を熱だめに

して、作業域温度が許容範囲をこえない最小の換気量に設計すれば

よい。

6. おわりに

小文を書くにあたり、 (1)、(2) をはじめ京都工芸繊維大学石原教授

の諸労作を、参照させていただいた。深〈謝意を表します。
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(1) 石原正雄 " 高温工織の熱環境繍盤" r主I ! 築と社会J 昭 41年 10月

(2) 石原正雄 “ 高温工場の換気計画.. r建築 J 1970， 11 

(3) 林 太 郎 編 「換気集 じん y ステム J 朝倉轡庖

(4) “ E X haust  S ys tem Des i gn Comput er  Pr ogr am"  C omi t t ee on  l ndostri al  

V enti l ati on， A meri can  Con( erence o(  Gov e r nmental  Iodustri al  Hygieni s t s  

(5)  B atur in “ F undamati on  of  I nduslri al  V entil ati on'" 

Thi r d E nglish  Edi t i on， Per gamon  Pr ess 

その他. 日本建築学会パン 7 レ y ト「換気設計J

石原、正雄「建築換気設計J 朝倉瞥底

( にしおかとしあき KK 大林組技術研究所)
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特殊工場の設備 3 .

工 場 騒 音 の 防 止 と 換 気 設 備

松 井 昌 幸

工場においては生産機械、施設がすべて騒音源となり、また同H寺

にその作業音が稼動音と同様に 問題となる場合がほとんどである 。

これらの騒音については二つの立場から考える必要がある。その第

ー は工場内で作業をする人達についての音環境についての配慮であ

る。第二に工場から出た音が工場周辺の住民に対する生活環境への

彩響についての問題である。

前者はいわゆる作業環境の維持、確保の問題であり、今後生活環

境 ( 公害) 問題と同様に工場にと って避けて通ることのできない 問

題である 。後者はいわゆる公害問題である 。 ここで述べるのは後者

についてであって、作業環境の 問題については別 な機会に譲りたい。

工場内で発生した騒音は工場建物の壁休を透過して外部へ伝搬す

るもののほかに、出入口や換気口等の開口部から伝搬するものが考

えられる 。 とくに工場内部で大量の熱やカス、粉塵等を発生する工

場では騒音防止に当たってこれらの関口苦11の処裂が非常に重要なも

のになってくる。

90 

L  

入

じ¥

、¥

，"'" 

hミ
dB( A 

、¥ ｾ ＷＰ＠

ト，¥... ｾ＠ '" 
"-..1. 65 ト ¥

1¥又て

て｜｜ さ下註 てｾ
ト ~

N. 62 

¥卜，"-- ト ~
N' 57.  

K 又

ト ~
NN-- 451  7  2  

¥ 

KEE 
ト~

N. 41 

N. 36 

11+ 
唱"'" N. 30.  

80 

n

u

n

u

 

7

f

 

田

百

)

弐

て

ム

、，

よ50

ミ40

軒

63 125 250 500 1，000 2，0004，0008，000 

中心周波数 ( Hz)

図ー 1 規 制 基準と オクタープバ ンドレ ベル

PWL  

境 界 線

図- 2 騒音伝織の状態
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1  工 場 騒 音 防 止 の 目 標

工場騒音はできるだけ小さくした方が好ましいには違いないが、

経済的あるいは技術的に限度があるのでその工場が立地している地

域に適用される規制基準を目標値とする 。規制基準はわが国では綴

音レベル ( d B( A) ) で示されている。これに対して、経済的かつ合

理的対策を笑施するにオクターブごとに検討する必要がある 。騒音

の資料や対策にイ変われる材料の吸音率、透過損失な ども オクタ ープ

ごとの値として示されている 。 このためただ一つの数字で示されて

いる d B( A ) の値をオクタ ーブごとのバン ドレベルに読み替える必要

がある 。図- 1 はこのような目的で作成したもので I S0提案による

R 曲線の中から d B( A) に換算すると 4 0 - 7 0 d B ( A ) になる 曲線 を選

んだものである 。

2  建 物 に よ る 騒 音 防 止

工場内の騒音源、のパワーレベルを P WL 、工場内壁際 ( 約 l 拙) の

レベルを L 、工場外壁際 ( 約 1 ，，， ) の レベルをLα 、境界線のレベル
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表 ー 1 業種別ヱ場内騒音の概要

No. tii 経 63 125 250 500 1000 2000 4000 8000 {脂 考ー

1 製 缶 、 板 金 83 86 94 101 102 99 93 81 105dB( A )  

2  シャーリ ング 80 88 86 91 93 96 94 84 100 

3 圧延、イ111 線 82 87 91 93 91 87 76 66 95 

4 鍛 工 品 製 造 92 98 101 102 104 105 103 93 110 

5  打抜、プレス 84 88 90 94 94 93 91 94 100 

6  くぎ、ポ l レト、リベ y ト、ねじ製造 83 83 92 91 93 94 95 79 100 

7 製 キイ

8 木 工

9 印 帽。

10 製 粉

11 鉱物、土石粉砕

12 製 び ん

13 製紙、 パルプ

14 織 物

15 衣 服 製 造

16 合成樹脂射出成型機

をL oとすると、工場内で発生した音は 図ー 2 に示すように P WL→L

→Lα →Loめように伝搬する 。そしてこれらの音源から境界線にいた

るそれぞれの径路における減衰虫、音圧レベルは計算で川求めること

ができる 。

(1) 室内発生音の計算

音源、から壁際( 約 1 11< ) までの距離を T 、工場内の吸音カを A =

S a (  S  : 室内表面積、 a : 平均吸音率) 、室定数 R = 7壬号とすると L

は、

(  1  ，4  ¥ 

L = P WL + 10 1og l2" f f 7- +訂 一一一一一一( 1  )  

となる 。図- 3にこの関係を示す。

(2) 必要透過 損失 TL の 計算

図- 2 で壁から境界線までの距離を B 、規制基準をLo、壁面積を

F ( F = a X b、 α<b、α、b は壁寸法) とすると壁の必要透過損失

T L は立の値により、つぎのようになる 。

① kf  T L = L - L o - 6  ，一一一苧( 2  )  

①J ! . . . <立〈ム T L =  L - L o+10  log-与一 11 一一一一( 3 )  

一 π π ル

③ Ii <ム h 日 0 +山手- 16------ -- - ( 4)  

π  

これらの式は壁を商音源、と考えた式であるが、点音i原と考えると、

Q>去に相当する式として、

④ わ す T L = L - L叩 104 1 4 - ( 5 )  

が得られ、 (4) 式よりも安全設計の式となる 。

(3) 換 気モニターからの騒音計算

工場の換気モニターから出る音は 図- 4のようにモニター直前 ( 1  

明) の音を L 、モニターの長さを a 、モニターから境界線までの距

離を立とすると境界線上のレベル Lo は、

Lo = L + l Ologa/Q2- 5  一一一一一 ( 6 )  

となる 。 ただしこの場合はわずの場合で、 Q< : : のときは、

Lo = L- 101og Q 一一一一一一 (  7  )  

となる 。

実 iJll Jの結果、モニターからの音が長さ方向に沿 って音圧レベルが

一様でない場合は点音源の集合と考えて a ' " のモニターを 1 怖の長

さ ( α の他、 E の値により点音源と考えられる長さに分割する ) に

分割して境界線上の一点への影響をそれぞれ計算して最後にd Bの和

を求める 。

(4) 総合透過損失の計算

壁面が同一材料で構成されていない場合、すなわち換気口、壁、

窓、出入口等それぞれ奥なる透過扱失の材料で構成される壁面につ

89 89 92 92 93 94 94 90 100 

82 87 89 92  95 95 92 85 100 

84 88 91 93 94 94 93 88 100 

98 99 97 93  89 84 78 71 95 

88 90 93 96 101 104 104 102 110 

89 89 91 91 90 88 85 82 95 

92 96 100 100 98 96 98  93  105 

78 78 79 83  88 91 88 84 95 

84 90 79 76 78 79 79 76 85 

87 87 89 89 84 80 74 66 90 

いてはそれらの面積、透過tn失、透過率を Si 、T L 、τι とすると総

合透過扱失 T L は、

苧 ー ( 8 )  

とあらわされ、前項の必要透過損失は T L におき換えて考えねばな

らぬ。

この問題は実際の騒音問題を考えるに当た ってきわめて重要であ

り、十分離れた点で観測すると対象としている壁画でT L ι = 0  (τ る

=  1 ) であるような換気口があると、この壁面の透過損失は換気 口

で決まってしまう場合が多い。 たがって (8) 式における 口 むが大き

くなるような箇所に対しては十分な配慮、が必要であり、換気 口等 の

ような問題の生じやすいものは( 窓を含めて) 壁の透過損失に柑当

する減衰量 ( または透過損失 ) を与えるような設計が必要となる 。

3. 工 場 内 発 生 騒 音

工場内での発生騒音は各業種、業態により千差万別で¥その実態

を明 らかにすることは 困難である 。騒音対策の資料としてはできる

だけ該当工場または類似工場の笑 ifi lJ 値 を使用するか、機械メーカー

から責任ある資料の提供を求めた方がよい。

表- 1 は各業種ごとの工場内発生音を示すが、あくまで参考値と

して扱うべきである 。工場内騒音の実 iMIJ では壁際の音圧レベルが得

られると便利な場合が多い。 しかし機械工場等では地上 L 2 m ( 壁

際) の点より壁上部のレベルが約10ホンくらい大きくなっている場

合が多いので注意を要する 。 またこの音圧レベルが後述の換気 孔等

の計算の資料となる場合もある 。

4 . 換 気 設 備 の 騒 音 防 止

一般に工場においては大量の換気量を必要とする場合が多〈、換

気設備の発生騒音と同時に工場内騒音がこれらの関口苦11を通 って外

部に対して問題となる 。 音楽堂や事務所建築で考える換気装置、あ

るいは空調装置からの発生騒音は音源から終端の吹出口までの距離

が長〈、吹出口での音庄レベルは 一般にそれほど大きな値とならぬ

ものである 。 しかし吹出口のある室の許容騒音レベルあるいは設計

目標値は 3 0 - 4 0ホンくらいで厳しい値となる 。 これに対して工場騒

音の場合は工場内から外部への音が問題になり、音源が大きく、ダ

クト長も短いが、 吹出 口での音そのものでなく 、境界線での音が問

題となる 。 しかも境界線での規制基準値は4 0 - 7 0ホンであるので特

殊な場合を除くとその騒音防止はそれほど問題とはならぬものであ

る。 この点が一般建築と工場建物の換気装置の大きな相異点となる 。
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4- 1 吸音ダクト

(1 ) 直管吸音ダクト 図- 5 に示す直管ダク

トで、その減衰畳 R は直管ダクトの長さ L 、

内径 D とすると、

(

国
首

)

劇

桝

質

大

大

ゆ

窃

断面

ー ( 9  )  

となる 。 ここで、 K = 1. 05 α Mであ り、 α は内貼り吸音材料のl汲音

率である 。 また P はダ クト ( 吸音面) の内径 、S はその断面積 を示

す。 そして、この減衰量 R は同図に示すように 10= c/  DHz 以下で

期待できるのである 。 したがって P/ S を大きくするためにスプリ ッ

ター型、セル型、米の字型等の断面の吸音ダクトがよく使われる 。

このタイプのダクトで、 一般に L! Dキ 3 で R 三d O- 15dB程度の減衰

ｒ ］ ｋｾ＠ dB/m 

/0  

周 波 数 ( Hz )

(C) 

直管吸音ダク トと 減衰特性

中

図- 6(b)  

量が期待できる 。

(2) 吸音直角曲がりダクト 図- 6 に示すように長さ L 、内径 D 、

ロミ0 .8 であるような直角エルボに 吸音処理した場合の減衰量は、

I .Dキ 200のとき R =c 10dB、I. Dキ 1，000のとき R ヰ 15dB程度の減衰

吸音直角幽

カずりダクト

量が期待できる 。

4- 2 吸音チャンパー

図ー 7 に示す吸音チャンパーでは減衰量 R は、
T

D
i

 R=  10 10耳 1  dB 一一一 (10)

S I COSU I - 4  

e  ｾ Ｒｾ､ Ｍ Ｒ＠ Ｋ 否ｾ Ｉ

とあらわされる 。 この R は幾何音響学的に求めたもので、分母の第

1 項は直接音、第 2 項は拡散音の項である 。 同図⑮のように直接音
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図ー 7 吸音チャンパー
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⑧ 
となる 。上記の理由て、チャ ンパーの寸法と波長 の関係から高音域で

よい対応が得られる。

4- 3 換気モニターの対策

換気モニターはなるべく閉鎖する 。止むを得ない場合には、問題と

なっている仰IJ をメクラにする 。 ただし内部は十分に 吸着処理 ( グラ

スウ ール、ロ ックウール50"，m以上) を行う 。 自然換気法としてモニ

ターを 利用したい場合は図- 8 に示すような吸音処理した迷路型モ

ニターを使用する 。 その減衰効果は図示のとおりである。

屋根用換気ファン

tK  2K  4K  8 K  

オクタープパ y ド中心周 誼 融 ( Hz)

15 

O  

AC  

10 

い / ¥b l i  

ｾ＠ 、、ムム

..-- ト 2000←30凹 ー+ 2000.. 5 = 1/ 100 

4- 4  

屋根用換気ファ ンは、関 口音I1としての騒音伝搬径路 となるのみでな

く、ファ ン自体も騒音源、となる可能性もある 。 このため図- - 9 に示

すような迷路型の吸音カバーを設ける 。 カバーがファ ンに接近 しす

ぎると換気能力が低下する ので注意する 。

モニター各部の減音効果伊j図- 8

壁付き換気ファン

笠付 き換気 ファ ンも騎音の伝搬径路となりやすい。 図 - 9 のような

ｉ ｾ 日口 苦 ｉＱ に対する カ ｫ ー を設ける 。 ｪ減成衰効果の ｩ側 ｉｉ卵則 ｉ Ｑ川 ｉｊ 定 例 を 表一 Ｒ に示す 。

ーにエコロー音

回百一
闇 F

園

闇

4- 5 

8000 

表- 2

24  

壁付ーき換気ファンの代わりに、高所に j成音装置付 きの開 口音I1を設け

ても、熱附工場では有効な換気 口となり得るものである 。 ファ ンに

対する抵抗、減衰の量を充分に考慮して使用すべきである 。

図- 9( まついまさゆき 点京工業大学大学院総合理工学科 ・教授)
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特 殊 工 場 の 設 備 4

粉 塵 工 場 の 設 備

林 太 郎

桜 井 寛

1. 粉 塵 工 場 の 実 態

1粉盤工場の労働環境は、戦前あるいは戦後間もない頃から決して

良くなっているとはいえないし、じん )1市忠者も年々わずかではある

がm加している。その理由として考えられることは、多くの粉塵工

場で工場全体が発散源である場合の多いこと、作業者も温度や臭い

などについては敏感であるが、一般粉じんについては馴れもあって

か、さほど関心を示さないことなどもあげられる。

2. 労 働環境 の 改 善

粉盤工場の画期的な発じん防止としては、たとえばi，¥f 式工法、自

動化、遠隔操作、空気輸送などの係用による生産工程や作業方法の

変更、粉じんの発散 ・飛散 ・拡散のff ! J 制惜程、生産工程の隔離、密

閉情置などもあるが、これらの措置をとりえないか、または不十分な

場合には粉じんの排出をしなければならない。ところが換気設備の

現状は不十分のものが多いため、今後は既成の換気法にとらわれず、

画期的な方法をとるべきである 。

たとえば粉じんを上方から排出する場合は、人の呼吸域を粉じん

が通ることになり合理的でない。逆に新鮮空気を上方から人に与え

つつ粉じんとともに下方へ排出すべ〈、作業性を害することもない

プ ッシュ ・プルタイプの局所排気、局部換気、しゃ断、全体換気を

採用すべきである。( 図一 1参照)

また換気の一般的指標として換気回数があるが、室内の空気の流

れに、うず ・停たい部を生ぜしめてはその効果を激減させることに

なり、居住域は絶対にそのような場所にあってはならない。

3. 粉 じ ん の 種 類 と 毒 性

"  " 新 鮮 空 気

/  

図ー 1

粉じんとは、空気中に浮遊している固体の微粒子をいい、有機粉じ

んと無機粉じんに区別される。粉じんの種類により人体に与える作

用のしかたも異なり、発生の状態によってヒューム ・ファイパ ・ミ

スト ・狭義の粉じんなどにも分けられる。

これら粉じんのうち、直径10 ミクロン以上というようなあまり大

きい粉じんはほとんど肺胞に到達せず、逆に 0. 1 ミクロン以下という

ようなあまり小さい粉じんもほとんど呼気により再び肺胞から吐き

出されてしまうので、 0.1から 5 ミク ロンぐらいの大きさのものがほ

とんど肺胞に沈着するため危険とされている。

4. 抑 制濃度

一般粉じんの抑制波度を 表ー 1 に示す。特定の化学物質粉じんに

ついては特定化学物質等障害予防規則lの告示に細かく規定されてい

る。 ( 50 ・9 ・ 30 告示第 75 号)

表 - 1 鉱物性粉じ んの抑制; 漫度

じ ん 別i 性 粉 じ ん
抑制濃/ rr度，3  

mg/  

首¥l { 主粉じん . 遊高ltJ圭般30%以上の鉱物性粉じん，滑石，繊

:ri ，アルミニウム，ア j レミナ，王圭滋土，硫化鉱 2  

第2 f11粉じん. 遊離珪般30%未満の鉱物性粉じん，般化欽，

;'.1:¥鉛. カーボンブラ ック，活性炭，石炭 5  

第3 f . 1 i 粉じん. その他の粉じん 10 

石料1粉じん /5繊cm維3  

( 注) 1 .  1li 1極粉じん、第 2 極粉じんおよび第 3 純粉じんの抑制捜I! l : は、環気中

に浮遊する粒チの うち、およそ 5μ 以下の粒チについての I轟j立をい う.

2  石綿粉じんのｊＡｬ湘 ｊｩＮ 農 ｊｾ は、環気中に浮遊する粒 ｆ 向 う ち Ｎ 5μ 以上のt:rr.

についての濃度をい う. なお、これに対する重量温度はおよそO. 30mg/ m'

である .

5. 保 ご 具

労働衛生上、保ご具新用の基本は、作業環境改善措誼を行うこと

が不可能のときや臨時の作業を行うときなどに、補助的に、臨時的

に採用することとされており、設備メーカーとしてはまず々えては

ならないことである 。

6 . 法 規 制 に つ い て

労働安全衛生規則、鉛中毒予防規則、有機溶剤中毒予防規則、じ

ん! I 市法、特定化学物質等障害予防規則、四アルキル鉛中毒予防規則、

電離放射線障害防止規則などで、それぞれの物質について局所排気

装置設置が義務づけられ、場内空気が有害濃度にならないように定

められている〔安衛H11577ほか〕。一定の作業の場合には全体換気装

置でもよい〔安衛則577ほか〕。フード ・ダクト ・ファンなどについ

て特化則 ・鉛則 ・有機目IJ などには詳細な定めもあるが、将来はその

他の規則にも拡大されると思う。

有筈物質を含む排気を排出する局所排気装置その他の設備につい

ては、その有害物の種類に応じて、吸収 ・燃焼 ・集じんその他の有

効な方式による排気処理装澄を設けることが定められている〔安衛

目IJ 579ほか〕。また、公害防止のために、公害対策基本法、環境基準、

大気汚染防止法などがあるが、とくに府県市などの条例や言語規則に

ついて留意しなければならない 。

7  . 換 気 設 備

粉塵工場の環境は多種多様であり、その場に応じた換気設備が設

計されなければならない 。 したがってここでは基本的な換気改善の

手法だけを述べることとし、詳細は筆者らの専門{ l } 11.21 にゆずるこ

ととしたい。

7. 1 局所排気

作業能率を落とさず、できるだけ少ない排風量で故大の効呆をあ

げうるようにフードを設計しなければならないが、そのためにはフ

ード設計の基本的な考え方として、

(1)  フードはできるだけ汚染源に近接して設ける p

建築と社会/ 1976有 7 J1甘 1 0 3  



写真一 1

写真一 2

写真一 3

写真一4

(2)  フードはできるだけ汚染源を! I . t ! むようにする 。

(3)  フードの吸い込み }j li'j と、汚染ガス の流動万向を一致させる 。

(4)  設計に必要な諸条件を十分犯挺すること 。

などに fll 芯: しなければならない。

市" fi らの研究による流:!iUIニ法において、処理風: h1 Q3は、汚染空気

発生It i: Ql と周囲からのまきこみ空気fJ: Q2との初であり、 ( Q2/ Q1)  

limit = K I . をもれ限界流社比、 " をもれ安全係数とすれば、

Q3= Q1  ( 1  + η・KI. )

となる 。

KL  は Q1に無関係で弘、汚染源とフードの関係 、f 法比のみの関数で

あり、その一例をあげれば、 三次元流れの長万形汚染源に適用する

↑IlI J  )j l 吸い込みフードにおいては、

K L= 2.9 15.0 ( W/ E ) ー1. 48+7.0 1  1  1. 9y l. 66 + 0.4 1  

15. 2 ( H/ E ) 1. 4 + 1. 01  10. 32 ( u/ E )2. o+1. 0 1， %  

である 。

写真一 1 は機械ふるいに適用した局所排気の実地例である 。

プルフードは吸い込み関口の近傍の汚染空気しか排出しえないの

で、設泣距離が大きい場合に、安全に排出を Wl するのは無理である

から、そのような場合にはプ ッシュ流れを辿令させたいわゆるプ ッ

シュ ・プルフードを採用しなければならない。

プ ッ シュ ・ プルフー ド の Ｉ， ｾ本的要素は、

Ｈ Ｑ Ｉ プ ッ シュ ｼ制口 とプル関 口 の設世 間 ｾ ￪ 縦はできるだけ短いこと 。

(2)プ ッシュ ・プル流れの万向性は問わないが、n1ij 者の iikれ万向はで

きるだけ一致させること 。

(3)プ ッシュ ・プルフード周囲には、なるべく気流の乱れや似IJ 圧 ・1日IJ

iたがないようにすること 。
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写真一 5

などである 。

ところで流量比法に よるこのプ ッシュ ・プ

ルフードは、周囲とのしゃ 断、 汚染空気の拡

散防止と排出方向の jr，l! 御、汚染域の包囲ある

いは室内の換気など適用範囲は広 〈多目的に

f史Hl できる 。

祈llil 比法において 、プ ッシュ空気量を Q1 、

プル空気量を Q3、破断限界流量比を KBとし、

破断安全係数を m とすると、

Q3 = Q1 ( 1  + 四 ・KB) とな る。

二次兄プ ッシュ ・プルフードにおいて、

KB= ( H/ E )1. 110. 46( W/ E )ー1. 1+0. 131

10.04(  V/ E )02+ 0. 511  15 .8(vo! v1) 1. 4  

( H/ E ) O. 25+ 1 1  

7.2 しゃ断による局所排気

写真一 2 は、酸洗槽から発生する硫般ミス

ト粉じんの室内拡散 を|坊 ぐために、上述のプ

y シュ ・プル設計式を用いたしゃ断のよ1体的

尖』血例である 。

7. 3 プッシュ・プルを用いた全体換気と局部

換気

(1)全体換公とは 、室内全体に適用して 、れ ifit

の ))1古l を一定の成}(1流( 写真一 3 参 !i!¥) にする

もので 、必要に応じ速度勾配を任窓に変える

こともできる 。

(2)局者11換気とは 、労働者の作業域に 11民ってカ

バーすべき空間をできるだけ小さくし、その

空間に適用するタイプで、局所排気と全体換

気の中! 日] となるものである 。

(3)なお、室内で発生した汚染空気を拡散させることなく 、直 ちに 一

定 ｽｪｾ ， ｪ に排出させるものを、ピストンタイプ Ｈ つねにピストンのよ

うに 押し出す) の成府流換気法ともいう 。( 図一 2 参照) 。

(4)以上の笑施にあた っては、とくに作業者の呼吸域にいつでも新鮮

ｾｾ｜を流すべきことを配慮しなければならない 。 作業域にうず Ｈ 写

真一4 参照) 、停たい部を極力な 4くするようにすること 。作業者にあた

る気流の速度は 0. 5m/ s をこえないようにすること 。 とくに冬季に

は調和空気を与えることなどにも留意しなければならない。

写真一 5 は鋳型注場作業に応用した局音11換気の実施例である 。
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(c) 一機流れ( 成層流)

(d)  ピス トン形式
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. 冷暖房ユニ ッ ト 産業用冷暖房ユニ ッ ト 松下精工送風機事業部 107 

- 集塵機 i寄接ヒューム除去用電気集塵機 松下精工送風機事業部 108 

. 集塵機 ハンダヒューム除去用電気集塵機 松下精工送風機事業部 108 
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. 送風機 センターフ ローファン 増島製作所 109 
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. エ アフィ J レタ ー フランダース 新国ベルト 114 

. エ アフィルター 空気清浄装置 、 ONOX' 日本パイリーン 114 

. 防災機器 〆、ロン 1301 日本ドライケミカル 115 

- 汚物ポン プ ソウ ゴ ・セント J レク 相互ポンプ製作所 - 115 

- 屋上換気扇 カマクラルーフフ ァン 鎌倉製作所 表4

| 防災機器 I  

エ ハ ラ 排 煙 フ ァ ン

特 長

エ ハ ラ 排 煙 フ ァ ン は 、 火 災 u与に n !li1J 的 に 起 動 し 、火 災 u年発生する

煙 を 長 時 K¥I にわたり 、効 率 良 〈 排 "_Ht . . 、たします。

エハラ 抄1，'hiYI ファンは、 耐 熱 対 策 と し て l倣込 lJ!1J 制l受 に 特殊 榊 i立の 耐

熱 保 護 裟 III を 設 け 外 うえを導入し強H i IJ的 に 軸 受: を冷却します。

用 途

Ｚｴ 見 街 、 法築 Ｉ， ｾ準法 内 に ｉｙＱ ｾ 己されている排煙ファンの 能 力は、 ＱＲＰ ｭ Ｇ

Ｏ ｭｩｮ Ｍ ＱＰＰＰ 附 Ｏ ｭｩｮ Ｈ 風 ｩｬｬ 内での京寸ニの漏 ｊ Ａｬｬｾを ＱＰ Ｅ ぐらい 凡 込む必裂

があります 。Ｉと されており、以大許可等避縦時間の ＳＰ 分 間 に、 ＧｩＮ Ｑ Ｉｊｾ 事Ｑ よ

く 排 煙 し な け れ ば な りま せ ん。

当 社 に お け る 排 煙 フ ァ ン は 、 J 二 記 の よ う な 苛 酷 な 条 件 下 に お い て 、

短 H年IlI Iの/ 1¥1 に 充 分排 煙 能 力 を 発 揮 す る よ う 、 設 計 ・製 作 さ れ て お り

ます。
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I  

屋 上 換 気 扇

全体換気用( ローシルエット形)

特 長

1  . 鉄 に 比 べ 約 71音 の 寿 命 を 持 ち 、 軽 く て 堅 牢 な 1肘食 アノレ ミを 採 用

し て い ま す。

2 . プロ ペ ラフ ァン 採 用 の耐 熱 防 塵 設 計 で す。

3 . 流 体 力 学 を 応 用 し 、 全 体の 構 造 を 円 筒 形 に し て い ま す。

用 途

全 体 換 気 用 と し て工場や倉庫はもちろんピノレ、マ ンシ ョン、 l市古ili 、

マーケ ッ ト、体育館、良事用ハウス、ｾ舎に い たるまで巾広 〈 ご利

用 い た だ け ま す。

そ の他に、 局 所 換 気 用 ( R A形 ) 、 中 高 層 集 合 換 気 用 ( R C A . R C  

B 形 ) 耐 来 品 形 ( R P B形 ) 、 自 然 換 気 周 ( 迎 統ベ ン チ レ ー ター) 等

を 取 り 揃 え て お り ま す の で 用 途 に 応 じ て ご 使 用 下 さし、 。

バ リ エ ー シ ョ ン

全体換気用 ( S Q形) 面持薬品形( RPB形)局所換気用 ( RA形)

特 性 褒

・全体換気用 ( レエ γ ト形)

7  T  ン 筏 モ ー ト ル 仕 隙 風 量 騒 Tf 

品 酔 相1:'.< 1tr 庄 極 致 出 力 ( m'/ mi n)  ホ ノ ( A )

φ 箇凪 φi nch 

φ  V  P  kw 50Hz 60Hz  50Hz 60Hz 

FY- 24S0 E  600 24 3  200 6  0.75 170 200 65  69 

FY- 3050E 760 30 3  200 6  1. 5  282 337 71 75  

FY- 36S0 E  900 36 3  2ω 8  2. 2 430 500 77 81  

FY- 36S0 G 900 36 3  2∞ 8  1. 5  368 434 69 73 

- 全体換気用 ( S Q形 )

BV- 10350 250 10 l  100 4  0. 02 73  15  52 55 

BV- 12350 300 12 1  I∞ 4  0.07 25 30 54 56 

BV・16350 400 16 

1  10旦

4  f-H 孟- 64 75 58 61 

3  200 

BV・18350 450  18  3  200 4  0. 55 90 110 65 70 

日V ・21350 525 21  3  2ω 6  0.25 96 104 59 63 

.  .  S降 .  
'陀

4  0. 55 118  135 65 70 

FY- 2435 0  600 24 3  200 6  0.75 170 200 65 69 

BV- 30350 760 30 3  200 6  1. 5  282 337 71 75 

FY- 36S:>C  9∞ 36 3  
2∞ 8  1. 5  368 434  69 73 

F Y・363l M 900  36 3  200 8  2. 2 430 5ω 77 81  

※ R A形 R C A形 R PB形 等 向 性能 に つ 畠 乏 し て は下 記 の と ニ ろ に お 1111作 b せ F きも、.
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! ヱ ア ー カ ー テ ン 、 ト ラ y ク ド ア ー |  

産業用エアーカーテン、トラックドアー

産襲用エアーカーテン

特 長

1  大 形 両 l汲 込 形 シ ロ ッ コフ ァンと エア ー チ ャ ンパ ー の 採 用 に よ り

多風訟で告ーも ｩｾ 争かです 。

2  風向罰百 Ｑ 節板によりｾｾ の 口氏出 し 方向を調節できます 。

3 . 吸 込 口 に エ ア ー フ ィル タ が つ い て い ま す の で 、 ホ コ リ や ゴミ を

取り| 徐き 、常 に 汗fi 繁な さ笠公を吹 き出 しま す。

4 . 外 気 遮 断 は 約70- 80% の効 率 で す。

5 .  トラ ック ドア ー は 、 熱 交 換 様 によ り 温 風 が 吹 出 し冬 場 の 冷 い 外

ｾを シャ ｹ トアウト しま す 。

用 途

工 場 や 倉 庫 の 出 入 の は げ しい所てが前空 気 の ド ア " が対J 栄 を 発 郷 し

ます。

トラ ックドアー

( 暖房機付エアー カーテン)

川

一

郎

一

則

一

m

松 下 精 エ 株 式 会 社

送 風 機 事 業 部

〒486 愛 知 県 春 日 井 市 鷹 来 町 字 丸 の 内 4811 T E L 0 5 6 8 - 81 - 1151 



ミニシロッコファン

標準形( 片阪込)

特 長

1 .  1吸込 11 にベノレマウス形状を J采月] しているため、目L i J l eによる騒i ' i

がな く多j瓜il l : で す。

2  流 体 形 状 の コ ンパクト 椛 巡 で-tA' if 'J-luih'( が 少 な く取 付 作 業 も 谷 劫

で す。

3 .  1止tH)jlr'J は鋸 付 脚 の 位 也 会 史 u二百II:!@也、下音11水 ‘ドな ど 各) j lr'J

土 15・の 角 度 調 務 ) が t可能 で す。

4.  モ ー ト ノ レは周 ｬ 持 ｬｩ 品 ｊ ｊＩＺ ー ＲＰ ・ 一 Ｋ ＵＰ Ｇ ｃ まで巾 ｦ え るＷＮ Ｇｾ Ｎ 巨 ｴ 古 ￋ ｅｦｩｬｩ ｊ 色車まモ

ー トルを使用し て い ます。

用 途

般住宅、 ピ J レ、マ ンンヨン 、 地 ド l1r、 工 場 、 喫 茶 j占、 パ ー な ど の

一 般検公用、 空 調 用 や 工 業 ml 倣 初 公 刈 か ら弁 純 J令l皮切機昔話、セレ ン

守主流緑、$ : 圧 線 な どの 機 総 組込 月] ま で 多彩 な 適 応 性 を 発 照 し ま す。

バ リ エ ー シ ョ ン

低 騒 音 形 ( 片 吸込) 標 準 形 ( 両 寝 込)

特 性 表

'‘ 
• 明 領 後 繍 敏 . 厘 周濠程度 消 費 電 力 電 車 回 転 訟 昆 昆 岨 禽 • • 

，.  φ  v  H ， w  A  r; p ，m m'  m. n ホ ンIAl

h‘  

F W- I OC GL  10 I  I  I  100 

ト;: "  

0 .2  1. 360 2 .2  

‘2  2 .6  

22 

卜; ; 3

1，510  2. 5  .. 

12 C G L  12 I  I  100 

トiト

26 1，280 3. 3  

44・66  5  

3. 3  

330 0  

ｾ 仏ＰＰＰ 33・師3  7  1  

1. 350 3. 5  

11』11 56650 0  0  0  ー

1，240 ' . 2  

トー

1 4 C GL  14 I  t  100 

370 5  

1. 185 ' . 1  ‘ 1  

ー-

1，180 
' .0  “  550 1  

一
片 1 6 C GL  16 I  I  100 

15 

円: : 7

1. 190 ' . 1  

1. 6  

' " 吸

ト;;
. 0 1. 340 11. 5  51 

白色 1 7 C GL  11 I  I  r  100 

12・ 1. 3  1，460 12.4  
5'  

' . 1  

m ー ト

560 0  

. m m 制糊ω  却

片:

1.330 16.0  

"  
1 9 C GL  19 I  I  I  100 

1，410 17.0  61 

...  
{  

ｾ＠ 2 1 C GL  23 I  ::: I  200 

50 1. 1  1，400 25.0  65 

19. 2  

SSO O  

1. 5 1，620 30. 0 69 

2 3 C G L  25 3  200 

片?

1，400 30.0  61 

19. 3  

60 1. 650 34.5  13 

ーa・a 岡
1 9 C WL  

"  

100 560 0  

110 . 30 22. 0 

"  
11. 6  

32000 0  

1. 080 26 .5  

e62， 5  m 吸 ト

50 . 30 41. 0  一，相園、 副円

2 3 C WL  23 3  200 

60 450 1. 65 1.060 ‘ 1.0  
65 

19.8  

11' 

1 9 L GL  

"  

100 

50 10 0.75 860 10.5  50 ...  
岨 片

トー

60 . 0 0. 89 . 30 11. 5  52 

50 

22l1S7820 0  0  0  

2. 45 g・8 15 . 1  53 
官骨 吸

21 L G L  

"  

100 

60 1，124 18. 1  58 

18 . 3  

形 込

一
ｾ＠ 2 S L GL  25 s  200 

50 965 26 .5  57 .S  

18. 1  

60 ¥， 125 31. 0  62 

i ! . 特性偏u.. f.t O・A.'"偏 又 岨 奮"Aスケール怯幽ロ明後方1 . 5 耐として測定{ 大気中) した健です.

I  

産 業 用 冷 暖 房 ユ ニ ッ ト

床 置 形 ( 立 形 )

特 長

1 .  ￬ 令水、 ｩＺ ｉｉｾ Ｗ ｪＨ ( ぷ 公 ) を{ 止し、 J令υJ 、 11主υJ す る 中 央 ) j 式 で す。

2  工 場 の験 的 、 既 設 、 新 築 、 規 模 等 に よ っ て故 迎 の シ ス テ ム が 選

べ ます。

3. 独 特 の 構 造 で い た っ てコ ン パ ク ト で す。

4 .  i令υJ 、H珪/j j 、 換 気 、 空 気 浄 化 、 加 IUの 5 つ の 機 能 を そ な え て い

ます。

用 途

ビノレ、 7 ンンョ ン、工 場 な ど の 空 調 と 冷 暖 かJ 用

バ リ エ ー シ ョ ン

川_ l _ Ｑｉ， ｾ｟ｌ ｊＲーＮＮｌＧ“上Ｂ

: l  J ，15Z4土孟士4i ; 51 ょトコf

ｾＵｉ Ｑ＠

け 1  Ｑ 今ＧＮｬｉＮＺＧＺＺＺ［ｉＨＢ，肉眼， ｩｾ ， ｓ ｭ ・ ｊ ，Ｎ 、Ｉｾ， r  I  Ｑ ｦ｜ｾｬｉＮＺＧＺ処州Ｂ陶風虐 ＢＲＮｕ Ｂ， ・ ｊｉ 愉Ｎｾ後同ー嗣快 ＱＱＱＱ 、‘
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ハ ン ダ ヒ ュ ー ム 除 去 用 電 気 集 塵 機溶 接 ヒ ュ ー ム 除 去 用 電 気 集 塵 機

哩

g
-
-
-

一一一一一一

7  

特 長
特 長

1  .  ｾ｛ｌ気集腹部に於てハンダヒュームを ＹＰ Ｅ 以上除去し、さらに活
1  据 付 面 桜 が 小 さ い の で ill き 場 所 に 困 り ま せ ん。

性炭により悪以ーを除去します。
2  よ ｾｊￆＱ ｛ｌ極に イ サ泊した粉 ｬ Ａｲｦ は、集陸部を回転させることによって

2.  Ｑ 皮ｾ｛ｌ音 ｉＱ は独自の Ｒ 段式針状構造となっており、粉体イサ后による
簡 単 に 払 い 落 し が出来ます。

効 率 低 下 を 防 ぎ 長 時 間1の 逆 転 が 可 能 で す。
3.  ｾ江主 ｴ 集塵機ですのでＧ消費屯力が少なく経済的です。

ダ ク ト 引 き が で き る の で コ ン3  圧 力 型 の フ ァ ン を 内 蔵 し て お り 、
ドアスイ y チ 、 ア ー ス ス イ y チ 等 の 安 全 装 世メインスイッチ、4  

ベアラインの状能に応じたよ長f!rfO/ ステムが組めます。により ｉｾｭ による字放の心配がありません 。

コ ン パ ク ト な 設 計 で 設 置 場 所 を と ら ず 、 又i直 宜 作 業 場 の レ イ ア4 .  
5 .  . m腹部の呉7f，は、故障ランプにより知らせるとともに、自動的に

ウ ト 変 更 に 対 応 で き ま す。
高 屯 圧 を し ゃ 断 、 フ ァ ン を 停 止 さ せ る 安 全 設 計 と な っ て い ま す。

用 途
6 . よ ね 臨 効 率 は 微 粒 チ で あ る ヒ ュ ー ム を 90% 以 上捕 集 し ま す。

場 で の ハ ン ダ 付 け 作 業 工 程 に お い て 発 生 す る ハ ン ダ ヒ ュ ー ム
各 種

7 . 活 性 炭 フ ィ J レ タ ー に よ り 、 溶 接 現 場 よ り 発 生 す る オ ゾ ン も 除 去

や 、 微細! な粉塵の除去に使用します。

特 性 褒

で き ま す。

各 種 溶 接 作 業 よ り 発 生 す る ヒ ュ ー ム の 除 去 に 使 用 し ま す。

用 途

出 雌 効 ! l l

縦 他 に F Y . 2 0 E PA、F Y . 4 0 E PA b ぁη ます

( 注) オイルミスト、タールミスト等は築} 墜しないで下さい。

特性表

旬以上

10.3 1電虫孔 I1... 彼ヒュームにて1

¥lt 散乱i. I  

由% 以上

電R 式 11高掻ヒュームにで1

¥l t . 散乱必 /  

品 番

キ土下 精 エ 株 式 会

送 風 機 事 業 部

本公ネ土下 精 エ 株 式 会

送 風 機 事 業 部

ヰ公

〒486 愛知県春日井市湯来町字丸の内48 1  1  T  E  L  ffi 68 - 8  1ー 1151
〒486 愛知県春日井市111楽町字丸の内4811 TELf f i 68 - 81 ー 1151
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「屋土m! l I  

オリエンタJ レJ レーフファン

特 長

・台風時、 J!fi.U A6 0 mで フ ァ ン 停 止 中 の 漏 水 皆 無 は 実 証 済 み で す。

・而，t候 耐 蝕 特 殊 被 覆 鋼 板 ( オリエンタノレメタル ) の 使 用 で 耐 久 力 が

J似 体 で る し か も 見 苦 し い サ ピ の 発 生 は あ り ま せ ん。

. Q型 は フ ァ ン を 停 止 さ せ て も 自 然 換 気 が 行 わ れ ま す。

・怖 か な 運 転7T で す。

・ シ ス テ ム 換 気 設 計 の 総 合 換 気 コ ン サ ノ レ テ イ ン グ 業 務 も 行 い ま す。

/  姉 妹 型 と し て 必 制 換 気 専 用 型 の J レー フ エ キ ゾ ス タ ー E 型 と 自 1

l 然 換 気 専 用 の モ ニ タ 一 、 ム ー パ 一 、 ベ ン チ レ ー タ 一 、 給 気 専 用 |

¥の J レ ー パ ー が あ り ま す。 J

型Q

 

性 能 表

フ ナ 〆 モ ー タ ー r" j 波 数 Hz 60 

斤 ｾＧｾ
式 (1: rl¥ )j  f . I i 数 ｾｬｴ＠ 1正 l且:，: m3/mi n 騒 (i :

( 刷m) ( W )  (  P )  ( V  

倒防問

ホ ン
O A  (1  5 A q  10A q  

O M- R E  40  400 200 4  200 72 61 60 

O M一 円E 50 500 400 6  200 125 110 

O M - R E 6 0  600 750 6  200 200 170 67 

O M- R E 7 5  750 1500 6  200 320 280 255 75 

O M- R E 9 0  900 3000 6  200 590 490 430 80 

各市F圧に於ける l且JICには1 ' 1 然換公 I，i:は含 まれ ておリませ ん.

オ リ エ ン タ ル メ タ ル 製 造 討 朱 式 会 社

本 社 尼 崎 市 昭 和 南 通 3 T  el 26(松 本 ビル ) T  E  L  06 -412 -5131 附

東 京 本 社 T E  L  0484  -42 -31 15 大 阪 支 庖 T E  L  06 -4  12 -51 31  

名 古 屋 支l苫 T  E  L  052 -581 -2781 九 州 支 庖 T E  L  093-69 卜 2831

セ ン タ ー フ ロ ー フ ァ ン

hJl ぬ の 送 j且L機はノ，j ( 1F- の続験に} ，H 尖*，; ' ( と歪ねる{ i J f ' : 先 と技術I に よ る JJi

効率な流体J lJLi i命を応 用 し て 払 汁 し て お り 、 動 的バ ラ ン ス 放 機 械 的 強

院をイ了するため 1171圧 口 述 l函1'1去に i也し、そ の' ド1: 能は 1伝子2を 必 め ら れ :全

l:1l(I(J に H ，Wを い た だ い て お り ま す。

① ￯ｾ 百刻 ｊ ホーのため、 Ｇ，ｉＡＮ｛ｩＩ ｪ 機芥 ＺＱＱ Ｚ が小さ く ｩｬｬＧ 伝 ＾ ＱＧＨ が続前 ＨｉＨｊ

② リ ミ ソ トロ ー ド枠肢があり、j i ! ! J n {，:i の 心 配 が な い

③ 拠 断 lUI の /J;J.f' N'I( で あるため綴了間りl、さ く節 点 な 逆 転

④ 的 圧 が去二定な降下村 '1'1τの ため、 .1げ IJ ili'l 去 が 可 能

⑤セ ン タ ー フロ ー は ｊ ｩｩＡｾ の 流れが ｬι 紘 ＩｪｉￎＧｊ であるため外経寸法がコン

ノ マク トで品時十 ｊ Ｇ ｉＨｲｩｗ が小さ くて すみ、ＧＱｩ､ ｉ ｩｊ ｴＩｦｾ と Ｑ ，［ｊｦ ｘ ｩ にダクト の 中 Ｑ ｬ｜ｊ

にIfl l . 付1 すら 才1 る。

｀ｲＮ ｾｪｬ Ｎ玉大 ｊ ｩｩＡ ｕ 止 の ｎ ｩＺ 業全般に ， Ｑ る ｮυｾｬｴ Ｎ ｊ 丸ｪｊｬＮ ｂ 段 、 ＮＱＧＱＧ込 ｬ 以引換公ダ ク トￌｬￚ

ｪ 並 Ｑ ｾ 手に枇 ｩ 盛

NO. 5 セ ン タ ー フ ロ ー

E L c亡r  
話史

!:: 
w  

( J )  E  当t LL 

w  

130 100 

S P  

~ー、、、

ト¥
110 80 ¥、

90 12 60 

..----- に~ト，E F E

/  

ν/  ¥ 
f '  

70 8  40 

r¥ 

V  
レ / ド

日て
50 4  20 ｾ＠

し-----

K W 

...---

。。

。
100 200 300 400 500 

風 量 m'/ m 

株 式 会 社 ま曽 島 製 イ乍 月斤

本 社 工 場 東 京 都 江 東 区 東 砂 6 丁 目 18番 6 号

T E L  03 - 644 - 3 151 - 9  

大 阪 出 張 所 大 阪 市 北 区 宮 田 町 18番 地 ( 島 根 ピ ノレ)

T EL  06 - 3 64 - 195 1- 3  
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ス ポ y トエアコン E  

空 冷 式 ス ポ ッ ト エ ア コ ン

三 菱 ラ イ ン ク ー ル

床 移 動 形 ス ポ ッ ト エ ア コ ン天 井 吊 形 ス ポ ッ ト エ ア コ ン
天井吊タイプ・床穆動タイプ

MD - 40TA - F 型M D・4 0 T A- U型

. 少 な い 予 算 で 、 段 階 的 に 計 画 で き ま す
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す か ら 、少な

し か も 工事 費

他 の 方 式 に 比 べ て 工 'Jれまし、た っ て簡 単 。 短時 間 で 設世 で き ま す 。 し

かも 移 設 が 容易 で す。 移 設 の た め の 費 用 む ほ と ん ど か かり ません。

. 広 範 囲 な 条 件 で 運 転 が 可 能 で す

B )  40' C 、

iばも 冷 房 を 必 要 とする 作 業 場 か ら 段 階 的 に君主誼 で

ます。

i1I1U交 ( 0 . B)  25' C ・ iluUSt ( R . ト1) Ｕ Ｐ Ｅ から、 ｩｬ ｬＱ ｕ ｾ ( D  

l!uU広 ( R . H )  60% まで タフに 冷 房 王. I f 転い た し ま す

し、予t?:で 計 画 的 で効 率 的 な 環境 改普 を 尖.EJJ. で

も少 な く て す む の が ) ラ イ ン ク ー ル 砂 の 特 長 で す 。

. 取 付 け は 簡 単。 移 設 も 可 能 で す

使 用 例eJ 思 い の ま ま に 吹 出 し 方 向 を 変 え ら れ ま す

l次 H'. し方 向 を360' 広 範 聞 に 変 え る こ と が で き ま す 。 働 く人 の た め に 、

よ り似 し、やすい 工夫 を い た し ま し た 。

. ラ イ ン ク ー ル は 天 井 吊 η タ イ プ と 床 移 動 タ イ プ の 2 機 種

作 業 条 件 に 合 わ せ て お 選 び い た だ け ま す

スイッ チ ひとつで冷 風 が ｮ ｾ てきます。

. 操 作 は ス イ ッ チ ひ と つ で 行 え ま す

辺 '1ま操作 は い た っ て 簡 単 。

1安 川 機ス ポ ッ ト エ ア コ ン や ラ イ ン ク ー ル" に は 天 井 吊 りタイ プと

し か も ド レ ン 配 管床 移 動 タ イ プ が あ ります。 天 井 に 吊 るす だけで、

が 不 袈 ( ドレン 処思141圭也 内 政 ) の 天井 吊 り タ イフ二 操 作 もプルス イ

ワ コe ンを耳立ンチで簡 単 で す。 床 移 動 タ イ プ は '01"-:1原を 接 続 す る だ け。

付 け る と 自 由 に 移 動て' きます。

床 移 動 形 ( MD- 4 0 T A- F )天 吊形 ( MD- 4 0 T A骨 U)

圧 ・111 形式X 価I !
全 世間 X I

電動 慢 出 力 Ｈｾ ｗ Ｉ I. Z 

冷剣 形式 -ン ロ J コ7 ァン

送凪 信側 昆量( m
1
/ rnm> 13  15 

a・・ I! 式
プ ロペラ フ ァン

慢 " 倒 且量( ml /: mn> 3 3 3 9  

電E耳慣出力( I( W) 0. <  

保IU 皇置

ｾ ＢＧ ＾Ａ ｉｉ Ｚ 疋 ＢＱＱＱＱ ( 圧}

ｾ 貴 乃， 且度開閉鑓 Ｈ 送 Ｉ

製品霊量〈匂》 9s 

付縄& 吹 出口 場風 板 カパ

イ士機褒 一一一一一

' 名
MO・40 TA - F

性町を
冷房能力( I(， c al h) 3. 700 4，200  

障理量( ， n)  2.9 3.3  

外形寸ｾ 高喜 X 帽 X 奥行〈同〉 1Z0X 690 X I ，I72 

〈前" ヰ)¥，) 7 ンセルSYl I  

外援
〈割高" 平ル〉

マンセ/L. 1.SYf. .S'O.8

電気縄住 電a ー相 200V 剖 / 60Hz

全入力<II W) 2.1 2.6  

全電溜 ' A) 1.2 8.2  

力事< %> 84.2 91.S  

位勤電車叫 〉 34 31  

， 主 健 カ Ｑ Ｑ 温度 ＨＰ Ｎ Ｖ Ｉ 羽 田 ｃ ・ 週月 Ｈ Ｈ ａ Ｎ ｈ Ｉ 曲 Ｅ町 と会の ｾ で す Ｎ

一 '1ft 1 m 3m 

0 ・m

O Zm 

中心 0

O Zm 

0 ・m

気 流 ・温 度 特 性

0 ・5

吹幽口中 むか らのE ・(・1

、
，

エ

ア

コ

ン

の

ら

の

笹

・

h

'.目
形 名 MO・4 QT A . U

性 能 冷 房 舵力 <kcal ! h) 3.700  4，2由。

陣 ，1 置 付 / 円〉 2.9  3.3  

外 形 寸，釜 高さ ー幅 ー奥 行〈珊〉 89S )( 44QX 550 

外義

ＨｾＢ＠ ;トル〉マ ンセ J I，. 5Y 1 I  

， ｾ出口 〉 マ ン セル ｎ Ｑ

電 気 符性 電 J'I 補 問OV 叩 回Hz

全 入 力 ( kW) 2. '  2.6  

全電 .  .Q. <A> 1. 1  8.2  

力車 〈持〉 85.4  91.5  

始 ..，電 J t <A) 34  31  

庄 岨 機 形 式 Y f 固I! 全 密 閉 / 1

電 動 楓出 力 (k W) 1. 1  

，令! Il 形 式 プ ロベ ラ フ ァン

"" 鵠側 皿置 ( m1/ mm> 13  15 

血 破編 形式 プロ ベラ フ ァン

l!l 組 側 凪置 ( ml ' ml n) 33 39  

電 動 慢出力 ( kW) 0.<  

保I・誕 置

同' 冨n玲・d，a・enEa同- 開- E""〈t虚庄》》

ドレンA ホ" イ J チ

t:I 品 . . (10.，;> 

"  
付属 品

吊 η 下 げ 周アイボルト・カバ ー

仕 機 褒

，主 舵カ " 温 度 ( 0 . 6 ) 35・c . 坦度 ( A . H ) 印% のと会同値 です .
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パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン ( 電 算 室 用 )

日

目

電 算 機 室 用 ，< ツ ケ ー ジ

G 了 ー100 0

特 長

. i令媒回路は干j;" に 以-rEの 効 稼

過冷却の制御ですから ￭ｾ 桁変動も ｪ 孔訟の変化にも無 ｬ 則係で安定し

た巡転を行し、ます 0

・エ ア コ ン の 奔 命 が 大幅 に mす

l汲入 冷 媒 は ス ー パ ー ヒ ー 卜 の 必 袋 が な < ， ｾＺ ｩｾ Ｇ に低い ｉ 出ＱＧＮ 圧力とＷＺＮ Ｎｕ 文

で 辺 転 す る の て 。 奔 命 が 大 幅 に 刷 し ま す。

・圧 縮 機 の 状 態 を 枇 良 に 維 持 す る 。

吸 入 ガ ス は 常 に 乾 燥 ガ ス 状 態 で l汲 入 さ れ 、 被 ノ マ ッ ク は 防 止 さ れ 泊

は 述 統 的 に 安 定 し た 供 給 をf干し、ます。

・複数の冷l N : サイクルをイ'J iHえ 、 エ ア コ ン が 完 令 に 巡 転不 能 に な る こ

と を 防 い で い ま す。

・冷 凍 機 、 送 J9i ¥，{ 幾、再加 熱 様 、力日出総お よ び 保 護 装 置 な ど 必 要 な 白

動 制 御l機 能 を す べ て コ ン パ ク ト に ユ ニ ッ ト 化 し て い ま す。

. ' ，{ ! : 源配線、 冷 却 水管 は フ リ ー ア ク セ ス フ ロ ア か ら エ ア コ ン 内 部 に

持 続 可 能 で す か ら 、 室 内 を す っ き り ま と め る こ と が で き ま す 。

.  Ｇｾ ｬｚ ｬ 下 室早 Ｇｪ￩Ｉ 日 の ｊ お じん 効 率の ｴｾ ＱＮＭ 、 ェ ア フ ィ ル タ ー を 1)、H践 し て い ま す。

仕 様

孟ト¥芝ど G T - I0 0 D G T - 15 0 D P C - 2 0  P C - 3 0  

冷房能力Kcal /hr 24 ，500 37 ，000 54 ，000 82 ，000 

外

日さ mm 1950 1950 2090 2090 

可!

中高 mm 2100 2460 2280 3330 寸a

法
奥 行mm 900 1000 1100 1100 

全也、1::/'j X 2  全窓口j X 3  

圧 縮 機

3 . 7 5 K wX 2  5 .5 K w X  2  7 . 5 K wX 2  7 .5 K w X  3  

送 風 機 3 . 7 K w 3 . 7/( w  7 . 5 K w 11Kw  

I弘 :ii玉， 15 0 C MM 2 2 0 C MM 3 0 0 C MM 4 0 0 C MM 

再 ＿ｾ＠ il l: 4 K w+ 2 K wX 5  3 .6 K wx 6 f Jl: 5 K w X  4 1' .立 7 .5 K w x 4l'Jl: 

if( 
2'): 750止F 970A9 1440匂 Ｒ Ｑ ＰＰｫｾ＠

能 力 は 6 0 % 1吸 込 空 気 o B  = 2 4 . C  R ト1= 5 0 %の 場 介 で す。

I  

パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン ( 屋 外 形 )

特 長

- 屋外形オーノレフレッシュ形ノマ γ ケ ー ジ で 機 械 呪 ス ペ ー ス ゼ ロ 。

• ｾｍ ｉｬ 圧 ＨＴＰＰ V )  1複 1' . iM7/ ( 1TI 形、，f Jz 風 圧} 彩、述ブ7 操作} 例七僚もあり

ま す。

- ダクト方式スポント主主，UI，j に ピ ッ タ 1) / /  

・ 防 水 ノ マ ッ キ ン を 取 付 け ユ ニ y トの '1' に 雨 水 の ち 止 入 は あ り ま せ ん。

・ ＱｦｴＡＮ 装は ｉｬｪｊ ｾ ＱｪＡｉＱｦｴＡＮ料を佼Ｉｦｊし、さびの心配はありません 。

・容 量 は 2 0伊 ー 12 011干 ま で ! 在 日 な 機 附 を 摘 え て お り ま す。

仕 様

話 ト 斗1ど P F' - 20XEF' P F' - 2 5 X E F  P F- 3 0 X E F  I' W-4 0 F  P W- 5 0 F  

冷房能力Kcal /hr 60，000 75 ，000 90 ，000 120，000 150 ，000 

外

I:.5 さ 1845 1845 1845 1860 1860 

Ｉｦｾ＠
申1M 1440 1440 1780 1962 1982 

法
奥 行 1135 1140 1135 1382 1382 

圧 縮 機 15 K w 18Kw 22Kw 30K、v 3 6 K w 

送 風 機 1. 5 K w 2 .2 K w 2. 2Kw 3 .7 K w 5 .5 K w 

)!I1，:iJi: C MM 65- 140 75 - 150 90- 180 140- 240 150 - 300 

ｾ＠ P W- 60 F  P W- 8 0 F  P F- l00F' P F- 120F' 

冷房飽力K回 l/hr 180 ，000 240，000 300 ，000 360，000 

世ト
1':;' さ 1860 1860 1850 1850 

形

中市 2792 2792 3610 3960 
寸r

法
奥 行 1502 1502 1485 1505 

圧*l ，i 俄 2 2 K wX  2  3 0 K wX  2  36KwX  2  90Kw 

送 風 機 5. 5Kw 7. 5Kw l l Kw l l Kw 

風 ii i: C MM 210- 360 280- 460 300- 520 400- 600 

能 力 は6 0 % 1汲 込 空 気 o B  = 3 2 . C  W B  =  27. C の 場 介 で す。

菱 電 機 株 式
. . d.  

; a:  

大 阪 機 器 営 業 所 冷 熱 営 業 部

社

干 530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 8 番 地 の 1 T E L 0 6- 347 - 2368直 通
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全 熱 交 換 機

11 本 ス ピ シ ド ル の 令 熱 交 換 機 は 、単 な る 掛 然 回 収 袋 出 で は あ り ま せ ん。

71くグコ rtパt 作，J Tj によ って 、);: :会U I' に- c r まt L るイi' ，I : =カ。スふや剥Hカ、ぃ 11 こり

をさ ｨ し、にとりさり、さらに健康保持に大きな役Ｇ， ｉ ｾｊ を裂すといわれ

ている Ｗ イナスイオンを発 Ｇ ｉ ｾ します。 ｦ ｴｩｬｾｬ と現ｊＭ ｊｾ というふたつの命

題 を カ バ ー す る こ の 会 熱 交 換 機 は 、 官 公 訓 千11装; n にと っ て 不 可欠 の

ユ ニ ッ ト と い え ま す。

特 長

①すぐれた1 ' )1'熱 |旦l収 効 率 を も って い ま す。

② 外31の f{ '化 と マ イ ナ ス イ オ ン の 発 '1ーによ りこぶ| 村をさわやかにしま

す。

③ 支 !tI Jは、水の/ 再発冷却l に よ っ て i 止 と エ ネ ル ギ ー の 節 減 が 行 え ま

す。また冬 ｊ ｴｊ ｊ は、Ｉ ｊｬｬ ｩｊ ，ｾ装 置 としての機能もＪします。

｀給、持ｼウ ｌ の ｩｊｾ イトがありません。

⑤作目 ｉ ｊｊ 生，［ｾで、外形、 ｴ 法の ￭ｉ 由 ｪ 交が大きく、納まりが ＵＴｬｩ になります 。

f士 機

ｊｾｲｾ＠
51:: I IR- 20 H R- 40 IIR- 80 IIR 160 HR  240 IIR- 300 IIR- 360 

際咋. 処. l ' ll 風 hl m' /h 2 ，000 4 ，000 8 ，000 16 ，000 24 ，000 30 ，000 36 ，000 

II I' 7]< :..1 f  230 300 720 1，200 1，500 2 ，150 2 ，400 

様地プロータフンi，l f  /h 7  15 29 59 88 110 132 

I  fi_l  /h 16 33 66 132 198 248 296 

ii ' m水 ;;t

|冬/ /h 20 40 79 160 240 300 360 

n  Of( i司 620 750 1，080 1，500 2 ，800 3 ，250 4 ，400 

，1¥転Of ( j江k ; 850 1，050 1 ，800 2 ，700 4 ，300 5 ，400 6 ，800 

全 熱 交 換 機を使 用 す る 場 合の 効 果

冷暖房負荷然侃
令熱交換、機f持を

1!l! ITJ しな L イ干

f令史 然川 3すE 燥る 機土晶子をト 節j ｩ 域 ｩｾｴ

4令
Sf{ 1人1 !'l 初日 94 ，600Kcal / h 94 ，600Kcal / h 

尻ー 外公Ａｾ荷 50 ，000Kcal / h 25 ，000Kcal / h 25 ，000Kcal / h 

11年

袋 出 fl 1笥 144 ，600Kcal / h  119 ，600Kcal / h  25 ，000Kcal / h 

モｾ 内 ａ 荷 96， 900Kc a I/h 96 ，900Kcal / h 

H.!l 
外 公 H fofr 34 ，100Kcal / h 24 ，000Kcal / h 10 ，100Kca l/ h  

!J) }JII ｩｾ ＱＮ＠ JTJ 空具i J l 19 ，100Kcal / h 2 ，600Kcal / h 16 ，500Kcal / h  

1I.'f 
袋 世 負 荷1 150 ，100Kcal / h  123 ，500Kcal / h 26 ，600Kcal / h 

ボイラ - : H力 180 ，100Kcal / h 148 ，200Kc al/ h  31 ，900Kcal / h 

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 株 式 会 社

大阪営集部 〒541 大阪市東区備後町 3 - 8  ( 綿集会館) T EL 06 - 20 1- 1771 

東京営車部 TEL03- 179- 4051 名古屋営聾所 TEL052- 582- 9031 九州営業所 TEL093- 541 - 3767
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高 性 能 型 空 気 清 浄 装 置

特 長

高 性 能 ヱ ア ー フ ィ ル タ ー ( ダス トロン )

ガ ラ ス 繊 維 製 乾 式 フ ィ ル タ ー で 優 れ た 111i柴効 率と経済' 陀を ぷ ね 備

え、特にビル空 ｊ 司、半早字体℃功、薬品工場等の ｉ ｾＧ ｾ } ! x. の空会t 浄 化 を 必

裂とする版業分野に Ｑｊ 止も ｩ 直し、ｼ射程 ｾＩｊ Ｂ 十三比色法 ＹＵ 、 ＸＵ 、 ＵＵ Ｅ を イ ｦ し

ています。

H E P Aフ ィ ル タ ー ( ア 卜 モ ス ・ノ〈イ オ フ ィ ル タ ー )

D O P テストにより 99 . 9 7 %以 卜 の111i!.lほ}J' 本を保証しさらに、 111i ｾね

したバクテリア等の創1 I f . ねの成以を 11:め、カビの発生を| 坊ぐ >/-')J 米・を持

たせた特殊フィルターで、 l点舟卜1'1: 粉! 必の除去、型'Ul )l; 5位、 1!'. F， 1おおの 11企

終 フ ィ ル タ ー と し て 使 川 さ れ ま す。

Ｐ 除 ｴｩＴｾ Ｉｊ 栄一 ｏ ， Ｕ ＭＵ Ｎ Ｐｭ μ 剰Ｑｉ ＱｻＴ 純 ｦ ーをインピンジャー法にて ＹＹ Ｎ ＹＷＥ

以 !二

0 11 } ] かび効果ー J J S - Z  - 2 911 に よ る め 1 、2 、4 、5 ｾｲ ｦＮ のカビ ｗＴＨ ニ犬、 ｬ

しほ抗'1' 1 : を示します。

標 準仕 様

( ダスト ロ ン ・エ ア フ ィル タ ー )

Ｇｴ ｲｾ＠ r， 

01' - 村: ・j' i)， mm 指ｉ￬ｾ苦 Ｑｊ ヰ ｴ 3己rl¥};i U; t

タテ ヨコ タ カ サ %  ffl' /mi n  

o  S  T  - 5 0 - 9 5  95 

o  S  T  - 5 0 - 8 5  600 X  600 X  610 85 50 

o  S  T  - 5 0 - 5 5  55 

o  S  T  - 2 8 - 9 5  95 

o  S  T  - 2 8 - 8 5  600 X  600 X  305 85 28 

o  S  T - 2 8 - 5 5  55 

o  S  T - 3 2 - 9 5  95 

o  S  T - 3 2 - 8 5  500 X  500 X  500 85 32 

o  S  T - 3 2 - 5 5  55 

OS T - 1 8 - 9 5  95 

o  S  T - 18- 8 5  500X500X305 85 18 

o  S  T - 18- 5 5  55 

( ア ト モ ス ・ノf イオフ ィル タ ー )

外形‘ J ' i - ) ，( ノマッキングなしの J 法)

斤"

-'， 

A T M - 7 - P  

A  T M- 2 2 - P  

A T M- 3 1 - P  

A  T M- 3 9 - P  

A  T M- 4 8 - P  

A T Mー17- Q  

A T M- 2 1 - Q  

A T M- 2 6 - Q  

A T M- 3 4 - Q  

製 造

販 売代E宮古

3じ村守 J!lil. j lcm' / min

，":J さmm 申i，i mm 奥 行mm

7  300 300 290 

22 500 500 290 

3 1  610 610 290 

39 610 760 290 

48 610 915 290 

17 610 610 150 

21 610 760 150 

26 610 915 150 

34 610 1220 150 

日 本 無 機 繊 維 工 業 株 式 会 社

新 東 E 交 易 株 式 会 社

東京本社 ・経営業務室建材難務総合到I 大阪支腐 ・資材第二部資材

東京都千代田区丸之内3- 3- 1( 新東京ビJレ) 大阪市西区靭1丁目 102番地( 辰己ピル)

干 100 TEL  03 - 212- 8 4 11( 大代表) 〒550 TEL  06 - 444 - 1  4  3  1  ( 大代表)



静 電 式 自 動 巻 取 型

ロ ー ル オ ト ロ ン

特 色

1.  ｬＧ浄 ｩ ｴＡＺ式の高い ｉｾ 余 ｊ Ｑｬｫ効率を備え、しかもメンテナンスはロール式

の 附 似 さ で す む と い う 独 創 的 な 高 性 能 エ ア フ ィ ル タ で す 。

2.  作動原理! は、微粒粉J径 を 粉l陛凝集音11のよtl l&極 似 に お い て m気 的

に 凝 集 、 成 長 さ せ 、 粉 憾 の J疑 成 が 一 定 質 此 以 上 に 達 す る と 、 空 気

流により争IJ離されて粉腹宇II i 集音11の ガ ラ ス 繊 維 却 炉 材 に よ り 自 動 的

に 巻 取 ら れ ま す。 極似持11は 乾 式 で あ る た め 、 洗 様 、 粘71

V

fi llJlI.欠イτj け

な ど の 繁 雑 な 保 守 は 必 要 な く 、 t戸 材 の 交 換 だ け で す み ま す。

3. 粉 J主1ill Jt苦11のガラス繊維製油材ローノレ ・オ ・- ; : ; - ，' / トは、特殊力日

法 に よ り 広 範 囲 の 密 皮 勾 配 を も た せ 、 こ れ に 粘 着 剤 が 添 加 さ れ

て い る の で 、 粉l鴎 保 持 容 拡 が 大 で あ る ば か り で な く 、 術 集 し た 粉

腹 の 再 飛 散 は 生 じ ま せ ん。 ま た 、 き わ め て I;!jl 力 性 に 富 ん で お り 、

長さ 20 叫のr戸材がi I I 経約35酬のローノレにまとめられ、 r戸. i ! ! ! J 商では

5 酬の! 写さにもどり、その! 平み全体てー粉Jl)Hi11 t l ミを行います。

4.  極板音11において粉! 援によるスノマークが発生したり、あるいはス

ノマークにより荷電ｾ庄が ｬ 燐Ｑｬ｜ｊ的に低下することがあ っても 、粉鹿

:t illJ 長官11に ガ ラ ス 繊 維 却 炉 材 が あ る た め 、 粉 胞 が ク リ ー ン エ ア ・サ

イ ド に 抜けることがなく、 常 に 安 定 し た 性 能 が 維 持 さ れ ま す 。 f戸

材の寿命は通常の合 ｊ ｬＮｾ 状態で Ｑ 年以上の長 ｊ ｴｊ ｊ にわたります。

用 途

1 μ 以下、 0. 01μ 限度までの趨微粒粉! 践の |除去及び滅菌用。

フィノレム ・レンズ ・ トランジスタ ・村密 機 械 工 場 な ど の 換 気 、 製

薬 ・敵 陣 工 場 、 病 院 ・研 究 所 な ど の 滅 菌 、 ナ イ ロ ン 工 場 な ど の フ

ューム除去用エアフィルタとして記む直です。

性 能

・|徐 鹿 効 率 : 90%  ( 比 色 法 ) ・抵 抗 9 - 13mmA q  

- 風 速 : 2.5 叩 / sec

・適 応 粒j交 1 μ 以 下

- 含 J皇 濃 度 : 小

lヱ ア フ ィ ル タ l  

自 動 巻 取 型

ロール・オ・マティック

特 色

1.  ガ ラ ス 繊 紙 製 t戸 村 ロ ー ル ・オ ・マ ッ ト を 使 用 す る 全 向 動 巻 取 式

エアフィノレタで、工場主訓 Ｍ 一 般ピノレｾ［￬ｊ，ｾにおける汎用フィルタ

として 、 自動どち取式の分l I ! J て大きなシェアを占めてし、ます。

2. 自動巻取式では ｦ 戸材の性能が非，［［ｾＮに重要ですが、本機に似 ｭ さ

れているガラス繊維 ｾｩ 戸材ロール ・ ォ ・ Ｗ ットは 、フィルタ専用

として 1m発 さ れ た も の で 、 次 に あ げ る 特 長 の と お り t戸 材 に 必 嬰 な

あらゆる粂イ牛を備えています。

・1主主失補収容誌がきわめて大である 。( 1. 4kg/ m') ・弾力性に窃み、

巻 取 時 は コ ン パ ク 卜 で あ る が 、 伊 過 面 で は 約 50mmに 膨 む。 ・完 全 な

密 度 勾 配 と 不 燃 性 粘 着 斉IJ の 添 加 に よ り 、 捕 集 し た ダ ス ト の 再 飛 散 は

主主じない。 ・適 応 出 度 範 囲 が 広 い 。 ( 連 続 使 用 ー 2 3ー + 80. C) 長 さ

20 mのt戸材 が 直 径 約 35cmのローノレにまとめられ、寿命は通 'ji? の 含1fIf:

状態で Ｑ 年Ｍ ＱＮ Ｕ 年 。 巻取りはタイ ＿ＱＱｾｊ 御が標準ですが差圧制御も百 ｔ

古Eで す。

f全 自E

- 1徐!室 効 率 : 85%  ( ill 訟法) ・ほ お1'[ : 8. 5- 12. 5mmAq  

・風 速 : 2.5 " ， / sec ・合 鹿 波j交 : 大

・適 応 粒j支 1μ 以 上

本機をプレフィノレタとして、下i J ! E1I!1J に 乾

式 ユ ニ ッ ト フ ィ ノ レ タ 情 ド ラ イ パ ッ ク 砂 を 組

令せた、、ロール ・ オ ・ パック ｈ は、 ｬ Ｇｩ Ｍ ｲＮｾ ｬＡＮ式

以 上 の 効 率 を 備 え な が ら 大 容 量 処 理 が 可 能

な向性古E 自立iiJ jJi 耳兄型エアフィノレタです。

( 性能) ・1¥余 陛 効 率 : 93- 97%  ( 比 色 法 )

・抵 抗 : 17- 36mmAq ・風 速 : 2. 5 1 n  / sec  

・合! 坐濃度 : 大 ・適 応 粒l皮 1μ 以 下

ドライ J ξ ッ ク

進 和 貿 易 株 式 会 社 大 阪 支J吉
本 社 〒101 東京都千代田区九段南 4丁目B番 2 1号( 山脇ピル) T E L 2 6 4-2211( 大代)

北九州営業所 〒802 北九州市小倉北区浅野 2-15-2 (第 2 小倉興産ピル) T  E  L  551 -1631( 代)

広 島 営 喋 所 干730 広 島 市 中 町 7 - 4  1  ( 不銀ピル) T  E  L  4S-1204(代)

〒530 大阪市北区堂島浜通卜 25- 1 (新大阪ピル) T EL341 - 0221 附

大 分 営 業 所 干870- 01 大 分 市 大 字 三 佐 字 古 新 回 1 2 6 0 T E L 2 7 -7136( 代)

名古屋営業所 〒460 名古屋市中区丸ノ内 1 - 1  7  - 1  9  ( 長銀ピル) T  E  L 21' -1616( 代)

1 1 3  



I  

フ ラ ン ダ ー ス

フランダース ・ス ーパーフ ロー ・セバレーターレスフィ ルタ

米 IJ ，Iフランダース社と新聞ベルト妹式会村の伎やf . j 従 携 に 依 っ て' 1=.

ま れ た フ ラ ン ダ ー ス チ ャ ン ネ ル シ ー / レ } J パ ( P A  T ) の ダ ウ ン フ ロ

ー ノ ぐ イ オ ク リ ー ン ル ー ム で 、 こ れ に 使 )11 さ れ て い る フ ィ ル タ は ト10

T 、 D O P 、0. 3 ミク ロ ン単う〉欣 式の テ ス ト }J 法 ( 米 I EI MI L- ST D-

282) によ り、 99 . 9 9 %の 品目羽生能を イf し、 .e: に フ ィ ル タ i以イサイ去には0 . 5

ミ ク ロ ン 以 上の 純 子 が 1 ヶも 通 過 し な い 憾 に ゼ ロ プ ロ ー プ テ ス ト を

fすっ て) ，' ;. t) ます。

フ ィ ル タ t戸村 から、 ー1't '1:. 1mしている; f と い、lフ ラ ン ダースキ1:だ け が

な し 得 た 回JtJ J( I(J な フ ィ ル タ 。 こ れ が フ ラ ン ダ ー ス 、 ス ー パ ー フ ロ ー

セ パ レ ー タ ー レ ス フ ィ ル タ で す。

こ の フ ィ ル タ は 、 従 米 の セ バ レ ー タ 一 千lーの むの にと っ て か わ る も

の で あ り 、 次 の 係 な 特 i長を持 っ て Jl: ' り ま す。

1  . ダ ス ト 保 持 f立が 従 米 の フ ィ J レタにくら べ 約 63ノマ一 セ ン ト ド'J 1.. し

ます。

2  Ｎ 定供ｽＡｦ ｴｾ Ｚｬｬ上 ＲＸ Ｎ Ｓｭ ＧＯ 分 Ｈ ｬｏ ｏｏｃｆｍ Ｉ を ｪ 泊した ｈ 、 干 の圧力 ＮｪＢｊｬ 失が、 ｦ 必

米 の フ ィ ル タ に 較 べ 約23パ ー セ ン ト 低 F し ま す。

3 . 初 期1f t 打[25 . 4mmW. G.'こ 於 け る サ イ ズ F の j氏 髭 が 従 米 の31. 4 5 m'/ 

分に対し、 4 2 . 45 rn' / 分 と 大 幅 に 向 卜，します。

バイオ ク リーンルーム ( チャン ヰル シールシステ ム)

新 田 ベ ル ト 株 式 会 社

本 社 541 大阪市東区博労町 4 丁目 30 T E L06-251 -5631 (大代)

東 京 支 庖 104 東京都中央区銀座8丁目 2番 l号 T E L03 - 572- 2301( 代)

名古屋支庖 450 名古屋市中村区広 小路西通 2丁目 18 TEL052- 586- 2121 ( 代)
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エ ア フ ィ ル タ ー E  

空 気 清 浄 装 置 、 S O N O X "

この S O N O X の 心臓 部に は l以J 7削 の機能を寸ー分に発仰 さ せ る た

め、 l以Ari 斉11 を 繊 維 で 包 む こ と に よ っ て 凶定 し た 特 株 ガ ス 政 府 フ ィ l レ

タを ｉ ｊ ｦＮ ｉｾ し、設置している 。

さらに、このフィルタ の ガス除去・陀能が対象処理 Ｑ 空気の ｬｍ￢ｊｊｾ Ｎｊ 交に

i; 診 科 さ れ る こ と を 純 却 の 実 験 の 紡 * 比 出 し 、 こ の 結 採 に 基 い て 、 外

気 を 取 り 入 れ る 1:祭 、 外 公 の 粂f lニに 併 せ て 、 加 熱 ・加 湿 し て い る 。 こ

の Ijij 処 J! I[ さ れ た 空 気 を 特 妹 ガ ス l以l 'i フ ィ ル タ に 過 す こ と に よ り 、 イI

'; 1千ガスを似めて 113 ぃ 性 能 で 除 去 で き る 全 〈 新 し い 万 式 を 採)Tl している。

S O N O X は 、 人 川 の 他jぷ あ る い は 村 営 機 総 を午1・る宅公浄化シス

テムとして、 ltl ，¥) ぶい純IHI に わ た っ て 高 性 能 を 発持 する 。

特 長

① 雄 物 全 体 を 対 象 と し た 外 公 処 迎 シ ス テ ム で あ る 。

② 粉 じ ん 、 恒iim荷量ガスおよび常宗門変化物を高い昔J) 離 で 除 去 す る ば

かりでなく、 j悦 尖 、|徐 1:t4作 )TI を も 併 せ 持 っ た 宅 討 浄 化 シ ス テ ム で あ る 。

③ イ了百ガス除去率を ｉｾＧｾ く するため、 中 ＱＱ｜Ｑ 処理官 ＱＱ と特株ガス ｬ 以ぷフ

ィ ルタを開発し設u 1 している 。

④ シ ス テ ム 全 体 を コ ン パ ク ト に ユ ニ ッ ト化し、 小 If:舛 杭t に ま と め

て い る の で 施 工 が 谷 易 である 。

⑤ じ ん あ い お よ び特例主ガス l以泊 フィ/ レタは 、一 年 ご と に 交燥 す る

だ け で メ ン テ ナ ン ス が間 ljl である 。
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日 本 バ イ リ ー ン 株 式 会 社

本 社東京都中央区日本橋 3. 7・20号ディックビJ レTEL03. 27，ト 6721(f¥'j

大阪支庖 大阪市東区北久太郎町4・36大阪ディ ックピル TEL06. 252. 6464(f¥'j 



ノ、ロン 1 3 0 1

ハ ロ ン 1301 は メ タ ン ( CH .) の水 素 原 子 4 イ闘 を 弗 紫 原 子 3 個 、 央 索 原

子 1 個 と そ れ ぞ れ 置 換 し た 分 子 構 造 を 有 す る 、 ハ ロ ゲ ン 化 炭 化 水 紫

の 一 つ で 化 学 名 ー 臭 化 三 弗 化 メ タ ン 、 化 学 式C B r F 3、 高 圧 ガ ス 取 締

法 で は フ ロ ン 13B l と 呼 称 さ れ る 常 温 で与無 色 、 無 臭 、 非 常 に 安 定 し た

ガ ス 状 の 新 し い 消 化 薬 剤j で す 。 ハ ロ ゲ ン 化 炭 化 水 素 の 命 名 法 に は 高

圧 ヵ ・ ス 取 締 法 で 採 用 さ れ て い る フ ロ ン ナ ン バ ー と 米 陸 軍 で 考 案 さ れ

た 、 ハ ロ ン ナ ン バ ー が あ り ま す が 、 国 際 的 に は 後 者 が 採 用 さ れ て お

ります。

特 長

・迅 速 な 放 出 速 度 と 消 化 性 を 有 す る の で 、 消 化 は 瞬 時 に 行 わ れ 、 火

災 に よ る 損 害 を 最 小1¥艮にとどめる ZJ: i - ができます。( 迅速消化 性)

・薬斉IJ は 毒 性 が な く 、 か つ 視 界 性 が よ い の で 薬 剤l の 放 射 中 で も 人 間

の 退illi ができます。( 低毒性と退避性)

・低 い 薬 剤 濃 度 で 消 化 す る の で 、 設 備 品 が 少 な く 、 薬 剤 容 器 の 設 置

面積を節約できます。

- ガ ス 状 放 出 の た め 、 立 体 的 で 複 雑 な 形 状 の コ ン ビ ュ ー タ ー の 様 な

対 象 物 で も 、 内 部 ま で 完 全 に 消 化 で き ま す 。

・薬斉IJ は 自 圧 に よ っ て 放 出 す る の で 、 他 の 動 力 源 が 不 要 で か つ 操 作

電板、等が故障しでも、手動操作で容易に放出できます。

・ 薬斉 ｉｊ は無色、無具、ｾ聖書、純度 Ｙ ＹＮ Ｕ Ｅ 以上で 、非 ［ＭｲＺ ［ ｾＮ に安定してお

りますのてＧ金属、 Ｇｾｉｉ ) C { 絶紘休などの被災物に対する汚打1が無く、

早 期 に 復 旧 で き 、 サ ー ビ ス の 中 断 を IIJJ ぎます。 又 長 11寺間貯蔵しで

も 変 質 し ま せ ん か ら 半 永 久 的 に 保 存 で き か っ 保 守 点 検 も 容 易 で す。

・薬 剤 は 屯 気 絶 縁 性 が 大 き く 、 高 屯 庄 で 運 転 す る 機 械 に も 使 用 で き

ます。

- 放 射 時 ド ラ イ ア イ ス を 生 成 し な い の で 、 コ ン ビ ュ ー タ ー の 如 き 精

' $ 機総に対する過冷却の心配がありません。

使 用 例

コ ン ビ ュ ー タ 室 電 機 室

日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル 株 式 会 社

本 社 〒104 東京都中央区京橋2.8 ( 京橋第一生命ビル) TEL03. 274・41 川{ 大代表)

大阪支庖 干542 大阪市南区順慶町通り 4-58{ 順慶町東洋ビル) TEL05- 245-495I( 代 表 )

| 汚 物 ポ ン プ l  

ソ ウ ゴ ・ セ ン ト ル ク ( 特 許 実 用 新 案 )

.‘  

N  F 型

N  F - C 型

- ソ ウ ゴ セ ン ト ル ク は 全 〈 新 し い 発 想 に よ っ て 生 ま れ た 画 期 的 な 汚

牧l ポン" / です。

・特殊設計の; . J ; J 恨 1. II は 長 い セ ン イ 類 の 巻 き つ き が な く か っ 前 聞 の | 湖

| 涼が普通のポンプと比鮫して約 150 倍 も 広 く な っ て い る の で 爽 雑 物

のつまりが全くありません。

・ カ ッ タ ー 付 ポ ン プ は ユ ニ ー ク な C & G切 断 機 構 で 驚 巽 的 な 切 断 力

を 発 郷 し 配 管 等 の 閉 君 主 事 故 を な く し ま す 。 又 、 苛 酷 な 条 件 下 の 使 用

に も 安 定 し た 性 能 を 保 ち 、 従 来 の 汚 物 ポ ン プ は 詰 る も の と い う 常 識

を亨T l i 岐りました。

・ ビノレの汚物槽の排水及び厨房排水 ・下 水 ・ シ 尿処 理 場 ・ 工 場 廃 液

の排 水 及 び 処 理 等 広 い 範 聞 に 御 使 用 い た だ け ま す 。

/ ， リ エ ー シ ョ ン

羽 様 車

規 格

C F W N F  N F G  

C F W- C  N F ー C N F G - C  

型 式

村i 内 定 置 槽内沼j民基主包t 欄 外 定 置

水 中 水 中 立 型

口 径 φ 50ー o150  

出 カ 0 .4KIV- 30附

ｾＱＱＮ＠ 圧 200V ( 400V も製作致します)

50Hz  3  M - 2 1 M 

全 1! 占 手呈

60Hz  3  M - 3 0 M 

吐 出 11.王.  100 .e  /  m - 3，500 e  /  m 

水中モ ートノレ 0 州 一 7. 5KIV オートカ y ト |  

保 [ 漫 型 式 l l KW- 30附 サ - 7 ) レプロテクター

( Cはカ y ター付)

株 式 会 社 相 互 ポ ン プ 製 作 所

本 社 干 533 大 阪 市東 淀川 区 小 松 北 通 l 了 目22番 地

T E L  大 阪 ( 06) 328 - 5 7 8 0 - 4 番

広 島 出張 所 干 733 広 島 市 光 南 3 丁 目 3 番 30号( 安芸 ピル )

T E L  広 島 ( 0822)  44 - 3 6 7  1番

1 1 5  
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勢いの Ｇ［ｾｬ ，Ｎ、ノ ｫ とー紡に ｩＦｪｯ にまてｾ { . たされていった

の で あ ろ う 。 我々が、河川改修という: 1 - ｾ史を使

う11年、全から 1: 革って来た I同をより 'i L
< 河 川に jtよ

き 、 仰 い た 水 を ス ム ー ズ に 海 に ま でi丞ることし

か巧えなかったようだ 。 すなわち、河川の氾ｾｾ， ｩ

が流域に及ぼす災' ，1;: を少なくすることのみに' . ' /

念した結決が制高島 Ｈｉｾｊ にｊＭＺ ｡ 己の発忽Ａに結びついて

〈生活空間としての土木構造物〉

我 々 が 土 木 綿 造 物 を 設 計 す る 場 合 、 榊 造 物 の

必 裂 性 ・ 経 済 性 安 全 性 な ど を 検 討 し 、 使 わ れ

方をf f . 識しながら作業にあたる。そして、意減

した目的にかなった使われ方をした時、i . : l : " ? に

し て 作 者 の 意 図 が 生 か さ れ た よ う に 考 え が ち で

あ る 。 と こ ろ が 、 我 々 が 街 中 を 歩 い て い て 「 オ

ヤ / こ ん な 佼 わ れ 方 も あ っ た の か J と 鴛 く ほ ど

地 域 生 活 と 結 び つ い て 、 生 4 と し た 表 情 の 榊 造

物 が 自 に 飛 び こ ん で く る こ と が あ る 。 そ の よ う

な 使 わ れ 方 は 、 お そ ら く 作 者 と し て は 、 当 初 意

識 し な か っ た こ と だ ろ う 。 ( 擢 堤 の 内 側1) に 土 砂

がたまってその{ 励きをしなくなった石少II)j ダ ム だ

が 、 そ の 土 砂 に 菜 の 花 、 イ チ ゴ の 白 い 花 、 サ ヤ

が ふ く ら ん だ ソ ラ 豆 を 見 事 に 笑 ら せ た 191) 一 一 写

真 ① 農 業 用 水 引 込 み の た め の 極 堤 て つj 、さな水

車 を 回 し な が ら 架 の 突 を 洗 っ て い る 例 一 一 写 真A

② な ど ) 今 回 は 、 本 来3佐 も が 考 え つ く 佼 わ れ 方

よ り も 、 一 味 違 っ た 使 わ れ 方 を し て い る 椛 造 物

を 自 を つ け 、 そ の 面 白 き を 表 現 し て み た い 。

土 木 柵 造 物 が 景 観 と い う こ と を 考 慮 に 入 れ た

場 合 、 地 域 生 活 と 融 和 す る こ と が 少 な か っ た 。

原 因 と し て 、 作 者 が あ ま り に も 本 来 の 使 わ れ 方

す な わ ち 、 自 主 ー の 機 能 に の み 拘 泥 し す ぎ た か ら

で は な か っ た か 。 一 味 違 っ た 使 わ れ 方 、 す な わ

ち 、 第 三 の 機 能 と は 、 そ の 構 造 物 が 持 っ て い た

i鐙 ぴ の 部 分 を 、 地 域 社 会 が 発 見 し 上 手 に 活 用 さ

せ 、 榊 造 物 に 命 、 余 裕 を 与 え る と い う こ と で は

なかろうか。

従 米 、 土 木 附 造 物 は 、 安 全 性 ・経 済 性 ・平1) 便

性 ・地 工 性 か ら の み 評 価 ・ 検 討 さ れ 、 土 木 の 分

野 で は 撚 準 設 計 な る も の が 大 幅 に 顔 を き か せ て

い る 。 そ も そ も 標 準 設 計 と い う 概 念 は 、 同 じ よ

う な 榊 造 物 を 作 る 時 、 類 似 し た 作 業 を 何 回 も 繰

りｾさなければならない「しんどさ ｊ から技術

116  

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会 し ま っ た の で あ る 。 しかし、河川酬の役' ，Iil) Z. 

者 を 解 放 し 、 余 っ た l侍IH l を、新技術の開発など

の 有 意 義 な こ と に あ て て も ら お う と い う と こ ろ

か ら 出 発 し た は ず で あ っ た 。 土 木 附 造 物 が 郎 、

公 共 施 設 物 と な る ケ ー ス が 多 い た め に 、 安 全 性 ・

経 済 性 利 便 性 ・8血 工 性 の 検 討 に 露 点 を 置 く 傾

向 は あ る 程 度 仕 方 の な い こ と で は あ る が 、 そ れ

が 為 に 日 本 全 国 ど こ に 出 か け て 行 っ て も ど こ か

で 見 た よ う な 景 色 し か 見 せ て も ら え な く な っ て

し ま っ た 。 新 幹 線 の 駅 は 、 駅 名 を は ず さ れ る と

どこの阜尺か2佳にもわからなくなってしまうし、

テ ト ラ ポ y ト の 世 か れ た 海 岸 線 の 風 景 は ど こ で

でもお目にかかれるだろう。 一 一 写 真 ③ 遊 び

の 少 な い 構 造 物 は 、 機 能 主 主 は あ る に し て も 、 ど

こか人間性、人 ｮｊｊｾ さのない冷たい表情を持ち

が ち で あ る 。 こ の あ た り で 、 我 却 は 、 第 三 の 機

能 を 殊 更 考 慮 に 入 れ た 作 品 の 製 作 に あ た り 始 め

て も い い l時 期 で は な い だ ろ う か 。 以 下 、 河 川 、

僑 梁 、 道 路 に つ い て 具 体 的 に 例 を 挙 げ て 述 べ て

みよう。

I 河 川 の 機 能

兵 庫 県 の 日 本 海fltl) に 城 崎 を 抜 け て 海 に 流 れ 出

す円山川がある。アユの解ｾｽ需が間近であるが、

今 年 は 例 年 に な く そ の 数 が 多 〈 、 J:1 jf，{tが 予 怨 さ

れ る と い う 。 数 がJ甘 え た 理 由 の 1 つ に 、 琵 琶 湖

産 の 稚 魚 を 大 泣 に 欣 流 し た た め 、 彼 等 が 成 長 し

防 災 の み を 11 的 と し て 巧 え る だ け で よ い の だ ろ

うか。

Ｑｉ｛ｬ仰 Ｒ Ｗ Ｇ＼ｪ￵ に初 ｉｾｾｩ が ｲ ｩｊされた安ぷＨｉｾ - -ri: r河 川

工' 7"J と、1Ii ' l 1' [150年 の r河J l IJ に お け る 「 河 川

の機能 ｪ Ｈｩ， 辿， ｩｊｴ 行ｼ湖東地建河川市 ｉｬｩ 可川 ｊ 十 Ｑ ＱＱ 可 ，［ｾなど Ｉ

における河川の役' ，In) に つ い て 比 較 し て み よ う 。

資 源 としての水( 安 芸 般 ー 著『河 川 工 学』昭 和27年 )

¥1)水 そ の も の を 対 象 と す る も の

( 飲 料 水 、家 庭 用 水 、 工 業 ・淡 業 用 水)

(2)水 を 煤 介 と し て 利 用 す る も の

Ｈ水辺 、米、わら工品、漁業、主主［ＨｾＨ Ｉ

(3)水 の エ ネ J レギーを 利 用 す る も の

( 水収 、 発1ti 水 力 )

(4 知名水の脅威

( 洪水のために受ける被: ; t ; .・)

河 川 の 機 能 ( r河 川 J No.351 昭 和50年 )

流 水 機 能 | 治 水 機 能 |洪 水 の 排 除

(第 l の機能) I平 水 の 排 除

地 下 水 の 涌 袋 、 排 除

下 水 の 排 除

海 水U 入の| 阻止

河 口 維 持 、 土 砂 の 排 除

手1) 水 機 能 l 上 工 ・ 燥 用 水 の 水i原お

(第2の機能) I よ ぴ 流 路

発 11l

漁 業

水 運

親 水 機 能 ( 第 3の機能) I ・「自然j( 水、地物、空間、生

ｕＮ ｾＱ 境保全機能Ｉ I 物) に接する心理的満足

-景 観 の 盤 婆 な 要 業

- レクリェーションの± 必

・怨 い の 城 、 コ ミ ュ ニ ケ ー

ションの土必

生 態 系 の 場

・大気、水の浄化

，1放気{ 民間司聖在

・ Ｇ金問、防災ゾーンの縫 ｻｾｉｩ

吉正 ｩＲ ・自費 Ｍ ｲ ， ｾｦ r  fnI 川 工 学 』 の '"1
1

の の
fti ぬとして

の水" は、『河 川 J No. 351の分量fi の治水、 平1) 水 に ill

て 川 に 昇 っ て 来 た こ と が 挙 げ ら れ て い た が 、 他 ぼ い 泣 い て い る こ と が わ か る 。 産 業 似 先 と い う

の 一 つ の 大 き な 裂 由 と し て 、 我 4 土 木 技 術 者 に 前 に 、 人 命 ・ 財 産 優 先 と い う 立 場 か ら す れ ば 、

は 耳 の 痛 い 話 、 全 〈 妙 ち く り ん な 気 持 で 聞 か ぎ こ の 虫 点 の i泣き ) J は当然であって、' 河J l I
J

No. 351  

るを得ない司王柄が挙げられていた。というのは、 の自i 3 の 機 能 ・親水機能( J ; ! 皮保全機能) は、

石 油 シ ヨ γ ク 以 来 こ こ 数 年 の 不 況 に 伴 う 我 が 図 書i 1 ・m 2 の機能が十分に満たされた上てー論じ

の総: 需要抑制政策のために、円山 川 の 河 川 改 修 られる| 削船であろう 。 し か し 、 昭 和 44年 頃 か ら

がスト y プ し て し ま い 、 そ の こ と が12漁 の 原 因 点;;>:11/1雄 投I;;j 河川音11において行11"，河川の計画予

と な っ た 、 と い う こ と で あ る 。 そ う い え ば 、 似 法 を 伐 索 す る な か て ¥ 治 水 ・平1) 水 と は 別 に 、 税

た よ う な 話 は 神 戸 市 内 に も あ っ た 。 市 内 を 流 れ 水機能( . 1 十日町" 弘、山本弥凶郎氏がi iEJE し 、 体 系

る 妙 法 寺 川 でも数年前まで生息、していたメダカ 1ヒ し た も の ) が 論 議 さ れ て い る fyl) か ら も わ か る

鮫 が 、 河 川 の 改 修 に つ れ て 減 少 し 、 つ い に は そ ように、J 1B1'日 50年 代 の 現 在 で は 河 川 の 機 能 を 治

の 姿 を 見 せ な く な っ て し ま っ た と い う 。 も ち ろ 水・1 ' 1) 水 の み に と ど め て い て は 不 卜 分 に な っ た

ん 改 修 工 事 に 伴 な う 水 の 汚 濁 も 原 因 で あ ろ う が 、 ょ う だ 。 第 1 - m3の機能は、安」主的一 氏 がifi

コ ン ク リ ー ト 仕 上 げ の 河 床 直線的な波山では、 府j 水 だ け の 時 点 で 、 相 矛 盾 す る こ と を ほ に 指 摘

水 の よ ど む 部 分 が 少 な く な っ て し ま い 、 魚 類 も し て い た よ う に 、 す べ て を 完 全 に 満 た す こ と は



維かしし、。 し か し 、 こ れ か ら の 河 川 ・水 に 対 す

る設計) i 法は、従来の安全性 ・経 済 性 一 本 総 の

単 純 明 快 な 手 法 で は な く 、 多 様 な 価 値 を 総 合 的

に 附 怨 す る 手 法 を と ら ね ば な る ま い。

やはり、 神 戸市内を南北に流れる{ 玉占川は、

河 川 般 の 中 に 遊 歩 道 を 備 え て い る 。 こ の 進 歩 道

. はもともと、 神 戸 港沖 の趨UL て の た め の 土 砂 を

六 甲 山 系 か ら 運 び 出 す ダ ン プ ト ラ ， 7 の五I ! 行路

で あ っ た 。 4'>業 終 了 に 伴 っ て 、 し ば ら く の 問 立

入 祭 止 に な っ て い た も の が 、 市 民 の 要 求 に よ り

遊 歩i立として 一 般 に 開 放 さ れ た も の で あ る 。

( i i ' f 流の近 ) 一一写真 @

さ ら に 写 点 か ら も 明 ら か な よ う に 、 こ の 川 の

入れるデザイン巡証めがあったようである 。 r橋 筋 3 の 機 能 |立話、散歩、終り、 mの に ぎ わ い

梁 が 美 し く あ る こ と は 、 当 然 の 要 求 で あ る J と | 夕 涼 み 、 貿 い 物 公 閏

いうん企本姿勢から出発し、 r J 二部榊造のみなら

ず 、 下 部 情 造 を 含 め て 全 体 と し て の バ ラ ン ス の 従来のように、国道とか府リ，Li 立 ・市 町 村 道 と

と れ た 設 計 が 必 要 な の で あ る 。 栃 梁 兵 の J怯本慨 い っ た 管 理 上 の 区 分 、 幅 日 に よ る 区 分 で な く 、

念 と し て は 、 情 進 を そ の ま ま 表 わ し て い る こ と 、 上 記 の 機 能 の 組 み 合 わ せ に よ る 新 し い 有11r ! l の街

あ る 位l支量的であり、しかも悦快な! 必じを与え 路ｾＱｩ ｜Ｑ を梢成してゆく必要がある 。 たとえば、

る こ と な ど で あ る 。 また環境への調和を図る、 ｕ￭ ｉ 側近路 Ｍ 歩行者専用 ｕｾ 色、消防、づｼ越、

と と も に 、 あ る 場 合 に は 絢 和 の 中 に 対 比 が 必 安 工 Ｇｊｾ は除＼ )  

に な っ て く る 。 僑 梁 の デ ザ イ ン と い う も の は 初 約 r 純 道 路 - ス ト リ ー ト 型 商 応 街 。 歩 道 と し

ｊｾｉ の簡唱な解析の段階から次第に厳密な理論解 て 設 計 す る が 、 初 ・復 の 荷 物 燃

析 の 過 伎 を 通 り 、 そ し て 再 び 簡 単 化 さ れ 、 洗 練 入 ア ク セ ス は i認める .

さ れ た も の に な る こ と が 望 ま し い。 J と 結 ば れ 第 ｉｉ 純道路 Ｍ 各位築物、地設へのアクセス ｾｉｬＭ

た 文 章 も あ る 。一一一 写 真 ⑥ 「 僑 」 の 写真から。 用 道 路。 片 側 砂 巡 ・ 袋 小 路 . )レ

ープ式。

Ul lll 純 道 路 - 申/8只の狭い地区幹線道路、 i作辺

の ア ク セ ス を i辺、める 。 ! ムぃ少 i丘、

佼 11¥1の交通) i J l . ili1) あっ 。

Ul N Ni 道 路 - ス ト リ ー ト 型 の ア ク セ ス を も っ 、

広い歩道を千行する ｩＺｾ j立の 一 定

中日は非住居手IJ m.

徒 歩 以 外 に せ い ぜ い 飽 か 人 力 'I[ し か 人 の 輸 送

機|民! としての l毘 史 を 持 た な い 我 閃 で は 、 歩 道 と

河辺には小さな段差が| 姐i所 に 作 ら れ て い る 。 こ 歩 道 怖 の 存 在 に | 則 し て 汗 定 的 な 意 見 が 多 し 、 。 ， 寸 械 念 は 、 必 袋 以 上 に 粍 悦 さ れ て き た ! 必 が あ

れ は 、 計 画 流 盆 と 流 速 の 関 係 か ら 伊I底 勾 配 の lli11 こ の シ リ ー ズ に お い て も そ の こ と は 強 〈 街 摘 さ る。 Ｇｉ｛ の保布台数を以って車王 ｩ 所 ｴｕＩ ＱＮを ｉｾ 十ってい

| 浪が決められ、この llil J l : 民を守るために段ぷが作 れ て い る . 21世 紀に ま で 歩 道 紛 が 生 き の び ょ う た数年前と巡って、 ｈ 乍今では、 ｉｾｬｊ 克似全・人 ＱＱ ｜ Ｉ

ら れ た も の で あ る 。( 流 述 が 早 す ぎ る と 水 の 洗 仰 と し た 場 合 ①地 ｉｦＳ の，ｾｾｻｩ￬［ＧＺ告を利用し、歩道 ＭｬＧ ￮ ｾｦ 立の立場から道路が眺められるようになって、

作 用 が 大 き す ぎ て 、 河 川和I i 修に質問を裂するた の 負 似 を 続 くする 笹沌主物との一体化をはかり、 道 路 の 機 能 の 洗 い l立 し が 盛 ん に 行 わ れ て い る よ

め) 。こ の 部 分 に 水 の よ ど み が 生 じ 、 川 崎 の1札費Ji 建 物 の iffi 直修正ilJ 予段 ( エ レ ベ ー タ 一、 エ ス カ レ うだ。窓殺して、 m3の 機 能 を 求 め た も の と し

が 生 息 . し て い る ら し く 、 天 気 の 良 い 日 に は 子 供 ー タ ー ) を 利 用 で き る よ う に す る ③! i ' l ! 梁、下 て 池 川 の g 物 公 凶 な ど が 挙 げ ら れ る 。 神 戸 市 内

達が水の小に足を入れ、，((t を 迫 い か け て い る 。 路 縮 、 ア ー チ な ど を 手I ) mし て 高 低 ぷ を 少 な く す の フ ラ ワ ー ロ ー ド は 、 神 戸 然 の メ イ ン 会 場 に な

河 川 改 修 が す す ん だ た め に 新 た な 上 砂 が 流 入 る @ 部 市 の 景 観 袋 ぷ の ー っ と し て の itz，識を高 るが、 We e k d a y の金休みにはf 1 11)i 立が、バレ ー

し な か っ た り 、 神 戸 i'l' 段 立 て の た め に 湖 の iJl Eれ め 、 デ ザ イ ン に 力 を 注 ぐ ⑤歩ー道怖が一 つ の リ コート 、 パ ト ミ ン ト ン コ ー ト 、 な ど に 変 わ り 、

が習をわり、神戸市西地区の ｾｪ Ｑｬｴ守海岸てＧは長浜の クリエイショ。ン活動の対象になるようながI出 な 1拘〈人司の運動不足解消に一役' i ' . l っている。

た め の 、 突 縫 が 必 要 と な っ た が 、 毎 年 延 期 の 海 ど に 努 力 し な け れ ば な ら な い。 凶 み に 、 ヨ ー ロ 一 一 写兵 ③

水 浴 シ ー ズ ン に は 、 そ の 突 吸 が す ば ら し い 海 水 ツパの町Tに は 日 本 の よ う な 「 上 っ て 、 波 っ て 、

浴地設になっている。 ー 一 - 'lj: J ' j ;⑤ 下 り る 。」 歩 道 統 な ど と い う も の は 始 ど 無 い そ

うである 。 美 観 上 決 し て い い 例 で は な い が 、 歩

道 統1: 普 段 下 が 自 転 '11i丘 場 と 化 し て い る 場 合 も あ

る。一一一 写 真 ⑦ ア サ ヒ グ ラ フ 2/ 20

II 橋 梁 の 機 能
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J比々がヒ木工，) } : として' 下んだu梓 座 は 、 続 梁 工

学、」ニ'i 'i 工 学 、 河 川 工 学 、 交 通 工 学 e tc で 椛 成

さ れ て い る が 、今固まで: i i l i ，1世 し て き た 都 市 設 計

資 料 の 中 で 不 評 を g っ て い た 土 木 構 造 物 の う ち

僑 梁 に l民l し て は 、 少 な く と も 景 観 を 窓 減 の 中 に

III 道 路 の 機 能

第 1の 機 能 |通 過 交 通 機 能 ( ，江 人 )

沿 道 の 怨 築 物 や 地 設 へ の ア ク セ ス

機 能 ('10: ・人)

仰 の 機 能| 日照・ J机 ・|井l級 感 な ど を 建 築 に

保 障 す る 機 能 、 駐 '11、 祈 き ぱ き な

ど の 建 物 の 前 庭 と し て の 機 能

穿¥3の 機能| 歩行者A を 中 心 と す る コ ミ ニ ュ テ ィ

ーー スｾーース

子 供 の 遊 び 場 、 ス ポ ー ツ

「i芭 の 文 化 史 J ( 岩波) のみ. r ，. で、 flG独 の 歴

史 家 へ J レ7 ン・シュライパー1 '4J 二が、 「日 本 人

は、自重視1- ' 11に| 期して、ヨーロ ，' マの人 11¥1 よりも

感 情 的 だ。 」 と 2 っ た ら し い が 、 こ の こ と は 巡

路にもあてはまる 。 Ａ ｾｴ＿Ｑ 白 Ｈｊ になった ｬ 瓜困として

ヨーロ y パでは、歩行者のため街路と同時に1 " ' .百

j必 道 路 を 作 っ た し 、 自 動 '11手l)f日 の! 似をはかる一

万 で 1'1 jf1)J 'Ii を1! l : わない人の i記をも々1 . & していた。

また 1953年 に は 、 高 速 道 路 の l' 町flllJ 4 0 m、 国 道 の

lt. iflllJ20 m以 内 は 建 物 を 作 る こ と を 然 じ た 法11! を

作 成 し て い た こ と な ど を 挙 げ て い る 。 ( 例 日 新

Ifl) 、. 760509生 活 と 交 通 - No. 3 5 - )

我 Jを も 、 パ ラ ン ス を 巧 え た 進 歩 を 目 指 し て 道

路 と い う も の の あ る べ き 姿 を 探 っ て ゆ き た い と

忠、っている 。 角 本 直 樹

1 1 7  
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膜構造と K BS レーザ

リアムセンター

山 本 良 介

川|耳|を i坐山で閉まれるぷ- I ' i 111;i;:!也の はほ:'l'

*日11、れ'J l.i，( Ilf l 二 条に LLIJ 現 し た K B S レー ザ

リアムセ ン タ一、市くから京- I ' i ll は lJi i i!ti とfi 、

統が共存する特主主主・位; n を持 っ て い る わ け

だが、商 ｬ 枚持 ｩ 凶に先がけて、 ｈｾｊ ｽｪｪＨしたこの

ザ ・コス ミッ クレーザーコ ンサ ー ト。 この

コ ンサ ー ト は 、 仔 プ レ リ ュー ミアから、海

1:  Jt}_ ( r  ［Ｎ［ｾｨｬ ｊ より Ｉ 、 ＱＸｦ きドナウを経て、エ

7 ー ソ ン、レイク& ノ マー マ ー の 作 1111による

ホウ ・ダウ ン ま で 圧 倒 さ れ る I11I 日 と 、 そ の

ＷＱ 色、 ＷＱ Ｚ ｩ 止 さ 平に同訓させながら、 ｾｉ ｦｉり、ｴｅ

い、 ヒケl し 下 降 す る 不 思 議 な 光 の 舛 い ( す

べ て 人 II¥J が 傑 作 す る ピ ア ニ ス ト な ら ぬ レ ー

ザ リ ス ト に よ っ て) ... . 。 今 ま で わ れ わ れ

が体験したことのない、 三 次 J 亡の也:!f!. へ と

是正ばれる 。 極 端 に 表 現 す る な ら ば 、 か の 大

'j ':  ＧｩＮￎＮ ｩ の 遊泳から、流盆の ｉｾ｜ｊ 1涼を i・I き戦う人

11¥] 1 象を怠 l床 す る か の ご と き 、 壮 烈l な1J E'ji，¥¥を

受ける ー グ

x  x  

レ ー ザ一 光 線 と い え ば一般 に は S F 小説、

1決問に: 1'. る殺人光線、あるいはJ J 1 i f号、工業、

医 療 、 航 海 等 、 人 II¥J 生 活 の 墨 袋 な 部 分 を li

め つ つ あ る 20世 紀 の エ ネ ル ギ ー と し て 、 人

は々. f J l l解し 、期 待 を 持 っているわけだが、

こ こ に 比 る レ ー ザ 一 光 線 の そ の 総 動 す る 姿

は、 A. l . 迷のレーザ一光線のイメージを 一 変

させる 。 科学と 芸 術 の 聞 を 捉 え た 、 創 造 的

光 線 を 表 現 し 、 新 し い 視 聴 覚 へ の 大 提 案 と

し て 、 そ の 範 囲 は ま す ま す 大 き く な る も の

と の 失 感 を 持 っ た。
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放射状スペースフレ ームの完成 一貫膜内に空気を送 りドームを型成 骨から完成一重膜を 吊る

外験

炉 / 内膜 ¥去、 • 

11)1 ι 一+串画。， ｆｾ＠
外圧 土0

/ _/ 5T 可そで、 2 重膜内

Il;〆 マホ 空気抜取 り

ι仔 土 o H ¥ 1I 

.苅 ， ..t:1..1..l 。】

内膜に空気を送 りながら

外膜を 張る

内膜と 外撲をつなぎ合わせ

2 重膜にす る

二重膜内空気を抜 〈事に

よっ て両膜がすい寄せ ら

れ ドーム を型成す る

x  x  

こ の 計 画 を 財 団 法 人 日 本 文 化 財 団 か ら 委

託されたとき、P : J 仰 の ド ー ム で か つ 股 状 の

建 築 物 と い う 注 文 が あ っ たそのとき 、r ?  J  

レ ー ザ 一 光 線 を 発 射 さ せ る と ? 膜も何も

か も ど う な る の か と 一 瞬 続 き を 感 じ た 。 そ

の ときからこの仕 ・ ｊｾ に埋没する決意をする

まで 30分 と 時 間 を 袋 し な か った。 なせ' なら

ば 、 こ の 光 線 が 非 常 に 安 全 で 無 告 で む し ろ 、

わ れ わ れ が 体 験 す る 光 似 よ り も っ と美しく、

わEキ乍て4 あ る こ と を Ell 角干したときからて' ある 。

た と え ば 、今 ま で 体 験 さ れ る 股 状 ド ー ム

t i ¥築、とくに映像をうつし :Hす も の と し て

はプラネタリ ュー ム に 代 表 さ れ る が 、 プ ラ

ネタリ ュー ム の 股 l踊は映f'" をl吸収、つまリ

安 定 し た 映 像 を 符 る こ と に 、 映 画 照 射 用 朕

に似、かよ っ た村本十で ff わ れ て い る カ ヘ ク リ

プ トンガ ス 、 レ ー ザ一 光は、: i A 絞光である

ことと、反射によ っ て 拡 散 す る こ と を 特 長

とするために、反射性のｾＡｬ ｬ い Ｑ 矢面をより必

要 と す る 。 したが って こ う い っ たことから

、特殊な朕を計画する 一 刀、コンサート| 井l俄

H寺の非常事態( 不服の火災、{ 亭f丘、地袋等)

に 対 処 す る た め 、 と く に 股 間 の 落 下 を 防 止

す る こ と と 、 室 内 球 続 の 佐 保 、 と く に 絹 射

熱の遮断を与ーえ合わせ 、ニ 虫. t ' t 圧式ドーム

の 開 発 を qi - うこととした 。

x  x  

ニ ュ ー マ チ ッ ク 桃 造 を 大 別 す る と 一 重 膜

榊 造 と 二 重 朕 桃 造 に わ け ら れ る 。 前 者 は alt

も が 体 験 し た こ と の あ る

ドーム皮肢の内側IJ に 空 気

を 送 り こ み 風 船 よ う にふ

く ら ま せ 、 安 定 し た 気 圧

つ ま り 正 圧 を か け る こ と

によ っ て 成 立 す る 泡 状 の

建築物で、 E X P O'70にお

け る ア メ リ カ 館 が そ れ で

ある 。 一 万 後 者 は二 重 に

張 ら れ た 膜 の 中 間 に 空 気

を送り作り Jおされる構造

でか、 E X P O' 70におけ るお

祭 り 広 場 大 屋 恨 や 、 沿I士

グルーフうマ ピリオンがそ

れ で あ る 。

し か し な が ら こ の 両 方 の椛 造 と も 空 気 圧

送 装 世 の 故 障 あ る い は 股 商 磁 波H寺は気圧の

低 下 か ら f，Yi造議下が最大の' J ! I!; 点てがあ っ たが、

今 回 こ の K B S レ ー ザ リ ア ム セ ン タ 一 宇 宙

ド ー ム は こ の 両 者 の 欠 点 を 松 大 阪 解 決 す る

た め 、 つ ぎ の 方 式 を 係 る こ と と な っ た。 -

ill 朕の平IJ 点 、 簡 単 に 円 弧 状 線 保 を す る こ と

ができる利点と、 二 重 膜 精 進 の 利 点 で あ る

断熱性、1 ! J J ' 1 ' f 性を加味し、かっ二 重 版 内 圧

を. t ' t に保つことによ っ てド ー ム を 完 成 さ せ

る方式である 。 そうい った 技 術 的 内 容 を も

っ こ の K B S レーザリアムドームは、 |以ら

れた H寺1:¥1、| 彼られた予t ) : の 中 で か つ 笑 験 tl(J

Hl i し に 対 応 し な が ら 、 か つ 安 全 性 の 向 い 往

築 物 と し て 、 機 能 効 率 、 施 工 技 術 の 同 万 を

満足させながら、 ド ー ム と い う 造 型 イ メ ー

ジを合致させる点を} 心、だしたことは本; 十

回 上 の 故 大 の 特 長 と い え よ う 。 こうい った

内 部 構 造 は 、 今 後 巨 大 ド ー ム を 必 要 と す る

各Hi fHi .し、あるいは室内プール等の利用、

と く に 人 々 の 安 全 性 を 必 要 と す る こ と か ら

も、 より多く 利 用 、 あ る い は つ ぎ へ の 発 以

をJtJ l待 す る こ と が で き ょ う し 、 今 回 の ザ ・

コスミ ッ クレ ー ザ ー コ ンサ ー ト の よ う な 映

像 と 7干の発展には故大の列J 来 を あ げ る こ と

が で き る 。 た と え ば 円 型 か つ ド ー ム 状 の 内

部空間における官勺F の 問 題 は 、 非 常 に 解 決

し に く い 問 題 で あ っ た が 、 松 下 屯 器7T- 恕<' J5.

::!Rl'iI l 技術| 司1の参加l に よ る 音 糾 シ ス テ ム と の

調務によ っ て す ば ら し い 音 糾 を 見 い だ す こ

とができた 。 しかしながらよりよい行色守ー

を 解 決 す る た め に は 、 今 後 の 膜 而m. i 主にお

ける l以7T脱 の l)f.J発 、 た と え ば 負 l軍式を平IJ IFJ

した多穴式肢を ｉｪｾ ｊ 発することによ っ て、ょ

っ 大 き い 効 栄 を 比 い だ す こ と が で き ょ う 。

) j ，l : { 去に記すならば、この「ザ コスミ ッ ク

レ ー ザー コ ンサ ー ト」 を 知 ら ぬ 者 は 現 代 人

に あ ら ず と は 言 い 過 ぎ で あ ろ う か 。

K B S レーザリアムセ ンター

所イ王 J也京都市中京区河原町二条 加 (075) 256- 0301

地 主 財 団 法 人 日 本 文 化 財 団

設m主恩体式会社説代芸術研究所

地 工 太 陽 保 式 会 社

近畿l 1 t 気工事株式会社

絵下電器産業株式会社

(叩と 0 ょうすけ )  

株式会社現代芸術研究所計阿設計宅長 /
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設備方式の違いによる

設備スペースの比較

( その 2 )  

井上良則・佐々木義隆

その 1 (前月号) の内容

. はじめに

・設備スペース

- これからの冷熱源機械室の一例

今円、空調用冷熱源に{ 変われるエネ J レギーは、

公害の而から有 ＱＱ 市部においてｾＱｌカとガスの Ｒ つ

に規制されつつあり、冷熱i原システムもヒート

ポンプあるいはガス焚冷温水機が多〈佼われて

きている 。 エネルギーのやE類がこのように貯蔵

を要しない屯力、ガスに変わ ってきたことと、

高さ制限の撤廃によって谷税率が採用され、地

下部分を最・少| 岐にして附数を高くとる傾向にな

ってきたことにより、設備の心臓部である主機

械室の位置も従来の地下 I;Wより屋上塔屋、また

は別械に計画されるケースが多くな ってきた。

このため、機械室 の 設計、並びに l庖工のあり方

を今までとは巡 った方向から検討を加える必要

カf て・てきている 。

ここでは冷熱i原機械室の面積を画期的に小さ

くし、建築有効而続のW: 大を計った M I ピJ レを

例にとり、その J在本的な考え方について述べる 。

図 1 に MI ビル機械室配置図を示す。

1  ) 冷熱iJ f，i機総とし て彼令ヒートポンプ

C N E S - H R を係用。

- 単一機純てサ令i : lli 水 ・給湯の同 l時取り出しが可能

・全電力であり 、エネルギーの貯蔵が不要

2 )  T A C N E S - H R と2 次l P. II 水徹送装置群の

有機的結合、並びに徹底的な無駄の排除

• jl設短距離での配管の述絡 ( 冷媒、 J令極水)

一 ｾ ｾ ｊ

3 )  2 次!日1I 水搬送装置のユニ ソト化 ( 冷山水ヘ

ッダーユニ ッ ト、冷弘水ポンプユニ ソ ト) 並 び

に工場製品化の完全実抱

- 省スペース、現場作業の省力化、工期! の短縮

4  ) 屋上スペースの有効利用

- まとめ

設備方式の違いによる設備スペースの比 較 検

討と、建築有効而績に及ぼす彩斡について純々

のべてきた。

貸ピルにおいて有効関税 ( 賃貸I而桁) を 高 め

ることは、ビルの採算に密接に関係する問題で

あり 、設計当初から建築と設備の完全な融令を

計る必要があるとともに、最小 スペースで最大

の設1ii i J 機能を発郷できる 設備システムの検討が

援要である 。

参考文献

竹中技術研究所 研究所報 NOV . 1966 

空気調布l ・衛生工学会 40年度

よしのり

ょしたか

一 一 一 一

K K竹中工務応設計部設備課長1

同 設計部設備諜j

No. l 変 圧器 盤 No. 2 変 圧 器 笈 MOF盤 No. 2受電盤 No. l 受電盤

仁萱1I;1l!:i: 1  

竺ど竺こｾ
E璽堕亘

|||  

図一 1 MI ビル機械室配置図
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施 工 材 料 の 頁

ｾＵ＠

杭打ちに伴う騒音防止工法

( その 2 )  

i青山 卓 郎

開発の経緯

埋 立 地 隣 接 地 区 は 公 害 防 止 条 令 に 定 め る

第 1 toll お よ び 第 2 種 区域て¥主主 IHI の 規制 fu立

が そ れ ぞ れ50 ホンと 60 ホ ン で あ る 。 ま た、

市 街 地 境 界 付 近 て'il 判定した H音騒音は 55- 63

ホン手足J3'Z. であり、これらから旧市{ 封I也での TT

訟 の 目 線 を 5 5 - 60 ホ ン と し 、 ま ず 写 真 1 の

一 辺開 放 型 防 音 筒 に よ り 杭 お よ び 杭 打 機 を カ

バ ー す る 方 法 に よ り 49年 5 月 現 地 に お い て

試 験 打 ち を 笑 施 し た 。 こ の 結 果 を 示 し た の

が 図 Ｑ であり、一辺と天井が ｉ ｾ 日放のため ＷＱｦ

の 回折 に よ り 管 源 近 く の j成TTiit に 比べ 200

米以上離れると効果が期符ーでh きないこと、

比 較 的 高 い 金 属 音 が 減 殺 さ れ る こ と 、 と く

に 施 工 性 は 低 下 し な い 、 な ど が 分 か っ た 。

こ の 結 来 に よ リ 、 杭 お よ び 杭 打 機 を 完 全 密

I?!-J し、か つ能 率の 低 下 し な い も のとして、

写 真 2 に 示 す 自 走 式 密 閉 型 を 開 発 し た 。

4>: 機の 特 iえは 従 来 の 杭 打 機 に ウ イ ングを

取 り 付 け た も のと 自 走 式 の 三 点 式キi ' i . . fT機に

|坊古ユ簡を装備 し た 専 用 機 を 弁h泣 き せ て 杭 打

ち を 行 う も の で 、 防 音 筒 は 前 後 、 左 右 の 伺l

れ と 位 lli ; V ，司政が可能である 。 防 fi ユ筒 は グ ラ

ス ウ ー ル を 主 体 と し た 筒 形 で排 気 の た め 上

下 に i汲全日L、 送 風 機 っ き 排 気 孔 を 有 し 、 杭

打 機 を 完 全 密 閉 す る た め 隣l 閉 瓜 を 取 り 付 け

た。 本 機 に よ る 実 施 結 果 を 図 2 に 示 す。 こ

の結栄では ｉｾｾｊ 閉 ｬ 見のＡ涼 聞 から洩れる音 声 によ

りC 方 li'J のが11*が 小 さ い が 、 全 体 と し て 20

- 25dBの 減 音 効 採 が得 ら れ る こ と が 分 か っ

たので、現場には本機をベースに ｉ ｾ ｾｊ /!/'J苦11を

改 良 し て 使 用 す る こ と に し た 。

実施状況について

A S T M共 同 企 業 体 は 昭 和 51年 1 月 中 旬

か ら 現地 てがL打 工 事 を 開 始 し 、 6 月 末 現 在

で 公 共 住棟 45棟 に打ち込む総: 杭本数 1，600

本 の ほ ぼ60% を打 ち 終 わ っ た 。 こ の 問 、 51

年 4 月 に は芦 屋 浜現 地 に お い て 実 作 業 中 の

! 騒音測定を行 っ た。

こ の 結 采 は 音 源 よ り 30 m地 点 で 図 2 に 示

す い ず れ の 方 向 も 85dB( A )以下で、 120 m地

点 で は 記 録 が 充 分 と れ な い 程 度 で あ っ た 。

防 音 筒 内 外 の 騒 音 差 は 約 25dB(A ) であり 、

周 波 数 別 に は 各 周 波 数 と も 20- 30dBの 減 管

120 建築と社会/ 1976年 7 月号
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写真 1

500m 試 験 日 49 .5 .20 

A  ｾ＠ ( 52- 55) 試験杭径 609酬

50 杭打機 ディーゼルパイルハンマー M- 43

住1. ( ) 内は防音簡なし の測定他

2. 0ft 騒1 T は 50ホン

3 測定値1: 1 打止まり付近の2- 6 ml: 1J

を連続測定した最小1直と段悶{ 也

m

/

S

)
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図 1 測 定結果

杭 打 機

防音筒

支持クレーン

C 方向

( A 特性)

占、型ど向 A 方向 B 方向 C 方向

指背筒世し 102dB 100.8dB 103dB 

5 m 

- ぁ '】 79.6  80. 5 

"。

'  なし 96. 0 94. 5 94 .5 

15m 

- ぁ・} 74 .0  79. 3 80.0  

'  なし 95. 6 92.3  90.8  

25m 

- あ' ) 73. 2 ωl  80 .5 

'  なし 96.0( C 特性} 96. 0( C 特性 } 91. 6(  C 特性)

35m 

' ゐ' ) 8O.7( C特性) 82. 7( C 特性) 82. 8( C 特性)

写真 2
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図 2 測 定 結 果

効 果 が 確 認 さ れ た 。

売 す 工 後 、 す で に 半 年 を 経 て 杭 打 工 事 に 伴

う 騒 音 に 対 す る 地 元 か ら の 苦 情 は ほ と ん ど

発 生 し て い な い 。

施 工 能 率 の 低 下 は な く 、 当 初 予 想 し た 計

画 値 を 上 廻 っ て い る 。 近 年 、 わ が 国 で は

都 市 や 団 地 の 新 設 に 対 し て 、 い わ ゆ る 「 開

発 公 害 」 が 大 き な 問 題 に な っ て い る 。 こ れ

は 新 設 す る 者11市 や 団 地 に よ り 急 増 す る 人 口

と 教 育 施 設 、 交 通 施 設 、 給 排 水 焔 設 等 の 都

市 施 設 が 既 存 の 近 接 社 会 と 整 合 す る か 否 か

の 重 要 な 問 題 で あ り 、 本 工 事 の 場 合 、 予 告 エ

に先立って兵I ! [f 県 住 宅 供 給 公 社 ・兵 庫 県 を

中 心 と す る 開 発 組 織 体 と 芦 屋市 の 聞 で 開 発

に |謝 す る 協 定 が 取 り き め ら れ た。 A S T M

l立 笑 施 に 当 た り 、 こ の 協 定 を ベ ー ス に し 、

さ ら に 芦 屋 市 が 昭 和26年 国 際 文 化 住 宅 都 市

の 指 定 を う け 、 市 民 の 所 得 水 地 も 高 〈 、 わ

が 国 で も 第 一 級 の 住 宅地 で あ る こ と も 考 慮

し な が ら 、 工 事 環 境 の 整備 に 努 力 を し て き

た 。 防 音 対 策 に つ い て も こ の 一 環 と し て 開

発 し た も の で あ り 、 今 後 、 性 能 面 ・施 工 面

で 種 々 の 改 良 が 行 わ れ な け れ ば な ら な い が 、

現 時 点 で は 最 高 の 手 当 て と 考 え て い る し 、

一 応 の 良幸吉栄を得たと確信している 。

最 後 に 開 発 の 各 過 程 て 稲 々 ご 指 導 を い た だ

いた関西大学山府教授、東京 工 業 大 学 岸 田 教

授、鋼管J 枕 協 会 、 お よ び 試 験 実 施 に 当 た り 多

大のこ:tlJ l カ を い た だ い た 新 日 本 製 鉄 側相 桜 原

研 究 所 の 各 位 に 対 し 深 〈 感 謝 い た し ま す。

( せいやま た〈ろう A S T M共同企業体所長補佐)



日本建築協会

月間の動き

昭和51年 5 月分

理 事

19 日 4 時ー 5 時 於 会 館 集 会 室

.0. .  

:z，; 

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か 11理 事 海 上 監 事 、 中

村編集委員長、 山根建築業務委貝会

委貝

議事 (1)定時評議貝会開催の件

(2)通常総会開催の件

(3淘品目 ;本建築総合試験所理事候補者推せ

んの件

(4) 入退会者承認の件

(5)報告事項

a 建築業務基準委員会の経過報告並び

に「建築業務基準原案作成委貝会報

告野」に対する経過説明

b  rふるさとのすまい」復刻版の発行

「鉄筋コンクリート構造物の耐震安

全性」図書出版について経過報告

c 昭和50年度一般勘定並びに会館特別

勘定収支決算見込報告

d その他事業報告

e 会計報告

編集理事会

10日 3 時 - 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中村編集委員長、福田副会長ほか 6

名

議事本年の収支目標と編集のありかたについ

て

事 業 委 員

若い会員の集い第 7 回企画分科会

6 日 6 時- 9 時 半 於 会 館 集 会室

出 席 者 植 田 主 査 ほ か 5 名

.0. .  

Z玄

殺事 (1)仮称「都市と水」の企画全般について

(2)そのほか

若い会員の集い小委員会

11 日 6 時- 9時 於 会 館 集 会 室

出席者 森下副委員長、印藤、瀬戸本、千葉

中村各幹事ほか 11名

殺事 (1) 4 月の事業報告

(2)本年度第 4 固~第 7 回の企画分科会の

報告

(3)本年度年間企画について

(4)そのほか

広報小委員会

12日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 南副委員長、原見、佐藤各幹事ほか

6 名

議事 (l )P R・研修・親睦分科会の本年度事業企

函について

(2)そのほか

見学会小委員会

13 日 6 時 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 堀 田副委貝長、水谷幹事ほか 6 名

殺事 (1) 4 月に実施した見学会の報告

(2) 5 月の企画についての報告

(3) 6 月以降の企画について

(4)そのほか

P R分科会

17 日 6 時 - 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 南副委員長、原見幹事ほか 2 名

議事 (1) r大阪マルピル」の写真展示について

(2)  r町を緑に(6)J の写真展示について

(3)10月以降の写真展示について

(4)そのほか

若い会員の集い第 5 因企画分科会

18 日 6 時ー 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 関根主査、中村幹事ほか 3 名

議事 (1)開催日時及開催場所の決定

(2)企画内容について

(3)現地調査について

(4)そのほか

委員会1

21 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者窪田委員長、小泉、花房、三品、堀

回、南、森下各副委員長ほか 3 名

議事 (1)各小委員会の事業報告及び本年度の年

問事業企画について

(2)そのほか

若い会員の集い第 7 因企画分科会

25 日 6 時 - 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者大隅主査、森下副委員長ほか 3 名

議事 (1)建築家のため灯、みどり。学習会( 第 5

回) の企画全般について

(2)そのほか

若い会員の集い第 5 因企画「教育環境」現地

開査

28 日 9 時半ー 20時 於 高 野 山

出席者 関根主査、中村幹事ほか 2 名及ゲス

トとして三越大阪支庖 香島氏

(1)宿坊( 本党院) の交渉及決定

(2)見学場所及行程表作成

(3)そのほか

教 育 委 員

委員会

7 日 5 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

.0. .  

:z，; 

出席者 岡田委貝長、佐々木、斉藤各副委員

長ほか 9 名

議事 (1)本年度正副委只長幹事の選出について

(2)各小委員会の委只構成について

(3)本年度の事業企画について

(4)そのほか

工高生教育小委員会

17 日 5 時 - 8 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 斉 藤 冨IJ 委只長、上野幹事ほか 3 名

議事 (1)昭和51年度第22図工高生デザインコン

クールの設計課題について

(2)工高生教育奨励会基金について

(3)そのほか

編 集 委 員

委員会

10 日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

.0. .  

:z，; 

出席者 中村委貝長、福田副会長、松村理事

ほか 7 名

議事 (1)本年度の編集のあり方と収支目様

(2) 5 月号= 建築防災と法特集経過報告

(3) 6 月号= 市街地整備特集経過報告

(4) 7 月号= 工場建築の設備特集経過報告

(5)建築の限の新執筆者について

(6) 8 月号= 鉄骨構造のジョイント( 仮称)

特集企画

(7)作品作刷、委員会報告

(8)投稿欄小委員会報告

(9)広告企画小委員会報告

(10)9 月以降の特集企函について

(11 ) そのほか

作品作風小委員会

11 日 3 時半 - 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者大辻副委員長ほか 3 名

議事 7 月号作品の選定

広告企画小委員会

12日 3 時半 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中村委員長、渡辺委員ほか 8 名

ゲスト松下電器、三菱電機から 4 名

議事 (1)広告収入報告

(2) 7 月号「工場建築の設備」特集関連広

告について

(3) 8 月号の特別企画

(4) そのほか

9 月号計画特集編集幹事会

21 日 6 時ー 9 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 中村委員長、多胡進特別幹司王ほか 4

名

議事 (1)計画特集の年間の方針

(2) 9 月号計画特集の企画の具体化

(3)  1 月号計画特集について

投稿欄小委員会

27 日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者芝山副委員長ほか 3 名

議事 (1)6 月号投稿企画、私の駅H について報告

(2) 7 月号投稿企画、新入社員の限" の依頼

についての報告

(3) 9 月号以降の企画

施工材料分科会

27 日 6 時 - 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 中村委員長ほか 3 名

議事 (1)施工材料分科会幹事の選出

(2)10月号施工材料特集の具体化

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

13 日 11時- 1 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 3 名

殺事 (1) r総合目次 ・索引」発行に伴う編集作

業について

建築と社会/ 1976年 7 月号 12 1  



(2)[縮刷版」発行計画について

委員会

26日 5 時半 - 8 時 於 会 館 集 会室

出席者 井上 ・真塚正副委員長ほか 9 名

議事 ( 1) No 55号 ( 8 月発行)の掲載予定シートにつ

いて

(2)  r総合目次 ・索引」改訂版発行に伴う

追跡調査の結果報告について

(3)  r縮刷版」発行計画に関する今後の作

業について

(4)そのゆか

住 宅 委 員

A

F

一
品

委員会

11 日 5 時50分 - 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者小西委員長ほカ' 10名

議事 (1)各小委員会活動について

( 住宅展、資料、総務)

| 法 規 委 員 4

z

 

委員会

17 日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会室

出席者 市川委員長ほか 15名

議事 (1)委員追補承認

(2)木年度のとりあげるべきテーマ

一一 アンケート結果をもとに 一一

(3)法令コーナー

建 材 委 員

. 6.  

ｾ＠

委員会

28 日 5 時半 - 8 時20分 於 会 館 集 会 室

出席者 山田委員長ほか 13名 目:本板硝子側

より 2 名

議事 (l )G R C について

(2)  r新建材紹介コーナー J 7 月号掲載分

について

(3)そのほか

見 学

. 6.  

ｾ＠

岡山、倉敷の新建築を見る

14 日 15 日 ( 1 泊 2 日) 14 日10時→ 15 日11時

参加者 24名

1  . ゼ ンセン中央教育センター

設 計 附 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 鮒 大 林 組

2 . 天理教玉島分教会

設計側弁上久雄建築設計事務所

施 工 附 藤 木 工 務 庖 倉 敷 支 底

3 . 倉敷 アイピースクウエア ・宿舎

設 計 附 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 附 藤 木 工 務 庖 倉 敷 支 庖

4 . 倉敷中央病院第一期工事

設 計 附 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 附 藤 木 工 務 庖 倉 敷 支 庖

若 い 会 員 の 集 い

レクリェーション施設を考える(2)

一一関西サイクルスポーツセンタ一一一

22 日 11時10分 - 15時 ( 解散後自由行動 )
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11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

トルコの建築学生と文通しませんか?

トルコのアンカラより、本会へつぎのような手紙が届きました 。以下にその手紙の要約を掲載します。

文通を望む方は、下記住所にご連絡下さい

氏 名 C E L AL E T T I N OK Y A Y  

住 所 35 S OK A K  35 / 9  B A HGE UE UL E R  A NK A R A  T UR K E Y  

1976年6月4 日 アンカラ発

私の名は CE L AL E T T I N OK Y  A  Y といい、トルコ共和国の技術建築アカデミーの最終クラスの学

生で、また建築家として事務所で働いています。 トルコの人々はとりわけ西洋建築に興味をも ってい

ますが、私l立東洋の建築とくに日本の建築に興味をも っています。

トルコの日本大使館で、私は日本の建築に関するフィルムや本を見せてもらいましたが、それ以外の

情報は入手できません。

日本大使館のヒロセ氏の紹介で、立方に手紙を書きましたー私が情報を入手することを手伝 って下

さることを願 って 一。

1t 方の刊行物や、本や、パンフレ y トあるいは最良の方法で日本の建築を学べるようなもの、もし丹

下健三氏のような有名な建築家に関する情報を手に入れることができれば幸いです。 さらに、彼らに

ついて、私と手紙を交換することのできる若い建築家がいれば、喜んで手紙を書きましょう 。

一哀1J もはやくご返事のあることをお待ちしています。

CE L AL E T T I N OK Y A Y  

11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川l川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川11川l日川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

- 最近の建築クラブ演題と講師

50/ 1月 東欧を見て日本の現状を考える

西 山 悠 大 阪 瓦J師会 長

2月 建築設計と海外 Ｎｻ ｊ｟［［ｴｾｬ

根 津 耕一 郎 被 ;11主Il 築 事 務所 長

3月 痔主 (地主にあ らず) 解放物語

黒 川 幸 夫

4月 人相と健康

産 婦 人 科医

八 木 喜三 朗 観 相学 者

5月 高松塚の周辺

有 坂 隆 道 関 西 大学 文 学 部 教 授

6月 良い人間関係を作る話し方

金 井 金 子 郎 l制西 宮 論料学 研 究所長

7月 台風と建築物

石崎君主雄 京都 大学 防 災研 究所 教 授

8月 エベレ ス ト女の栄光

久野英子 エベ レ ス ト 日本女子 登 山 隊 長

9月 過熱ブーム後の画商業界

土 井 憲 治 梅 田 画 廊 社 長

10月 きょ うこのごろ

六条! 附柑 ;11明 寺 住 職

11月 ヨーロ ッパの造園

岡 崎 文 彫 京 大 名誉 教 授

5112月 町造りの中の石彫

鈴 木 政 夫 石 町彫 刻家

3月 出合いと仕事

池 田 悦 治 大日 本 塗料 社 長

4月 健 康 管 理 に つ い て

可 児一 郎

5月 七 オ の 捕 虜

光 俊 明

医学 博 士Ｈ ｾ材料 医Ｉ

南l l i . 貿易側営 業部

6月 環境と思想(私の史観)

新 津 靖 元 大 阪 大学 教 授

7月 日本の自動車産業

小回 剛 ダイ ハ ツ 自 動 卓 販 売鮒 刷 社 長

削減記録の小冊子、残部が少々ございます。

ご希望の方はお申込み下さい。

1 音11 100 円 送 料50 円

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

参加者 22名

講 師

関西サイク J レスポーツセ ンタ一事業部長

畑中正一氏

側安井建築設計事務所設計部

加藤俊明氏

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

11 日 8 時- 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 74名

当 日 は 南 里 貿 易 附 営 業 部 光 俊 明 氏 よ り

r 7 オの捕虜」について体験談を伺 った。

5 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 l 社〕

西川 訟備工業株式会社

〔個人会員 16 名〕

石 山 照彰 板井 亨介 尾 崎 光 造

機浦 恒 男 佐藤 孝 杉悶
泊ssd，tt  

干 崎 和 努 問中幸太郎 田中浩一

東城雅俊 中東寿一 西宮 邦芳

沼野吋元邦 原因邦比古 光本 淳子

山本 司朗

〔准会員 l 名 (氏名省略 ))  
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圃

設 計 事 務 所 有 志

ず??で A7.R:I 建 築 事 務 所

代表取締役
亀 井 晃 治

事 務 所 大 阪 市 南 区 谷 町7丁目 12番地の l 新谷町第 3 ピル 2 F  T  E  L  (06)768- 1771(代)

ア ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 回T 2 丁 目 1 4 - 35 T  E  L  (07437)3- 6137 

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代表取締役 赤 松 イ|多

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 校 町 1 2  3  ( 瑞穂ヒ‘ ル) 屯話 06 (364 )  5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮 ・ 白 士 ノ 宮

株式会社 束 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 東 秀 保

大 阪市 北 区天神橋 筋 3 - 67  マ チ ス ビ ル 屯話 06 ( 358)  5598 ・3497

石 川 建 築 事 務 所

石 J  11  寛

石 川 宏

干 543 大 阪 市天 王 寺 区 茶 臼 山町 111 電 話 06 ( 779) 9491 (代 )

干 170 東 京 都豊 島 区 駒 込 1 - 11 - 9 電 話 03 ( 946) 5431 (代 )

株式会社泉沢建築設計事務所

代表取締役 泉 沢 哲 史

大 阪 市 北 区 真 砂 町 4 8 - 1  オ オ シ マ ビ ル 電 話 06(364)9071 - 2  
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株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 十ケ 原 永一郎

干556 大阪市浪速区幸町通 2 - 6  ( 清光ビ j レ) 電話 (562 )4343 - 5  

株式会社井上達明建築事務所

代表取締役 井 上 透 明

〒530 大 阪 市 北 区 鶴 野 町 5 1 番地 ( 安 田 ビル ) 電 話 06 (372 )  2821 ( 代 )

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

炉 L 司.

毛

三厄

日

東 京 都 港 区 芝西 久 保 桜川町 2 8  (第10森ビル) 電話 03 (501)  0286聞

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3 電話 06 (201)  5  3  0  5  

株式会社浦辺建築事務所

代表取締役

取 締 役

浦 辺 鎮 太 郎

松 村 慶 一

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ・ 新 阪 急 ピ ノ レ 電 話o 6  ( 341 )  1  6  8  0  

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 2 ー 7 - 1  塩 崎 ピ ノ レ

福 岡 事 務 所 福 岡 市 中 央 区 大 名 1 - 9 - 2 7 西 部 ビ ノ レ

@  株式会社栄和設計事務所

取締役社長

専務取締役

重

郎

蓋

ロ

一

泉

山

小

神

本 社 大阪 市福島区福島3丁目 l番54号 T E L 大 阪 (452) 1651- 4  

京都連絡所 京都市南区唐橋西寺町 4 0番地 T E L 京都 (691) 4  9  4  6  

⑤ 
株式会社久米建築事務所

取 締 役 社長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1丁 目 13 番 11 号 電 話03 (403)0251大代表

大阪事務所大阪市北区堂島中 1丁目 23番地堂島中町ヒ・ル電話06 (344)2096代 表
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@  

指宿真智雄

抹 式 会 社
建築デザイン l組連聾士事務所

抹 式 全 社 緑地デザイン 技術士事務所

ｾ式会社 設備デザイン 話惜士事務所

株式会社 8t1 

大 阪 市 東 区 南 本 町 4 - 47 イトウビル

干 541 T E L  (06)  252- 1011 - 4  

東京都千代田区永岡町 2 - 14- 3  赤坂東急ビル

〒 100 T  E  L  (03)  580- 1011 - 4  

京都市中京区柳馬f晶画御池下る 京都朝日ピル

〒 604 T E L  (075)  221- 1101 - 4  

示日
引

一

以 計

計画 ・設計 ・監理

代表取締役社長

代表取締役専務

岡 本

林

一
丁

佐

ノ

γ

々
l

，

n

H

H

主主

Eコ

夫

本 社 事 務 所 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通1- 8 四ツ橋ビル T E L 代 表 532 - 3421

神戸事務所神戸市葺合区八幡通4丁目2番17号久徳ビル T  E  L  078- 251 - 0651 

e

 

株 式 会 社 新 日 本 設 備 計 画

代表取締役 長 谷 川 幸 雄

本 社 大 阪 市 北 区 金 屋 町 2 - 31 ( 佐川ピル) 電話 (06 )353- 4061附

九州事務所 福岡市博多区博多駅前 3 丁目30- 1(博多第 2平和ビル) 電話 ( 092)431- 7823附

図

株 式 会 社 倉日 美
=昌F又b  

言十

代表取締役
中 原 英 雄

大阪市北区末広町17 . 星和地所扇町ビル 6 階 T E L大阪 ( 06) 312- 3587代 表

株 式 会 社 大 建
=員F又b  

言十

取締役社長
局 橋 慶 夫

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 ! 2 丁 目 7 5 番 地 大 阪 (441 )9351 (代 )

大 阪 本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 7 5 番 地 大 阪 (441 )9351(代 )

東 京 本 社 東 京 都 港 区 新 橋 1 丁 目 10番 7 号 ( 大 和 銀 行 新 繍 ビ ル ) 東 京 (572)4595(代 )

名 古 屋 事 務 所 名 古 屋 市 中 区 栄4丁 目 6番 15号 名 古 屋 日 産 生 命 館 ピ ル 名 古屋 (261 )8531(代 )

九 件1.事 務 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 紺 屋 町9番 l 号 明 治 生 命 小 倉 ビ ル 6階 小 介 (521 )4285(代 )

分 室 大 分 ・室蘭

i  

株式会社

田中

小西
建 築 事 務 所

取 締 役 社 長 小 西 岬

実 阪 司 王 務 語 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051代 表

東 京 事 務 所 東京都千代田区神田鍛冶町3- 3( 大木ビル内) 電話 (256) 9301代 表

名古屋事務所 名古屋市中区丸の内1の8番39号( 三信ピル内) 電話 (211 ) 4  0  3  5  

大 津 事 務 所 大津市梅林1丁目 4番目号( 滋賀県教育会館内) 電話 ( 22) 5 3 7 3  - 4  

広 島 事 務 所 広 島 市 大 手 町 2 丁目 7 番 1 号( 三業ビ l レ) 電話 (46) 0  1  4  4  

12 5  



地域計画・建築研究所

司

喜

稔

祐

泰

貞

輪

乗

田

野

三

糸

霜

河

代 表 取 締 役 所 長

大 阪 平 務 所 長

京 都 事 務 所 長

東 京 事 務 所 長

株式会社

i盈

T  E  L  Ｈ ＰＷＵ Ｉ ＲＲ Ｑ Ｍ Ｕ Ｑ ＳＲ ｾ 的

T  E  L  ( 06 )  302- 6121甘也

T E L  ( 03 )  591- 0682ff" 

京 郎 市 下 京 区 四 条 jJ[J ; r r ，倉大 和 銀 行 京抑 ピ ル 8 "智

大 阪 市 淀 川 区 西 中 山 3 丁目 20排 J也 9 号 中 仏 ピ ル 6 階

東 京 都 港 区 芝 西 久 保 明 IIJ 守町 1 4 番 地 博 友 ピ ル

本 祉 事 務 所

大 阪 事 務 所

東 京 事 務 所

計設海東
株式会社

句9
勝忠、坂代表取締役

名古屋市中区栄3丁目 7番 1号 (伊勢町ビル) 干460 TEL052- 261 - 2651 ( 代表)

東 畑 建 築 事 務 所株 式 会 社

謙

電話 大 阪 (06) 202- 0391 

電 話 東 京 (03)581- 1251  

電話 名古屋(052) 571- 8471 

屯話 小 倉(093)541- 6531

土田

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  

東京都千代田区永田町 2 ( 永田町ピ ル)

名古屋市中村区堀内町2(堀内ヒ‘ル)

北九州市小倉北 区魚 町 1 - 4  - 21  

( ヰヒ九州市和ビ j レ)

東代表取締役社長

ヰE 宇土

大 阪 ZJ:.. 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

北 九 州 支 所

内 藤 建 築 事 務 所株式会社

⑩ 
忠

生

資

光

藤

山

内

片

代表取締役会長

代表取締役社長

本 社 干 ＶＰＶ 京 都市 左京区 中 大 ｽｉ ｾ 町 Ｑ ＸＹ 番 地屯 話 ＰＷＵ Ｈ ＷＸ Ｑ Ｉ Ｖ Ｑ ＹＵ 代

ｻ ｊＧｾ務 所 ・ 出張所 青 森 ・東 京 ・松 本 . ，'i i'lト岡 ・名 古 屋 ・京 都 ・奈 良 - 大 阪

四 匡1. 柄 岡

所研

根 金 作

(建 設 省 認 定 第445号)

四 h

プb園

中

(造園部門 )

庭本艮中

所 長

建設コンサルタント

電話 075(781 )  1  1  07 

電話 0776(23) 2904 

本 社 干606 京 都 市 左 京 区 下 鴨 森 本 町 15

北陸営業所 干910 福井市春 山 2 丁目 4 の 3 春山ビル

公園一般・造園設計・施工・監理

言十

吾 n

E 叉建日
株 式 会 社

次猛本塚取締役社長

( 大 代表)
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根 津 建 築 事 務 所株式会社

良R耕津根代表取締役

電話(06)364- 8301(代表 )
大阪市北区梅ヶ伎町81 (大阪弁護士ビル )社本

宮 後 建 築 事 務 所
株 式 会 社

m 

健後{巴
代表取締役

電話 772- 0  1  6  5  ( 代表)

大 阪 本 町

大阪市天王寺区上汐町 6 - 3 5

大 阪 椎 寺 町

杜

室

本

分

村野，森建築事務所有限会社

電 話 (624) 0  9  2  6代表

電 話 (253) 0  8  7  5代 表

電 話 (669) 5  6  5  1  

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8  

研 究 室 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3  

東京事務所 東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3  

安井建築設計事務所
株 式 会 社

ｾ＠
正野佐

取締役社長

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番地 電話 06(943) 1371 (大代)

大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 九 州

社

社

本

支

所務事築建洋
株 式 会 社

三

之

勝

自

(

毘

貝

楽

口

田

設

橋

太

電話 358- 6  3  7  2  ( 代)
大 阪 市 北 区 松 ケ 枝 町 8 8  ( 大徳 ビル)

田 建 築 事 務 所株 式 会 社

武信田
取締役社長

電 話 (538) 2991 代 表

1 2 7  

大 阪市西 区北堀江上通 3 - 22 ( 久竹ビ ル)
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淀
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渋

大
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都

市

阪

京

阪

大

東

大

社

社

庖

本

支

京

阪

本

来

大

灯、、

はJ

株

会 浅 沼

沼 茂

組

式

社

取締役社長 j斐 夫

季 語 - 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 8 番 地 の 1 屯 話 代 表 (768) 5  2  2  2  

支 庖 ・ 東 京 ・名 古 屋 ・ 札 帆 ・仙 台 ・福 岡 ・広 品

営 業 所 ・旭 川 ・秋 田 . Il;笠岡 ・福 島 ・水 戸 ・ 北 関 東 ・ 千 葉 ・ 立 川. ;横 浜 ・新 潟

北| 控 ・浜 松 ・静 岡 ・岐 阜 ・長 野 ・三 重 ・滋 ti ・奈 良 ・京都・大和郡山

和 歌 山 ・神 戸 ・岡 山 ・ 鳥 取 ・山 口 ・高 松 . {恕 lゐ- 松 山 ・ 熊 本 ・ 沖 縄

CD 

株

会

を 新 アター

取締役社長 新

工 務 所

日召

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 営 栂 崎 中 1 丁 目 43 電 話 代 表 大 阪 (313)1331番

支 庖 ・東京都千代田区綴楽町 2 丁目 1 番 1 4 号 電 話 代 表 東 京 (291 )3741番

営 業 所 ・名古屋市中区大須 4 丁目 l 番71号( 時計ピル) 電話 名 古 屋 (262)172 5番

ｑｾ＠ あ め株式会社 り
台、

屋

取 締 役 社 長
前 野 慶 太 郎

本 社 干 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 番 地 電 話 代 表 ( 444) 1501番

<$> 
安藤建設株式会社大阪支庖

常務取締役大阪支庖長 野 口 清

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 (453) 2  1  9  0  

本 社 ・東京都中央区八重 洲 4 丁目 7 番地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・広 島 ・ 横 浜 ・ 札 幌

営 業 所 ・ 千 葉 ・横浜・水戸 ・盛岡 ・新 潟 ・神戸・京都 ・沼 津 ・札 幌 ・宇 都 宮 ・北九州・熊本
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組上井

式

社

株

会• 
蔵福上井

取締役社長

(352) 4031- 4  大阪 (351) 0530 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 番 2 5 号本 -社

戸 (33) 1  7  8  0  神
手

白

蓋
-

ロ

電神戸市生田区加納町当丁目 2 番地出張所

組西
A .  

7  

式

社

株

会

ｦｴｾ 、

、家J

雄

電話06 (779) 3  3  6  1  

電話03(354 ) 0  5  8  1  

良 ・ 埼 玉

ヨ芸

吉 守

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7 丁目 2 番地ノ 1

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地

京 都 ・ 神 戸 ・ 奈

西

メ入

7  
取締役社長

社

庖

所

業

本

支

営

組

長

瓜

V

I

4

 

大

式

社

株

会

@  

良日

東京本社・東京都千代田区神田司町 2 丁 目 3 番地 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 庖 ・ 大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁 目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 居 ・札 幌 ・仙 台 ・横 浜 ・名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松 ・福 岡

芳林大取締役社長

者且制奥

@  

株 式 会 社

夫

大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電 話 大 阪 (06)621 - 1101(大代表)

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電 話 東 京 (03)404- 8111 ( 大代表)

札幌・仙台・東京 ・横浜・浦和 ・名古屋 ・大阪 ・神戸 ・広島 ・高松 ・北九州 ・福岡

イ変キす奥長キ土

本 社

東京本社

支 庖

社
ノ込

Z 三式株
ミn.

Uえ建島鹿

夫

郎

(404)3311 (大代)

( 245)2311 (大代)

健

伝

美

田

取 締 役 社 長 渥

取締役大阪支庖長金

電話 03

電話 06

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7  

大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町 6

本 社

大阪支庖

株式舎社柄怠エ務右
⑨ 

良E

尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 大 阪 06(411 ) 1  4  5  1  ( 代)

大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田

太

ノト、

ロマ柄
取締役社長

本 社

営 業 所
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応支阪大組崎争中

エ1

社

株

会

e  
宅 与-

F ミL

大 阪 (341 ) 7371 ( 代表)

姫 路 (23) 2021(代表)

中

J じA、

1 電 話

3 電 話

藤江

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2

本 社 ・姫 路 市 北 条 口 8 6  

取 締 役 支 庖 長

設建畿近
社

l 込

Z 五E式株

①

 大 阪06 (448)5601代

07755 ( 2 )  1361- 2  

敬

電 話

電 話

崎

大阪市西区江戸堀 5丁目 118 和光ビル

I

 

l

 

--EE

'

 

代表取締役

ネ土本

組

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東町 岡 1 9 3 の 1

谷熊

滋 賀 支社

@  
牧 田 甚

星 野 晴 彦

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 1 7 番 l 号 電 話 (260) 21日番( 大代表)

大阪市都島区片町 2 丁目 1 0 番 5号 電 話 (352) 1151番( 大代表)

札幌 ・仙台 ・北関東 ・東京土木 ・東京建築 ・横浜 ・名古屋 ・広島 ・四国 ・福岡 ・北陸 ・那覇

代 表 取 締 役 社 長

常務取締役大阪支庖長

社

班

活

本

城

支

会 社設 工 業 株 式甲 南 建

ゐ
屯 話 ( 06 )308- 1551大 代 表

屯 話 ( 03 )253 - 4455代 表

屯 話 ( 06 )427 - 9631代 表

屯 話 ( 078)221- 6293代 表

';:1I話 ( 0722 )29 ー o 0  8  8  

屯 話 ( 092 )471 - 7 2 7 1

代表取締役 原 精

て 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 番 2 8 号

束 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町 1 - 18( 共同ビノレ)

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号

制l 戸 市 必 合 区 八 幡 通 4 丁 目 2 番 8 号( 松井ビノレ)

堺 市 街 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 3 丁目 2 番 8 号( 住友生命ピル)

組
山

由鴻社株 式 会

e& 
藤

大阪市東区北久宝寺町4- 27 電 話 ダ イ ヤ ル イ ン ( 244)3500(受付 台)

東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡 ・鹿児島・松江 ・仙台 ・高松 ・横浜 ・札幌 ・神戸 ・京都 ・金沢

池許鳥取 締 役社長

庖

庖

本

支

社

ｾ＠
Z 玄式株業エ藤佐

骨

小町谷武司

本 社 ・東 京 都 中央 区 日本 橋 本 町 4 - 8  電 話 東 京 (662) 2331  ( 大代 )

大 阪 支屑 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221(代 表)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・ 札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島 ・横 浜

佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪支庖長取締役社長
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⑮ 
島藤建設工業雲至大阪支庖

常取 締 務役 西 田 康

、A

J 口

常支務取庖締長役

亀 回 晃

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番 34号 電 話 東 京 (403 ) 1  5  1  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1 番地の 2 電 話 大 阪 (372 ) 6  0  0  1 代 表

清 水 建 設 株 式 会 社

社 長 野 地 紀

本 社 東 京 都 中 央 区 宝 町 2 - 1  

支 庖 大 阪 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・ 仙 台 ・札 幌

+  俗文建設株式令私

常務取締役大阪支庖長 山 武

大阪支庖 大阪市東区北浜 5 丁目 2 2番地( 新住友ビル 2 号館) 電話 06(220) 8 7 1 2 ，

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電 話 03(353)代表5111番

。
株

会

式

社 銭

古

『司 組

本 庖

支 庖

営業所

取締役社長 銭 高 輝 之

大阪市西区阿波座上通 3 丁目 2 番 地 電 話 大 阪 (531) 6431番(大代表)

札 幌 ・ 仙 台 ・ 束 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

青森 ・秋田 ・盛岡 ・福島 ・新潟 ・前橋 ・宇都宮 ・水戸 ・浦和 ・千葉 ・多摩・

横浜 ・甲府・前ト問 ・津 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・岡山・松江 ・山口 ・高松 ・松山

北九州 ・大分 ・熊本 ・長崎・鹿児島・沖縄

@  
大 幸 建 設 株 式 会 社

取締役社長 大 沢 幸 平

本 社 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通 一 丁 目 五 番 地 電 話 0 6( 538 ) 0881代

本 社 分 重 大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 電 話 0 6( 203 ) 0373代

東 京 支 1吉 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷二 丁 目 十 番 七 号 電 話 0 3 ( 407 ) 7426代

名 古 屋 支 l吉 名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ 二 五 電 話052( 581 ) 7376代

松 江 営 換 所 松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 電 話0852( 21) 3747代

出 張 所 臼 ｕｊ ・ 岐 ｊＮＮＧ ｩｾ ・ 滋ｾＭＧｩ ・ 兵庫・岡山・広 μ ・ 高松 ・ 徳岡 Ｎ ，'tM苅・仙台

• 大 成 建 設 株 式 会 社

本 社

大阪支庖

支 府

取 締 役

H  土毛

常 務 取 締 役

大 阪 支 桁 長

東京都中央区銀座 2 丁目 5 番11号 T E L 東京 (567) 1511大代表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7 番 地 T E L 大 阪 (262) 1131大代表

東京 ・ 名古屋 ・ 横浜 ・行 。 ｩ 岡 ・ 高松・新 ｩｾ ［ Ｉ .  II ]J 台 ・札 帆 ・広 J;b

菅

原

津

田

英 夫

=-

県
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⑧ 
大 日 本 土 木 結 大 阪 支 庖

取締役支庖長 倉 田 通 夫

530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 9 電 話06 ( 341) 代 表5 9  3  1  

東京本社 162 東京都新宿区市ヶ谷田 町 2 丁 目 35 電 話03( 268 )  5  5  1  1  

本 1苫 50 0 岐 阜 市 六 条 1 4 8 3 番 地 5 電 話 0582 ( 72 )  3  1  4  1  

支 庖 東 京 ・ 横 浜 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島

営 業 所 神 戸 ・京 都 ・奈 良 ・大 津 ・和 歌 山 ・上 六 ・高 松 ・岡 山

κ?、
てV

雲若竹 中工 務 庖

取締役社長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7  電 話 大 阪 (252 ) 1201番( 大代表)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 九 州、|

営業所 千 葉 ・横浜 ・沖 縄 ・静岡 ・北陸 ・京都 ・神戸 ・岡山 ・四国 ・北九州

⑧ 

鉄建建設株式会社大阪支庖

西 日 本 業 務 担 当

常 務 取 締 役 児 島

ニt 己

与主

取 締 役 支 庖 長 金 子 越 郎

大阪市大淀区天神橋筋六丁目 五番地 ( 天六阪急 ビj レ) 電話 (358) 0321(代表)

本社・ 東京都千代 田区三崎町二丁目五番三号 電話東京 (262) 3411(代表)

⑪ 

東 淀 興 業 株 式 含 枇 大 阪 支 庖

李嘉晶表 小松英二 主務E締室 田中巌夫

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内3-4-2日 石 ビ ル 電 話 東 京 (212) 3  2  6  1  

大 阪 支 店 大 阪 市北 区 豊 富 町 3 - 2 豊崎 ビ ル 電 話 大 阪 (373) 1  1  8  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡

@

 

戸 田 建 設 さ 語 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 加 納 秀 雄

大阪市西区靭本町 2 丁目 117番地 (新信濃橋ビル) 電話06- 531- 6561(大代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

支 庖 東 京 ・関 東 ・横 浜 ・名 古 屋 ・札幌 ・仙 台 ・広 島 ・四 国 ・九 州

I T、
てコ

飛島建設株式奮徒大阪支J 苫

取締役支庖長 山 本 龍 男

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 地 電 話 大 阪 ( 942) 2  4  8  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号 電 話 東 京 (263) 3151(大代表)
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=n.， 

員又建松西
明日をささえる

@  

番 地4  1  目丁

板 井 正 彦

東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川

2  町阪 市 東 区 釣 鐘

取締役支庖長

大大 阪建 築 支庖

番 地1  3  町ネ土本

之込

Z 三

夫

良[)

宏佳

良[)

03  ( 265 )  ( 大 代 表 ) 4281番

06 ( 351) 代 o 6  2  3 番

社建 設 株 式

取 締 役 会 長 長 久 保 俊

取 締 役 社 長 疋王 j畢 プミ

常務取締役( 大阪駐在) 近 藤 義

取 締 役 支 店 長 本 津 平 八

102 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 丁目 4 番 地 9 ';11話東京

530 大 阪 市 北 区 末 広 町 1 2 番地( 新末広ピル) 電 話 大 阪

束日

輸

本社

支 J芦

社会式株
三ｾ
p_)ι 建本日

③ 

政

大 阪 市 東 区安 土町 4 ー 5 T  E  L  (261) 7  5  9  1  - 8 干541

東京 ・大阪 ・名古屋 ・福岡 ・広島 ・仙 台 ・札幌 ・四国 ・沖縄

重田生
長キ土

社

庖

本

支

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

J し、

電話 (202 )代表 4 7 9 1  

電話 (241 ) 代表 4 1  7  1  

義

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地

東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 1 号

本山
石

取締役社長

本 社

東京支庖

庖支阪大組

日

，

e
:

 

回

目

・

株 式

会 社

@  
専務取締役

大阪支庖長

之 丞

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 (201) 2 7 5 1 (大代表)

庖 ・東 京 都 港 区北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 (405)  1  1  1  1番 (大代表)

庖 ・東京 ・大阪 ・名古屋 ・福岡 ・仙台 ・北陸 ・札幌 ・広島 ・高松 ・海外工事局

上土

本

支

社

.d険

::o; 式株手E

•••••••• 
-------

E

・
・E
'

谷長

⑩ 

2  

為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 4 丁 目 1 3 0

話 (771) (代 表) 4  1  4  8 ・4 1 4 9 ・4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条 町

話 (791) 2  7  4  4 番

3  

ー

i

 

F

E

E

，
，
，

 

/ 印、

口一長取締役社長

大

電

大

電

社

工 作 場

本

グ〉

1 3 3  

。
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木 工 務

取 締役 社長 藤 木 銭 三

支阪本! と ・大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3 電 話 06( 942 )  1461 ( 代)

支 脂 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 2 3 の 4 電 話 03( 357 ) 1611 (代 )

倉 敷 市 鶴 形 1 丁 目 1 0 の 3 2 電 話 0864( 22) 3330(代 )

高 松 市 丸 ノ 内 1 1 の 1 3 電 話 0878( 51) 7272(代 )

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 電 話 075( 311 )  4131 ( 代)

福岡市博多区博多駅南4丁目18の2(博多沢田ピル内) 電 話 092( 441 ) 6585( 代 )

出 版所 ・ ｩ ｾ ｩ ＿ ｦ ｊＭ 悶 ・ 名古屋 ｩ 掌 ・ 岡 山・ 新居浜 ・ 徳島 ・ 福岡・熊本

応藤株式会社

@  

株 式 会 社

号 A

晶又建
-

不

② 
-

良日

大阪市西区阿波座上過 4 丁目 8 〒550 電話大阪 541- 5534代表 ・9301代表

東京都新宿区西新宿 4 丁目 5番2号 〒160 電話東京 377- 5  1  7  1代 表

名古屋市中区千代田 4 丁目 11番17号 〒460 電話名古屋 321- 8  4  8  1代 表

仙 台 - 大 垣 ・京 都 ・野 洲 ・姫 路 ・岡 山 ・広 島 ・博 多 ・大 分

ヨ三

Eコ
口山取 締 役 社 長

社

庖

本

支

フジ少工業

出張所

未来をひら

告惨

15  

広 島

ン ノ ぞ ウ

取 締 役 大阪支 庖 長

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 電 話 ( 345) 代 表 7 6  7  1  

本 社 ・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  

支 庖 ・東 京 ・ 札 帆 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪

九 州 ・ 仙 台 ・ リ マ ・ カ ラ カ ス ・ サ ロ

節目建設工業株式会社大阪支庖

③ 
良R四甚林取締役支庖長

電話大阪 ( 353)7 8 9 1( 代表)大阪市都島区東野田町 2 丁目 4 番 2 0 号屯支

電話東京 ( 265) 5  5  5  1  ( 代表)東京都千代田区富士見 2 丁目 10番地の 26号社本

真柄建設株式会社大阪支庖

+  
J台

大阪市西区京町堀 3 丁目 12番地 電 話 大 阪 ( 06) 443- 0641(代表)

東京都千代田区麹町5丁目 l 番地 電 話 東 京 ( 03) 263- 121l ( 代表)

東京 ・名古屋・金沢 ・富山・福井・京都 ・大津 ・神戸 ・新潟 ・広島 ・福岡

孝木々佐
常務取締役支庖長

大 阪 支 庖

東 京 本 社

支庖 ' 営業所

組村松
株 式 会 社。

雄

電 話 大 代 表 大 阪 ( 353) 1131

台 ・広 島 ・福

村

社・ 大 阪 市 北 区 空 心 町一 丁 目 七O 番地

庖 ・東 京 ・名

松
取 締 役 社 長

本

支 岡
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⑥ 

@  

⑮ 

。

① 

⑮ 

三 井 建 設 密 大 阪 支 庖

取 締 役 支 庖 長 滝 口 開

大阪支庖 大阪市北区中之島 3 ー 7 (三井ピル 2号館) T E L  06- 443 - 1321  

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10  - 1  T E L  03- 863 - 3111 

村 本 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長 村 本
盛量

五三. 局司

本 庖 奈良県北M城郡広|凌町安部 5 4 7 屯話大和高田 (55) 1151(代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町 9丁目 4 9 電 話 大 阪 (779)1571(代表)

東京支庖 屯 話 東 京 (265) 5851附 名古屋支庖 電話名古屋 (241)1511間

福岡支庖 電 話 福 岡 (741)0119  三 重 支 庖 電 話 津 (26) 2949 

望 月 建 設 株 式

芝〉

社エヨミ

取締役社長
望 月 太 良日

本 社 大阪市北区堂島上 1 丁 目18 屯話大阪 (344) 8  6  5  1  (代 表 )

株式会社 pフF木k  
組

取締役社長 PオF木℃ 

幸 y台

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 201 - 2761( 代 )

( 支 庖) 東京 ・名 古 屋 ・奈 良 ・九州 ( 営業所) 仙台 ・滋賀 ・京都 ・神戸 ・広島

株 式 会 社
I成I I L  工 務 応

代表取締役
且51I乙L  道 雄

本 社 大阪市北区南森町 4 7  ( 成輿 ビル) 電話 (364) 1581(代表)

営 業 所 神 1コ 亦 )11 西 呂

株式含社米田工務届

取締役会 長

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 国 良 男

本 社 干 543 大阪市天王寺区逢阪上 ノ町 7 T  E  L 大阪 (06)771-7771代表
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暑中お見舞申し上げます昭和51年盛夏

建 材 ・ 設 備 ・ 工 事 業 者 有 志

。〉 アイエム換気工業株式会社

代表取締役 松 岡 晃 一 郎

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1  8  3  T  E  L  (06)  561 - 3  9  0  1代

束 京 出 張 所 東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 5 - 13 - 13 T E L  (03)  988 - 0 2 7 1  

東者11 自動車ビル 1411号

泉 北 出 張 所 堺 市 泉 北 若 松 台 1 - 1  - 1310 号 T E  L  (0722)  92 - 3  3  2  1  

@  

三邑 ｾ之 L  建 キオ 株 式

d 会、

社
同 ヨ玄

取 締 役 会 長
青 盛 繁 男

取 締 役 社 長
青 盛 巌

広 島 市 舟 入 幸 町 1 9  - 1  0  電 話 0822- 92- 3200 

福 岡 ・ 岡 山 ・ 松 江 ・・下 関

。〉
井 上 窯 業 株 式

A

Q

一

A
社

代表取締役 井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電 話 771 - 2  8  2  5  ( 代)

営業 所 豊 中 ・ 奈 良 ・ 寝屋川 779- 5  3  2  3  - 4  

。
防 熱 並 に 防 水 工 事

株 式 会 社 井 上 ;令 熱

代表取締役会長 井 上 浄 夫

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1  0  1 電 話 (06)441 - 8531附

支 庖 東 京 都中央 区 八 丁 堀4- 2- 2 共 同 ビ ル 八 階 電 話 (03) 551- 6756 

工 場 岡 山 市 中 原 3 7 5 電 話 (0862)52 - 5371 

母島

株 式

. ，6.  

社 梅 彦A  

松 刀く 嘉 良R代表取締役

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 電 話 06 (371 )  4  0  3  6代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地 電 話0726 (43)  6  1  4  9代
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新 不 燃 材 料

不燃 ( 個 ) 第1325 ・1326 ・1327

控設大臣許可 (鍛ヌ48) 第3105号

屋根・壁・外装材・谷樋材

製造並責任施工

大島応用化学工業株式会社

代表取締役社長 回 中 政

施 設 に 保護 を グ

設 備 を 大 事 に .グ

〒 578 東大阪市新庄 1 1 4 番 地 電 話 06 ( 745 )  5121 (代)

庖 所 東 京 ・横浜 ・千 葉 ・静岡 ・名古屋 ・四 日市

広島 ・字 部 ・大牟田 ・高松 ・新 居 浜

防煙・防火は 品m

11¥俣シャIV' 1 - 工業株式会社大阪支庖

てや. .  .  .  .  .  

雌κノ

盗

品

v

a

m

w

E

W

 

品 目

料

号

号

号

号

あ

や

内

O

内

O

A

-

v

凋

守

火

0

0

0

0

防

0

0

0

0

の

0

0

0

0

定認

等

等

等

等

省

同

同

同

同

設

材

材

材

材

建

基

基

基

基

ン

ル

ド

ス

何

一

ン

ク

ス

オ

サ

ツ

・

恥

町

y

ウ

一

テ

ジ

〈

〈

，
、

川

晴

J

，

，

，

，

，

，

ソ

エ

エ

エ

材

材

材

材

+

リ

4

リ

キ

サ

炉
1

4

4

4

4

1

 

吹

吹

吹

f

系

ン

系

吹

け

W

M

石

メ

殊

ク

A

セ

特

ア

ヒ

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 山 下

本 社 営 業 所 大 阪 市 東 住吉 区 駒 川 町 3 - 54 

事 業 所 東 京 03( 990 )3252

名 古 屋 052( 503 )4344 

密 男

電 話 06 ( 702 ) 代 表 7814 - 7

キし 申見 011 ( 582 )6976 

福 岡 092( 521) 2731

営 業 品 目
ア ス フ ア ル ト 防 水

ニ 星 シ ン グ ル

ウ レ タ ン 防 水

工 事 並 に 材 料 販 売

カ ラ ー ベ ス ト

コ ー キ ン グ

株 式 会 社
イ左 々 木 商 J吉

代 表 取 締 役 佐 々 木 之

干 532 大阪市淀川区東三 国 6 丁目 2 5 番 2 号 電話 06 ( 392 )  7  8  7  1  (代 )

⑬ 

，園、

FlI NTKOTE 

、、J

株式会社 シェル石油大阪発売所

フリントコート部門

本部長 栗 山

本 社 大 阪 市北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2  5  

本 音巨 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 2 丁目 11番 30号

了 務 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福

和 三

電 話 大 阪 ( 343 ) 0441大 代 表

電 話 大 阪 ( 303 ) 7131 代 表

岡

層別

空

須 賀 工 業 株 式
ふ
一
品社

取締役社長 須

カロ

貝 孝

本 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 電話 ( 06) 441 - 5 1 7 1  

支 庖 東京 ・大阪 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・福岡 ・札幌 ・千葉 ・横浜 ・静岡 ・広島・高松

1 3 7  



⑨

 

精 研 冷 機 株 式 会 社

取締役社長 木 内 清

専務取締役 和 田 正 八 郎

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町3番丁68番地 ( オートセンターピル) 電話768- 5031(f-l: l  

東京営業所 東京都千代田区九段南 2丁目 2番 5号( 九段ビル) 電話262- 324H代)

成 幸 工 業 株 式 社

.，d.. 

Z 玄

代表取締役 園 藤 光 弘

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 96 電話 06- 531 - 8801番

支 庖 東 京 都 千 代 田 区 麹 町 5 - 3 電話 03- 263 - 1691番

号
高 千 穂 亀 縦 株 式 会 結

取締役社長 岩 崎 久 雄

本 社 大 阪 市 都 島 区 中 野町4丁目 8番10号 電 話 06(358)1171大代表

支 庖 福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁目 10番24号 電 話092(712)0126代 表

営 業 所 東 京 ・神 戸 ・ 鹿 児 島

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテバヤシ商庖

代表取締役 舘 林 彦 四 郎

干601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37 電話 (075) 681- 7 2  2 1 (代 )

⑬ 

特許 ｦ｡￰Ｗｾｯ シＮＢ， φ ＴＱ 局ﾭ
東西アスフアルト事業協同組合

田 島 ル ー フ イ ン グ 株 式 会 社

大 阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 7  4 電話 (06) 443- 0431 

東 京 : 東京都千代田区岩本町 3 - 11 - 13 電話 (03) 862- 8531 

名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 幌 ・ 仙 台

東邦パーライ卜断熱コンクリート、東邦パーライト断熱モルタル、ネオパールスキン( 天井材) ネオパールスキン - A( かベ材)

断 熱 ・ 吸 音 の パ イ オ ニ ヤ

東 邦 バ ー ヲ イ ト 株 式 会 担

取締役社長 才商 治泰

本 社 大阪市東区森之宮西の町 5 9 4 電話 (941) 9 2 4 3 - 7(代 )

営 業 所 東 京 、 横 浜 、 広 島 、 福 岡、 高 松 、 松 山 、 金 沢
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6 豆亙夢
室 内 装 飾 施 工 全 般

東 洋 建 装 株 式 会 社

代表取締役 二 四 岡 久 男

大 阪 市 城 東 区 古 市 3 丁目 13番14号 T E L 大 阪 (06) 932- 4321 代 表

凸 版 印 刷 株 式 ネ土

専務取締役支社長 田 中 貞 司

関 西 支 社 大 阪 市 福 島 区 海 老 江 3 の 22 の 61 電 話 06 (458)  2251  

本 社 東 京 都 台 東 区 台 東 1 の 5 の 1 電 話 03 (833)  2111 

⑧ 
j: a 互 業 様 式 舎 社

取締役社長 友 田 俊 夫

本 社 〒534 大阪市都島区都島中通 3丁目 3番6号 電 話 06(921) 0331- 6

奈良営業所 干630 奈 良 市 鳥 見 町 3 丁目 9 番 5 号 電話 0742 (43)  5620 

⑧ 

T OT O特約庖株式会社 ..，..-守

代 表 取 締 役
士

口田 広 助

営 業 所 干544 大阪市生野区巽西 2 丁 目7 番24号 電 話 757- 1101附

本 社 干543 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 6 1  電話 771- 9123附

⑮ 

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式 会 社

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目珪番27号 電 話0729- 23 - 3921 

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

⑮ 

東 亜 ア ス 防 水 工 事 ノ ¥ イ ボ ン デ ル 工 法

合 繊 不 織 布 ・T N コ ー ト 使 用 の メ ン ブ レ ン 防 水

君主21東Eアスフガレト防水事業協同組合

干581 大阪府八尾市南太子堂 6 丁目 4 番 2 7 号 電 話 0729- 94- 5682
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お

株 式

会 社 西原衛生工業所大阪庖

取締役社長
半

十 良R

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 1 1 番 地 電 話 大 阪 (458) 代 3 5  3  1 番

争参
株式

会社 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役社長 花 村 茂 彦 業霞聖堂芝 山 港 敏 郎

大阪支社 大阪市東区淡路町1丁目 14(八千代ビノレ) 電話06(231)8171(代)

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8 電話03(961)1691(代)

神 戸 支 局 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 丁目 2 - 25 電話078(291) 0541- 2

京都支局 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電話075(211)1 9  1  1  

直孟

大 阪 で 唯 一 の

額 日 刊 建 設 新 聞 社

代表取締役会長 中

代 表 取 締 役 中

山 豊 雄

山 敏 夫

大阪本社 大阪市東区高麗橋 1 丁目 3 ( 東洋ビノレ) 電話 202- 6861(代表)

争彰

額日刊建設通信新社関西支社

代表取締役会長 田 中

高蓄聖堂室 林 田 不 二 夫

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 ー 1 4 4 エハラビル電話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 (502) 8  5  8  1代表

…@闇

マ ル エ ス 印 企 ル ー フ ィ ン グ A シ ン グ ル 企 ビ ニ エ ス タ イ ル S P

日新工業赫式会社大阪支庖

大阪支応長 紫 富 田 忠 雄

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 21- 28  H 東京 (882) 2424(代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 淀川区瑞光通り 4 - 30一 2 H 大阪 (329) 7737- 40  

出 張 所 名 古 屋 ・広島 ・福岡・札幌 ・山形 ・工場/ 東京 ・埼玉 ・山形

f h  

モタ

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4- 30- 2 日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 内

電 話 ( 329)  7  7  3  7  - 4  0  
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。
日本アスフアルト年限保証防水( 日本アス協組合)

ニ ト ル ー フ シ ー ト 防 水 l

N  P シ ー ト 2 号 防 水 } 冷 工 法 N . S パール塗膜防水工法

卜ーヨーシート防水 . ウレタン) 旭ダウスタイロフォーム G K 防水

日 新 工 材 株 式 会 社

代表取締役 井 場 正 孝

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  7 電 話 (541 ) 3785- 6 ・2721

<!iT 
原 因 今 商 事 株 式 会 社

アサノセメン卜

アサノコンクリート

日本YTONG

取締役社長 原 田 守 蔵

本 社 電 話06- 5 4 1 - 7 4 5 5 (代)

水 分 営 業 所 電 話06- 541- 3 8 4 3 - 4

⑧ 
阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取 締 役 社 長 杉 村 正 良R

本社大阪市淀川区十三本町 2丁目 13番15号 電 話 代 表 06 (302)0231 

営 業 所 名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 - 7  電 話 代 表 052 (692)1141 

v a n瓦玩

〈信越化学グループ〉

株式会社 ノてンデックス・ジヤノてン

無機質浸透性塗布防水剤

ウレタン防水剤一一パンデコート・カラーパンデコート

防塵用カラー床剤ーパンデコート F-500

1ウレタンシーラント- 5-340

エボキシ防蝕剤ーパンデコート P-201

代 表 取 締 役 社 長 村 川 一 雄

関 西 営 業 所 所 長 大 友 理

本 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 2 - 2  7  - 1  0  03 - 552 - 6954 (代表)

関 西 営 業 所 大 阪 市 北 区 伊 勢 町19- 2 il 

富 士 造 園 土 木 株 式 会 社

代 表 取 締 役 金 岡 秀 輔

宝 塚 市 山本 東 2 丁目 6 番 17号 電 話 ( 宝 塚 ) 0797- 88- 0501- 6  

.A・

司噌F

電 気 設 備 工 事 計 装 工 事

由

園

田士 電 業 株 式

取締役社長 田 中

A

G

冨

実

社

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  電話 (538) 1  1  7  1代 表

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

1 4 1  



ビ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

防 熱 工 事 設 計 施 工

プラスオール l ・・咽・F

三 星 産 業 株 式 会 社
コ ー キ ン グ } 販 売 施 工 . ムe

ピ サ ロ ン J U  

〒550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1- 126(大栄ピル ) T el. <443>9721 ( 代)

〒101 東京都千代悶区神田小川町3-28(三来ビル ) T el. <292>1961(代 )

囚

③ 

<8> 

』。毛d

文化mH 金Iili m材 装備 I111

⑬ 
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ｮｾ＠ 11<，i}r : 札械 <721>6031 ・6307 fl1J fi <21>5366(代)

r，， 'jJ;{ <931>4574 ・3393 titi 問<78>3361(代)

自主化成Z 業株式曾社代理屈

新 聞 和 Z 業 械 式 童 社 代 理 庖

ι I y 三 産 業 様 式 舌 紅

' t 表取締役 惇 馬 正 明

室 谷 商 事 株 式

.d、

:zx 

取締役社長 室 谷 山 水

社

本 社 神戸市生田区北長狭通4丁目 1( 英和ビル) 電話078 - 331 - 0  8  8  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビ j レ) 電話 06 - 364- 2  0  3  1  

営業品目 建築金物、装飾金物、其他諸金物別注設計製作

オリジナル金属製家具

株式会社山本金属製作所

〒542 本 社 ・本 社 工 場 大 阪 市 南 区 西 賑 町 2 5  T  E  L  (761 )  0  1  2  7 代

干570 守 口 工 場 守 口 市 浜 町 2 - 1  T E L ( 993) 7  1  9  2  

株 式

会記 tk 1 f . 建材筑

本 社 大 阪 市 西 区 四 ッ 橋 筋 ・四 ッ 橋 電 話 541 - 1861 - 7

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 番 1 号 電 話 723 - 2277- 8

山建ソピ ー ス 大阪市西区立花通 2 (展示屋敷 ) 電話 541 - 2152- 3

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

取締役社長
山 本 泰 通

本社 ・工 場 大 阪 府 摂 津 市 東別府 1- 3- 6 電話 ( 06 ) 340- 9  1  3  1  - 5  

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・福 岡 ・仙 台



麟鶴麟離麓轍雛鶴雛鶴輯離麓鶴自

同Ｚ海舟 ｊｾＺＩｾ 璽購輔輯聾聾

購醸鱒購鱒鐘盟事私: 毎日岳西

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸屋根|坊水 には 奥 山 式 特許絶縁工法を

前回 ｾｉ ミー悶ｾ帯
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式曾紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

本 社

大阪出リ長所

名古屋出娠所

札 脱 出 張 所

岩元式連塔換気装置 ( コンチニヤス・ベンチレータ ー)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置 による風量増幅¥
新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  i  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

ｾ Ｉ 亨ヲ ｱ イト

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 ';1L話 03(571 )270.3- 4' 2370.  4064.0264 

大阪市都島区都島中通り 2- 3- 1 l1L話ー06(921)  2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屍 市 南 区 若 草 町 3 3  ;11話 052(811 ) 3 6 6 0 ・3 1 0 4  

札 帆 市 中 央 区 北 三 条来四丁目 屯話 011( 231) 7  5  1  1  

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 06 1  5- 0  6  1  8  

14 3  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

鼠 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《多額朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  m話 ( 434) 6171( 大代)

大阪支社大阪市淀川区1J 日仏 ] -58-59  包括 ( 302) 2271( 代)

支 広 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 - 広 仏 福 岡

営 業 所 由11 路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 横 浜 静 岡 ・京 都 神 戸

電気・空調・ 衛生・防災・産業廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大 阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西成区江戸. ¥! t l 1- 60 干550 itl 新(441 )8231代表

支 唐 大阪 ・東京 ・名 古屋 仙台・金沢・広仏 ・傾向

営蝶所 札 帆 新 潟 間 山 ・ 高 松 ・熊本

出張所 盛 岡 秋 田 横 浜 的 問 ー富山 ・稲井・胞団 ・

京都 ・神戸・鹿児ぬ・郷軍司

給 排 水 ・ 術 バミ

H是 冷 房 ・ 検 公 設 計 地 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 日 程 町 - ｾｴＡＺ活大阪 ＳＷＲ 局 ＷＱＵ Ｑ Ｈ 代 Ｉ

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 蘭 上 ル 屯 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 illi 六 1 - ｾＱＡＺ話神戸 ＳＴＱ 局 Ｕ 8  9  2  

空 気 関 和 股 備

各種送風機 ・風 力 輸 送 装 笹

給排水衛生役備段昔十施工 設計製作

空調機器類・公害防止装置

各種プラント設備

⑪ 械 式S 社，，:' 4JP.シ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672)  1281(大代)

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・広 島 ・福 岡 工 場 和 泉 ・名 古 屋

テレックス : 本 社 No. 562- 7688 和 泉 工 場 No 538- 5898 

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備

. その他管工事一切の設計・施工

⑮ Ｈ 叫 ｾＩｦ ＺＧ ｉ ｾ 務所 Ｉ

斎 え 五 業 株 式 会 社 大 阪 支 j左

大阪支底 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041附

東 京 本 社 東京都千代田区大手町 2- 6- 2( 日本ピ J レ デ ン グ )

144 

電言舌 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1 附

営 業 所 札 帆 ・仙台 千築 ・名古屋・金沢 ・高松 ・岡山 福岡

出 綴 所 筒 井 ・ 倉 敷 ・ 広 島 ・ 苫 小 牧

空 気 制 和 数 制 自

給排水 Ｎ ｾ衛生水道

気 設 備

厨 房

三 機 工 業

ム

環 境 術 生 施 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

去 を 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 藤 田 初 蔵

C 阪市東区北浜 2 T 目 2 2 岳 地 111踊 大 阪 ( 202) 代表3071

本 的 東 京 日 比 谷 三倍ピル

支 f.'5 名古島、制問、札械、広助‘ 仙台、北陸

出 似 所 横浜、同i松、的問、盟 IJI 、間山、金沢

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

φ 三建設備工業株家畜社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11 3 1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋蝋殻町 2 一22 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

。
東京本底

大阪本16

支 応

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

株式会社

司. . . .  ‘  

-‘ 

-
発 空 調

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344- ]911

大 阪 市 北 区 沼 田 町 16 番 地 電 話 06- 363- ] 371

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 品 町 11 - 2  10:おi052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 屯 話0822- 47 - 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092ー761- 3795 

横浜 ・筒井・京都 神戸・松江 ・沖縄

一一冷・暖房 、衛生 、機器配管 、設計施工一一

⑧ 
株会社式

Jご重同三

フk エ 業 所

..j，; 社 大 阪 .Ii 大淀区南浜町 3 丁目 14番地

干 5 3  1  氾ｾｲＮ大阪 Ｈ ＳＷＲ Ｉ 2  8  5  1  (代表)

東京支 J.li 点点目11中央区八丁J M. 4 了 1，111番 7 号

干 1 0  4  ( 神谷ピル )

1正J丹 東 京 (551 ) 8  0  4  1  (代表)

ｈ Ｎ ｾ＠ 1U 所 CI 取 ・ 群 馬 ・ 宇 都 宮 君 il'-

! : . ¥似 ，11， ¥ 岡 絵 山 市 絵

著 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 前 大 阪 市 北 区 立 ! : . ¥ 浜 j泊 1 - 2  5  ( 新大ピル )

'，!L ，)[; (06 )  344  - 6  0  3  1  ( 代)

本社 ・東京支応 束 i京都中央区日本総本石町4- 2( 三井第二別館)

ｾｬｩＮ話 (03)  279  - 5  6  7  1  (大代)

名古屋・九州広，［Ｎｾ ・ Ｎｦｌ眺・京海村 ・ 北陸・大分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 1 ニ 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  06- 44  1  - 5  1  7  1  

支 l苫 東 京 ・ 大 阪 ・名 古屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 指 研 ; 袋 線 繍!if;;;I:t

本 社 大 阪 市 l軒区瓦屋町J 3番了68添J也( オートセンターピル2階)

郵便番号542 1ti 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東京営業所 東京都千代印区九段南 2丁目 2番 5号( 九段ビル 8 階)

郵使番号 102 t 1I Mi 東京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番
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凶
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I

¥

酎

斗

志 社 班 京 支 庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 会 6-1 宮03- ) 44-1851 ( 大代) 大阪支底 宮06-203- 3m( 大

代 ) 名 古屋支庖 世田2-21 H535( 代} 九州主庖 宮092・431-2147 宮泉所札健仙古構，兵・広

島・神戸 出張所 新渇・金沢 大 宮 帥岡 豊 田 京 都・岡山 ー松山・熊本 ・鹿児島・沖縄・ パ〆コク

一 般 空調 設備 ・ 恒温 慢f星 放備・冷，東冷 蔵 重量備

冷 却乾 燥 設 備 ・環 境 改普 段備 その 他 上 況 に 附

，園、ー 帯 す る 衛 生 、 電 気 等 一切 の 工事 の 設 計 ・施 工

ｉｾ イタ宥宰 ｕ フヲシト繍ヨ Ｘ 将
司胃子 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本社 大阪市大淀区中 ｩｾｬ 本通 Ｑ 丁目 Ｒ 需 ｉ 也 ホーコタピル

干 531 10:官民 大阪 ( 06) 372- 5171(代 表)

支 I吉 東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

干 103 m結 束 京 ( 03 )242- 5521(代 表 )

営割陣所 福 岡 ・ 名 古 屋 ー広 尚 ー キL 眺 仙 台

空気調 和・ 衛生設 備 大阪ガス指定工事会社

設計 ・施工

ガス設備 ・ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約后

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

(  1日三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2 電 話 06 - 313 - 1846 

Z&#1213 大阪市北区木幡町 3 4 - 2  m話 06 - 313- 1846

z  z  iE 霊 祭 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 番 3 号 電 話0720- 49- 2128

設 備 部 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2  電 話 06- 313- 1846

繋師ig 瞳 祭 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 電 話0720- 49 ー 2128

H乏 ・冷 房 ・空気 i}i，_ ift. 度調主主装置

回 設 計 施 工

高 ｦ￭ｾ＠ 套11
会ｾ

-← 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 回 町 55番 地 ( 北 阪 急 ピ ル 9 1;皆)

電 話 大 阪 (372 ) 2  5  1  1  ( 代 表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

温・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 富 田 町T 3  0  電 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピノレ)

f.l1: 昔舌 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8 5 6 1 ( -tI;: l  

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

包 括 ( 211  4  4  9  1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

青苫 ( 971)  3  6  2  1  

く m哩AIR-コ 空 気 調 和 設 備

設 計施 工

換 気 ・除 塵設 備

東 洋 煎 工 諸 制 儀 式 会 祉 大 幅 安 倍

大 阪 市 西 区 京 町 掘 4 丁 目 T E し( 433) 8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 l吉 名 古 屋 ・ 福 岡

設 計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

本ヰ品京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田 町 2 0 番 地 内 1

電 話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満僑北詰 )

電 話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 支 J吉 凶 日 市 市 浜 印 西 末 広 町 包 括 ⑮7431- 3  

滋 賀 営 禦 所 大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電話; 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 営 喋 所 添 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 0592 ⑫ 3 6 1  0  

@ 這 暖 房 限

唱 F電'ー....

③首途端言語総持

ーーーーーーーーーー・ ＢＢＧ ｣ ｾ ， ｾ・ ＱＱ 唖 ・ 置

給 ・排水 ・衛生・消火・暖冷房設備

お 諮 西 原 衛 生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 信 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

@平曲互業株式会社

大阪市西区江戸堀通 2 の 2 T  E  L ( 441 )附 1994・( 443)的0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@不ニ然挙エ業級友舎紅

本 庖 大 阪 市 南 区 順 応 町 2 - 5 0  ';Ji iifi 261- 2436f的

東京支J吉 東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773- 1231間

営 業 所 銀 l事 ・ 浜 松 ・ 京 都 神 戸 . t;，¥問

空気調和設備・給排水衛生設備 ・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設/ 設計 ・施工

《 砂 山 田 工 業 株 式 会 社

本社且菅工事事章部大阪市西区京町堪 1 - 62 電話06( 443)8161( 大代表)

環境基置事章都大阪市淀川区三津屋南 l ー 1 - 35 電話 06(308)1491(代表)

東 京 支 臨東京都港区北青山3- 6- 18(共同ピル青山) 電話 03(4的)8905 .  8973 

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 区 輩 2 - 16 - 13(京極ピル) 電話 052(202)∞77(代表)

出 張 所 神 戸 福 飼 笹 山
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式

↑ 専 三

品 3 - 3  朝 日 ピ ノ レ

阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

町 3 - 3  4  - 6  

阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代)

西 京 儲 葛 野 町 2 1  

075  (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ'-1;: )

薬 院 1 - 1 4 - 8

も6H珂 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  
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役

4
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庁

設

一
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制
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十

十

気

司

回

『

叫

阪

相

間

電

陀

大

京

悩

陽

，

社

電 気設 備 の 頁

朝

電 気 ・言十装工 事 設 計 施工

栗 原 工 業 柑 式 会 紅

ー逮

国吹

本

本命士宮宮鎌 所

京都営 難所

英

大 阪市 北区 高垣 回 丁 目 東 阪急 ピ J レ T E L06- 3 13- I I OI

支 J吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

福 岡 出 張 所

会 社

五十施工

株 式

社

川 正 男

電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

神 図 1 丁 目 4 番 5 号

内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

所

常 務 取 締 役 支社長

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西

支 社 札 幌 ・仙 台 ・ :"JL ノ

営業所 ・出張 所 全 国 主 要 都 市20ヶ

電気設備工事子

東 光 電 気 工 事

大 阪 支

姉

電 気 工 事 設 計 施 工

盟i
，、‘

代表取締役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 郎 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

屯 話 ( 671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 相 模 原 ・ 堺 - 稲 山

社一
一
一

株 式 会 社

ヰ士

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株

電 気 工 事

工

会

A

三

間

式

l

均

株

仇

胡

機

嘉

舟

電

叫

暖

{

玉

制

気電

S与
社

正 明

江 東 之 町 三 丁 目 - j j _

代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

丁目 11 ;11話大阪 (931)7004

o  ｾＱｬ訴御所 Ｈ Ｒ Ｉ ＰＱＲＲ

¥I i 話枚方 (43)8659' (44)9232 

ふ
一
品式本 電

取締役社長 中 本

社 大 阪 市 城 東 区 針

' ，! L 話大阪 (931)  

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営難所

大阪 di 械東区野江東之町 3

恭良県御所市御園jjfi 3  6  

枚方市山之上西町 l の I

中

本

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

東 京 都 港 区 新 橋 2 - 1  6  ( ニ ュ ー 新 橋 ビ ル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 ( 991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

社

庖

本

支

底支

神 戸営 業 所

工・制御盤製作

株 式 会 社

文 夫

町 1 丁 目 1 1  0 需 地

472) 代 表 1 1 0 1 - 7

丁 目 25番 11号( 福山ピノレ )

鋳 物 而1; 町T 2  3 番 地

( 56 )  5  6  6  5  .  5  8  1  8  

和 歌 山 名 占 左 足

各種電気工事設計施

野 里 電 気 工 業

取締役社長 池 内

大 阪 市 西 淀 川 区 中 白 星

f足 元i育 大 阪 (

東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 6

;II 活 J丹 東 京 ( 4

北 九 州 市 小 介 区

電 話 小 合

同 ・ 千 梨

電 気工 事 ・昔十装 工 事 ・ 設 計施 工

+上

1市

本

支

社

6 番 地

8 8 8  1  

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会以 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5

屯 話 大 阪 大 代 表 ( 312)

東 京 ・名 古 屋 ・ l川 日 市 ・ 神 戸

松 山

ふ

ム

・
2

q

，

本

営 業 所

支 府

営業所
i作: _B1M戸斤

計 施 工

株式会社

電 気 工 事 設

キ 富 士 電 業

電 気 工 事 設 計 施 工

社
ふ

一

品事 株 式工藤エ太 陽

実

江上過 1 丁目 6 5  

3 8 )  1  1  7  1代 表

屋 ・広 島 ・福 岡

中

大阪市西区北堀

電 話 大 阪 ( 5  

東 京 ・名 古

田
取締役社長自日四中本

取締{ 支社長

杜本大 阪 リi 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  1 ( 代)

キ土本

大 阪 市 此 花 区 恩 食 南 之 町 7 3  

T E L ( 06)  462- 1  3  0  1 ( 代)

電力工事本部

営業所

事 設 計 施 工和

一

ム

空

工

博

時

一

=

ト

=
孔

p

出

t

p

A

 

電気設備設計施工

アリニ.1:ヲ 跡 式 金 世

高千穂亀締結式会討

⑮ 、fr.

1旦

T E L 0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6(代)

方く本

大阪市北区西堀 川町15

東京 ・事1I 戸 ・広島 ・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・札 眺

京都 ・7，'1j 砂 - 三原・徳山 ・

山取締役社長

本 社

支 信

事 業 所

岩 崎

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー I 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー I I  7  I 大 代 表

東 京 ・神 戸 ・九州

雄久取 締 役社 長

ヰ土本

- 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

松山 ・新府浜 ・福岡 ・沖縄
営 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 一大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ー 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 線 変 美 術 タ イ ル 一 大 仏 タ イ ル

新 発 売 ー古 代 土 器 調 高 混 〆 タ イ ル ー 大 仏 古 代 タ イ ル

φ  

2晶二E

ナニワ媛匂 12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

出

4

F

Z
町

一

丁

目

七

四

e

一
世

耐

削

f

A

O
六

i

T E L  ( 345)  9055(代 表)

T E L  ( 252)  3  9  0  6  

T E L  ( 202)  5  2  6  0  

6

ル

6

1

ビ

3

町

唯

一

北

幻

2

日

制

一

城

立

川

徽

区

和

区

北

区

東

市

岡

市

阪

肪

阪

大

大

大

社

所

所

業

業

川
「

H

白

柑

凸

盆

堀

本

御

償

Board&Sl ate 

@国

顎相

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

:= '1) 淳 窯 零 歳 怠

社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98番地 ( 靭 本 町 バ ス 停 前)

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 <I!T 

姫 路 市 北 条 ロ 1 2  6 番 地( 住友生命保険ビル 7 F )  

包 括 姫 路 0792( 82) 0999 <I!T 

⑪ 

フ タ パ 黒 板

姫 路 堂 換 所

源八橋セトモ 百貨 … 下 T  

、

信

号

種

陶器、ガラス製品卸問屋

セトモノのデパー卜

ター
L. . J  

ポ
、ソ

百変/ 而t

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54  1[ 話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

ノ

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウォル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 唐

大 阪 支l吉
サクラ建産株式会社

ペ孟ト

ｾ＠

大阪市東区高施僑 2丁目 9 野村ピ l レ51指 定 話 大 阪 (202)4905
大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 ( 922) 代表4421 - 3  

建築物自制自等造作工事、家 具 建 具・室 内 装 備 工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S ，L T D  F U T A B A Y A  

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06)349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可(般- 48)第12064号

1 4 7  

医圏



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

の生産

-・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ 。 @ シ ャ ッ タ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

置璽冨盟冨璽轟轟盟櫨輯掴

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745) 5121- 5  

年中見ていただける 皆様の見本室
|雲|

タイル

A M. IO. ∞- P. M. 5.oo 

日曜 ・祝 日 は イ木館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

梅田新道 O  南森町

148  

常設展示場
大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 パ目H1i

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1- 12 日 生 ビ ル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・横 浜 ・雌 問 ・郡 山 ・水戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・日 山 ・大 津 ・京 都 ・堺 ・神戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市



日進式
簡 易 閏 佐 切 デ イ オ |  

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ7フウトも流動的です。取( 寸，取はず

しが簡単なディオは時代の要求にマッチしだ新しい簡易間仕切です。軽くて，岡| 腔のあるアィオ

パネル( イソバンド36) の表面は0. 5%の塩ピ鋼板で構成され，美しい室内感覚を出しています。

( P AT. 6i 牛〉

名 古屋

広 島

仙 台

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 22 番 地

東 京 都 港 区 新 橋4 - 2 第 29森 ピ ル

福 岡 市i専 多 区 住 吉 2 丁 目16番 27雪

名 古 屋 市 西 区 俵 町2 T目 1 番 6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 番 13 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

干 530 電 信( 06) 312- 4131 ( 代〉

干 105 亀 箆( 03) 437- 3361( 代〉

〒812 室電話( 092) 291 - 0459( 代〉

〒733 電 岳; ( 052) 522- 5436( 代〉

干733 電 話 ( 0822)  91 - 1  533( 代〉

干切 3 電 話( 0222) 52- 2631( 代〉

奥村重兵衛株式会社日

豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す

I na 

伊 奈9 T J Lr

I na 伊 奈 製 岡 椋 武 畠 社

本 社 愛 知 県 常 滑 市 大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 新 町 南 通1- 62 T E L  532 - 6081附)

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

L A F リミットロードエT ーホイルファン C A F 直 流 式 静 音 送 風 機

ｾｮｴｾ￸ＢＧｇ＠

送 風 機
営 難 品 目

L E F  ｾミァトロードア ー ド ＷＷ ン

S A F ストリ ー ムラインファン

H A F タ ー ボ フ ァ ン

P A F  7' レ ー ト フ ァ ン

MA F 多 異 送 風 機

V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

T A F 軸 流 送 風 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 Jo.¥機

マ ル チ ウ イ ン グ 輪 流 送 風 機

塩 ピ 製 耐 駿 送 風 機

本 社 ・エ 場 干 536 大 阪 市 城 東 区 野江 東 之町 2 丁 目 l 番 地

電 館 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代)

東 京 出 張 所 〒 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

九 州 出 張 所 〒 812 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1  - 7  3  9  6 番

畠

快適なオフィスの

環境づくりには

やっぱりすぐれた

製品か} 必要です:

スチールパーテイ Y B 〆

紅

b

u

m

-

冨

配

l

獅

式

市

日

住

株

訓

い

醐

1

1

7昨

日

問

問

川

山

岨

ヨ

日
目
別
世

E

閃

凶

由

γ

一
一
一

同

刷

一

h

諸
。‘

一

F

所

-
U
揖

底

品

市

営

兜

E
規

制

14 9  



コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

責 任 施由色 彩 . 自
尺 物長

種

C I  

回 目

タ然えない

わ れ な い

傍 ら な い
W ジ ャ ン ポ 波

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス t皮V i，皮S 大 波S ノj 、J皮波 板 規 格

途用

汁IJ I !J 9J l ゑ9J l 製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4  

電 話

包 括

1'1t 言舌

1'1t 言舌

1'1t 音舌

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ノレ

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 聞 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋市 中 村 区 泥 江 町 1の 24 第 2 中 経 ピ ル

本= 宇土

東 京 支 社 及 工 湯

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 J吉 及 工 場

名 古 屋 支I吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

ヤ

'Ie(.マ

ｾＡＩｉ ・

3従

〆' 〆 y インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

ｾｾＺＺＭＺＺＺｉ・ｾト Ｍｺ｢
ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭化成ミューj レコート・セッ卜品 )

150  

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材l吉 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538 ) 2951 - 5・( 541) 5757- 9  

営 業 所 東京 ・高槻 ・明石 ・姫 路 四国 ・中国



完壁な雨仕舞をめざ以L

|  三星フ勺レミコーピング140、新登場。 I

雨仕舞をより完全なものにするには、防水と一体で…・・・。田島はこう考え、悶仕舞にも

全力で取り組んでL ます。防水と一体なので雨仕舞が抜群だ‘、美しい、堅牢だ、耐候性

がいい、工期が短かい、など。多くの設計者の方がたからおほめの言葉をいただいた、

三星アルミコーピンク〉そんな高い評価の中で、いま、三星アルミコーピンク梢 140が新登

場。250・210 ・140 とトリオになりました。立上り部の厚さに応じて、それぞれ使いわけ

られます 。 防水をトタｽｾこ 考 える 一一。 田 島 は、それが 完全 な防水 へ 、一歩近 づく

ことになる、と確信します。 スライド完成・技術資料をご請求ください。

E 五孟亙主主互運

ＱｾＰ ＲＱＰＲ 刃
V:監互主主! ;空間
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属 諸l強 制 棋 気 装 置

関 向 マ 勾 ヲ

J . - J ，二.，，;;;;

株 式 会 社 鎌 倉 製 作 所

大 阪 支 庖 〒542 大阪市南区谷町9-43 (新谷九ピル1

T  E  L  06 ー 768- 0345 (代 j

T  E  L  03 - 40 3 - 4311 (代 表)

T  E  L  052 ー 733- 2811 ( 代表)

T  E  L  0822- 91  - 4771  ( 代表)

T  E  L  092- 441 - 6460 ( 代表)

T  E  L  0222- 57一0319 ( 代表)

本 社

名古屋支底

広 島 支 庖

福 岡 支 庖

仙 台 支 庖


